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商標について 

ESMPRO と DianaScope は日本電気株式会社の登録商標です。 Linux は Linus Torvalds の米国およびその他の国における 
登録商標または商標です。 UNIX は The Open Group の登録商標です。 Microsoft、Windows、Windows Server、Windows 
NT、MS-DOS は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 Intel、Pentium、 
Xeon は米国 Intel Corporation の登録商標です。 AT は米国 International Business Machines Corporation の米国および 
その他の国における登録商標です。 ROM-DOS および Da ね怕 ht は Da ね怕 ht，Inc. の登録商標または商標です。 Adaptec と 
その□ゴ、 SCS に elect は米国 Adaptec, Inc. の登録商標または商標です。 LSI および LSI □ゴ-デザインは LSI せの商標ま 
たは登録商標です。 DLT と DLTtape は米国 Quantum Corporation の商標です。 Adobe、Adobe □ゴ、 Acrobat は、 Adobe 
Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の商標です。 Red Hat および Red Hat をべースとした全ての商標と□ゴ 
は、 Red Hat,Inc. の米国およびその他の国における登録商標あるいは商標です。 

その他、記載の会社名および商品名は各社の商標または登録商標です。 

Windows Server 2003 x64 Editions は Microsoft® Windows Server™ 2003 R2, Standard x64 Edition operating 
system および Microsof 憾 Windows Server™ 2003 R2, Enterprise x64 Edition operating system、 または Microsof 晒 
Windows® Server 2003， Standard x64 Edition operating system および Microsof 惯 Window 汲 Server 2003, 
Enterprise x64 Edition operating system の略称です。 Windows Server 2003は Microsoft® Windows Server™ 2003 
R2, Standard Edition operating system および Microsof 備 Windows Server™ 2003 R2, Enterprise Edition 
operating system、 または Microsoft® Windows® Server 2003, Standard Edition operating system および Microsoft® 
Windows® Server 2003, Enterprise Edition operating system の略称です。 Windows Vista は Microsoft® Windows 
Vista® Business operating system の略称です。 Windows XP x64Edition は、 Microsoft® Windows®XP Professional 
x64 Edition operating system の略称です。 Windows XP は Microsoft® Windows® XP Home Edition operating system 
および Microsof® Window 汲 XP Professional operating system の略称です。 Windows 2000は Microsof 憾 
Windows® 2000 Server operating system および Microsoft® Windows® 2000 Advanced Server operating system、 
Microsoft® Windows® 2000 Professional operating system の略称です。 Windows NT は Microsoft® Windows NT ⑥ 
Server network operating system version 3.51/4.0 および Microsoft® Windows NT® Workstation operating system 
version 3.51/4.0 の略称です。 Windows Me は Microsof 做 Windows® Millennium Edition operating system の略称です。 
Windows 98 は Microsof 憾 Window 泌 98 operating system の略称です。 Windows 95 は Microsoft® Window 漁 95 
operating system の略称でず。 

サンプルアプリケーションで使用している名称は、すべて架空のものです。実在する品名、団体名、個人名とは一切関 
係ありません。 

本製品で使用しているソフトウエアの大部分は、 BSD の著作と GNU のパブリ、ソクライセンスのを項に基づいて自由に配 
布することができます。ただし、アプリケーションの中には、その所有者に所有権があり、再配布に許可が必要なもの 
があります。 

本製品で使用している才ープンソース〕ードについては弊社サイト 『http://www.express.nec.co.jp/linux/』 をご参照く 
ださい。 


ごを意 

(1) 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。 

に）本書の内容に関しては将来予告なしに変更ずることがあります。 

(3) 製社の許可な<複製-改変などを行うことはできません。 

(4) 本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気づきのことがあ 
りましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

(5) 運巧した結果の影響については （4) 項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。 


◎ NEC Corporation 2008 



使用上のごを意（必ずお読みください ) iii 


この ユーザーズ ガイドは、必要なときすぐに参照できるよう、お手元に置いておく 
よラにしてください。「使用上のごま意」を必ずお読みください。 


A 巧用上のご注意（化ずお読みください) 

本製品を安全に正しくご使用になるために必要な情報が記載されています。また、本文中のを 
称については本書の「各部のを称と機能」の項をご参照ください。 


安をにかかねる表示にごいて 


本製品を安全にお使いいただくためじ、このユーザーズガイドの指示に従って操作してくださ 
い。 

この ユーザーズ ガイドには本製品のどこが危険でどのような危険に遭うおそれがあるか、どう 
すれば危険を避けられるかなどについて説明されています。また、装置内で危険が想をされる 
箇所またはその付近には警告ラベルが貼り付けられています(本体に印刷されている場合もあ 
ります）。 

ユーザーズガイド、および警告ラベルでは、危険の程度を表す言葉として、「警告」と「を意」 
という用語を使用しています。それぞれの用語は次のような意□末を持つものとして定義されて 
います。 


防 人び死じする、または重傷を負うおそれびあることを示します。 


乂傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあることを示しま 
す。 


A ま意 


危険に対するを意-表示は次の3種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次のよ 
うな意□末を持つものとして定義されています。 


A 

ま意の喚起 

この記号は危険が発生するおそれが 
あることを表します。記号の中の絵表 
示は危険の内容を図案化したもので 

(例） 

A 



す。 

(感電を意） 

Q 

行為の禁止 

この記号は行為の禁止を表します。記 
号の中やおくの絵表示は、してはなら 
ない行為の内容を図案化したもので 

(例 ） A 


す。 

(分解禁止） 

• 

行為の強制 

この記号は行為の強制を表します。記 
号の中の絵表示は、しなければならな 
い行為の内容を図案化したものです。 
危険を避けるためにはこの行為が必 
要です。 

(例 ） A 

C 

(プラグを抜く） 





















iv 使用上のごを意(必ずお読みください) 


(ユーザーズガイドでの表示例) 



本書と警告ラベルで使用する記号とその内容 


ま意の喚起 


A 

感電のおそれのあることを示しま 
す。 

A 

発煙または発义のおそれがあるこ 
とを示します。 

A 

指がはさまれてけがをするおそれ 
があることを示します。 

A 

けがをするおそれがあることを示 
します。 

A 

高温による傷害を負うおそれがあ 
ることを示します。 

A 

特定しない一般的なミま意•警告を示 
します。 

A 

爆発や破裂じよる傷害を負うおそ 
れがあることを示します。 



行為の禁止 


戀 

水や液体がかかる場所で使用しな 
いでください。水にめらすと感電や 
発义のおそれがあります。 


本装置を分解 • 修理 • 改造しないで 
<ださい。感電や义災のおそれがあ 
ります。 


义気におづけないでください。発义 
するおそれがあります。 

(§) 

めれた手で触らないで<ださい。感 
電するおそれがあります。 

(§) 

指をされた場所には触らないで< 
ださい。感電や义傷などの傷害のお 
それがあります。 

Q 

特ちしない一般的な禁止を示しま 
す。 


行為の強制 



本装置の電源プラグをコンセント 
からあいてください。义災や感電の 
おそれがあります。 

〇 

特をしない一般的な使用者の行為 
を指示します。説明に従った操作を 
してください。 

@ 

必ず接地してください。感電や义災 
のおそれがあります。 



































使用上のごを意(必ずお読みください )V 


巧を上のごを意 


本装置を安全にお使いいただくために、ここで説明するを意事項をよく読んでご理解し、安全 
にご活用ください。記号の説明じついては iii ページの『安全にかかわる表示について』の説明 
を参照してください。 

全般的なミち意事項 



警告 


Q 


瓜卷 


A 


Q 


瓜 


人命に関わる業務や高度な信頼性を必要とする業務には使用しない 

本装置は、医療機器-原子力設備や機器、航空宇宙機器-輸送設備や機器など、人命 
(こ関わる設備や機器および高度な信頼性を必要とする設備や機器などへの組み} A み 
やこれ6の機器の制御などを目的とした使用は意図されておりません。これ6設備や 
機器、制御システムなどじ本装置を使用した結果、人身事故、財産損害などが生じて 
も弊社はいかなる責任も負いかねます。 


煙や異臭、異音びしたまま使用しない 

万一、煙、 異臭、異音などが生じた場合は、ただち(こ電源を OFF (こして電源プラグ 
をコンセントか6抜いてください。その後、お買い求めの販売店または保守サービス 
会社(こご連絡ください。そのまま使用すると义災の原因となります。 

針金や金属片を差し込まない 

通気孔やフ□、ソピーディスクドライブ、光ディスクドライブのすきまか6金属片や針 
金などの異物を差し} A まないで<ださい。感電の危険があります。 


規格 m がのラックで使用しない 

本装置は曰 A 規格(こ適合した19型（インチ）ラックにも取り付けて使用できます。 
曰 A 規格に適合していないラックに取り付けて使用しないでください。本装置が正常 
(こ動作しなくなるばかりか、けがや周囲の破損の原因となることがあります。本装置 
で使用できるラックについては保守サービス会社にお問い合わせください。 


指定 m がの場所で使用しない 

本装置を取りがけるラックを設置環境に適していない場所には設置しないでくださ 
し、 

本装置やラック(こ取り付けているその他のシステム(こ悪影響をおよぼすばかりでな 
く、义災やラックの転倒(こよるけがなどをするおそれがあります。設置場所(こ関する 
詳細な説明や耐震工事についてはラックに添付の説明書を読むか保守サービス会社 
にお間い合わせ < ださい。 














Vi 使用上のごを意(必ずお読みください) 



A を意 

AA 

海外で使用しない 

本装置は、日本国内専用の装置です。ミ毎外では使用できません。この装置を海外で使 
用すると义災や感電の原因となります。 

AA 

装置内に水や異物を入れない 

装置内(こ水などの液体、ピンやクリップなどの異物を入れないで < ださい。义災や感 
電、故障の原因となります。もし入ってしまったときは、すぐ電源を OFF にして、 
電源プラグをコンセントか6抜いてください。分解しないで販売店または保守サービ 
ス会社(こご連絡 < ださい。 









使用上のごを意(必ずお読みください ) vii 


ラックの設置-取り扱いに関するミち意事項 


A ミ主意 


1 人で搬送•設置をしない 

AQ 

ラックの搬送 • 設置は2人]:>(上で巧って<ださい。ラックが倒れてけがや周囲の破損 
の原因となります。特に高さのあるラック (44U ラックなど）はスタビライザなど 
(こよって固定されていないときは不安定な状態(こあります。かな6ず2人上でラ、ソ 
クを支えなが6搬送-設置をしてください。 


荷重び集中してしまうような設置はしない 


ラック、および取りがけたデバイスの重量が一点(こ集中しないようスタビライザを取 
りがけるか、複数台のラックを連結して荷重を分散してください。ラックが倒れてけ 
がをするおそれがあります。 


1人で部品の取り付けをしない•ラック用ドアのヒンジのピンを確認する 


ラック用のドアやレールなどの部品は2人 U 上で取り付けてください。また、ドアの 
取り付け時には上下のヒンジのピンが確実に差し込まれていることを確認してくだ 
さい。部品を落として破損させるばかりではなく、けがをするおそれがあります。 

Q 

ラックび不ま定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

ラックから装置を引き出す際は、/必ずラックを安定させた状態（スタビライザの設置 
や耐震工事など）で引き化して<ださい。 

Q 

複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 

複数台のデバイスをラックか6引き化すとラックが倒れるおそれがあります。装置は 
一度(こ1台ずつ引き化してください。 


定格電源を超える配線をしない 

A 

やけどや义災、装置の損傷を防止するためじラックに電源を供給する電源分岐回路の 
定格負荷を超えないよう(こして<ださい。電気設備の設置や配線に関しては、電源エ 
事を巧った業者や管轄の電力会社にお問い合わせください。 













viii 使用上のごを意(必ずお読みください) 


電源-電源コードに関する注意事項 



警告 


A®\ 

瓜盛 

Q 


めれた手で電源プラグを持たない 

めれた手で電源プラグの抜き差しをしないでください。感電するおそれがあります。 

アース線をガス管につなびない 

アース 線は絶対(こガス管(こつながないでください。ガス爆発の原因(こなります。 


A を意 


指定似がのコンセントに差し込まない 

A \ A \ 

指定された電圧でアース付のコンセントをお使い<ださい。指定] U 外で使うと义災や 
漏電の原因となります。 

また、延長コードが必要となるような場所(こは設置しないで<ださい。本装置の電源 
仕様に合っていないコード(こ接続すると、コードが過熱して义災の原因となります。 

A 

たこ足配線にしない 

コンセント(こ定格 U 上の電流が流れることによって、過熱して义災の原因となるおそ 
れがあります。 


中途半端に差し込まない 

A \ A \ 

電源プラグは根元までしっかりと差し} A んで < ださい。中途半端に差し込むと接触不 
良のため発熱し、义災の原因となることがあります。また差し} A み部にほこりがたま 
り、水滴などが付<と発熱し、义災の原因となるおそれがあります。 


指定似がの電源コードを使わない 


本装置に添がされている電源コード]:>(外のコードを使わないでください。電源コード 
(こ定格 U 上の電流が流れると、义災の原因となるおそれがあります。 

また、電源コードの破損による感電や义災を防止するためじ次のを意をお守り<ださ 
い。 

k \ lk \ 

• コード部分を引っ張6ない。 • 電源コードをはさまない。 

• 電源コードを折り曲げない。 • 電源コード(こ薬品類をかけない。 

• 電源コードをねじ6ない。 • 電源コードの上にものを載せない。 

参 電源コードを踏まない。 参電源コードを改造-加工-修復しない。 

• 電源コードを束ねたまま使わな • 損傷した電源コードを使わない。（損傷 

し、 した電源コードはすぐ同じ規格の電源 

• 電源コードをステープラなどで コードと取り替えてください。巧換に 

固定しない 関しては、お買い求めの販売店または 

保守サービス会社(こご連絡 < ださい。） 


添付の電源コードを他の装置や用途に使用しない 

爪爪 

添付の電源コードは本装置(こ接続し、使用することを目的として設計され、その安全 
性が確認されている物です。巧して他の装置や用途に使用しないで<ださい。义災や 
感電の原因となるおそれがあります。 






















使用上のごを意（必ずお読みください )IX 


設置-装置の移動-保管-接続に関するを意事項 


A ミ主意 


1 人で持ち上げない 

Q 

本装置の質量は最大 31 kg (構成(こよっては異なる）あります。1人で運ぶと腰を痛め 
るおそれがあります。装置は2人]:人 h で底面をしっかりと持って運んでください。ま 
た、フ□ントべゼルを取り付けた状態で持ち上げないでください。フ□ントべゼルが 
外れて落下し、けがの原因となります。 


指定似がの場所に設置-保管しない 

A ® 

本装置を次(こ示すような場所や本書で指定している場所]:>(外(こ置かないでください。 
义災の原因となるおそれがあります。 

• ほこりの多い場所。 

• 給湯器のそばなど湿気のをい場所。 

• 直射日光が当たる場所。 

• 不安定な場所。 


腐食性ガスの存在する環境で使用または保管しない 

AQ 

腐食性ガス（二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、オゾンなど） 
の存在する環境に設置し、使用しないでください。また、ほこりや空気中(こ腐食を促 
進する成分（塩化ナトリウムや硫黄など）や導電性の金属などが含まれている環境へ 
も設置しないで<ださい。装置内部のプリント板が腐食し、故障および発煙•発义の 
原因となるおそれがあります。もしご使用の環境で上記の疑いがある場合は、販売店 
または保守サービス会社にご相談ください。 


カバーをがしたまま取り付けない 

AA 

本装置のカバー類を取り外した状態でラ、ソクに取りがけないでください。装置内部の 
冷却効果を低下させ、誤動作の原因となるばかりでな<、ほこりが入って义災や感電 
の原因となることがあります。 

A 1 

I 指を挟まない 

ラックへの取りがけ-取りかしの際にレールなどで指を挟んだり、切ったりしないよ 

I う十分を意して<ださい。 

Q 

ラックか 5 引き出したが態にある装置に荷重をかけない 

ラックか6引き化された状態じある装置の上か6重荷をかけないでください。フレー 
ムが曲がり、ラックへ搭載できなくなります。また、装置が落下し、けがをするおそ 
れがあります。 


プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取りがしをしない 

AA 

インタフェースケーブルの取りがけ/取りかしは電源コードをコンセントか6抜いて 
巧ってください。たとえ電源を OFF (こしても電源コードを接続したままケーブルやコ 
ネクタに触ると感電したり、ショート(こよる义災を起こしたりすることがあります。 


指定 m がのインタフェースケーブルを使用しない 

A 

インタフェースケーブルは、弊社が指定するものを使用し、接続する装置やコネクタ 
を確認した上で接続してください。指定]:>(外のケーブルを使用したり、接続先を誤っ 
たりすると、ショートにより义災を起こすことがあります。 

また、インタフェースケーブルの取り扱いや接続について次のミ主意をお守りください。 

• 破損したケーブルコネクタを使用しない。 

• ケーブルを踏まない。 

• ケーブルの上にものを載せない。 

• ケーブルの接続がゆるんだまま使用しない。 

• 破損したケーブルを使用しない。 














X 使用上のごを意（必ずお読みください) 


お手入れ-内蔵機器の取り扱いに関する注意事項 


▲警告 

A \ A \ 

自分で分解-修理-改造はしない 

本書(こ記載されている場合を除き、絶対(こ分解したり、修理•改造を巧ったりしない 
でください。装置が正常(こ動作しなくなるばかりでな<、感電や义災の危険がありま 
す。 


リチウムバッテリやニッカドバッテリ、ニッケル水素バッテリを取りがさない 

A A 

0( g ) 

本装置内部(こはリチウムバッテリが取り付け6れています（オプションデバイスの中 
にはリチウムバッテリやニッケル水素バッテリを搭載したものもあります）。バッテ 
リを取り外さないでください。リチウムバッテリやニッケル水素バッテリは义をおづ 
けたり、水(こ浸けたりすると爆発するおそれがあります。 

また、バッテリの寿命で装置が正しく動作しなくなったときは、ご自分で分解•を 
換•充電などをせずにお買い求めの販売店、または保守サービス会社(こ連絡して<だ 
さい。 


プラグを差し込んだまま取り扱わない 

瓜爪 

c 

お手入れや本装置内蔵用オプションの取り付け/取り外し、装置内ケーブルの取り付 
け/取り外しは、本装置の電源を OFF (こして、電源プラグをコンセントか6抜いて 
行ってください。たとえ電源を OFF にしても、電源コードを接続したまま装置内の 
部品(こ触ると感電するおそれがあります。 

また、電源プラグはときどき抜いて、乾いた布でほこりやゴミをよくふき取ってくだ 
さい。ほこりがたまったままで、水滴などが付くと発熱し、义災の原因となるおそれ 
があります。 


A を意 


局温ま意 

A 

本装置の電源を OFF (こした直後は、内蔵型の八ードディスクドライブなどをはじめ 
装置内の部品が高温(こなっています。十分(こぶめたことを確認してか6取り付け/取 
り外しを行ってください。 

A 

中途半端に取り付けない 

電源ケーブルやインタフェースケーブル、ボードは確実に取りがけてください。中途 
半端に取り付けると接触不良を起こし、発煙や発义の原因となるおそれがあります。 


感電ま意 

A 

本装置のぶ却ファン、八ードディスクドライブ、および電源ユニットに台搭載時の 
み）はホ、ソトスワップ(こ対応しています。通電中(こ部品の交換をする際は、内部の部 
品の端子部分などに触れて感電しないよう十分注意して < ださい。 
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運用中の注意事項 



警告 


A\A\ 

A 

aqI 

/fey 


ラックか 5 引き出したままや取り外したまま使用しない 

本装置をラックか6引き化したり、ラックか6取り外したりしないでください。装置 
が正しく動作しなくなるばかりでなく、ラックか6外れてけがをするおそれがありま 
す。 


雷びなった5触5ない 

雷が発生しそうなときは電源プラグをコンセントか6抜いてください。また電源プラ 
グを抜<前(こ、雷が鳴りだした6、ケーブル類も含めて装置(こは触れないでくださ 
い。义災や感電の原因となります。 

ぺットを近づけない 

本装置にぺットなどの生き物を近づけないでください。排ミ世物や体毛が装置内部(こ 
入って义災や感電の原因となります。 

光ディスクドライブのトレーを引き出したまま放置しない 

引き化したトレーの間か6ほこりが入り誤動作を起こすおそれがあります。また、卜 
レーにぶつかりけがをするおそれがあります。 


装置の上にちのを載せない 

本体がラックか6かれて周辺の家財に損害を与えるおそれがあります。 


巻さ込みを意 

本装置の動作中は背面にあるぶ却ファンの部分に手や髪の毛を近づけないでくださ 
い。手をはさまれたり、手をはさまれたり、髪の毛が巻き込まれたりしてけがをする 
おそれがあります。 
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警告ラベルに::)いて 


本体内の危険性を秘める部品やその周辺には警告ラベルが表示されています（警告ラベルは本 
体に巧刷されているか、貼りがけられている場合があります）。これは本体を取り扱う際、考 
えられる危険性を常にお客様に意識していただくためのものです（ラベルをはがしたり、塗り 
つぶしたり、ミちしたりしないでください）。もしこのラベルが貼り付けられていない、はがれ 
かかっている、ミちれている、本体に巧刷されていないなどしているときは販売店じご連絡くだ 
さい。 


装置外観 


A ミ主意 CAUTION A A 

• 高温になるコンポーネントがあります。十分に冷えてから触れるよラにしてください。 

- 電源を切ってもバッテ U で稼動している部分があります。保守をするまえに各々の 
コンポーネントの取り扱い説明書をお読みください。 

• As some components may become very hot buring system operation,give ample time to allow cooling as well as use 
precaution when handling internal components immediately after powering down. * Some internal components may still 
be operational on battery power. Refer to instruction manuals for this system as well as options prior to maintenance. 

• 有的部件可能会达到高温。请ミ主意待其 ; 令が之后再接触。 

• ち的部件即使切断电源の然使用电池を运转。进行设备维护前， 

请事先阅读各部件相关的说巧书。 






A ミ 主意 CAUTION 


オプションの取付け、 覇し 時は電源プラグを]ンセントか郎き、舶腹 置と臟してりる ケ-ブルを 外して 下さい。 
Disconnect all AC power cords from both system A 

and external peripherals prior to ムム~^ 

installing/removing options. 

进行可选配件的安装巧巧卸时，请先把电お插头从插座中巧出，并取下与外部设备连接着的线紙。 

ネジは本体内部へ落とさない様、十分ごま意下さい。 A 

Do not drop any screws inside the system. ム ■LA 

请一定ま意不要把螺丝掉落在主机内部。 

ボ-ド 及びオプション 機器の接続の際は、 必ず： L - サ-ズ ガイドを参照し、正しく接続して 下さい。 A 
誤った接続は、 故障や 义災の原因となります。 ^ 

Refer to the "User's Guide" when option board or peripherals are 
installed. Incorrect installations may resuit in damage to the system 

对板卞 W 及可选ほを进巧连接时，请を必参照"用户指南"， 正 确进巧連接。 

如ま错误ま接，可能会导致故障或义巧的发生。 

指をはさんだり、ぶつけたりしないように注意して下さい。 ^ 

To avoid the risk of personal injury, 之で文 

be careful when accessing the inside of the system. 

请ル私不要夹住或碰伤手指。 

装置の持ち上げ、移動の際は、装置の底面をしっかり持って持ち上げて下さい。/ 
Firmly hold the bottom of the system when required 
to lift and carry the system. 

抬起或あ动设备时,请ホ意托稳ほ备お部。 

243-201192-001- A -1 ミ:ミ HY-80 







A 重量物を意 

/1\ WARNING ： 
HEAVY ITEM 

ミち意重 巧 



ざっくり腰や落下事故防止 
のため移動のさいは2人 
,__, • な上で行って下さい。 

18KG 超 又 

avoid the risk of 
^lyifpersonal injury or 
、 damage to the unit ， 
move the unit with 

at least two or 
more people. 

为了防止腰肌受损な及物体 
失手落下，移动设备が请一 
定由 2 个人が上进巧。 


243-201192-001- A -1 ミ:ミ HY-80 




















































使用上のごを意(必ずお読みください )XIII 


装置内部 
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取 D 扱い上のごを意 


本装置を正しく動作させるために次に示すを意事項をお守りください。これらのを意を無視し 
た取り扱いをすると本装置の誤動作や故障の原因となります。 

• AC 入力電圧が 100 V のコンセントに添付の電源コードを接続してください。 

• 周辺機器へのケーブルの接続/取り外しは本体の電源を OFF になっていることを確認し、 
電源コードをコンセントから外した後に行ってください。 

• 電源の OFF やフ□、ソピーディスクの取り化しは、本体のアクセスランプが消なしている 
のを確認してから行ってください。 

• 本体の電源 コー ドを コンセン トに接続した後、30秒闇は本体の電源を ON にしないでく 
ださい。 

• 本体の電源 ON 後 、 POSKPower On Self - Test ) 終了までは電源を OFF にしないでくださ 
い。 

• 本体の電源を一度 OFF した後、再び ON じするときは30秒 W 上経過してからにしてくだ 
さい。 

• 電源コードをコンセントからおいた後、再び接続するまでは30秒ほど時間を空けてくだ 
さい。 

• 本体を移動する前に電源を OFF にして、電源プラグをコンセントからあいてください。 

• 定期的に本体を清掃してください（清掃は7章で説明しています)。定期的な清掃はさま 
ざまな故障を未然に防ぐ効果があります。 

参落雷等が原因で瞬間的に電圧が低下することがあります。この対策として無停電電源装 
置等を使用することをお勤めします。 

• 規格に準拠しない「コピーガードがき DVD / CD 」 などのディスクにつきましては、 
DVD / CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

• オプションは本体に取り付けられるものであること、また接続できるものであることを 
確認してください。たとえ本体に取り付けや接続ができても正常に動作しないばかり 
か、本体が故障することがあります。 

• 次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の磕認-調整をしてください。 

- 装置の輸送後 

- 装置の保管後 

- 装置の動作を保証する環境条件（温度： 10° C 〜35で • 湿度： 2096〜80%)から外 
れた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精度を要 
求するようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ （ NTP サーバ）などを利用 
して運用することをお勤めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合は、お 
買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。 
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• 再度、運用する際、内蔵機器や本体を正しく動作させるためにも室温を保てる場所に保 
管することをお勧めします。 

装置を保管する場合は、保管環境条件（温度：-10で〜55で、湿度： 2096〜80%)を 
守って保管してください（ただし、結露しないこと）。 

• 本装置、内蔵型のオプション機器、バックアップ装置にセットするメディア（テープ 
カートリッジ）などは、寒い場所から暖かい場所に急に持ち込むと結露が発生し、その 
まま使用すると誤作動や故障の原因となります。保管した大切なデータや資産を守るた 
めじち、 使用環境に十分になじませてからお使いください。 

参考： 冬季（室温と10度上の気温差）の結露防止に有効な時閨 

ディスク装置：約2〜3時闇 
メディア： 約1曰 

• オプションは弊社の純正品をお使いになることをお勤めします。他社製のメモリや八一 
ドディスクドライブには本装置に対応したものもありますが、これらの製品が原因と 
なって起きた故障や破損については保証期闇中でも有償修理となります。 


保ずサービスについて 

户國 

本装置の保ずに関して専門的な知識を持つ保ず員によるを期的な診断-保ず 
サービスを用意しています。 

本装置をいつまでもよい状態でお使いになるためにも、保ずサービス会社とを 
期保ずサービスを契約されることをお勧めします。 


• 本装置のそばでは携帯電話や PHS 、 ポケットベルの電源を OFF にしておいてください。 
電波による誤動作の原因となります。 




XVI はじめに 


はじめに 


このたびは、 NEC の InterSec シリーズをお買い求めいただき、まことにありがとうございます。 

本製品は、インターネットビジネスに欠かせないファイアウォール機能、プ□キシ機能、メー 
ルサービス、 Web サービス、ウィルスチェック機能、□ードパランサ機能など、を機能をそ 
れぞれの専用八ードウェアに集約した NEC の InterSec シリーズの1つです。 

コンパクトなボディに高性能と容易性を凝縮し、堅牢なセキュリティ機能が安全で高速なネッ 
トワーク環境を提供いたします。 

また、セットアップのわずらわしさをまったく感じさせない専用のセットアッププ□グラムや 
マネージメントアプリケーシヨンは、お客様の一元管理の元でさらに細やかで高度なサービス 
を提供します。 

本製品の持つ機能を最大限に引き化すためにも、ご使用になる前に本書をよくお読みになり、 
装置の取り扱いを十分にご理解ください。 
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本書にごいて 

本書は、本製品を正しくセットアップし、使用できるようにするための手引きです。セット 
アップを行うときや日常使用する上で、わからないことや具合の悪いことが起きたときは、取 
り扱い上の安全性を含めてご利用ください。 

本書は常に本体のそばに置いていつでも見られるようにしてください。 


本文中の記号について 


本書では巻頭で示した安全にかかわるを意記号の他に3種類の記号を使用しています。これら 
の記号と意□ホをご理解になり、装置を正しくお取り扱い<ださい。 


P-0 

装置の取り扱いや、ソフトウエアの操作で守らなければならない事柄や特に 
を意をすべき点を示します。 

✓ 

装置やソフトウエアを操作する上で磕認をしておく必要がある点を示しま 
す。 


知っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 


本書の再入手にごいて 


ユーザーズガイドは、 InterSec シリーズのホームページからダウン□ー ドすることができま 
す。 


http://nec8.com/ 











xviii 本書について 


本書の構ぶにごいて 


本書は7つの章から構成されています。それぞれの章では次のような説明が記載されていま 
す。なお、巻末には付録-用語解説-索引があります。必要に応じてご活用ください。 



r 使用上のごま意」をはじめにご覧ください 

本編をお読みになる前に必ず本書の巻頭に記載されている「使用上のご注意」 
をお読みください。「使用上のごを意」では、本装置をま全に、正しくお使い 
になるために大切なミち意事項び記載されています。 


第1章 InterSec シリーズについて 

本製品の特長や添がのソフトウェアじついて説明します。 

第2章八ードウェアの取り扱いと操作 

本体の設置や接続、各部のを称などシステムのセットアップを始める前や運用時に知っ 
ておいていただきたい基本的なことがらについて説明しています。 

第3章システムのセットアップ 

専用ツールによるセットアップなど装置を使用できるまでの作業とを意事項を説明しま 
す。再セットアップの方まについても説明しています。 

第4章システムの管理 

クライアントマシンから Web ブラウザを使って本装置にアクセスする方まや Web ブラウ 
ザ上に表示される 「Management Console 」 を使ったシステムの設をや状態のチェック 
の方まじついて説明します。 

第日章保守•管理ソフトウェア 

本体に添付の 「EXPRESSBUILDER DVD 」 の使い方と DVD にあるツールやアプリケー 
ションの使用方まについて説明します。また、本体添付の 「EXPRESSBUILDER DVD 」 
および「バックアップ DVD - ROM 」 にそれぞれ収納されている 「 ESMPRO / 

ServerManager 」 と 「 ESMPRO / ServerAgent 」 の使用方まについては、それぞれの DVD 
じ格納されているオンラインドキュメントをご覧ください。 

第目章システムの J 広張とコンフィグレーション 

内蔵オプションの取りがけ/取り外し方法と、目 IOS の設を内容の確認と変更方法などに 
ついて説明します。 

第7章故障かな？と思ったときは 

「故障かな？」と思ったときは、装置の故障を疑う前に参照してください。また、この章 
では故障を未然に防ぐための保守のしかたや InterSec シリーズをご利用のお客様に提供 
しているサービスについても紹介しています。 
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付属品の確認 

捆包箱の中には、本体じ(外にいろいろな付属品が入っています。添付の構成品表を参照してす 
ベてがそろっていることを確認し、それぞれ点橫してください。万一足りないものや損傷して 
いるものがある場合は、販売店に連絡してください。 


Hi 


付属品について 

• 添付品はセットアップをずるときやオプションの増設、装置び故障した 
ときに必要となりますので大切に保管してください。 

• フ□ッピーディスクび添付されている場合は、フ□ッピーディスクの 
バックアップをとってください。また、添付のディスクをマスタディス 
クとして大切に保管し、バックアップディスクを使用してください。 

• 添付のフ□ッピーディスクまたは DVD/CD-ROM は使用方法を誤るとお 
客様のシステム環境を変更してしまうおそれびありまず。使用について 
ご不明な点びある場合は、無理な操作をせずにお買い求めの販売店また 
は保守サービス会社にお問い合わせください。 

• 本製品のセキュリティ機能を提供するメカニカル□ックキー（セキュリ 
ティキー）は、紛失や盗難などがないよう大切に保管してください。 






XX 第三者への譲渡じついて 


第 E をへの譲渡について 


本体または、本体に添付されているものを第三者に譲渡（または売却）するときは、次のを意 
を守ってください。 

• 本体について 

本装置を第三者へ譲渡（または売却）する場合には、付属品も一緖にお渡しください。 


j \- ドディスクドライブ内のデータについて 

譲渡する装置内に搭載されている八ードディスクドライブに保存されている 
大切なデータ（例えば顧客情報や企業の経理情報など）び第兰者へ漏洩するこ 
とのないよラにお客様の責任において確実に処分して<ださい。 

オペレーティングシステムのコマンドなどを使用して削除すると、見た目は消 
去されたように見えますび、実際のデータは八ードディスクドライブに書き込 
まれたままの状態にあります。完全に消去されていないデータは、特殊なソフ 
トウ I アにより復元され、予期せめ用途に転用されるおそれがありまず。 

このようなトラブルを回避するために市販の消去用ソフトウェア（有償）また 
はサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分することを強くお勧めしま 
す。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店または保守サービス 
会社にお問い合わせください。 

なお、データの処分をしないまま、譲渡（または売却）し、大切なデータび漏 
ミまされた場合、その責任は負いかねます。 


• 添付のソフトウエアについて 

本装置に添付のソフトウェアを第三者に譲渡（売却）する場合には、 t (下の条件を満た 
す必要があります。 

- 添付されているすべてのちのを譲渡し、譲渡した側は一切の複製物を保持しないこ 
と 

- をソフトウェアに添付されている『ソフトウェアのご使用条件』の譲渡、移転に関 
する条件を満たすこと 

- 譲渡、移転が認められていないソフトウェアについては、インス!-ールした装置か 
ら削除した後、譲渡すること 
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消耗品-装置の廃棄について 


参本体、および八ードディスクドライブ、フ□、ソピーディスク、 DVD / CD - ROM などの 
ディスクやオプションのボードなどの廃棄についてはを自治体の廃棄ルールに従ってく 
ださい。また、本製品に添付の電源コードも他の製品への転用を防ぐために本体といっ 
しょに廃棄してください。詳しくは、を自治体へお問い合わせください。 



• 本体のマザーボード上にあるバッテリの廃棄（および交換）については 
お買い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わせくださし、。 

• 八ードディスクドライブやバックアップデータカートリッジ、フ□ッ 
ピーディスク、その他書き込み可能なメディア （CD-R/CD-RW など） 
に保存されているデータは、第 E 者によって復元や再生、再利用されな 
いようお客様の責任において確実に処分してか5廃棄してください。個 
人のプラィバシーゃ企業の機密情報を保護ずるために十分な配慮が(2、要 
です。 


• 本体の部品の中には、寿命により交換が必要なものがあります（を却ファン、装置内蔵 
のパ、ソテリ、内蔵光ディスクドライブ、フ□、ソピーディスクドライブなど）。装置を安 
走:して稼働させるために、これらの部品をを期的に交換することをお勤めします。交換 
や寿命については、お買い求めの販売店または保守サービス会社にご連絡ください。 



警告 


リチウムバッテリやニッカドバッテリ、ニッケル水素バッテリを取り外さない 

本装置内部にはリチウムバッテリが取り付け6れています（オプションデバイスの中 
にはリチウムバッテリやニッカドバッテリ、ニッケル水素バッテリを搭載したものも 
あります）。バッテリを取り外さないでください。リチウムバッテリやニッカドバ、ソ 
テリ、ニッケル水素バッテリは义におづけたり、水に浸けたりすると爆発するおそれ 
があります。 

また、バッテリの寿命で装置が正しく動作しなくなったときは、ご自分で分解•を 
換 • 充電などをせずにお買い求めの販売店、または保守サービス会社(こ連絡してくだ 
さし、 

その他、オプションボード(こ搭載されているバッテリの位置についてはオプション 
ボードに添付の説明書を参照して<ださい。 
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xxviii ユーザー登録をしましょう！ /オンラインドキュメントについて 


-ユーザー登録をしましよう！- 

弊社では、製品ご購入のお客様に rClub Express 会員」への登録をご案内しております。 
Club Express のインターネットホームぺージにてご登録ください。 

http://club.express.nec.co.jp/ 



rClub Express 会員」のみなさまには、ご希望により Express 5800シリーズをご利用になる 
上で役立つ情報サービスを、無料で提供させていただきます。サービスの詳細は Club 
Express のインターネットホームページにて紹介しております。ぜひ、ご覧ください。 


-オンラインドキュメントについて- 

添付の 「 EXPRESS 目 UILDER DVD 」 には次のオンラインドキュメントが収められています。 
必要に応じて参照してください。 

• ESMPRO/ServerManager Ve 「 .4.3 インストレーシヨンガイド 

• Universal RAID Utility (Linux 版）ユーザーズガイド 
参 DianaScope オンラインド车ュメント 

添付の「バックアップ DVD - ROM 」 にはオンラインドキュメントとして 「 ESMPR 0/ 
ServerAgent ( Linux 版） Ve 「.4.2」 のユーザーズガイドが収められています。必要に応じて 
参照してください。 

バックアッ プ DVD-ROM:/nec/doc/ 500 /esnnp 「 o.sa/use 「 s_v42.pdf 





























NEC Express 已 800 シ U ■ズ 
InterSec 

Exp 巧 ss 5800 /MW 己 OOf 


■ nterSec シリーズについて 

本製品や添付のソフトウェアの特長や導入の際に知っておいていただきたい事柄について說 
明します。 


InterSec シリーズとは （2 ぺージ） 

InterSec シリーズの紹介と製品の特長-機能について説明しています。 


機能と特長 （4 ページ） 

本製品の機能と特長について説明します。 

添付のディスクについて （7 ページ） 

本体に添付のディスクの紹介とその説明です。 





2 InterSec シリーズとは 


InterSec シリーズとは 

お客様の運用目的に特化した設計で、必要のないサービス/機能を省き、セ车ュリティホール 
の可能性を低減し、インターネットおよびイントラネットの構築時に不可欠なセ羊ュリティに 
ついて考慮して設計されたインターネットセ车ュリティ製品です。 




1台のラックにそれぞれの機能を持つ装置を搭載 
(クラスタ構成可能） 


InterSec シリーズの主な特長と利点は次のとおりです。 


• 運用性 


運用を容易にする管理ツールを提供します。 


• クイックスタート 

Web ベースの専用設をツールを標準装備。短時間（約5分）で初期設をを完了します。 

• 高い信頼性 

単体ユニットに閉じた動作環境で単機能を動作させるために、障害発生の影響は個々の 
ユニットに抑えられます。また、おり込まれた機能のみが動作するため、万一の障害発 
生時の原因のおり込みが容易です。 

• 高い拡張性 

専用機として、機能ごとに単体ユニットで動作させているために用途に応じた機能拡張 
が容易に巧能です。また、複数ユニットでクラスタ構成にすることによりシステムを拡 
張していくことができます。 

• コストパフオーマンスの向上 

運用目的への最適なチューニングが行えるため、単機能の動作において高い性能を磕保 
できます。また、単機能動作に必要な環境のみ提供できるため、余剰スペックがなく低 
コスト化が実現されます。 


管理の容易性 

環境設をや運用時における管理情報など、単機能が動作するために必要な設をのみです。 
そのため、導入-運用管理が容易に行えます。 



































InterSec シリーズについて 3 


InterSec シリーズには、目的や用途に応じて次のモデルが用意されています。 

• MW シリーズ（メール/ WEB ) 


Web や FTP のサービスやインターネットを利用した電子メールの送受信や制御などイン 
ターネットで必要となるサービスを提供する装置です。 


• LB シリーズ（□ー ドバランヴ) 


複数台の Web サーバへのトラフィック（要求）を整理し、負荷分散じよるレスポンスの 
向上を目的とした装置です。 


• CS シリーズ（プ□キシ) 


Web アクセス要求におけるプ□车シでのヒット率の向上（フォワードプ□车シ ）、 Web 
サーバの負荷軽減•コンテンツ保護（リバースプ□车シ）を目的とした装置です。 

• VC シリーズ（ウィルスチェック） 

インターネット経由で受け渡しされるファイル屬子メール添付のファイルや Web/FTP 
でダウン□ー ドしたファイル）からを種ウィルスを橫化/除去し、オフィスへのウィルス 
侵入、外部へのウィルス流化を防ぐことを目的とした装置です。 



4 機能と特長 


機能と特長 

本装置は、に P / ASP などをくのサーバの運用に適したインターネット装置です。 Web サーバ 
や FTP サーバによる情報発信や電子メールの運用-管理を行います。に P / ASP にはもちろん、 
SSL にち対応しているので、高いセ丰ュリティが要求される商取引や企業-支店間での情報共 
有などの用途にも適しています。 

すべての機能は Web ブラウザから fManagement ConsoleJ に接続することで容易に管理で 
きます。 


本装置は、次のような機能を提供します。 


メールヴー八機能 


メールの送受信に必要な基本機能 ( SMTP / POP 3/ IMAP 4 サーパ)じ力□え、さまざまな付力□機能 
を備えています。 

• SPAM メール/不正中継対策機能 

特をのドメイン ( IP アドレス)からのメール中継や発信メールを拒絶したり破棄したりす 
る機能を個別に設定することができます。これじより、 SPAM メール（一方的に不特定 
多数に送がされるメール）や不正にメールサーバを利用されることを防止することがで 
きます。 

• WEBMAIL 機能 

Web ブラウザを利用してメールを送受信することができます。この機能を利用すると 
Web ブラウザが利用できる外化先-自宅のコンピュータや携帯電話から自分宛のメール 
を参照/発信をすることができます。 

• 認証/暗号化機能 

REPLAY 攻撃による不正なメール参照を防ぐために POP 3 - IMAP 4 プ□トコルそれぞれ 
じ(下のような認証機能を備えています。 

- POP 3: APOP 認証、 CRAM - MD 5 認証 

- IMAP 4: CRAM - MD 5 認証 

また、メールサーパとメールクライアント間の通信を暗号化する、 POP 3 over SSL 、 
IMAP 4 over SSL を利用することで情報漏瑰を防ぐことができます。 

• メーリングリスト機能 

メーリングリストの作成-管理を 「 ManagementConsole 」 で行うことができます。 

• メール参照機能 

POP 3/ IMAP 4 サーバ機能は標準プ〇トコルの機能のほか、拡張機能も備えており幅広い 
メールソフトで利用できます。 

- POP 3: TOP 、 UIDL 、 STLS 拡張 

- IMAP 4: IMAP 4「 ev 1、 DELE 、 UTERAL +、 UIDPLUS、STARTTLS 
また、 IMAP 4 にある SEARCH 機能は日本語で橫索ができます。 
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• EXP 旧 E 機能 

メールの保存期闇をユーザー単位に設をし、設を期間を経過したメールを自動的に削除 
することができます。 

• キュー管理機能 

メール车ューの削除-即時配信を手動で行います。 

• 全メール保存機能（オプシヨン製品） 

内部及び外部からのメールを指をされた条件に従ってメール転送します。 


Web ヴーバ 機能 


Web サーバ機能には多種多様な Web システムを構築できるようにさまざまな付力□機能が倩 
わっています。 

• 暗号化機能 

秘密鍵と証明書を rManagement Console 」 から作成し、すぐに SSL 通信を使用した Web 
サイトの構築ができます。 

• cgi プ□グラム機能 

cgi プ□グラムで書かれたデータ集計処理ページや、データ登録-管理などを行うページ 
を作ぶすることができます。 CGI プ□グラムで利用できる言語は、 Perl 、 Ruby 、 PHP 、 
Python 等のスクリプト言語にも対応してし"'ます。 


その他の機能 


• 仮想ドメイン機能 

1台の装置に複数のドメインを割り当てる機能です。 

Web サーバ、メールサーバなど今まで複数の装置で運用していたサービスを一台の装置 
で管理することができます。また、 telnet , ssh ， ftp サーバも仮想ドメインに対応していま 
す。異なるドメインであれば、同一のユーザをが登録巧能です。 

• QUOTA 機能 

メールや Web コンテンツを保存するためのディスク容量を、ドメイン/ユーザー単位で制 
限することができます。 

• DNS ヴーバ機能 

本機を DNS サーバとして利用する事が巧能です。追力□ライセンスにより、ビューおよび 
ACL をサポートします。 

• DHCP ヴーバ機能 

本機を DHCP サーバ（追力□ライセンスが必要）として利用する事が巧能です。 







サーバ 管理 


本体の八ードウエアの状態を管理するために 「 ESMPRO / ServerAgent 」 がプリインス 
卜ールされています。必要に応じて起動•設をしてください。 「 ESMPRO / ServerAgent 」 
は本体の稼動状況などを監視するとともじ万一の障害発生時 「 ESMPRO / 
ServerManager 」 と連携してただちに管理者へ通報します。 ESMPRO / ServerAgent を 
インストールした場合、データビューアの項目ごとの機能可否は次の表のとおりです。 

機能可否表 


機能名 

可否 

機能概要 

八ードウエア 


〇 

八ードウェアの物理的な情報を表示する機能でず。 


メモリバンク 

〇 

メモリの物理的な情報を表示する機能でず。 


装置情報 

〇 

装置固有の情報を表示する機能でず。 


CPU 

〇 

CPU の物理的な情報を表示する機能です。 

システム 

〇 

CPU の論理情報参照や負荷率の監視をする機能です。 

メモリの論理情報参照や状態監視をずる機能です。 

I/O デバイス 

〇 

I/O デバイス（シリアルポート、キーボード、マウス、ビ 
デオ）の情報参照をずる機能でず。 

システム環境 


〇 

温度、ファン、電圧、電源、ドアなどを監視する機能で 
す。 


温度 

〇 

崖体内部の温度を監視ずる機能でず。 


フアン 

〇 

ファンを監視する機能でず。 


電圧 

〇 

崖体内部の電圧を監視する機能です。 


電源 

〇 

電源ユニットを監視する機能です。 


ドア 

〇 

Chassis Intrusion (崖体のカバー/ドアの開閉）を監視す 
る機能です。 

ソフトウエア 

〇 

サービス、ドライバ、 0S の情報を参照する機能です。 

ネットワーク 

〇 

ネットワーク (LAN) に関する情報参照やパケット監視を 
する機能です。 

拡張バスデバイス 

X 

拡張ノなデバイスの情報を参照する機能です。 

BIOS 

〇 

BIOS の情報を参照する機能です。 

□ーカルポーリング 

〇 

ESMPRO/ServerAgent が取得する任意の MIB 項目の値 
を監視する機能です。 

ストレージ 

〇 

八ードディスクドライブなどのストレージ機器やコント 
□ーラを監視する機能です。 

ファイルシステム 

〇 

ファイルシステム構成の参照や使用率監視をする機能で 
す。 

ディスクアレイ 


〇 

ディスクアレイコント□ーラを監視する機能です。 

Windows 版 ESMPRO/ServerAgent の機能とは一部異な 
リます。 

障害通報機能のみのサポートです。 




※別途、ディスクアレイコント□ー ラの RAID システム監 
視ユーティリティが必要です。 

その他 


〇 

Watch Dog Timer による OS ストール監視をする機能で 
す。 



〇 

0S STOP エラー発生後の通報処理を行う機能です。 


〇:サポート A : —部サポート X: 未サポート 
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添付のディスクについて 

本装置にはセットアップや保守-管理の際に使用するフ□、ソピーディスクや DVD が添付され 
ています。ここでは、これらのディスクに格納されているソフトウエアやディスクの用途につ 
いて説明します。 


添付のフ□ッピーディスクや DVD は、システムのセットアップび完了した後 
でも、システムの再セットアップやシステムの保守•管理の際に使用ずる場合 
がありまず。なくさないように大切に保管しておいてください。 


• バックアップ DVD-ROM 

システムのバックアップとなる DVD - ROM です。 

再セットアップの際は、この DVD - ROM と添付の「インス!-ール/初期導入設を用ディス 
ク」を使用してインストールします。詳細は3章を参照してください。 

バックアップ DVD - ROM には、システムのセットアップに必要なソフトウェアやを種モ 
ジュールの他にシステムの管理-監視をするための専用のアプリケーシヨン 「 ESMPRO / 
ServerAgent 」 と「エクスプレス通報サービス」が格納されています。システムに備わつ 
た RAS 機能を十分に発揮させるためにぜひお使いください。 ESMPRO / ServerAgent の 
詳細な説明はバックアップ DVD - ROM 内のオンラインド羊ュメントをご覧ください。エ 
クスプレス通報サービスを使用するには別途契約が必要です。お買い求めの販売店また 
は保守サービス会社にお問い合わせください。 

• EXPRESSBUILDER DVD 

本体装置の保守-管理などにおいて使用するメディアです。 

このメディアには次のようなソフトウェアが格納されています。 

- EXPRESSBUILDER 

シームレスセットア、ソプから RAID を構築したり、システム彰断やオフライン保守 
ユーティリティなどの保守ツールを起動したりするときに使用します。詳細は5章を 
参照してください。 

— DianaScope 

システムが立ち上がらないようなときに、リモート （ LAN 接続または RS -232 C ケー 
ブルによるダイレクト接続)で管理 PC から本装置を管理する時に使用するソフト 
ウェアです。詳細は5章を参照してください。 

— ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO / ServerAgent がインス I ルされた〕ンピュータを管理します。詳細は 
EXPRESSBUILDER DVD 内のオンラインド羊ュメントを参照してください。 

• インストール/初期導入設定用ディスク（フ□ッピーディスク） 


初期導入時の設を情報を書き込みます。設を情報の作成や変更をする r 初期導入設をツー 
ル」も含まれています。 
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八ードウエアの取り巧いと操作 


本体の設置や接続、各部のを称などシステムのセットアップを始める前や運用時に知っておい 
ていただきたい基本的なことがらについて説明します。 

設置 （10 ページ） 

本体の設置手順について説明します。 

各部の名称と機能 （20 ページ） 

本体のを部のを称と機能じついてパーツ単位に説明しています。 

接続について （31 ページ） 

本体にケーブルを接続する際のを意事項を記載します。 


基本的な操作 （34 ページ） 

電源の ON や OFF の方ま、およびフ□、ソピーディスクや DVD / CD - R 0 M のセツ 
卜方法などについて説明しています。 





10 設屋 



本装置は EIA 規格に適合したラックに取り付けて使用します。 


ラックの設置 


ラックの設置については、ラックに添付の説明書を参照するか、保守サービス会社にお問い合 
わせください。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に依頼することもできます。 



警告 


A A 

Q 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こす 
るまたは重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くださ 
い。 

• 指定似外の場所で使用しない 

• アース線をガス管につなびない 


A ミ主意 


装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で搬送•設置をしない 

• 荷重び集中してしまうような設置はしない 

Q 

• 1人で部品の取り付けをしない•ラック用ドアのヒンジのピンを確認する 

• ラックび不ま定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 

• 定格電源を越える配線をしない 

• 腐食性ガスの発生する環境で使用しない 


次の条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所にラックを設置 
したり、ラックに本装置を搭載したりすると、誤動作の原因となります。 

• 装置をラックから完全に引き化せないような狭い場所。 

• ラ、ソクや搭載する装置の総重量に耐えられない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におうとつや傾斜がある場所。 

• 温度変化の激しい場所（暖房機、エアコン、を蔵庫などのおく）。 

• 強い振動の発生する場所。 
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• 腐食性ガス（二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、オゾンなど）の 
存在する場所。また、ほこりや空気中に腐食を促進ずる成分（塩化ナトリウムや硫黄な 
ど）や導電性の金属などが含まれている場所。 

• 薬品類のお<や薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止力日エが施されていないじゅうたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考えられる場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど）のおく（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事 
などを行って < ださい）。 

• 本装置の電源コードを他の接地線（特に大電力を消費する装置など）と共有しているコ 
ンセントに接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ（商用電源をリレーなどで ON / OFF する場合の接点スパークなど）を発生す 
る装置のおく（電源ノイズを発生する装置のおくじ設置するときは電源配線の分離やノ 
イズフィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して行ってください）。 


wO ラック内部の温度上昇とエアフ □— について 

複数台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気び不十分だったりすると、 
ラック内部の温度び各装置か5発する熱によって上昇し、本装置の動作保証温 
度 （10 た〜3己で）を超え、誤動作をしてしまうおそれびあります。運用中に 
ラック内部の温度び保証節囲を超えないようラック内部、および室内のエアフ 
□一について十分な検討と対策をしてください。 

本装置では、前面か5吸気し、背面へ排気します。 






12 設置 


ラックへの取り付け/ラックか6の取りかし 


本装置をラックに取りがけます用が J 外し手順についても説明しています)。 



警告 




装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こず 
る、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 規格がのラックで使用しない 

• 指定 m がの場所に設置しない 


A を意 


AA 


装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• カバーをがしたまま取り付けしない 

• 指を挟まない 

• ラックか5引き出したが態にある装置に荷重をかけない 


取り付け手順 

本装置は弊せ製および他社ラックに取り付けることができます。次の手順でラックへ取り付け 
cK 9 〇 


ラック搭載前の準備 

装置運搬時の脱落防止のために、工場 
出)荷時にスライドレールは左ちともに 
背面側と側面がテープで固定されてい 
ます。ラックへ取りがける前に、テー 
プをはがしてください。 
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• レールアセンブリの取り外し 


本体左ちに取り付けられているスライ 
ド式のレールを取り外します。 


本体前面にある□ック解除ボタンを押 
しながら、レールを持ってゆっくりと 
装置後方へスライドさせてください。 


しばらくすると、「カチ、ソ」と□ックさ 
れます。本体側面にあるレリーズレ 
パー(白色）を矢印の方向に引き、□、ソ 
クを解除しながら本体から取り外しま 
す。 




引き化してください。 


レールアセンブリを取り外すと、本体 
はネジ止めされたインナーレールのみ 
が取り付けられた状態じなります。 



イン ナーレー ル 














取り外したレールアセンブリは、レ 
バーを押しながら矢印方向へ動かし、 
もとに戻してください。 




• レールアセンブリは、取りがしたインナーレールに再度取り付けます。 

• レノ く一やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 


レールアセンブリの取り付け 


レールアセンブリの四角い突起を、19 
インチラックの角穴に入れて取り付け 
ます。この時に「カチ、ソ」と音がして、 
□ックされたことを確認してくださ 
い。 

ち図はち側（前面）を示していますが、 
ち側（背面）、左側（前面/背面）も同 
様に取り付けてください。 

もう一方のレールを取りがける時、す 
でに取り付けているレールアセンブリ 
と同じ高さに取りがけることを確認し 
てください。 





前後に多少のガタツキがありますが、製品に支障はありません。 


^ レールアセンブリが確実(こ□ックされて脱落しないことを確認してください。 

民エック I 
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• 本体の取り付け 


A ミ主意 

aq 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上ばない 

• 指を挟まない 



1 . 左ちのレールアセンブリのスライ 
ドレールを□ックされるまで引を 
出す。 






□ック機構が確実に□ックしている事を確認してください。 



□ック機構 


2. 2人！;!上で本装置をしっかりと 
持ってラックへ取り付ける。 

本装置側面のインナーレールを 
ラックに取り付けたレールアセン 
ブリに確実に差し込んでからゆっ 
くりと静かに押し込みます。 









































途中で本装置が□ックされたら、 
側面にあるレリーズレバー清色 
のレパーが左ちじあります）を手 
前または、奥に押しながらゆっ< 
りと押し込みます。 

完全に装置を押し込むと装置前面 
の□ックがかかり装置を固をでき 
ます。 



• レノ く一やレールで指を挟まないよう十分を意してください。 

• 差し込む時、インナーレールの両側をまつずぐ挿入してください。 

• 設置時は、左ちのツマミを持ってゆっくりと確認しなび5取り付けてく 
ださい。 



• 初めての取り付けでは各機構部品がなじんでいないため押し込むときに 
強い摩擦を感じることがありますが、製品に支障はありません。 

• 差し込みが不完全ですと、片側のレールが押し込み時に途中で止まるこ 
とがあります。その場合一度装置をロックがかかるまで完全に手前に引 
き出してくださし、。左右のロックが完全にかかつたのを確認してから、 
その後左右のロックを解除させて再び装置を押し込んでください。 


本装置を何度かラックから引を出したり、押し么んだりしてスライドの動作に問題 
がないことを確認する。 


^ • ラック内の他装置と隣接する位置に本装置を取り付ける際は、他装置と 

医て巧！ 本装置の崖体が干渉していないことを確認してください。もし干渉して 

いる場合は、他装置と干渉しないよう調整してレールアセンブリを取り 
がけ直してください。 

• スライドレール部分の動作を確認してください。スライドレールがラ、ソ 
クのフレームにあたり、引き化せない場合は、スライドレールを取り付 
け直してください。 
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• フ□ントべゼルの取り付け 


フ □ン トべゼルの左端のタブを本体の 
フレームに 引っかけるようにしながら 
取りがけます。 



取り外し手順 

次の手順で本体をラ、ソクから取り外します。 


A ミ主意 


AA 

AQ 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で取り付け-取り外しをしない 

• 指を挟まない 

• ラックか5引き出したが態にある装置に荷重をかけない 

• ラックび不ま定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 

• 動作中に装置をラックか5引き出さない 


1. 本装置の電源が日 FF になっていることを確認してから、本装置に接続している電源 
コードやインタフェースケーブルをすべて取り外す。 


2. セキュリティ□ックを解除してフ 
□ントべゼルを取り外す。 

3. くオプシヨンのケーブルアームを 
取り付けている場合のみ> 
ケーブルアームを本装置から取り 
外す。 



セ丰ユリティ丰ース□、ソト 
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4. 本装置前面の左ちにある□ック解 
除ボタンを押しながら本装置を 
ゆっくりと静かにラックから引き 
出す。 

「カチ、ソ」と音がしてラ、ソチされま 
す。 



日.左ちのレリーズレバー（青色）を 
手前または奥に押して、□ックを 
解除しながらゆっくりとラックか 
ら引を出す。 



装置を引き出したが態で、引き出した装置の上部か5荷重をかけないでくださ 
■to し、。装置び落下するおそれがあり、危険です。 


6. 本装置をしっかりと持ってラックから取り外す。 


B1 


• 複数名で装置の底面を支えなが5ゆっくりと引き出してください。 

• 装置を引き出した状態で、弓 I さ出した装置の上部か5荷重をかけないで 
ください。装置び落下するおそれびあり、危険です。 

• レノ やレールで指を挟まないよう十分ま意してください。 
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7. レールアセンブリを取り外す場合 
はレノ く一を押しながらレー J レを矢 
印方向に引いて外してください。 
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各部の名称 I と機能 

本装置のを部のを称を次に示します。ここで説明していない部品は本製品では使用しません。 


装置前面 



(1) フ□ントべゼル 

日常の運用時に前面のデバイス類と本体上面部の 
ドライブカバーを保護ずるカバー。添付のセキュ 
リテイキーで□ックすることができる（一34ぺ一 
ジ)。 

(2) キース□ット 

フ□ントべゼルの□ックを解除するセ丰ュリテイ 
丰一の差し □ (一 34ページ)。 

(3) STATUS ランプ（緑色/アンパ’一色） 

本装置の状態を表示するランプ（一26ページ)。 
正常に動作している間は緑色に点灯ずる。異常が 
起きるとアンバー色に点灯または点滅する。 

(4) ACT ランプ（緑色） 

システムがネットワークと接続されているときに 
点灯する（^27ぺージ)。括弧数字の後の数字は 
「1」が LAN ポート1用で、に」が LAN ポート2用 
を示す。 


(己） D 旧 K ACCESS ランプ（緑色/アンバー 
色） 

内蔵の八 ー ドディスクドライブにアクセスしてい 
るときに緑色に点灯する。内蔵の八ードディスク 
ドライブのうち、いずれか1つでも故障ずるとア 
ンバー色に点灯する（一27ページ)。 

(6) POWER ランプ（緑色） 

電源を ON にすると緑色に点灯ずる卜26ぺ一 
ジ)。 

(7) UID ランプ（青色） 

UID スイ、ソチを押したときに点灯する。ソフト 
ウェアからのコマンドによっても点灯または点滅 
ずる。 
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(1) に)-0に)-1 (2)-2 (3) 


に)-3に)-4に)-5 



装置前面（フ□ントべゼルを取りかしたが態) 


( 11 ) 



NMI 



(7)-1 (7)-2 (7)-3 


(1) ハンドル（ちちに1個ずつ） 

ラックからの引き出しやラックへ収納するときに 
持つ部分。 

(2) 八ードディスクドライブベイ 

八ードディスクドライブを搭載するベイト227 
ページ）。括弧数字のあとの数字は Port 番号を示 
す。標準構成ではに)-0からに) -2 に八ードディス 
クドライブが搭載されている。 

(3) D 旧 K ランプ（緑色/アンパ’一色） 

ハードディスクドライブにあるランプ（一28ペー 
ジ）。八ードディスクドライブにアクセスしてい 
るときに緑色に点灯ずる。八ードディスクドライ 
ブが故障するとアンバー色に点灯し、リビルド中 
は緑色とアンバー色に交互に点滅する （ RAID シ 
ステム時のみ）。 

(4) 光ディスクドライブ 

セットしたディスクの読み化しまたは書き込みを 
行う装置（^39ぺージ)。 

(4)-1 強制イジェクトホール 
(4)-2 ディスクアクセスランプ 
(4)-3 トレーイジェクトボタン 
(己）シリアルポート B コネクタ （ COMB ) 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
(一31ページ)。 

管理 PCJ : J 外のシリアルインタフェース機器は接続 
しないでください。 


(目）バックアップデバイスベイ 

オプションの DAT ドライブや AIT ドライブなどを 
取りがける場所（^263ぺージ)。 

(7) 3.己インチフ□ッピーディスクドライブ 

3. 己インチフ □、ソ ピーディスクを挿入してデータ 
の書き込み/読み化しを行う装置（^37ぺージ） 
(7)-1 ディスクアクセスランプ 
(7)-2 ディスク挿入 □ 

(7)-3 イジエクトボタン 

(8) UID (ユニット ID ) スイッチ 

装置前面/背面にある UID ランプを ON / OFF ずるス 
イッチ。スイ、ソチを一度押すと、 UID ランプが点 
灯し、もう一度押すと消灯する（一36ページ)。 
ソフトウエアからのコマンドによっても点灯また 
は点滅する。 

(9) POWER スイッチ 

電源を ON / OFR こずるスイッチ。一度押ずと 
POWER ランプが点灯し、 ON の状態になる。もう 
-度押ずと電源を OFR こずる卜35ぺージ')。4 
秒 J ： 人 b 押し続けると強制的に電源を OFR こする 
(一352ページ)。 

《本装置はスリープ機能をサポートしていませ 
ん。 

(10) DUMP ( NMI ) スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する。 

(11) ランプ（目個、前ぺージ参照） 
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装置背面 


(1) (2) (3) (4) 



(1) □ープ□ファイル PCI ボード増設用ス□ット 

□ープ□ファイルタイプの PCI ボードを取り付け 
るス□、ソト。上から 3 C 、2 C 、1 C ス□、ソト。 

「3 C 」 に RAID コント□-ラ ( N 8103 -117 相当内蔵 
) 標準実装（^254ぺージ)。 

(2) セットスクリユー 

□ジ 、ソクカバーを 固定ず る ネジ。 

(3) フル八イト PCI ボード増設用ス□ット 

フル八イトタイプの PCI ボードを取り付けるス 
□、ソト（一254ぺージ)。上から 3 B 、2 B 、1 B ス 

□、ソ h 。 

(4) AC インレット 

電源コードを接続ずるソケット。 

(己 ） AC POWER ランプ 

電源コードから AC 電源を受電ずると緑色に点滅 
し、装置の電源が ON されると緑色に点灯ずる 
(一30ページ)。 

(6) 電源ユニット（パワーサプライス□ット 1) 
本装置に DC 電源を供給ずる装置。 

(7) 電源ユニット増設用ス□ット（パワーヴプ 
ライス□ット 2) 

オプションの電源ユニットを取りがけるス□ット 
(一233ページ)。標準の状態ではブランクカバー 
が取りがけられている。 

(8) UID ランプ（青色） 

UID スイ、ソチを押したときに点灯ずる。ソフト 
ウェアからのコマンドによっても点滅する (^28 
ページ)。 


(9) DUMP ( NMI ) スイッチ 

押ずとメモリダンプを実行する。 

( 10 ) UID (ユニット ID ) スイッチ 

装置前面/背面にある UID ランプを ON / OFF ずるス 
イッチ。スイッチを一度押すと、 UID ランプが点 
灯し、もう一度押ずと消灯ずる（^36ぺージ)。 

(11) シリアルポート A コネクタ （ COMA ) 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
(一31ぺージ)。 

なお、管理 PC などのコンソールの接続はシリア 
ルポート B のみ巧能です旧 I 0 S の設定が必要）。 
また、専用回線に直接接続ずることはできませ 
ん。 

(12) LAN コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する 
1 000 BASE - T /100 BASE - TX /1 日 BASE-T 対応の 
Ethernet コネクタ（一29ページ)。括弧数字の後 
の数字は「1」が LAN ポート1でに」が LAN ポー 
卜2を示す。 

(13) Speed ランプ（アンパ’一色） 

LAN の転送速度を示すランプ（一30ページ)。 

(14) UNK / ACT ランプ（緑色） 

LAN のアクセス状態を示ずランプ（一29ペー 
ジ)。 

(1 己)管理用ポート 

1 00 BASE - TX /10 BASE-T 対応の Ethernet コネク 
夕（一29ページ)。 
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装置か観 



(1) ドライブカバー 

(2) □ジックカバー 

(3) 光ディスクドライブ 

(4) バックアップデバイスベイ 
(己）フ□ッピーディスクドライブ 
(目）八ードディスクドライブベイ 
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装置内部 


図はプ□セ、ソサダクトを省略しています。 


(1) に)-1 (2)-2 (3) (4) 



(1) バックブレーン 

(2) 冷却ファン 

に)-1 FAN 1 

に)-2 FAN 2 

に)-3 FAN 3 

に)-4 FAN4 

に）-5 FANS (オプション) 

に）-6 FAN6 (オプション) 

に）-7 FAN7 (オプション) 

に）-8 FAN8 (オプション) 

(3) ヴポートバー 


(4) 電源ユニット 
(日）マザーボード 

(6) ライザーカード 

(7) カバーオープンセンサ 

(8) RAID ボード 

RAID コント□-ラ (N 8103 -1 17相当内蔵)は 
「3C」 に標準搭載（一254ページ)。 

(9) DIMM に枚標準装備） 

(10) プ□セツサ （CPU、 ヒートシンクの下に取 
り付け5れている） 

(11) フ□ントパネルボード 
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マザーポー 



外部接続 
コネクタ 
に2ページ 
参照） 


装置背面 


(1) 電源コネクタ 

(2) 電源信号コネクタ 

(3) USB つネクタ 

(4) 未使用コネクタ 

(己）冗長ファンジャンパ 
(目）未使用ジャンパ 

(7) パスワードクリア用ジャンパスイッチ 
(一3己3ぺージ） 

(8) CMOS メモリクリア用ジャンパスイッチ 
(一3曰3ぺージ） 

(9) SATA 2 バックアップデバイス用コネクタ 

(10) リチウムバッテリ 

(11) PCI ライザーカード用コネクタ（フル八イ 
卜の ボー ド用） 

搭載可能なボードの仕様については 「 PCI ボード 
に54ページ)」を参照してください。 


(12) PCI ライザーカード用コネクタ（□—プ日 
ファイルのボード専用） 

搭載可能なボードの仕様については 「 PCI ボード 
に54ページ)」を参照してください。 

(13) DIMM (インターリープタイプ用） 

ソケット（図の上のソケットから順番に DIMM 
#41、#42、#43、#11、#12、#13、#21、 #22、 
#23、#31、#32、#33)。 

(14) プ□セッヴ （ CPU ) ソケット 

(14)-1 プ□セ、ソサ# 1( CPU #1) 

(14)-2 プ□セ、ソサ# 2( CPU #2) 

(1 己）バックプレーンコネクタ 

(16) USB ノ くックアップデバイス用コネクタ 
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ランプ表示 


本装置のランプの表示とその意□末は次のとおりです。 

POWER ランプ（ず） 

本体の電源が ON の間、緑色に点なしています。電源が本体に供給されていないときは消灯し 
ます。 


STATUS ランプ (A) 

八ードウエアが正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点なします。 STATUS ラン 
プが消なしているときや、アンバー色に点灯/点滅しているときは八ードウエアになんらかの 
異常が起きたことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意□末、対処方まを示します。 


W -0 • ESMPRO をインス!ルしておくとエラー□グを参照ずることで故障 

■to の原因を確認することびできます。 

• いったん電源を OFF にして再起動するときに、 0 S か5シャットダウン 
処理びできる場合はシャットダウン処理をして再起動してください。 
シャットダウン処理びできない場合は、強制電源 OFF をするか （3 日2 
ページ参照)、一度電源コードを巧き差しして再起動させてください。 


STATUS ランプの 
状態 

意味 

巧処方法 

緑色に点な 

正常に動作しています。 

— 

緑色に点滅 

メモリか CPU のいずれかが縮退した 
状態で動作しています。 

目10 S セットアップユーテイリテイ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているデ 
バイスを確認後、早急(こ交換するこ 
とをお勧めします。 

メモリ修復巧能エラーがを発してい 
ます。 

消な 

電源が OFF になつている。 

電源を ON にしてください。 

POST 中である。 

しばらくお待ちください。 POST を 
完了後、しば6<すると緑色(こ点の 
します。 

CPU 内部エラーが発生した。 

( ERR ) 

いったん電源を 0 FR こして、電源を 
ON にし直してください。 POST の画 
面で何6かのエラーメッセージが表 
示された場合は、メッセージを記録 
して保守サービス会社(こ連絡してく 
ださい。 

CPU 温度の異常をお化した。 

ウォッチドッグタイマタイムアウト 
が発生した。 

CPU バスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを探取し終わるまでお待ちく 
ださい。 
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STATUS ランプの 
状態 

意味 

巧処方法 

アンバー色に点灯 

温度異常をお化した。 

内部のファンにホコリやチリが付着 
していないかどうか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実(こ 
接続されていることを確認して<だ 
さし、 

それでも表示が変わ6ない場合は、 
保守サービス会社に連絡して<ださ 
い。 


電圧異常をお化した。 

保守サービス会社に連絡して<ださ 


すべての電源ユニットが故障した。 

い。 

アンバー色に点滅 

冗長構成の電源でどち6か一方の電 
源ユニ、ソト(こ AC 電源が供給されてい 
ないか、どち6か一方の電源ユニッ 
卜の故障をお化した。 

電源コードを接続して、電源を供給 
してください。電源ユニットが故障 
している場合は、保守サービス会社 
(こ連絡してください。 


ファンアラームをお化した。 

ファンユニットが確実(こ接続されて 
いるか確認してください。それでも 
表示がかわ6ない場合は、保守サー 
ビス会社(こ連絡してください。 


温度警告をお化した。 

内部ファン(こホコリやチリがが着し 
ていないかどうか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実(こ 
接続されていることを確認してくだ 
さい。 

それでも表示が変わ6ない場合は、 
保守サービス会社(こ連絡して < ださ 
い。 


電圧警告をお化した。 

保守サービス会社(こ連絡して < ださ 


いずれかの八ードディスクドライブ 
の故障をお化した。 

い。 


ACT ランプ（品） 

本装置が LAN に接続されているときに緑色に点灯し、 LAN を介してアクセスされているとき 
(パケットの送受信を行っているとき）じ点滅します。アイコンの隣にある数字は背面のネッ 
トワークポートの番号を示します。 


DISK ACCESS ランプけ） 

D に K ACCESS ランプは八ードディスクドライブベイに取り付けられている八ードディスク 
ドライブの状態を示します。 

八ードディスクドライブにアクセスするたびにランプは緑色に点灯します。 

D に K ACCESS ランプがアンパー色に点なしている場合は、八ードディスクドライブに障害が 
起きたことを示します。故障した八ードディスクドライブの状態はそれぞれの八ードディスク 
ドライブにあるランプで磕認できます。 
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UID ランプ ( UID ) 

このランプは1台のラックに複数台の装置を設置しているときに、 UID スイ、ソチを押すと、装 
置前面および背面の UID ランプが青色に点なし、保守をしようとしている装置を特をすること 
ができます。 UID ランプを消なさせるには UID ランプを再度、押してください。詳しくは 「UID 
スイ、ソチ-本体の確認- (36 ページ)」を参照してください。 



リモート管理ソフトウエアなどからランプを点灯させることができます。 


ディスクアクセスランプ 

フ□、ソピーディスクドライブと光ディスクドライブのディスクアクセスランプは、それぞれに 
セツトされているディスクにアクセスしているときに点灯します。 


J \- ドディスクドライブのランプ 


八ードディスクドライブベイに搭載される 
DISK ランプは表示状態によって意巧が異な 
ります。 


• 緑色に点滅 

八ードディスクドライブにアクセスし 
ていることを示します。 

• アンパ’一色に点な 

RAID システムで論理ドライブを構成 
しているとき、取りがけている八ード 
ディスクドライブが故障していること 
を W します。 




RAID システムで論理ドライブ (RAID 5、 RAID 6) を構成している場合は、1台 
(RAID 6では2台)のハードディスクドライブが故障しても運用を続けることが 
できます。しかし、早急にハードディスクドライブを交換して、再構築（リビ 
ルド）を行うことをお勧めします（ハードディスクドライブの交換はホットス 
ワップで行います）。 


• 緑色とアンパ’一色に交互に点滅 

八ードディスクドライブ内の再構築（リビルド）中であることを示します（故障ではあ 
りません）。 RAID システムでは、故障した八ードディスクドライブを交換すると自動的 
じデータのリビルドを行いますけートリビルド機能）。リビルド中はランプが緑色とア 
ンバー色に巧互に点なします。 

リビルドを終了するとランプは消なします。リビルドに失敗するとランプがアンバー色 
じ点灯します。 
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W "0 リビルド中に本装置の電源を OFF にすると、リビルドは中断されまず。再起動 
してか5八ードディスクドライブをホットスワップで取り付け直してリビル 
ドをやり直してください。ただし、オートリビルド機能を使用するときは次の 
ま意事項を守ってください。 

• 電源を OFF にしないでください（いったん電源を OFF にすると才ートリ 
ビルドは起動しません)。 

• J \- ドディスクドライブの取りがし/取り付けの間隔は90秒 m 上あけて 
<ださい。 

• 他にリビルド中の八ードディスクドライブび存在する場合は、八ード 
ディスクドライブの交換は行わないでください。 


LAN コネクタのランプ 

背面にある3つの LAN ポート（コネクタ）にはそれぞれ2つのランプがあります。 



• UNK / ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークポートの状態を表示します。本体と八ブに電力が供給され 
ていて、かつ正常に接続されている闇、緑色に点なします ( LINK )。 ネットワークポート 
が送受信を行っているときに緑色に点滅します ( ACT )。 


LINK 状態なのにランプが点なしない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの 
接続状態を磕認してください。それでもランプが点なしない場合は、ネットワーク ( LAN ) 
コント□ーラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービ 
ス会社に連絡してください。 
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• Speed ランプ 

このランプは、ネ 、ソ トワークポートの通信 モー ドがどのネツトワ ー クインタフ エースで 
動作されているかを示します。 


- 通常の運用で使用される2つの LAN ポートは、1000 BASE - T と100 BASE - TX 、 
10 BASE - T をサポートしています。アンパー色に点なしているときは、 

1000 BASE - T で動作されていることを示します。緑色に点なしているときは、 

100 BASE - TX で動作されていることを示します。消なしているときは、 10 BASE - 
T で動作されていることを示します。 


- 管理用として使用される LAN ポートは、100 BASE - TX と10目 ASE - T をサポートし 
ています。アンバー色に点なしているときは、100 BASE - TX で動作されているこ 
とを示します。消なしているときは、 10 BASE - T で動作されていることを示しま 
す。 


AC POWER ランプ 

背面にある電源ユニットには 、 AC POWER ランプがあります。 AC インレットに電源コードを 
接続して AC 電源を電源ユニットが受電すると緑色に点滅します。 

本装置の電源を ON じするとランプが緑色 I こ点なします。本装置の電源を ON じしてもランプが 
点なしない、またはアンバー色に点なまたは点滅'^^する場合は、電源ユニットの故障が考えら 
れます。保守サービス会社に連絡して電源ユニットをを換してください。 


AC インレット 



AC POWER ランプ 


PAl オプションの電源ユニットを搭載している場合は、一方の電源ユニットが故障 
IrfeTf ^ しても、もう一方の電源ユニットで運用を続けることができます（冗長機能）。 

また、故障した電源ユニットはシステムを停止することなく、ホットスワップ 
(電源 ON のまま）で交換できます。 


*1 2台の電源ユニット構成で、一方の電源ユニットにのみ電源コードが接続されていて、 AC 電源を受電していると、 
もう一方の（電源コードが接続されていない方の）電源ユニットのランプはアンバー色に点滅します。電源コード 
を接続ずると、緑色の点滅に変わりまず。それでもアンバー色に点滅している場合は、保守サービス会社に連絡し 
て保守を化頼して < ださい。 
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接続にごいて 

本体にネットワークを接続します。 

ネットワークケーブルを本体に接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグを 
コンセントにつなげます。 


W -0 無停電電源装置や自動電源制御装置への接続やタイムスケジュール運転の設 
定、サーバスイッチ ユニッ トへの接続•設定などシステム構成に関ずる要求び 
ございました5、保守サービス会社の保守員（またはシステムエンジニア）に 
お知5せ < ださい。 



警告 


A® 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ似降の説明をご覧くだ 
さい。 

• めれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につながない 


A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 


• 

指定似がのコンセントに差し込まない 

AA 

参 

参 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

参 

指定杉がの電源コードを使わない 


参 

プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしな 
い 

指定似がのインタフェースケーブルを使用しない 


参 
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背面 


1@Ee 

^innii 


了 □□□ 
□□□□□ 
□□□□□ 
□□□□□ 
□□□□□ 
□□□□□ 
□□□□□ 


|〇©喧福(^〇^〇)。。巨巨 


管理用ポート 


クラスタ用ネットワーク/ 
社内 LAN バックアップ用ネットワーク 


る 


2る 


電源ユニット 
(オプション）（標準装備) 


Alolol 


シリアルインタフェース 
を持つ機器 


最後に添付の電源 
コードをコンセント 
に接続ずる。* 

UPS に接続ずる場合 
は次項の説明を参照。 


電源 コードは、 15 AU 下の サーキ、ソ トブレーカに接続すること。 

20 0 V 環境下にて、ご使用の場合は、オプションの電源ケーブルを購入して<ださい。 




ネットワークに接続する前に次の点について確認してください。 

• LAN のネットワーク設定 

本装置に割り当てる IP アドレスやネットワーク環境について確認してく 
ださい。 

• ネットワーク機器 

必要なルータや八ブ、ケーブルが準備されていることを確認してくださ 
し、また、 ISP との接続(こ用いるルータもしくはダイヤルアップルータ(こ 
あ6かじめインターネット接続(こ必要な設定をして、設置しておいてく 
ださい（イントラネットで使用する場合は必要ない場合があります)。 


保守用端末 



BIOlOl 




□□□□□□□□ 

□□□□□□□□ 

□□□□□□□□ 


□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 




□□□□□□□□□□ 

□ □□- 
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W -0 • 本体および接続ずる周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してくださ 

■to し ON の状態のまま接続すると誤動作や故障の原因となりまず。 

• 辭社政が（サードパーティ）の周辺機器およびインタフェースケーブル 
を接続ずる場をは、お買い求めの販売店でそれ5の装置び本装置で使用 
できることをあ5かじめ確認してください。サードパーティの装置の中 
には本装置で使用でさないものびありまず。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続することはできません。 

• 回線に接続する場合は、認定機関に申請済みのボードを使用してください。 

• 電源コードやインタフェースケーブルをケーブルタイで固定してくださ 
い。 

• ケーブルびラックのドアや側面のガイドレールなどに当た5ないよラ 
フォーミングして < ださい。 

• 電源コードは装置の AC インレット部分で少したるませる程度にフォー 
ミングしてください。装置を引き出したときに電源コードび巧けるのを 
防ぐためです。 

• 電源コードのプラグ部分が圧迫されないよラにしてください。 


無停電電源装置 ( UPS ) への接続について 

本体の電源コードを無停電電源装置 ( UPS ) に接続する場合は、 UPS の背面にある化カコンセン 
卜に接続します。詳しくは UPSI こ添付の説明書を参照してください。 


<例> 

コンピュータインターフェースポート ( UPS ) 



入カコネクタ 電圧感度設定ボタン 

( NEMA 5-1 己 P ) 


本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS からの電源供給と連動（リンク）させ 
るために本体の BIOS 設をの変更が必要となることがあります。 

BIOS の 「 Server 」一「 AC - LINK 」 を選択すると表示されるパラメータを切り替えることで設 
をすることができます （ UPS を利用した自動運転を行う場合は 、 「Power On 」 を選択してく 
ださい）。詳しくは302ページを参照してください。 
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基本的な操作 


基本的な操作の方法について説明します。 


フロントべゼルの巧り付け • 巧りかし 


本体の電源の ON / OFF やフ□、ソピーディスクドライブ、光ディスクドライブを取り扱うとき、 
八ードディスクドライブベイへの八ードディスクドライブの取りがけ/取り外しを行うときは 
フ□ントべゼルを取り外します。 


wO フ□ントべゼルは、添付のセキユリテイキーで□ックを解除しないと開けるこ 
BM とびでさません。 

フ□ントべゼルの取り付け•取りがし時に POWER スイッチを}甲さないようを 
意してください。 


1. キース□ットに添付のセキュリティキーを差し込み、キーをフ□ントべゼル側に軽 
く押しながら回して□ックを解除する。 



2. フ□ントべゼルのち端を軽く持つ 
て手前に引く。 

3. フ□ントべゼルを左に少しスライ 
ドさせてタブをフレームから外し 
て本体から取り外す。 



フ□ントべゼルを取りがけると 
きは、フ□ントべゼルの左端の夕 
ブを本体の フレームに 引っかけ 
るようにしながら取りがけます。 
取りがけた後はセ羊ュリティの 
ためにち车一で□ックして< だ 
さい。 


フレーム 
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POWER スイツチ-電源の ON / OFF / 再起動- 


本体の電源は前面にある POWER スイッチを押すと ON の状態になります。 
次の順唐で電源を ON にします。 



• 添付の「バックアップ DVD-ROM」 を光ディスクドライブにセットした 
まま起動するとシステムを再インスI-ールしてしまいます（このときに 
確認のメッセージなどは表示されません)。 

• 添付の 「EXPRESSBUILDER DVD」 を光ディスクドライブにセット 
したまま起動すると EXPRESSBUILDER び起動し、通常の運用には利 
用でさません。 



マザーボード上にある本装置を監視する「サーバーマネージメント論理回路」 
は、システム電圧の変化を監視し、ログをとっています。電源コードを接続し 
た後や、電源を OFF にした後は、電源が OFF の状態から POWER スイッチを押 
すまでに約30秒ほどの時間をあけてください。これは、通常の動作であり、 
サーバーマネージメント論埋回路が要求するものです。 


1 . フ□ントべゼルを取り外す。 

2. フ□ッピーディスクドライブにフ□ッピーディスクをセットしていないことを確認する。 

3. 本体前面にある P 日 WER スイッチを押す。 

POWER ランプが緑色に点なします。 


• AC インレットに電源コードを接続した後、 POWER スイッチを}甲ずま 
で30秒 m 上の時間をあけて < ださい。 

• POWER スイッチを巧してか5約30秒 m 内の間は電源を OFF にしない 
で < ださい。 


電源 ON の後、自己診断プ□グラム ( POST ) を実行して八ードウエアを診断します。 
POST を完了するとシステムが起動します。システムの起動後は Management 
Console 本体の設をや管理ができます。4章をご覧ください。 

本体の電源の OFF やリセット（再起動）は Management Console を使用します。4 
章を参照してください 。 Management Console から電源を OFF できないときは本体 
の POWER スイッチを4秒じ(上押し続けてください離制電源 OFF )。 


POWER ランプ 



POWER スイ、ソチ 
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複数の本装置を1つのラックに搭載している場合、保守をしようとしている装置がどれであるか 
を見分けるためじ装置の前面および背面には rUID (ユニ、ソ HD ) ランプ」がもうけられています。 

UID (ユニット ID ) スイ、ソチを押すと UID ランプが点なします。もう一度押すとランプは消な 
します。 

ラック背面からの保守は、暗く、狭い中での作業となり、正常に動作している本装置の電源や 
インタフェースケーブルを取り外したりするおそれがあります。 UID スイ、ソチを使って保守す 
る本装置を確認してから作業をすることをお勤めします。 


UID ランプ 


装置前面 


m 





UID スイ、ソチ 




I 

000 

1 

□□□ 

-□□□ 

00 0 
。。〇 
泻 L 

f 

□□□ 

|| 

し 

□□□ 
□□□ 
□ □□ 


J 


装置背面 



UID スイ、ソチ UID ランプ 


-本化の確認- 


UID スイツ 


□ 3nn4nnr-5n 
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フロッピーディスクドライブ 


本体前面にフ□、ソピーディスクを使ったデータの読み化し（リード）•保存（ライト）を行う 
ことのできる 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブが搭載されています。 

3.5 インチの 2 HD フ□、ソピー ディスク （1.44 M バイト）と 2 DD フ□、ソピー ディスク C 720 K バ 
イト）を使用することができます。 

フ□ッピーディスクのセット/取り出し 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットする前に本体の電源が ON 
( POWER ランプ点な）になっていることを確認してください。 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブに完全に押し込むと「カチ、ソ」と音がし 
て、フ□、ソピーディスクドライブのイジエクトボタンが少し飛び化します。 

イジエクトボタンを押すとセットしたフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブか 
ら取り化せます。 

• フォー マットされていない フ□、ソピー ディスクをセットすると、ディス 

I チェック 1 クの内容を読めないことを®6せるメッセージやフォーマットを要求す 

るメッセージが表示されます。 0S に添付のマニュアルを参照してフ 
□、ソピーディスクをフォーマットしてください。 

• フ□、ソピーディスクをセットした後に本体の電源を ON (こしたり、再起 
動するとフ□、ソピーディスクか6起動します（インストール/初期導入 
設定用ディスクは除く）。フ□、ソピーディスク内にシステムがないと起 
動できません。 

• フ□、ソピーディスクアクセスランプが消灯していることを確認してか6 
フ□、ソピーディスクを取り化してください。アクセスランプが点灯中(こ 
取り化すとデータが破壊されるおそれがあります。 


フ□ツピーディスクの取り扱いについて 

フ□、ソピーディスクは、データを保存する大切なものです。またその構造は非常にデリケート 
じできていますので、次の点にを意して取り扱ってください。 

参フ□、ソピーディスクドライブにはていねいに奥まで挿入してください。 

• ラベルは正しい位置に貼り付けてください。 

• 銷筆やボールペンで直接フ□、ソピーディスクに書き込んだりしないでください。 

• シャツタを開けないでください。 

• ゴミやほこりの多いところでは使用しないで<ださい。 

• フ□、ソピーディスクの上に物を置かないでください。 

• 直新日光の当たる場所や暖房器具のお<など温度の高<なる場所には置かないで<ださ 
い。 

• たばこの煙に当たるところには置かないでください。 

• 水などの液体のお<や薬品のお<には置かないで<ださい。 

• 磁石など磁気を帯びたちのをおづけないでください。 
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• クリップなどではさんだり、落としたりしないでください。 

• 磁気やほこりから保護できる専用の収納ケースに保管して<ださい。 

• フ□、ソピーディスクは、保存している内容を誤って消すことのないようじライトプ□テ 
クト（書き込み禁止）ができるようじなっています。ライトプ□テクトされているフ 
□、ソピーディスクは、読み化しはできますが、ディスクのフォーマットやデータの書き 
込みができません。重要なデータの入っているフ□、ソピーディスクは、書き込み時じ(外 
はライトプ□テクトをしておくようお勧めします。 3.5 インチフ□、ソピーディスクのラ 
イトプ□テクトは、ディスク裏面のライトプ□テクトスイ、ソチで行います。 



書き込み不可書き込み巧 


• フ□、ソピーディスクは、とてもデリケートな記'憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
じよってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータは定期的にバックアップをとっておくことをお勧めします。（本体に添付され 
ているフ□、ソピーディスクは必ずバックアップをとってください。） 
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光ディスクドライブ 


本体前面に光ディスクドライブがあります。光ディスクドライブは DVD / CD-ROM (読み化し 
専用のコンパクトディスク）のデータを読むための装置です。 DVD / CD - ROM はフ□、ソピー 
ディスクと比較して、大量のデータを高速に読み化すことができます。 


A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 


などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 

明をご覧ください。 


• 光ディスクドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


使用上の注意 

本装置を使用するときにを意していただきたいことを次に示します。これらのを意を無視して 
装置を使用した場合、本装置または資産（データやその他の装置）が破壊されるおそれがあり 
ますので必ず守つてください。 


ファームウェアのバージョンアップについて 

本装置のファームウェアのバージョンアップについて弊社ホームページにてご案内する場合 
があります。 

[NEC 8番街]: http :// nec 8. com / 


弊社より案内のないファームウェアへのバージョンアップは行わないでください。その場合、 
該当装置は弊社の保証期間内であっても保証対象外となりますのでを意して<ださい。 


ディスクのセツト/取り出し 

ディスクは次の手順でセツトします。 

1 . ディスクをドライブにセツトする前に本体の電源が日 N ( P 日 WER ランプが点'打) 
になっていることを確認する。 

2. ドライブ前面のトレーイジェクトボタンを押す。 

トレーが少し化てきます。 

3. トレーを軽く持って手前に引き出 
し、トレーが止まるまで引き出 
す。 
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4. ディスクの文字が印刷されている 
面を上にしてトレーの上に静か 
に、確実に置く。 


己.図のよラに片方の手でトレーを持 
ちながら、もラー方の手でトレー 
の中/こ\にある駆動部分にディスク 
の穴がはまるよラに指で押して、 
トレーにセツトする。 





wO ディスクのセット後、ドライブの駆動音が大きく聞こえるときはディスクを 
Ifai セットし直してください。 
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ディスクの取り化しは、ディスクをセットす 
るときと同じようにトレーイジェクトボタ 
ンを押してトレーを引き化します。 

アクセスランプが点なしているときはディ 
スクにアクセスしていることを示します。卜 
レーイジェクトボタンを押す前にアクセス 
ランプが点なしていないことを確認してく 
ださい。 

ち図のように、片方の手でトレーを持ち、も 
う一方の手でトレーの中ムにある駆動部分 
を押さえながらディスクの端を軽くつまみ 
上げるようにしてトレーから取り化します。 



ディスクを取り化したらトレーを元に戻し 
てください。 
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取り出せなくなったときの方法 

トレーイジェクトボタンを押してもディスクが取り化せない場合は、次の手順に従ってデイス 
クを取り化します。 


1. P 日 WER スイッチを押して本体の電源を日 FF ( P 日 WER ランプ消'打）にする。 

2. 直径約 1.2 mm 、 長さ約1日日 mm の 
金属製のピン（太めのゼムクリップ 
を引き伸ばして代用できる）を卜 
レーの前面にある強制イジェクト 
ホールに差し込んでトレーが出てく 
るまでゆっくりと押す。 


3. トレーを持って引を出す。 

4. ディスクを取り出す。 

日.トレーを押して元に戻す。 


• つま楊枝やプラスチックなど巧れやすいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を行ってもディスクび取り出せない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 



強制 イジ ェク ト ホール 


ディスクの取り扱いについて 

使用するディスクは次の点にを意して取り扱ってください。 

• 規格に準拠しない「コピーガードがき DVD / CD 」 などのディスクにつきましては、 
DVD / CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

• ディスクを落とさないでください。 

• ディスクの上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• ディスクにラベルなどを貼らないでください。 

• 信号面（文字などが巧刷されていない面）に手を触れないで<ださい。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーじていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、銷筆やボールペンで文字などを直接ディスクに書き込まないでください。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のおくなど温度の高くなる場所には置かないでください。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、ベ 
ンジン、シンナーなどは使わないで<ださい。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管して<ださい。 
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NEC Express 已 800 シ U ■ズ 
InterSec 

Exp 巧 ss 5800 /MW 己 OOf 


システムのセットアップ 

本体のセットアップを終了したら、システムのセットアップをします。システムのセットアッ 
プは購入後、初めてセツトアップする場合と再セツトアップする場合に分けて説明していま 
す。 



初めてのセットアップ （44 ページ） 

システムを使用できるまでのセットアップ手順について説明しています。ここ 
では必要最低限のセットアップのみを説明しています。お客様のお使いになら 
れる環境に合わせた詳細なセットアップじついては4章で説明しています。 

管理 PC のセットアップ （69 ページ） 

ネットワーク上のコンピュータからシステムの管理-監視をするバンドルアプ 
リケーシヨンのインストール方法について説明しています。 


再セットアップ （70 ページ） 

システムを再セットアップする方まじついて説明しています。 
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初めてのセットアップ 

購入後、初めてシステムをセットアップする時の手順について順を追って説明します。 


インストール/初期導入設定用ディスクの作が 


「インストール/初期導入設を用ディスク」は装置をインターネット装置として導入するためじ 
最低限必要となる設を情報が保存されたセットアップ用のフ□、ソピーディスクです。 

「インストール/初期導入設を用ディスク」は、添付のインストール/初期導入設を用ディスク 
にある「初期導入設をツール」を使って作成します。初期導入設定ツールは 、 Windows 2000、 
Windows XP または Windows Vista で動作するコンピュータで動作します。 

初期導入設定ツールの実行と操作の流れ 

Windows マシンを起動して、次の手順に従ってインストール/初期導入設を用ディスクを作成 
します。 

1 . Windows マシンのフ□ッピーディスクドライブに添付のインス I -ール/初期導入設 
定用ディスクをセットする。 

2. フ□ッピーディスクドライブ内の「初期導入設定ツール （ Sta け upConf . exe )」 を 
エクスプ□ーラなどから実行する。 

[ Linux ビルドアップサーバ初期導入設をツール]が起動します。プ□グラムは、ウィ 
ザード形式となっており、をページで設をに必要事項を入力して進んでいきます。 

必須情報が入力されていない場合や入力情報に誤りがある場合は、次へ進むときじ 
警告メッセージが表示されます。項目を正しく入力し直してください。入力事項に 
ついては、この後の説明を参照してください。 

すべての項目の入力が完了すると、フ□、ソピーディスクに設を情報を書き込んで終 
了します。 

3. インス!ル/初期導入設定用ディスクをフ□ッピーディスクドライブから取り出 
し、「システムのセットアップ」に進む。 

インストール/初期導入設を用ディスクは再セットアップの際にも使用します。大切 
に保管してください。 
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各入力項目の設定 

[ Linux ビルドアップサーバ初期導入設をツール]で入力する項目について説明します。 


パスワード設定 

システムのセットアップ完了後、管理 PC から 
Web ブラウザを介して、システムに□グイン 
する際のパスワードを設ちします。この画面 
にある項目はすべて入力しないといけませ 
ん。 

パスワードは推測されにくく覚えやすいもの 
を用意してください。 



^ パスワードは画面に表示されません。タイプミスをしないようを意してくださ 

をエック] い。 


設定済みパスワード 

同捆の別紙「管理者用パスワード」 I こ記載されたパスワードを入力してください。 

パスワード 

設定するパスワードを入力してください。パスワードは、6文字じ(上14文字じ(下の半角英数文 
字もしくは、半角記号を指定してください。ここで入力したパスワードは、管理者 ( admin ) で 
□グインする場合に必要となります。パスワードを忘れたり、不正に利用されたりしないよう 
に、パスワードの管理は厳重に行ってください。 

なお、パスワードを変更したくない場合は、既存パスワードと同一のパスワードを新パスワー 
ドとして設定してください。 

パスワード再入力 

パスワードの磕認用です。設をするパスワードと同一のものを入力してください。 
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ネットワーク設定〜 LAN ポート1(標準 LAN ) 用〜 


LAN ポート1(標準 LAN ) のネットワーク設定: 
をします。[セカンダリネームサーバ]じ(外は 
必ず入力してください。 

ホスト名 (FQDN) 

ホストをを入力してください。入力の際には、 
FQDN の形式(マシン名.ドメインを)の形式で 
入力してください。また、英字はすべてル文 
字で指をして<ださい。大文字は使用できま 
せん。 



IP アドレス 


1枚目の N に ( LAN ポート1(標準 LAN )) に割り振る IP アドレスを指をしてください。 

ヴブネットマスク 

1枚目の N に ( LAN ポート1(標準 LAN )) じ割り振るサブネットマスクを指をします。 

デフォルトゲートウェイ 

デフォルトゲートウェイの IP アドレスを指をします。 

プライマリ ネームサーバ 

プライマリネームサーバの IP アドレスを指をします。 

セカンダリ ネームサーバ 

セカンダリネームサーバが存在する場合は、その IP アドレスを指定します。 


ネットワーク設定〜 LAN ポート2 ( 拡張 LAN ) 用〜 

LAN ポート2 (拡張 LAN ) のネットワーク設 
ををします。フェイルオーバクラスタ構成で 
運用する場合のみ設をします。それじ(外の構 
成では、設をする必要はありません。 

IP アドレス 

2あ目の N に ( LAN ポート2 (拡張 LAN )) に割 
り振る IP アドレスを指をしてください。 


ヴブネットマスク 

2枚目の MCXLAN ポート2 (拡張 LAN )) に割 
り振るサブネットマスクを指定します。 
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グルー プ設定 

実ドメインのグループをを指をして<ださ 
し、実ドメイン ユーザー はこのグループの所 
属になります。全体で15文字 t (内、1文字目 
は英字、2文字目 W 降は英数字と r - (八ィフ 
ン）」で構ぶされる任意の文字列を指をできま 
すが、システムであらかじめ予約されている 
ju 下の文字列は指をできません。また、英字 
はすべてル文字で指をして<ださい。大文字 
は使用できません。 


く指定できない文字列> 

adm 、 admin 、 apache 、 bin 、 canna 、 daemon 、 dip 、 disk 、 floppy、fmk ftp 、 games 、 gopher 、 
kmem 、 Idap 、 lock 、 Ip 、 mail 、 mailnull 、 man 、 mem 、 named 、 netdump 、 news 、 nfsnobody 、 
nobody 、 nscd 、 ntp 、 pcap 、 root 、「 pc 、「 pcuser 、「 pm 、 slocate 、 smb 、 smbguest 、 smmsp 、 
sshd 、 sys 、 tty 、 users 、 utmp 、 uucp 、 vcsa 、 wbmc 、 webalizer 、 wheel 、 wm、xfs 



システム構成条件の設定 

Management Console の動作モードを設定 
します。通常は[スタンドア□ン構ぶ]のまま 
で構いません。 

□ー ドバランスクラスタ構成でセットアップ 
する場合は、 [ Web サーバでの□ー ドバランス 
構ぶ]を選択してください。フェイルオーバク 
ラスタ構成でセットアップする場合は 、 [Web 
サーバ/メールサーバでのフェイルオーバク 
ラスタ構成]を選択してください。この場合、 
ミラーデイスク用デバイス咎 / dev / sdb ) と、 
ミラー対象のパーティションサイズを必ず指 
定してください。 



irO フェイルオーバクラスタ構成でセットアップする場合は、2台のマシンそれぞ 
れに巧しミラーディスク用にそれぞれ同じサイズのノくック/論理ドライブ (/ 
dev / sdb ) を作成ずる必要びあります。 J \- ドディスク増設やディスク分割の 
手順と設定は、己章 r 保守•管理ソフトウェア」、目章「システムの拡張とコン 
フィグレーション」を参照してください。 
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メール配送の設定 


メール配送の設ををします。ご利用形態に合 
わせて設をしてください。 

DNS で配送する場合は、 [ DNS で配送]を選択 
してください。 

スマートホストを使用する場合は、[スマート 
ホスト使用]を選択してください。この場合、 
スマートホストホストさ)を必ず設定:してくだ 
さい。 

必要に応じて直接配送するドメインをを指を 
してください。ドメインをの指をは FQDN で 
指をします。ドメインが複数ある場合は、そ 
れぞれのドメインを1つの半角 スペースで 区 
切って入力してください。 




スマートホストとは？ 

ファイアウォールが設置されたイントラネット内にメールサーバを設置する 
場合などは、すべてのメールを特をのメールサーバを介して配送する必要があ 
ります。そのサーバのことを「スマートホスト」と呼びます。スマートホスト 
を使用する場合でも、ファイアウォールの内側で、イントラネット用の DNS 
が設置されており、 DNS による配送が可能な場合は、「直接配送するドメイン 
名」にイントラネットのドメイン名を入力することでファイアウォール内に関 
しては、スマートホストを介さずに配送することができます。 

なお、ファイアウォールの DMZ (非武装地帯）上のメールサーバのように、特 
走:のドメインにがする配送ホストを DNS を使用せずに静的に決をする必要が 
ある場合は、セットアップ完了後 、 Management Console を使用し、メールサー 
バの設をの 「静的配送の設を」により設をします。 
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システムのセツトアツ 


初期導入設定ツールで作成した「インストール/初期導入設定用ディスク」を使用して、短時 
間でセットアップできます。 

セッ S アップの手順 

W 下手順でセツトアップをします。 



正しくセットアップできないときは、次ぺージ、および7章を参照してくださ 



1 . 本体背面の LAN ポート1と LAN 
ポート2 (使用する場合）にネッ 
トワークケーブルが接続されてし、 
ることを確認する。 






2. 前述の「インストール/初期導入設 
定用ディスクの作成」で作成した 
インストール/初期導入設定用ディ 
スクを3.己インチフ□ッピーデイ 
スクドライブにセットする。 

3. P 日 WER スイッチを押す。 

POWER ランプが点なします。 

しばらくすると、インストール/初 
期導入設を用ディスクから設を情 
報を読み取り、自動的にセットアッ 
プを進めます。5〜6分ほどでセッ 
トアップが完了し、初期導入設をが 
実行されます。セットアップに失敗 
した場合は、自動的に電源が OFF 
( POWER ランプ消な）になります。 

4章を参照してシステムの状態確認 
や設を変更を行って<ださい。 


POWER スイ、ソチ 
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wO 参 セットアップの完了び確認できた5セットしたインストール/初期導入 
■to 設定用ディスクをフ□ッピーディスクドライブか5取り出して大切に保 

管してください。再セットアップの時に再利用ずることびでをます。 

• フェイルオーバクラスタ構成でセットアップを行う場合、セットアップ 
処理中に再起動を行うため、終了までに曰〜6分かかります。 


セットアップに失敗した場合 

システムのセットアップに失敗した場合は、自動的に電源が OFF (POWER ランプ消灯）にな 
ります。 

正常にセットアップが完了しなかった場合は、インストール/初期導入設を用ディスクに書き 
化される□グファイル riogging . txtj の内容をコンピユータの「メモ帳」などのツールを使っ 
て確認し、再度初期導入設をツールを使用してインストール/初期導入設を用ディスクを作成 
し直してください。 

く主な□グの出力例> 

• rinfo: completed 」 

正常にセットアップが完了した場合に表示されます。 

• rinfo: quitting with no change 」 

初期導入設をツールを使って再度作成せずに、一度セットアップに使用したインストー 
ル/初期導入設を用ディスクを再使用した場合に表示されます（設をは反映されません）。 

• 「Cannot get authentication: root 」 

インストール/初期導入設を用ディスク中のパスワードの指をに誤りがある場合に表示 
されます。 

• 「 Error: invalid file: /mnt/floppy/linux.autj 

インストール/初期導入設定用ディスク中のパスワード情報を格納したファイル 
( linux . aut ) が正しく作成されなかった場合じ表示されます。 

• 「 Error: cannot open: /mnt/floppy/linux.autj 

インストール/初期導入設を用ディスク中のパスワード情報を格納したファイル 
( linux . aut ) が正しく作成されなかった場合に表示されます。 

セットアップや運用時のトラブルについての対処を7章で詳しく説明しています。 
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□—ドパランスクラスタ構ぶのセットアップ 


負荷の高い Web サイトでは、本装置を複数台と別売の□ー ドバランサ装置 （ LB シリーズなど) 
を組み合わせることで、複数の、本装置に負荷を分散し、レスポンスを高める□ー ドバランス 
クラスタ環境を構築することができます。 




□ードバランサ装置 


負荷分散 


ネットワーク 
負荷の軽減 


▼ ， r ▼ 

本装置 本装置 本装置 


W -0 □—ドバランス構成でセットアップした場合は、メールサービス機能は使用で 

きません。メールサービスを構築する場合は、スタンドア□ンまたはフェイル 
オーバクラスタ構成で運用してください。 


ここでは2台の本装置による□ー ドバランスクラスタ構成のセットアップ方まを解説します。 
ネットワーク構成と、それぞれに割り当てる IP アドレスとホストをは次の國のようになってい 
ると仮をします。 



① □-ドバランサ装置に割り当てる IP アドレスとホストを。 

② 本装置（マスタサーバ）に割り当てる IP アドレスとホスト名。 

③ 本装置（スレーブサーバ）に割り当てる IP アドレスとホスト名。 

□ードバランスクラスタ構成では、複数ある本装置のいずれか一台を「マスタサーバ」とする必要があります。 
Web コンテンツの更新、設定の変更などはマスタサーバに対して行われ、残りのサーバにはマスタサーバの情報が 
自動でコピーされます（ミラーリング)。コピーされる側のサーバをすべて「スレーブサーバ」と呼びます。マス 
タサーバがダウンした際は、任意のスレーブサーバをマスタサーバとして再設定ずることができまず。 

④ Web サービスを提供するための IP アドレスとホスト名。 

インターネットからアクセスするための IP アドレスでず。実際には、仮想ドメイン作成時に割り当てまず。 

⑤ マスタサーバの Management Console にアクセスするための IP アドレスとホストを。 

このホストをを巧いると、各サーバの実ホスト名に関わらず常にマスタサーバの Management Console にアクセス 
することができます。 
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まとめるとじ(下のようになります。これらの IP アドレスとホストをは、あらかじめ DNS に登録 
しておく必要があります。ここではすでに登録してあるものとして解説します。 


使用7シン 

IP アドレス 

ホスト名 

①□ードバランサ装置 

10.0 .0.1 

iplb.nec.co.jp 

②本装置（マスタサーバ） 

10.0 .0.2 

web master.nec.co.jp 

③本装置（スレーブサーバ） 

10.0 .0.3 

web slave.nec.co.jp 

④ Web サービス（仮想ドメイン）用 

10.0 .0.4 

www.nec.co.ip 

⑤マスタアクセス用 

10.0 .0.5 

webserver.nec.co.jp 


(ミ主意）その他に、 Management Console を使用するクライアント〕ンピュータ 
(上記とは別の IP アドレスを持つ）がネットワークに接続されている必要 
があります。 


く □— ドバランスクラスタ構成のセットアップ例> 

JU 下の手順で Management Console から設ちします。操作はシステム管理者でアクセスして 
ください。 


W -0 実際にセットアップを行う場台は、必ず運用ずるネットワーク構成と同じが態 
置3 になるよう各装置を接続した繳こ、セットアップを開始してください。また、 
設定を行うすべてのシステムび起動した状態でセットアップを行い、仮想ドメ 
インの追加はクラスタ構成のセットアツプび完了した後に行ってください。 


1. 本 装置 に台）を□ードバランス構成としてセットアップする。 

インストール/初期導入設を用ディスクの作ぶでは、 W 下の情報でセツトアップして 
ください。 


設定項目 

本装置（マスタサーバ） 

本装置（スレーブサーバ） 

パスワード 

同一のパスワード 

ホストを 

web master.nec.co.Jp 

web slave.nec.co.Jp 

IP アドレス 

10.0 .0.2 

10.0 .0.3 

構成 

Web サーバでの□—ドバランス構成 


□—ドバランスの対象となる装圏ま、同じシステム管理者パスワードを設定し 
ます。 


2. web _ master . nec . co.jp の 

Management Console にアクセ 
スし、[システム]から[□-ドバラ 
ンス]をクリックする。 


■ その他 II 

システム情報… 

ログ管理… 


ネットヮーク 

巧劾設定… 


バックアッブ/リストア… 

たキュリテイ... 


Web アクセス統計… 

システムを勤巧ち時間... 



昔巧をバスワード... 


[ □イランス’'' 1 
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3. [■基本設定]内の[追加]をクリッ 
クする。 



4. [■ミラーリングサーバの追加]で 

liTF の情報を入力し、[設赶をク 
U ックする。 

サーバさ): web _ master . nec . co.jp 
IP アドレス：10.0 .0.2 


ラーリンクサーいの追加 


サーバち 


|web_mast 


er.nec.co.JP 


IP アドレス： [10.0.0.2 




己.さらに[追加]をクリックしてじ(下 
の情報を入力し、[設赶をクリッ 
クする。 


サーバ、を： web _ slave . nec . co.jp 
IP アドレス：10.0 .0.3 


ミラーリングサーバの追加 


サーい.を.. |web_s I ave. nec .co.jp 


IP アドレス：110.0 .0.3 —— 


6. ミラーリング間隔を設定する。 

ここでは「10」とします。 


■ 

基本設定 1 

I 全サー/ S —覧： 

這 

ホ 

を 

C 

技作 

サ-バ |ip ァドレス 1 夕 15 具ジ引す巧 5 高 

追加1 


削除1 

web master.nec.co.jp 

110.0 .0.2 

1 

削除 L 

nec. CO. j p 

10.0.0.3 

1 

& 

設定 1 


7. 「ホスト名 （ FQDN )」 欄にマスタ 
ヴーノ ' i ! の Management Console 
にアクセスするためのホスト名を 
入力し、[設定]をクリックする。 

webserver . nec . co.jp 

8. web _ slave . nec . co.jp の 
Management Console にアクセ 
スし、手順2〜7と同じ操作をす 
る。 



3台じ(上の本装置のクラスタ構成で 
セットアップする場合は、すべての 
装置でこれと同様の操作を行いま 
す。 
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9. web _ master . nec . co.jp の 

Management Console にアクセ 
スし、[システム]から[□ー ドバラ 
ンス]をクリックする。 


その他 


システム’店報... 

ログ管理... 

ネットワ—な'' 

巧刻設定... 

バックアッブ/リストア… 

セキュリティ… 

Web アクたス統計… 

システムをか巧ち時間... 


管理をバスワード... 

[ 。イ W ■ランス— ■ 



10. [■ミラーリング操作]内の[マスタ 
セット]をクリックする。 



11. 確認メッセージが表示されたら、 
[日のをクリックする。 

web _ master . nec . co.jp がマスタ 
サーバにセッ ト されます。 


Microsoft Internet Explor 



巧 


白サ ーJ ^を7スタとして設走します。よらしいですか？ 



12. web _ slave . nec . co.jp の Mana 呂 ement Console にアクセスし、[システム]から 
[システムの再起動]をクリックする。 

3 台じ(上の装置をクラスタ構成でセッ ト アップする場合は、すべてのスレーブサーバ 
を再起動します。 

13. □ー ドバランヴ装置で必要な設定をする。 

詳細は□ー ドパランサ装置のマニュアルを参照してください。 

14. □-ドバランヴ装置とすべてのマスタ/スレーブサーバを再起動する。 


□ー ドバランスクラスタ構成のセットアップ 
がすべて正常に終了したら、次の URL でマス 
タサーバ ( web _ master . nec . co . jp ) の 
Management Console にアクセスできます。 


https://webserver.nec.co.Jp: 50453/ 
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クラスタ構成では、仮想ドメインを追加して 
運用する必要があります。[ドメイン情報]か 
ら[追加]をクリックして、 JU 下の情報でドメ 
インを追力□します。 

この情報は、自動でスレーブサーバ 
( web _ slave . nec . co . jp ; じコピーされます 0 

ドメイ ン名: www . nec . co.jp 
IP アドレス：10.0 .0.4 


!■ おおドメイン情巧追加 


ドメインを： 

[www.nec.co.jp 

グルーブを： 

|nec 

IP アドレス： 

110.0 .0.4 

WEB サーィ苗 
[WEB 関逆 

1 

WEB アクセスボート番号： 

|80 

机 EB ア化スボート番号 (SSL 使用時)： 

|443 

WEB 使用ユーザ最大数： 

[サ-ビス関逆 

厂 TELNET/SSH の使用を許巧する 

P FTP の使用を許巧する 
厂 anonymous FTP の使用を許巧する 

【その他】 

1 

ドメイン登緑ユーザ最大数： 

1300 

ドメイン1更用ユーヴ向けテイスク最穴容重 (KB): 110240 

説日月： 

困 

1 


ここで、ミラーリング（マスタサーバからスレーブサーバに自動コピー）される項目と、され 
ない項目があります。 iU 下に一覧を示します。ミラーリングされない項目に関しては、マスタ 
とスレーブで個々に設定:してください。なお 、 Management Console で操作可能な項目で U 
下にない場合は、ミラーリングされない項目じなります。 

• ミラーリングされる項目： ドメイン追力□情報 

ユーザアカウント 

サービスー Web サーバー MIME タイプ 
Management Console 
システムー管理者パスワード 

参ミラーリングされない項目：ネットワーク 

セ车ュリティ 
サービスの起動終了 
サービスー Web サーバー基本設定 
サービスーネームサーバ ( named ) 

サービスーアドレス帳 ( Idap ) 

サービスー ファイル転送 ( ftpd ) 

サービスー UNIX ファイル共有 ( nfsd ) 

サービスー Windows ファイル共有 ( smbd ) 

サービスー時刻調整 ( ntpd ) 

サービスーネットワーク管理工ージェント ( snmpd ) 

サー ビスー サーバ管理工ージてン h ( wbmcmsvd ) 

サービス ー リモートシェ ル ( sshd ) 

サービスーリモート□グイン ( telnetd ) 

サービスーサービス監視 ( chksv ヴ 

これで rhttp :// www . riec . co . jp /」 の URL で Web サービスを提供できる状態じなります（夕ぺ 一 
ジの「重要」ち参照して<ださい）。 
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• □ードバランス構成では、仮想ドメインでの運用となります。 

• 初期導入時にスタンドア□ン構成でセットアップした本装置を□—ドバ 
ランス構成へ移行することはできません。 

• 設定項目の詳細については、画面上の[ヘルプ]をクリックし、オンライ 
ンヘルプを参照してください。 

• マスタヴーバび稼動している状態で、スレーブサーパを追加する場合、 

各装置の設定後にスレーブサーノくを再起動することで、マスタヴーバの 
情報をスレーブサーバに反映ずることびでさます。 

参 ミラーリングび開始されると、 Mana 呂 ement Console の動作び遅くな 
ることびあります。 

参 メニューの 「 Mana 呂 ement Console 」 の設定を変更した場合は、必ず 
各スレーブヴーパの Mana 呂 ement Console 画面で[設赶をクリック 
して < ださい。 

• □—ドバランスクラスタ構成時には、[システム] > [管理者パスワー 
ド]にて管理者宛のメール転送先を設定してください。 

• □—ドバランスクラスタ構成時には、リモートシエル ( sshd ) ヴービス 
を <亭止しないで < ださい。 

• クラスタ構成時には、ドメイン名を変更することはでさません。ドメイ 
ン名を変更したい場合は、再インストールが^；、要でず。 

• □—ドバランス構成では、 Mana 呂 ement Console 画面の「操作可能ホ 
スト」を設定する場合、□—ドバランス構成を行うすべての装置を登録 
して < ださい。 


参マスタサーバダウン時に、スレーブサーバをマスタにセットする方ミち 

マスタサーバがダウンした時は、任意のスレーブサーパの Management Console じアク 
セスし、[システム]一[□ー ドバランス]で、[マスタセット]をクリ、ソクして新マスタサー 
バにセッ 卜してください。 

• ダウンしたマスタ装置の復帰方法 

任意のスレーブサーバを新マスタサーバにセットした後、ダウンしたマスタサーバを再 
び起動してください。自動的にスレーブサーバとして復帰します。 

• □—ドバランス利用時のれ P のアップ□—ド方法 

□ー ドパランサ装置側であらかじめ□ー ドバランシングの対象となる IP アドレス (Web 
サービス用の IP アドレス）の ftp ポートに 1) に対して、通信を必ずマスタサーバへ転送す 
る設定を行ってください。 

上記設をが完了した後、 FTP サーバを利用する際は、□ー ドバランシングの対象となる 
IP アドレスを指定するとマスタサーバへと接続されますので、マスタサーバに対して ftp 
でのアップ□ー ドを行ってください。 

なお、□ー ドパランサ装置への設を方法の詳細につきましては、□ー ドパランサ装置の 
マニュアルをご覧ください。 
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ミラーリング情報取得 
即時ミラーリングま巧 

r 


マスタセッ f 
マスタ解除」 


全サーバー! 


括作 

追加 1 


削除 


削除 1 



サーバ IP アドレス 

タ グ元サ i リング時間 

1 

web _ master . nec . co . jp |10.0.0.2 


| web_s 1 ave . nec . co.jp | l 0.0.0.3 



• ミラーリング利用時のま意点 

マスタとなっている装置からスレーブとなっている装置に対して、データのミラーリン 
グを行うことができます。 

ミラーリングは一を周期で行われます。リアルタイムじは更新されません 。 Management 
Console の[システム] 一 [□- ドバランス]の項目から、ミラーリングの間隔を設定:で 
きます。また、ほ叫寺ミラーリング実行]をクリックすることじより、ミラーリングを実 
行する機能を持ちます。 


ーリンタ掉作 


基本設定 



を器 

ミリ間ホを D : 
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本装置を複数台用意し、二重化構成構築羊、ソト（ライセンス）と組み合わせて切り替えミラー 
ディスクを構築することで、通常動作する装置に障害が発生してダウンしても、待機中の装置 
が自動的に処理を引き継ぐ（フェイルオーバ）クラスタ構成を構築することができます。クラ 
スタ構成については、ホストをや IP アドレスの割り当て方まじを意事項があります。ここでは 
概要を説明します。二重化構成構築羊、ソトに含まれる CLUSTERPRO の設定など、詳細な手順 
については、 「 Express 5800 / MW シリーズクラスタ構築手順書」を必ず参照してください。 
クラスタシステムの設計には 「 CLUSTERPRO システム構築ガイド」を参照してください。 



本装置1 


本装置2 



「 Express 5800 / MW シリーズクラスタ構築手順書*1」、 「 CLUSTERPRO シス 
テム構築ガイド*1」の最新版はじ TF の URL に掲載されています。システム構築 
前に最新版を取り寄せてください。 

「 Express 5800 / MW シリーズクラスタ構築手順書」 

インターネットホームぺージ「宝船」の[インターネットアプライアンス 
InterSec ] 一限術情綱一[メール. WEB ] よりダウンロードできます。 

「 CLUSTERPRO システム構築ガイド」 

インターネットホームぺージ「宝船」の [Linux on Express 5800]-►[クラス 
タシステム]一限術情報]よりダウンロードできます。 

NEC インターネット内でのご利用 
http :// soreike . wsd . mt . nec . co . jp / 

NEC インターネット外でのご利用*2 

http :// www . soreike . express . nec . co . jp / 

*1 「 Express 5800 / MW シリーズクラスタ構築手順書」、 「 CLUSTERPRO シス 

テム構築ガイド」の入手を希望される場合はお買い求めの販売店へお問 
い合わせください。 

*2 販売店からのご利用には事前の登録が必要になります。 
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ここでは代表的なフェイルオーバクラスタ構成について、環境の構築方まや設を方法を解説し 
ます。ネットワーク構成と、それぞれの装置に割り当てる IP アドレスとホストをは次の図のよ 
うになっていると仮をします。 




host 1 .nec.co.Jp host2.nec.co.jp 

①本装置1に割り当てる IP アドレスとホストを。 

③本装置2に割り当てる IP アドレスとホスト名。 

③ Mail / Web サービスを提供するための IP アドレスとホスト名。 

IP アドレスは CLUSTERPR 0 簡易構築ディスク（フ□、ソピーディスク）作成時に割り当てたフ□-ティング IP を仮 
想ドメイン作成時に割り当てまず。 

④①の Management Console にアクセスするための IP アドレスとホスト名。 

このホストをを用いると、各装置の実ホスト名に関わらず常に①の Management Console にアクセスずることがで 
きます。 


まとめると下のようになります。これらの IP アドレスとホストをは、あらかじめ DNS に登録 
しておく必要があります。ここではすでに登録してあるものとして解説します。 


使用 7 シン 

IP アドレス 

ホスト名 

①本装置 1 

10.0 .0.1 

host1.nec.co.jp 

②本装置 2 

10.0 .0.2 

host2.nec.co.jp 

③ Mail/Web サービス（仮想ドメイン）用 

10.0 .0.4 

www.n6C.co.jp 

④マスタアクセス用 

10.0 .0.4 

www.n6C.co.jp 


(ミ主意）その他(こ、 Management Console を使用するクライアントコンピュータ 
(上記とは別の IP アドレスを持つ）がネットワーク(こ接続されている必要 
があります。 
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くフェイルオーバクラスタ構成のセットアップ例> 

下の手順で Management Console から設をします。操作はシステム管理者でアクセスして 
ください。 

なお、八ードディスクの増設、初期導入 FD を使用したシステムのセットアップ、二重化構成構 
築キットのインストールまでは完了しているものとして解説します。二重化構成構築キットの 
インストールは「二重化構成構築キットセットアップカード」を参照してください。 

2台の装置のインストール/初期導入設を用ディスクは、フェイルオーバ構成としてセット 
アップします。 


wO 実際にセットアップを行う場合は、必ず運用するネットワーク構成と同じ状態 
置3 になるよう各装置を接続した繳こ、セットアップを開始してください。また、 
設定を行うすべてのシステムび起動した状態でセットアップを行い、仮想ドメ 
インの追加は、二重化構成構築キットのセツトアップび完了した後に行ってく 
ださい。 


設定項目 

本装置1 

本装置2 

パスヮード 

同一のパスワード 

ホストさ） ( FQDN ) 

host1.nec.co.Jp 

host2.nec.co.Jp 

IP アドレス 

10.0 .0.1 

10.0 .0.2 

構成 

Web サーバ/ Mail サーバでのフェイルオーバクラスタ構成 


，■〇 • フェイルオーパの対象となる各装置には、同じシステム管理者パスワー 

rea ドを設定してください。 

• 2枚目のネットワークインタフェースに未使用の□—カル IP アドレス 
( CLUSTERPRO び内部で使用する IP アドレス）を設定します。詳しく 
は、 「 CLUSTERPRO システム構築ガイド」を参照してください。 

• ホスト名（ドメイン名を含まない）は1曰文字内に設定してください。 
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二重化構成構築キット（オプション） 

フェールオーバクラスタ構成を構築する手順を説明します。 


クラスタ構成の構築をはじめる前に 

フェールオーバクラスタ構成を構築する前にじ(下のことが必要です。 

参事前に「二重化構成構築キット」のライセンスを投入し、両系のシステムを再起動して 
ください。 

• インターコネクト接続用の LAN ケーブルを用意してください。 

ク□スケーブルを使用することで、稼動系と待機系を直接接続することもできます。 

• クラスタ構成のための情報を巧をしてください。 

クラスタ構成に必要な情報は W 下のとおりです。 


表 5.1.3.2 クラスタ設定項目一覧 


項目 

用途 

フ□-ティング IP 

サーバ運用用 IP アドレス 

WebManagerIP 

CLUSTERPRO の管理画面用の IP アドレス 

マスタサーバを 

初期稼動系サーバのを前 
(自ホストをを自動設定します） 

マスタサーバ (FQDN) 

初期稼動系サーバの FQDN 
迫ホストの FQDN を自動設定します） 

マスタサーバ（パブリック IP) 

初期稼動系サーバの運用側 IP アドレス 

(自ホストの LAN1 の IP アドレスを自動設定します） 

マスタサーバ（インターコネクト IP) 

初期稼動系サーバのインターコネクト側 IP アドレス 
(自ホストの LAN3 の IP アドレスを自動設定します） 

スレーブサーバを 

初期待機系サーバのを前 
(ホストをの人力が必要です） 

スレーブサーバ (FQDN) 

初期待機系サーバの FQDN 
(FQDN の入力が必要です） 

スレーブサーバ（パブリック IP) 

初期待機系サーバの運用側 IP アドレス 

(待機系サーバの LAN 1の IP アドレスの入力が必要です） 

スレーブサーバ（インターコネクト IP) 

初期待機系サーバのインターコネクト側 IP アドレス 
(待機系サーバの LAN3 の IP アドレスの入力が必要です） 
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クラスタ構成の構築手順 

じ(下に初めてクラスタ構成の構築をおこなう手順を説明します。作業は、稼動系（じ(下、マス 
タサーバと表記します）と待機系（じ(下、スレーブサーバと表記します）のそれぞれで必要と 
なります。 

A . スレーブヴーノ（での作業 

1 . インターコネクト用インタフェースを起動してください。 

(1) 「システム>ネ、ソトワーク>インタフェース」画面で eth 1 ( bonding 時は、 
eth 2) インタフェースの[編集]ボタンを押してください。 

(2) 「システム>ネ、ソトワーク>インタフェース>編集」画面で「起動する」のラ 
ジオボタンをチェックしてください。 

次に 「 IP アドレス」「サブネットマスク」「ブ□ー ド羊ャストアドレス」を入力 
し、[設定]ボタンを押してください。 

(3) 「システム>ネットワーク>インタフェース」画面で[ネットワークサービス 
の再起動]を押してください。 

ネットワークを再起動します。 eth 1 ( bonding 樹ま、 eth 2) の「状態」が起動中 
になっていることを磕認してください。 

2. クラスタプロ （CLUSTERPR 日）サービスを起動してください。 

(1) 「クラスタプ日 （ CLUSTERPRO )」 サービスの胞動]ボタンを押してくださ 
い。 

B . マスタ サーバでの 作業 

1 . インターコネクト用インタフェースを起動してください。 

操作手順は 「 A . スレーブサーバでの作業」を参照して<ださい。 

2. クラスタプロ （CLUSTERPR 日）サービスを起動してください。 

操作手順は 「 A . スレーブサーバでの作業」を参照して<ださい。 

3. クラスタ生成を実行してください。 

(1) 「サービス>クラスタプ □( CLUSTERPRO )」 画面の「クラスタ生成」に[表 
5.1.32 クラスタ設定項目一覧]でミ夫定した内容を入力し[設定の保存とクラ 
スタ生成]ボタンを押してください。 

C . マスタサーバ、およびスレーブヴーノでの作業 
1 . それぞれのヴーノ くを再起動してください。 
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D . クラスタ生成 

クラスタ構成の生成をはじめる前に 

本サーバをクラスタ構成に生成する前にじ(下のことが必要です。 

インターコネクト接続用の LAN ケーブルを用意してください。 

ク□スケーブルを使用することで、稼動系と待機系を直接接続することもできます。 
インターコネクト接続には LAN 2 を使用します。 LAN 2 をネットワークに接続しておいて 
ください。 


[システム]からその他の[フェイルオー 
パ]をクリックずる。 



1 システム'ち排… 

) 

1 ログ管理... 1 

[ ネットワーク… 

1 

1 B う别設ミ... 1 

1 バックアッブ/リストア… 

1 

[ セキュリティ... 1 

1 Web アク t ス巧計... 

1 

1 システム起助待ち巧 P 品..1 

1 ファイルアツブロード... 1 1 1 

1 ライ t ンス菅巧 

1 

[( フ :■ :ィルトバ... J ] 


[クラスタの設を]から[クラスタ基本設 
を]をクリックする 


クラスターの記ち 


クラスう一を本記ち 


或 


コェイルすーバの設定 


クラスタ構成のための情報を巧をして 
ください。 

クラスタ構ぶじ必要な情報は W 下のと 
おりです。 



- フ□—テイング IP 

運用用 IP アドレスを指をします。 

- WebManagerlP 

CLUSTERPRO の管理画面用の IP アドレスを指定します。 

- マスタヴーバ名 

初期稼動系サーバのを前です。（自ホストをを自動設ちします） 

- マスタ ヴーバ 名 ( FQDN ) 

初期稼動系サーバの FQDN です。迫ホストの FQDN を自動設ちします) 


- マスタサーバ名(パブリック IP ) 

初期稼動系サーバの運用側 IP アドレスです。 


— マスタヴーバ名(インターコネクト IP ) 

初期稼動系サーバのインターコネクト側 IP アドレスです。 

— スレーブヴーバ名 

初期待機系サーバのを前を指をします。（ホストをの入力が必要です） 

- スレーブヴーバ名 ( FQDN ) 

初期待機系サーバの運用側 IP アドレスを指をします。 （ FQDN の入力が必要です) 

- スレーブサーバ名(パブリック I P ) 

初期待機系サーバの運用側 IP アドレスを指をします。 
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- スレーブヴーパ名(インターコネクト IP ) 

初期待機系サーバのインターコネクト側 IP アドレスを指をします。 

- 設定の保存 

指定された設を内容を保存します。[設をの保存]の実行のみでは、フェイルオーバ 
クラスタ構成の生成はおこないません。 

- 設定の保巧とクラスタ生成 

指をされた設を内容を保存した後、フェイルオーバクラスタ構成の生成をおこない 
ます。 


1. 「設定の保存とクラスタ生成」でミラーディスクの構築を行います。 

CLUSTERPRO Web マネージャで接続し、正しく構築されていることを確認してく 
ださい。 W 下の操作は CLUSTERPRO Web マネジャーにてミラーリングが完了して 
いる事を磕認後おこなってください。 

2. マスタヴーバの Mane 呂 ement Console でクラスタ関連の設定を行います。 

フェイルオーバグループがマスタサーバ上に存在している必要があります。 
CLUSTERPRO Web マネージャでフェイルオーバグループがマスタサーバ上に存 
在していることを確認してください。 

a . [クラスタの設定]から[フェイル 
オーパの設を]をクリックする。 


b . IP アドレス欄に2台の本装置のホストをに対する IP アドレス(パブリ、ソク IP ) 
( host 1: 10.0.0.1、 host 2: 10.0 .0.2) を入力する。 


クラスターの記ち 


クラスう一を本記ち I 




イルすーバの設定 


W -0 インストール/初期導入設定用ディスクで設定したものと同じ IP アドレスを入 
力してください。 


C. ホストを ( FQDN ) に[クラスタ基本設を]で設をしたフ□ーティング IP アドレス 
じ対応する仮想ホストをを FQDN ( www . riec . co . jp ) で入力する。 


d . [設定]をクリックする。 



3. CLUSTERPR 日 Web マネージャで、フェイルオーバグループを host 2. nec . co.jp 
に移動す る。 CLUSTERPR 日マネージャの 操作方法に ついては 「 CLSUTERPR 日 
システム 構築ガイド」 を 参照してください。 

4. host 2. nec . co.jp で手順 2 と同じ操作をする。 
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己. CLUSTERPR 日マネージャで、フェイルオーバグループを hostl . nec . co . jp に移 
動する（元に戻す)。 

目.仮想ドメインを作成する。 

仮想ホストさ） （ www . nec . co . jp ) の 
Manegement Console にアクセス 
できます。クラスタ構成では、仮想 
ドメインを追力□して運用する必要 
があります。[ドメイン情報]から[追 
加]をクリックして、ドメインを追 
加します。 

詳細な手順は「ドメイン情報」を参 
照してください。 


これで、下の URL で Web サービスを提供できる状態となります。 
http :// www . nec . co . jp / 

また、じ(下の操作を行うことでクライアントからのメールの送受信が可能となります。 

仮想ホストをの Manegement Console にアクセスし、[ドメイン情報]から[管理画面]でドメ 
イン管理者画面に移動し、ユーザーを追加します。そしてメールクライアントで U 下の設定を 
することで、メールの送受信が可能となります。 

- SMTP サーバ： 仮想ホストの FQDN 

- POP 3/ IMAP 4 サーパ：仮想ホストの FQDN 

- WEBMAL の URL : http :// 仮想ホストの FQDN :10080/ webmail / 

ここで、フェイルオーバされる項目とされない項目があります。 JU 下に一覧を示します。フェ 
イルオーパされない項目に関しては、を装置で個々に設定してください。なお、 Management 
Console で操作巧能な項目で U 下にない場合は、フェイルオーパされない項目になります。 

• フェイルオーバされる項目： ドメイン追力□情報 

ユーザ アカウント 

サービス ー メールサーバ (sendmail/popd/imapd/mail-httpd) 
サービスー Web サーバ ( httpd ) 

Management Console 
システムー管理者パスワード 


I 化巧トメイン情報追加 


IP アドレス： 「10.0.0.‘ 

WEB サーバを： 鼠 ne 

【 WEB 関連] 

WEB アクセスポ—卜番号： |〇0— 

WEB アクセスボート番号 ( SSL 使用晚： 阿— 

WEB 使用：!ーザ最大数： |〇 ~ 

【 MAIL 関道 

MAIL (—人み)格納ディスク容量 ( MB ): [2 

Vacation 機能： P メ、 

【サービス関連】 

「 TELNET / SSH の使用を許巧する 
17 FTP の使用を許可する 
厂 anonymous FTP の使用を許巧する 
【その他] 

ドメィン登緑ユーザ最大数： |5— 

ドメイン使用ユーザ向けディスク最大容量 ( MB ): ( i ^ 
説明： I 


ロ メールの自動あ信を許可する 
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• フェイルオーバされない項目：ネットワーク 

セ羊ュリティ 
サービスの起動終了 
サービスーネームサーバ ( named ) 
サービスーアドレス帳 ( Idap ) 

サービスーファイル転送 ( ftpd ) 

サービスー UNIX ファイル共有 ( nfsd ) 

サービスー Windows ファイ ル 共有 ( smbd ) 
サービスー時刻調整 ( ntpd ) 

サービスーネットワーク管理エージェント ( snmpd ) 
サービスーサーバ管理工ージてン h ( wbmcmsvd ) 
サービス ー リ モー トシェル ( sshd ) 

サービスーリモート□グイン ( telnetd ) 

サービスーサービス監視 ( chksvc ) 



• フェイルオーバクラスタ構成では、仮想ドメインでの運用となります。 

• 設定項目の詳細については、画面上の[ヘルプ]をクリックし、オンラ 
インヘルプを参照してください。 

• クラスタ構成時には、ドメイン名を変更することはでをません。ドメイ 
ン名を変更したい場台は、再インストールび^；、要です。 
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ESMPRO / ServerAgent のセットアップ 


ESMPRO / ServerAgent は化荷時にインストール済みですが、固有の設定がされていません。 
t 又下のオンラインド羊ュメントを参照し、セツトアップをしてください。 


添付のバ、ソクアツプ DVD - ROM :/ nec / doc / 500 / esnnp 「 o . sa / use 「 s _ v 42 .pdf 



ESMPRO / ServerAgent のイ也にも「エクスプレス通報サービス」 （5 章参照）がイ 
ンストール済みです。ご利用には別途契約が必要となります。詳しくはお買い 
求めの販売店または保ずサービス会社にお問い合わせください。 


W -0 シリアル接続の管理 PC か5設定作業をする場合は、管理者として□グインし 
た後、設定作業を開始ずる前に環境変数 「 LANG 」 を 「 C 」 に変更してくださ 
し、。デフオルトのシェル環境の場合は m 下のコマンドを実行することで変更で 
さます。 

# export LANG 二 C 


システム情報のパックアッ 


システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム情 
報をバックアップすることをお勧めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設をを復旧（リス 
トア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをしてください。 


W "0 EXPRESSBUILDER DVD か5システムを起動して操作しまず。 

EXPRESSBUILDER DVD か5起動させるためには、事前にセットアップび 
必要です。日章を参照して準備してください。 


1. 3.5 インチフ□ッピーディスクを用意する。 

2. EXPRESSBUILDER DVD を本体装置の光ディスクドライブにセットして、再起 
動する。 

EXPRESS 巨 UILDER から起動して旧〇饥 Selection 」 メニューが表示されます。 

3. 「Tool menu(Normal mode )」一 「Maintenance Utility 」 を選択する。 

4. [システム情報の管理]から[退避]を選択する。 

W 降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 

続いて管理 PC に本装置を監視-管理するアプリケーションをインストールします。次ページ 
を参照してください。 
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セキユリテイパッチの適用 


最新のセ羊ュリティパッチは、下の URL よりダウン□ー ド巧能です。 
http :// www . express . nec . co . jp / dload / isec / mw / index.html 


を期的に参照し、適用することをお勤めします。 
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管埋 PC のセットアップ 

本装置をネットワーク上のコンピュータから管理-監視ずるためのアプリケーションとして、 
「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」 と 「 DianaScope 」 が用意されています。 

これらのアプリケーションを管理 PC にインス I -ールすることによりシステムの管理が容易に 
なるだけでなく、システム全体の信頼性を向上することができます。 


ESMPRO / ServerManager と DianaScope のインス！—ルについては5章、または 
EXPRESSBUILDER DVD 内のオンラインド羊ュメントを参照してください。 
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再セットアップ 


再セットアップとは、システムクラッシュなどの原因でシステムが起動できなくなった場合な 
どに、添付の「バックアップ DVD - ROM 」 を使って八ードディスクを化荷時の状態に戻してシ 
ステムを起動できるようにするものです。 W 下の手順で再セットアップをしてください。 


システムの再インス I ル 


wO 再インストールを行ラと、装置内の全データび消去され、出荷時の状態に戻り 
■to ます。必要なデータび装置内に残っている場台、データをバックアップしてか 
5再インストールを実行してください。 


再インス I ルには、本体添付のバックアップ DVD - ROM とインストール/初期導入設定用 
ディスクが必要です。 

r インストール/初期導入設を用ディスク」を 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブに、「バッ 
クアップ DVD - ROM 」 を光ディスクドライブにそれぞれ挿入し、 POWER スイ、ソチを押して電 
源を ON にします。 


しばらくすると「インストール/初期導入設定用ディスク」から設定情報を読み取り、自動的 
にインストールを実行します。 


wO このとき、確認などは一切行われずにインストール作業び開始されるため、十 
Bra 分を意してください。 


約30分程度でインストールが完了します。インストールが完了したら、 DVD - ROM が自動的 
にイジェクトされます。 DVD - ROM とフ□、ソピーディスクの両方をドライブから取り化してく 
ださい。 

40分]: i 上待っても、 DVD - ROM がイジェクトされず、 DVD - ROM へのアクセスも行われていな 
い場合は再インストールに失敗している可能性があります。リセットして、 DVD - ROM とフ 
□、ソピーディスクをセットし直して、再度インストールを試みてください。それでもインス 
トールできない場合は、保守サービス会社、またはお買い上げの販売店までご連絡ください。 


インストール/初期導入設定用ディスクの作が 


前述の「インストール/初期導入設を用ディスクの作成」を参照して<ださい。すでにインス 
トール/初期導入設を用ディスクを作成し、設を内容を変えない場合は、パスワード情報の設 
走:のみ再度設をし直し完了まで進めてください。設を内容を変える場合は、必要な設定を再度 
設定し完了まで進めてください。 
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システムのセツトアツ 


前述の「システムのセットアップ」を参照してください。 


—ドパランスクラスタ構ぶのセツトアツ 


前述の「□ードバランスクラスタ構成のセットアップ」を参照してください。 


フェイルオーパラスタ構ぶのセットアップ 


前述の「フェイルオーバクラスタ構成のセットアップ」を参照してください。 


ESMPRO / ServerAgent のセットアップ 


r システムの再インストール」で ESMPRO/ServerAgent は自動的にインストールされますが、 
固有の設ちがされていません。じ(下のオンラインド羊ュメントを参照し、セットアップをして 
ください。 

添がのノ \、ソクアツプ DVD - ROM :/ nec / doc / 500 / esnnp 「 o . sa / use 「 s _ v 42 .pdf 



ESMPRO / ServerAgent のイ也にも「エクスプレス通報サービス」 （5 章参照）も自 
動的にインストールされます。 


W "0 シリアル接続の管理 PC か5設定作業をずる場合は、管理者として□グインし 
Bra た後、設定作業を開始する前に環境変数 「 LANG 」 を 「 C 」 に変更してくださ 
し、。デフオルトのシェル環境の場合は m 下のコマンドを実行ずることで変更で 
さまず。 

# export LANG 二 C 


セキユリテイパッチの適用 


最新のセキュリティパ、ソチは、 W 下の URL よりダウン□ー ド巧能です。 
http :// www . express . nec . co . jp / care / index.html 

を期的に参照し、適用することをお勤めします。 
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NEC Express 已 800 シ U ■ズ 
InterSec 

Express 5800 /MW 己 OOf 



システムの管!！ 


この章では、本装置が提供する Web サーバ機能、メールサーバ機能と Web ベースの運用管理 
ツールである 「Management Console」 を利用した設を•管理について説明します。 

Management Console び提供するヴービス （74 ぺージ） 

本装置をクライアントマシンから操作ずる際に使用する Web ブラウザベースの 
「Management Console」 が提供する機能について説明します。 

システム管理者のメニュー （76 ページ） 

Management Console に「システム管理者」として□グインしたときに利用で 
きるメニューについて説明します。 

ドメイン管理者のメニュー （179 ページ） 

Management Console に「ドメイン管理者」として□グインしたときに利用で 
きるメニューについて説明します。 

—般ユーザーのメニュー （197 ぺージ） 

一般のユーザーが利用-変更できる設定について説明します。 
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Management Console が提供するヴービス 

ネットワーク上のクライアントマシンから Web ブラウザを介して表示されるのが 
「Management Console」 です。 Management Console から本装置のさまざまな設定:の変更や 
状態の磕認ができます。 


利用をの権お 


Management Console には、「システム管理者用」、「ドメイン管理者用」、そして「一般ユー 
ザー用」の3種類の管理レベルがあります。 

• システム管理者用サービス 

本装置の管理者は、システム管理者と呼ばれ、本装置の完全な管理権限を持ちます。仮 
想ドメインの追力日-削除や SSL の設を、サービスの起動-停止、ネットワークの設をな 
ど、さまざまな作業が巧能です。 

システム管理者は実ドメインのメンバーであり、ユーザーをは fadminj です。 

ドメイン管理者はドメインごとに複数人設をできますが、システム管理者は1人だけで 
す。 

システム管理者が利用できるメニューについては76ページで説明しています。 

• ドメイン管理者用サービス 

ドメイン管理者は、ドメイン内のユーザーの追力□•削除、 Web サーバの設定、ドメイン 
管理者追力日-変更-削除ができます。システム管理者がドメイン内のユーザーに管理者 
権限をが与することでドメイン管理者を設定できます。システム管理者はドメイン管理 
者を兼ねることができます。また、ドメイン管理者にはドメイン内管理においてシステ 
ム管理者に相当する権限を持つマスター管理者と、制限された権限を持つ一般管理者が 
あります。マスター管理者はシステム管理者を除いてドメインごとに1人だけです。一般 
管理者は1つのドメインに対し複数人設定できます。ドメイン管理者の作成-変更•削除 
については179ページじ(降で説明しています。 

参一般ユーザー向けヴービス 

一般ユーザーは、パスワードを変更することができます。 

-般ユーザーが利用できるメニューについては197ページで説明しています。 
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Management Console のセキユリティモード 


Management Console では日常的な運用管理のセ丰ュリティを確保するため、3つのセキュリ 
ティモードをサポートしています。 

• レベル0 (なし） 

パスワード認証も暗号化も無しで Mamgment Console を使用することができます。 
危険ですので、このモードはデモや評価の場合のみにご使用<ださい。 

• レベル1(パスワード） 

パスワード認証による利用者チェックを行います。ただし、パスワードや設定情報は暗 
号化せずに送受信します。 

• レベル2 (パスワード+ SSL ) 

パスワード認証に力□えて、パスワードや設を情報を SSL で暗号化して送受信します。自 
己署を証明書を用いていますので、ブラウザでアクセスする際に警告ダイア□グボック 
スが表示されますが、[はい]などをクリックしてください。 

デフォルトの設をでは、「レベル2」となっています。セ羊ュリティレベルを変更する場合は、 
Management Console 画面の [Management Console] アイコンをクリックして設定:を変更 
してください。また、同画面で操作可能ホストを設をすることにより、さらに高いレベルのセ 
羊ュリティを保つことができます。 
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システム管理をのメニュー 

システム管理者が利用できるさまざまなサービスの設をや操作方法などを説明します。 


システムの構築 • 管埋にあたつて 


システムを正しく構築•管理するためじ、システム管理者は下の点について留意してくださ 
い。 

POP 3 ヴーバ機能 

POP3 over SSL を使用する場合、ポート番号は995番に設をしてください。 



SSL について 

SSL は、通信を暗号化するためのプロトコルであり、通常サーバ側に証明書が 
必要です。本装置の場合は、導入後に自動的に自己署名の証明書がインストー 
ルされます。この証明書の有効期限は1年です。適当な時期に証明書を再度、作 
成してください。 

証明書の再作成は、 / etc / mail / ssl . key を削除後、 POP 3 サービス、 IMAP 4 サービ 
スを再起動することにより行われます。 


IMAP 4 ヴーバ機能 

IMAP4 over SSL を使用する場合、ポート番号は993番に設をしてください。 


WEBMAIL ヴーバ機能 

WEBMAL サーバ機能をご使用になる際はじ(下の点にを意してください。 

• アクセス方法 

WEBMAIL 機能を使用する場合は、ブラウザの URL 入力欄にじ(下の URL を入力してくだ 
さい。アカウント（仮想ドメインユーザーの場合は、メールアドレス）とパスワードを 
入力してください。 


- http :// 実ホスト名 ( FQDN お式):10080 / webmail / ( SSL 未使用時) 
- https :// 実ホスト名 ( FQDN お式):10443 / webmail /( SSL 使用時） 


两"〇 W 距 MAIL ヴーバ機能は、標準では101ューザーのみ同時に□グインして使 
Bta 用することができまず。102ユーザ ー m 上使用ずる場合は、 Express 己800/ 
MailWebServerWEBMAIL-EXT Verl.O を追加することにより、同時□グ 
インライセンスび100追力日されます。最大9つの WEBMAIL-EXT により、 
1001まで増やずことびできます。なお、 WEBMAIL 機能は明示的に□グアウ 
卜ずるか、タイムアウト（規定値：1時間）ずるまでの期間、□グイン中とし 
てカウントされまず。 
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• ポー ト番号 

[サービス] 一[メールサーバ ( mail - httpd )] の設をを変更した場合は、そのポート番号 
を使用してください。 

• フェイルオーノ（クラスタ構成での使用方法 

CLUSTERPRO X を使用してフェイルオーバクラスタ構成にしている場合は、実ホスト 
さ)の代わりにクラスタの仮想ホストをを指をしてください。 

• i-mode 対応電話機 か！5のアクセス 

NTT Docomo の i - mode 対応電話機から使用する場合は、 U 下の点にミま意してください。 
- SSL 接続はできません。 

- アドレス帳や個人設をなど携帯電話からは使えない機能があります。 

- 添付ファイルは参照できません。 

- i - mode 対応電話機で使用する場合は、パスワードを数字のみの文字列に変更してお 
<必要があります。 

WWW ヴーバ機能 

下の点じを意してシステムを運用してください。 

• Web サーバにド羊ュメントを公開する場合は、あらかじめクライアント側でコンテンツ 
を作成し、 ftp や samba などでファイルを転送することをお勤めします。 

• Web サーバで表示されるルートディレクトリと、その上に置かれるファイルは、をユー 
ザーの所有権となっています。またをユーザーのホームディレクトリは、をユーザーの 
所有権となっています。詳細は 「 Web サーバ」 （87 ページ）を参照してください。 


CGI プ□グラムの利用 

CGI プ□グラムを利用する際は、 U 下の点にを意してください。 

• ディレクトリの設定 

CGI を利用するためには、あらかじめ CGI を提供するディレクトリに CGI を実行できる権 
限を与えてお<必要があります。 

• 各種スクリプト言語の配置 

本装置にインストールされている各種スクリプト言語やアプリケーシヨンの配置は 、 W 
下のようになっております。 

CGI で実行パスなどを記述する際は、じ(下のパスを使用してください。 


スクリプトる 

ディレクトリパス名 

perl 

/usr/bin/perl 

Ruby 

/usr/bin/ruby 

python 

/usr/bin/python 

sendmail 

/usr/sbin/sendmail 








78 システム管理者のメニュー 


• PHP の利用 

本装置では、 PHP 4 スクリプトじ対応しています。 PHP 4 スクリプトは、 r . phpj の拡張 
子で登録されています。 

• SSI の利用 

SSI を使用する場合は、ディレクトリの設をで、に SI を使用する]をチェックしてくださ 
し^。 SSI を使用した HTML ファイルの拡張子は 「. shtmU としてください。 

SSI の設をを有効にするじは、ドメイン管理者メニューの 「 Web サーバ」の「ディレクト 
リ設を」より 「 SSI を有効じする」をチェックして設をしてください。 


□-ドバランスクラスタ構成の場合は、この機能は使用できません。 


CGI を実行する権限を与えるには、ドメイン管理者メニユーの 「Web サーバ」 
P に巧 一「ディレクトリ設を」より、 「CGI を有効にする」をチてックしてくださし、。 


仮想ドメイン機能 

本装置は、初期導入が完了した時点で、 W 下のメールアドレスでメールの送受信ができるよう 
になっています。 


ユーザー名@ホスト名.ドメイン名 


また]:下の URL で Web サイトを構築できるようになっています。 

h な P :// ホスト名.ドメイン名/ 

http :// ホスト名.ドメイン名/~ユーザー名/ 


ホストを-ドメインをは、インストール/初期導入設を用ディスクで指をした値です。本装置 
の管理上、インストール/初期導入設を用ディスクで設定した「ホストを.ドメインを」を「実 
ドメイン」と呼び、後述する「仮想ドメイン」と区別します。また本装置のメールサーバの設 
をで、受信するドメインをの設定を行うことで、実ドメインのユーザーをを使用して、じ(下の 
メールアドレスでのメールの送受信も可能になります。 

ユーザー 名@ドメイン名 


さらに仮想ドメイン機能を使用することで任意のドメインでのメールの送受信と Web サイト 
の構築が可能になります。 


ユーザー名@仮想ドメイン名 

h な P :// 仮想ドメイン名/ 

http :// 仮想ドメインの Web ヴーバ名/ 



仮想ドメインの Web サーバ名は、仮想ドメイン設をの際に 「Web サーバ名」を 
設をした場合のみ使用できます。 
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仮想ドメインを使用した場合のユーザーは、実ドメインのユーザーとは独立であり、仮想ドメ 
インごとに設をできます。仮想ドメイン機能を使うためには、じ(下の手順で行います。 

1 . DNS ヴーノ くへの情報の登録 

仮想ドメインをじ対応する A レコードまたは MX レコードを本装置の実ホストをに 
設をしておく必要があります。なお、仮想ドメインをも、実ドメイン同様に正式に 
取得した物をあらかじめ用意してお<必要があります。 

2. Management Console のシステム管理画面による仮想ドメインの追加 
DNS の設をが完了後 、 Management Console で仮想ドメインを追力□します。 

3. Management Console のドメイン管理画面によるユーザー、エイリアスの追加 

仮想ドメインを追力□すると、仮想ドメインのドメイン管理画面で、ユーザー、エイ 
リアスの追力日-削除ができるようになります。 

なお、一般的に仮想ドメイン機能には、ドメインごとに IP アドレスが必要となる、 IP ベース仮 
想ドメインと、 IP アドレス1つですベてのドメインを管理するを前ベース仮想ドメインとがあ 
ります。本装置では、 Web サーバは両方の仮想ドメイン機能に、メールサーバはを前ベース 
仮想ドメインに対応しています。 


*rO • メールクライアントで指定する、 SMTP / P 0 P 3/ IMAP 4 ヴーバ名は仮 
量3 想ドメイン名ではなく、本装置の実ホスト名を指定してください。 

• 名前ベース仮想ドメイン使用時の制限 

同一 IP アドレスに複数のドメインを割り当てている場合は、 
anonymousFTP を使用することはできません。 anonymousFTP は、1 
つの IP アドレスにドメインが！つの場合のみ使用可能です。また SSL の 
暗号鍵は、 IP アドレスを共有ずる仮想ドメイン間で1つのみ有効となりま 
す。 
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仮想ドメインのユーザーアカウント 

仮想ドメインでは、メールクライアント、 ftp 、 telnet 、 ssh で□グインに使用するユーザーを 
に、仮想ドメイン内のユーザーをの代わりじじ(下のような文字列を使用します。 

ユーザー名@仮想ドメイン名 
ユーザー名@グループ名 


グループをは、仮想ドメイン登録の際に指をしたグループをです。またパスワードは、ユー 
ザーのパスワードをそのまま使用します。 

また一部のメールクライアントの受信メールサーバの設をにおいて、ユーザーをに「@」文字 
を使用できない場合があります。その場合はじ(下のユーザーをを使用します。 

ユーザー名％仮想ドメイン名 
ユーザー名％グループ名 

例えば、仮想ドメインのユーザーさ)がけ〇〇」ドメインさ)が rhogehoge . com 」 グループさ)が 
rhogegrp 」 の場合、仮想ドメインのユーザーさ)として rfoo @ hogehoge . conn 」 もしくは 
rfoo @ hogeg 「 p 」 、 いずれかの形式を使用し、「@」文字を使用できないメールクライアントで 
は受信メールサーバのユーザーさ)を rfoo % hogehoge . conn 」 か rfoo%hogegrpJ のいずれか 
の形式で指をします。 

SMTP AUTH 対応のメールクライアントを利用して送信メールサーバを□ーミングアクセス 
する場合のユーザーをは「ユーザーを®仮想ドメインを」の形式のみです。 


，■〇 telnet / ssh □グインは、信頼できるユーザーだけに許可するようにしてくだ 
BM さい。 



参 ftp、telnets ssh の利用 

ftp / telnet / ssh を利用するためには、あらかじめシステム管理者が該当ドメ 
インにがして ftp/tel net / ssh を有効 I こする 設ををしておく必要があります。 

• UNIX ユー ザーと仮想ドメイン ユー ザーとのが応 

仮想ドメインユーザーは、すべて UNIX ユーザーにマッピングされていま 
す。異なるドメイン間で同一名のユーザーを登録可能とするため、仮想 
ドメインのユーザーは、「ユーザー名@グループ名」の开ミ式で UNIX ユー 
ザーとして格納されます。仮想ドメインに対応していないアプリケー 
シヨンを使用する際には、仮想ドメインのユーザー名を、マッピングさ 
れた UNIX ユーザ ー( 「ユーザー名@グループ名」 ） の形式で指をする必要 
があります。 

• WEBMAIL 機能で使える仮想ドメインのユーザーアカウントは、ユー 
ザー名@仮想ドメイン名のみです。 

• SMTP AUTH 機能は CRAM - MD 5 認証と LOGIN 認証にが応しています。 

• SMTP AUTH 機能を使用している場合、ドメイン名の変更後は、ユーザ 
のパスワードの再設をを行ってください。 
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Management Console への□グイン 


システム 管理者は 、 Management Console を利用することにより、クライアント側のブラウ 
ザからネットワークを介して Management Console のあらゆるサービスを簡単な操作で一元 
的に管理することができます。じ(下にをセキュリティモードにおけるアクセス手順を示しま 
す。 


• Mana 呂 ement Console へのアクセスには、プ□キシを経由させないで 
<ださい。 

• レベル2では、 HTTPS プ□トコル、ポート番号已04己3を使用しまず。 


レベル0の場合 

1 . クライアント側のブラウザを起動する。 

2. URL 入力欄に 「 http :// く本装置に割り当てた IP アドレスまたは FQDN >: 日日日9日/」 
と入力する。 

3. 「 Mana 呂 ement Console 」 画面で、[システム管理者□グイン]をクリックする。 

危険ですので、このモードはデモや評価の場合のみにご使用ください。 


レベル1の場合 

1 . クライアント側のブラウザを起動する。 

2. URL 入力欄に 「 http :// く本装置に割り当てた IP アドレスまたは FQDN >: 己日日9日/」 
と入力する。 

3. 「Management Console 」 画面で、[システム管理者□グイン]をクリックする。 

4. ユーザー名とパスワードの入力を要求されたら、ユーザー名には 「 admin 」、 パス 
ワードにはセツトアップ時に指定した管理者パスワードを入力する。 


レベル2の場合 

1 . クライアント側のブラウザを起動する。 

2. URL 入力欄に 「 https :// く本装置に割り当てた IP アドレスまたは 
FQDN >: 日日4日3/」と入力する。 

3. 警告ダイア□グボックスが表示されたら、[はい]などをクリックして進む。 

4. [Management Console ] 画面で、[システム管理ち□グイン]をクリックする。 

ユーザー名とパスワードの入力を要求されたら、ユーザー名には 「 admin 」、 パス 
ワードにはセツトアップ時に指定した管理ちパスワードを入力する。 


己. 
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Management Console に□グインできたら、次に示す画面が表示されます。 

システム管理者用トップページ 



[Management Console の画面構成】 

■ システム管理者用トップページ 

• ディスク* 

• ドメイン情報 

• Web サーバ 

• メールサーバ 

• サービス 

• パッケージ 

• システム 

• Management Console * 

• 複数サーバ管理 

* 本書では説明していません。 Management Console のオンラインヘルプを参照して操作し 
てください。 


w "0 初回□グイン時は、自動的にドメイン情報の初期化び行われます。初期化終了 
置3 後にいくつかのヴービスび再起動しまず。画面の指示に従ってしば5く待った 
後、そのまま操作を再開してください。 

再起動び完了ずるまでは、画面(アイコンなど)を操作したり、ブラウザを終了 
させたりしないようにを意してください。 

通常の操作においてち、操作に巧ずる応答び確実に返ってをた後に次の操作を 
行うようにしてください。応答び返る前に他の画面(アイコンなど)を操作した 
り、ブラウザを終了させたりしないようにを意してください。 

なお、初回□グイン時は管理対象のホスト名部分は空白になっています。ブラ 
ウザのリ□ー ド（最新の情報に更新など）をずれば、ホスト名び表示されます。 
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ドメイン情報 


システム管理者は Management Console から実ドメインの管理、仮想ドメインの追力日-削除 
などを簡単に行うことができます。また、 SSL の設をができ、セキュアな情報発信を実現する 
ことができます。なお、ドメイン内のドメイン管理者および一般ユーザーの追力□は、ドメイン 
管理者画面の[ユーザ情報]アイコンから行えます。 



ドメイン情報の編集 


[編集]をクリ、ソクすると設定情報を編集でき 
ます（設定項目の詳細については、画面上の 
[ヘルプ]をクリ、ソクしオンラインヘルプを参 
照してください）。 
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仮想ドメイン情報追加 


[追力日]で仮想ドメインの追力□ができます（設 
走:項目の詳細については、画面上の[ヘルプ] 
をクリ 、ソク しオンラインヘルプを参照して く 
ださい)。 



ドメイン名 

ホストを、ドメインをを含む FQDN 形式 
で指をしてください。英字はずべてル文 
字で指をして<ださい。大文字は使用で 
きません。 



" tO 追加する前に、この名前をあ5かじめ DNS へ登録し、名前解ミ夫びできるが態 
にしておく必要びあります。 

SMTP AUTH 機能を使用している場合、ドメイン名の変更後は、ユーザのパ 
スワードの再設定を行ってください。 


• グループ名 

グループをは、このドメイン内のユーザーが ftp 、 telnet 、 ssh で□グインする際じ使用す 
るユーザーをの一部に使われます。英字はすべてル文字で指をして<ださい。大文字は 
使用できません。 

• IP アドレス 

「ドメインを」で入力した FQDN に対する IP アドレスを指定してください。 


wO IP ベース仮想ドメインを追加する場合は、あ5かじめ[システム]一[ネット 
ワーク]一[インタフェース]一[エイリアス]で、 IP アドレスを登録し、起動して 
おく必要びありまず。ただし、□ードバランスクラスタ構成とフェイルオーバ 
クラスタ構成の場合は、その必要はありません。 
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• WEB ヴーバ名 

追力□するドメインの Web サーバ向けの別名を指をします。このを前でサーバに接続する 
ためには、 DNS へ登録しておく必要があります。英字はすべてル文字で入力してくださ 
し、大文字は使用できません。 


ドメイン内の管理をシステム管理者似がで行う場合、該当ドメインユーザーの 
置3 中にドメイン管理者を設定ずる必要びあります。ドメイン管理者は、ドメイン 
内の各種設定を行う権限と、該当ドメインの Web 公開ルートデイレクトリの 書 
さこみ権限びちえ5れます。 



• 仮想ドメインは本装置1台あたり、最大200ドメインまでの運用ができま 
す。 

• SSH のみを許可し、 TELNET を不許可とする場合は、 「TELNET/SSH の 
使用を許可する」にチェックをつけ、[サービス]画面で、セキュアシェ 
ルを起動し、リモートログインを停止して運用してください。 


SSL -セキュアな Web ヴーバの設定- 

本装置は SSL (Secure Socket Layer ) をサポートしています。この SSL 通信を用いることじ 
よって通信している情報を暗号化することができるため、セ羊ユアな情報発信を実現できま 
す。 


SSL を使用するには、 SSL で使用する秘密鍵と証明書をあらかじめ登録しておく必要がありま 
す。あらかじめ[ドメイン情報]一[ドメイン情報編集]の [■ SSL ] メニューより、秘密鍵 
と証明書を作成してください。その後、[ドメイン情報]一[ドメイン情報編集]の[■ドメ 
イン情報編集]メニューのに SL を使用する]をチェックすると、 SSL を利用することができ 
よす0 


[ドメイン情報編集]-> [ドメイン情報編集- 
SSL ] より、[■秘密鍵と証明書の作成]画面 
が表示されます。 

[自己署を形式の場合]と[認証局署を形式の 
場合]のどちらか一方の秘密鍵/証明書(署を 
要求)を作成することができます。 

SSL の詳細な設をについてじ(下に説明しま 
す。 
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• 証明書 

証明書には、大きく分けて2種類あります。1つは自己署を証明書、もう1つは公的に通 
用する証明書です。前者は、署名を自己でするため、手軽に(無料で） SSL 通信を実行で 
きますが、公的に認められた認証局が署をしていないので、信頼がありません(暗号化は 
されます)。後者は、公的に認められた認証局によって署名されるため、信頼の高い暗号 
化通信を行うことができます(こちらを推奨します)。 

• 証明書の作成 

自己署を証明書は 、 Management Console を使用することにより、簡単に作成すること 
ができます。認証局によって署名された証明書を作成するには 、 Management Console 
を使用して証明書署を要求 （ CSR ) を作成します。その後に、証明書署を要求をエディ 
夕(整形機能の無いもの）にコピーまたは貼り付け、認証局の指示に従い証明書を発行し 
てちらいます。 

- 自己署名の場合 

1. [ドメイン情報編集一 SSL ] 画面の[■秘密鍵と証明書の作成]で"自己署名形式の 
場合"の[秘密鍵と証明書を作る]をチェックし、[設定]をクリックする。 

2. 国コード、都道府県名などを、半角夕字で入力して[設定]をクリックする。 


- ベリサインなどの認証局に署をしてもらう場合 

1. [ドメイン情報編集一 SSL ] 画面の[■秘密鍵と証明書の作成]で"認証局署名形式 
の場合"の[秘密鍵と証明書署名要求を作る]をチェックし、[設定]をクリックす 
る。 

2. 国コード、都道府県名などを、半角夕字で入力して[設定]をクリックする。 

3. 表示された証明書署名要求をコピー&貼り付けなどで読み取って、ベリヴインなど 
の認証局に署名を依頼する。 

依頼の詳細は、を認証局の説明に従ってください。 

4. 認証局からの署名済みの証明書が返送されてさたら、[ドメイン情報編集一 SSL ] 
画面の[■秘密鍵と証明書の作成]で"認証局署名形式の場合"の[署名済みの証明 
書を登録する]をチェックして[設定]をクリックする。 

己.入力欄に認証局から返送された証明書を入力して[設定]をクリックする。 

上記の設定が完了したら、クライアント側のブラウザから rhttps ://< 本装置に割り当て 
た IP アドレスまたは FQDN >/」 でアクセスしてください。 



• 設定項目の詳細については、画面上の[ヘルスをクリックしオンライ 
ンヘルプを参照してください。 

• 名前ベースの仮想ドメイン使用時の SSL の制限 

名前ベースの仮想ドメインを使用する場合、同じ IP アドレスを使用ずる 
実ドメイン、または、仮想ドメインのいずれか1つの SSL 設定び有効と 
なり、他のドメインの SSL 設定は無効となりまず。 
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Web ヴーパ 


システム管理者は 、 Management Console から Web サーバの最大接続数や接続タイムアウト 
時間などの基本的な設ちができます。 



MIME タイプの設定をする 最大接続数、接続タイムアウトなど 

Web サーバの基本的な設定をする 



初期設をでは、システム起動時に Web サーバは起動していません。起動•停止 
の設をは、[サービス]画面から行ってください （105 ぺージ参照）。 


畐本設定 

Web サーバの基本的な設定を行います。 


サーバに 接続できる最大 ユーザー 数 
(最大255まで設定巧） 

接続後、アクセスが途絶えたユーザー 
との接続を切断ずるまでの時間 


接続したユーザーに与えられる権限 
(デフォルトは [nobody] となって 
いまず。特に変更ずる必要はありま 
せん。） 


接続したユーザーが所属ずるグループに 



基本設定 


ボート番号： 80 


最大接搞额： 


接捕をイムアウト： 
ユーザ権限： 
グルーブ権限： 


[nobody 

I 


准結 

-帖 


■nobody 


与えられる権限 

(デフォルトは [nobody] となってい 
ます。特に変更する必要はありません。) 


PAl CGI、 仮想パスなどの設をは、ドメイン管理者画面で行います。 
國 
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MIME タイプの設定 


インターネットでのデータの送受信に使用す 
るデータの変換タイプを追加-削除すること 
ができます。 



メールサーパ 


システム管理者は Management Console からメーリングリストの作成や SPAM にも対応した 
メールの受信/転送ルールの設をが可能であり、非常に容易にかつ高いセキュリティを持った 
メールサーバを実現することができます。また、一般ユーザーも Management Console から 
自分宛メールの転送先を設をすることができます。 



設定項目にはじ(下の項目があります。 

• メーリングリストの設定 

• 配送設定 

• メールサーバの設定 

• スパム巧策機能設定 

• 詳細なメールサーバの設定 

• me ファイルの直接編集 

• メールキューの管理 

• 全メール保存機能 
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メーリングリストの設定 


メーリングリストの作成、管理を行うことが 
できます。 



メーリングリストとは、あるアドレス(これをメーリングリストをと呼びます)じ送ったメール 
が、メーリングリストのメンバ全員に配送される機能です。 


メーリングリスト管理者など メーリングリストのメンバ 

のエイリアスを設定する の追力日-削除をする 



メーリングリストの作成 

1. [■ドメインの選択対象] 一覧よ 
り、編集対象のドメインにチエツ 
クをし、[次へ]をクリックしま 
す。 


■ ドメインの适巧 


ド六インを 

が 

realdoTOMnoo . 」p 

广 

virtmldoraraca jp 

、おへ 



2 . 


[追加]でメーリングリスト名と 
メッセージ言語を指定して駿定] 
をクリックします。 


メーリングリストの追加 


トメイノ： real domain . 00 . jp 

火■リングリストを： [ nec ^ 

乂シたージ言語： r 英語 （7 日本語 
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メーリングリストの編集 


「操作」欄じある[編集]で投稿ポリシー•リ 
モートコマンドの設定!、メーリングリストの 
管理、ヘッダの書き換え、返信メッセージの 
編集などの設をを行うことができます。初期 
状態ではセ丰ュリティを最も高める設をに 
なっており、メンバ W 外からの投稿、メンバ 
の自動登録などはできません。また、過去メー 
ルの保存もできません。メンバの自動登録、 
過去メールの保存などを可能にする場合は設 
をを変更してください。 



m 


• 各設定項目の詳細についてはオンラインヘルプを参照してください。 

• U モートコマンドと U モート管理コマンドについて 

リモートコマンドとは、コント□—ルアドレスにメールを送ることで fml 
に対する操作指示を行うためのコマンドのことです。コント□—ルアド 
レスは、「メーリングリスト名- ctU というエイリアス名で登録されてい 
ます。 

たとえば mydomain . com ドメインの testml メーリングリストな5、コ 
ント□—ルアドレスは testml - ct 僧 mydomain . com です。 

メールの宛先をコント□—ルアドレスに指定し、本文にコマンド文字列 
を入力して送信ずることでリモートコマンドび実行されます。ここでは 
代表的なリモートコマンドについて説明します。詳細については 、 help 
コマンドを参照してください。 


- help . コマンドの詳細なヘルプが返信されます。 

- guide . —般的な案内を得ることびできます。（メ 

ンノ くでない人でも取り寄せ可能)。 

- subscribe . subscribe く名前> と入力して送信する 

ことで、メーリングリストへの参加(營録) 
手続をびでをまず。 

- bye . メーリングリストか5脱退します。 

リモート管理コマンド 

- admin pass パスワード….認証を巧いまず。メールの先頭にはこの 
行び必要です。 

- admin help . 管理者コマンドヘルプを取り寄せる。 

— admin log . □グの最近の100行を取り寄せる。 

— admin add アドレス . アドレスの人を ML に登録ずる。 

— admin bye アドレス . アドレスの人を ML メンバーか5削除。 
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エイリアスの編集 


メー リングリストの管理者アドレスなどを設 
をします。メーリングリストを作成した場合、 
必ずここでメー リングリスト管理者へメール 
ェイリアスを適切に設をしてください。 



各設定項目の詳細についてはオンラインヘルプを参照してくださし、。 


メンバの編集 

メーリングリストのメンバの追力□•削除を行います。メールアドレスを改行で区切って指をし 
てください。 


• 「リモートコマンドのポリシー」を r 誰でも使用可能」にした場合、ま 
たは r メンバ m 外か5のリモートコマンド」を「自動登録」にした場合 
には、ここか5メンバの編集を行うことはできません。 

• 各設定項目の詳細についてはオンラインヘルプを参照してください。 


メーリングリスト HTML 設定 


メーリングリストじ投稿された記事を HTML 
に変換し、ブラウザで参照するための設定を 
行います。参照 URL はじ(下になります。 

http :// ドメインを ( FQDN 形式)/ ml / メーリン 
グリストを/ 

(例） 

" mw . nec . conn " ドメ イン上の" test-mr と 
いうメーリングリストをの記事を 
HTML 変換した場合、ブラウザで参照す 
るための URL は、 

http :// mw . nec . eom / nnl / tesl :- nnl / 

になります。 




• 各設定項目の詳細についてはオンラインヘルプを参照してください。 

• 記事の HTML 変換をする場合は、事前にメーリングリストの編集にて過 
去メールを保存ずる設定にしてください。 

• HTML ぺージ表示お式、検索ぺージ表示形式のューザー定義は、それぞ 
れ MHonArc ( Mail - HTML コンパ’一夕)、 Namazu (日本語全文検索シス 
テム)の知識び必要になりまず。通常は、デフォルトをご使用くださし、。 
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配送設定 


配送設定において、静的配送およびスマート 
ホストの設をを行います。 

• 静的配送の設定 


静的配送とは、送られてきたメールをあ 
らかじめ巧められたルールに従って配 
送することです。静的配送は sendmail の 
mailertable 機能によって実現されます。 
システムは、届いたメールのあて先のド 
メイン部分と mailertable のレコードのド 
メインをとマッチングを行います。マッ 
チした場合、そのレコードの転送先に 
メールを転送することで、配送を行いま 
す。ここでは、この mailertable の編集を 
行います。 




• スマートホストの設定 


スマートホストを使用する/スマートホ 
ストを/直接配送するドメインスマート 
ホストを使用する場合は、[スマートホス 
卜使用する]を選択してください。この場 
合、スマートホストをを必ず FQDN で設 
定してください。必要に応じて直接配送 
するドメインをを指をしてください。ド 
メインが複数ある場合は、それぞれのド 
メインを1つの半角スペースで区切って 
入力してください。 



各設定項目の詳細については、オンラインヘルプを参照してください。 
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メールサーバの 設定 


Management Console からメールを受信し 
たり転送したりするドメインを限をすること 
ができます（設を項目の詳細については、画 
面上の[ヘルプ]をクリックしオンラインへ 
ルプを参照して < ださい）。 



• 下記のドメイン宛のメールは受信する 


メールの宛先がここで指定されたドメインと一致した場合、メールを受信します。 


ここで設定したドメイン名を DNS に登録する場合、メールヴーバ ( MX レコー 
ド)に本装置の実ホスト名を指定する必要びあります。 


PaI この項目は、スタンドアロン構成時のみ表示されます。 

Irm 


• 下記のドメイン/アドレスか！5のメールはお送する 

メール送信元のドメインまたはアドレスがここに指をされたドメイン/アドレスと一致 
した場合、メールの転送が許可されます。 

• 下記のドメイン宛のメールは輯送する 

外部のホストから受信したメールの宛先がここで指をされたドメインと一致した場合、 
メールの転送が許巧されます。 
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詳細な メールヴーバの 設定（上級者向け) 



詳細な メールサーバ 設定 


SPAM メールや エラー メール等の ため、 メー 
ル送信停滞やメールサーバ停止する事象が増 
えていることから、サーバ管理者向けに日本 
語設定:管理ツール (Management Console ) 
で設をするメールサーバの環境設を内容を強 
化しました。 



(1) 子プ□セスの最大実行数 

この値を増やし配送プ□セス数の起動数の上限を上げることで、配送の許容量を変更す 
ることができます （20 〜215)。 

に）羊ューの保持時闇 

メールの送信に失敗した際、一時的な失敗と考えられる場合、一旦、羊ューに保存し、 
车ュー保持期間の間、を期的に再送信を試みます。この期間を短くし、 エラー メールの 
再送信によるプ□セスの使用を巧制することができます。 

(3) 羊ューの未送信通知までの時闇 

メールがキューイングされ、設定した時闇経過しても羊ューに残っている場合、ワーニ 
ングメールが送信元に送信されます。ワーニングメール送信後、さらに設定した時闇経 
過しても羊ューに残っている場合、再度ワーニングメールが送信されます。これを設定 
時間毎に繰り返します。この設を時間を長くすることにより、ワーニングメールの送信 
によるプ□セスの使用を抑制することができます。 

(4) 応答遅延時闇までの エラー 回数 

同一の IP アドレスから指定回数]: i 上、 SMTP プ□トコル上の RCPT TO コマンドにてエ 
ラーが発生した場合、その IP からの受付を遅延させます。この機能によりディレクトリー 
八ーベスト攻撃を防止し、メールアドレス漏瑰を抑制する事ができます。 

(5) 受信/送信メールの最大容量 

メール送受信容量を制限することができます。この場合、送受信メールの最大容量で設 
をした値より大きなサイズのメールを送受信できな<することができます。 

(6) DNS 橫索方法 

DNS の橫索方法を調節する事が巧能です。環境に対し適切な設をを行うことにより、信 
頼できない DNS 情報を無視したり、不要なドメイン補完等を行なわない設をが巧能です。 

(7) サブミッションポートの使用 

SPAM 対策に有効な Submisson Port でのメール送信が可能になりました。他の機能と併 
用して利用することにより、 SPAM を防止することが巧能です。 
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MW シリーズの規定値では、不正中継防止を 
目的に、 DNS によるを前解巧ができないメー 
ルアドレスに対するメールの送受信を受け付 
けません。 

本設定により、内部ネットワーク等に設置さ 
れていて、 DNS サービスが利用できない環境 
の場合、メール中継のルールを変更すること 
により利用可能となります。 

ルールの変更は cf ツールを使用し sendmail.cf 
を再作ぶします。 

W 下の説明での「内部」「内部ドメイン」は、 MW シリーズと同ードメイン内を意□ホします。 
「外部」「外部ドメイン」は、 MW シリーズと異なるドメインを意□ホします。 

(1) メールの中継制限を行わない 

これは、内部と外部の中継ルールを設定するものです。 

□ チェックをがけない場合 

外部から外部のメール中継を制限します。 

送信「先」アドレスのを前解巧ができない場合、メール中継を拒否します。 

■ チェックをがけた場合 

内部/外部を間わず中継を許可するようじなります（外部から外部の中継も許可され 
ます)。 

送信「先」アドレスのを前解巧ができない場合でも、メール中継を許巧しまず。こ 
の設定では、 SPAM メールの踏み台など、不正中継に利用される可能性があります。 
設定する場合は、必ずファイヤーウォールなどじより外部ネットワークからの接続 
が制限された環境でご利用ください。 

また、次項に)の SMTP 認証設をは無効じなります。 

がの promiscuouS-relay に言ミ当します。 

(2) □一カルドメインか！5のメールを受け付ける 

これは、 SMTP 認証範囲を設定するものです。ただし、 （1) が設定されている（チェック 
がある）場合は、本設をは無効になります。 

□ チェックをがけない場合 

□一カルを含むすべてのメール送信要求に対し、 SMTP 認証 ( SMTP _ AUTH ) が必要 
となります。 

■ チェックをがけた場合 

内部からのメール転送要求は SMTP 認証を行いません。 

がの 「 elay_enti 「 e_donnain に該当します 0 


メール 中推の t キュリテイ 瓷更 


「メールの 中継制限を行わな し、 

この場合、おす他の不正中継が策を併用してください 
また、ホの SMTP 認 f 正設定は無効になります 

17 □—カルドメインからのメールを受け付ける 

!全ての メール 中継を、 SMTP 詔訝ぶ、巧とする場合は、チェックを外してくださし、 
この設定を有効にする場合は、中継制限設定はチェックをしむし、でくださし、 

厂 名前赔みできなし、ホストからでもメールを受け巧ける 

!チェックおしは、户ールアドレス(ドメイン部)のを前解知巧巧がぶ頒となります 
!外部ドメインなどのを前赔みがホまない環境では、チ X ックを巧けてくださし、 

:レむ,’1;りじ打--' 1，哥 ...- バ -Ii-i'i こ，4 -';i I ': i : 一..。,'-;い半 了''., t'-.' ま3 


記ま I 
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(3) 名前解決できないホストか！5でもメールを受け付ける 

これは、送信「元 」 (MAIL FROM :) のドメイン部分に対して、 DNS を前解まチェックの 
設ををするものです。 

□ チェックをがけない場合 

MAIL FROM : のホストを部分が、 DNS 名前解巧できなかった場合、該当メールを拒 
否します （ SMTP セッションの MAIL FROM : コマンドの引数のホストを部分 （ A 、 
MX レコード）が、 DNS で解巧できなかった場合 、 MAIL FROM : コマンドを拒否し 
ます)。これにより、 SPAM などメール送信元が不正なメール送信を防御できます。 

■ チェックをがけた場合 

DNS を前解みチェックを行いません。 

DNS で メール クライアント/外部 メールサーバのを 前解巧ができない環境では、 メー 
ルが配信できるようになります。ただし 、 SPAM メールの 踏み台など、不正中継に 
利用される可能性があります。設をする場合は、他の SPAM メール 対策と併用して 
ください。 


cf の accept_un「esolvable_donnains (こ 言'》当します〇 


スパム対策機能設定 



判定:ルール（ユーザ設定:）に応じて、ヘッダ 
の追加、 Subject への追記、受信拒否、受信保 
留(承認後配送)を日本語設を管理ツールから 
選択し設をできることが巧能になりました。 



HELO チェシク： 

1 ヘッダー添巧句 t 


To ヘシダーチェック： 

1 受信拒ま v]| 


SPF によるチェック： 

1へッさ"一添け 1イ| 


動的クライアントからの受信設定： 

1 受悟拒否 "^1 


Conterrt-Dispos 出 on ヘッダーチェック： I >(-ル巧留过|巧ま瓶1子！ 

1 

DNSBL チ;!:ック： 

1 チェックなし 肉 1 照合先 サーバ1 

1 

( 

設定 1 



(1) HELO チェック 

送信元情報と実際の送信元アドレスとの比較を実行し、送信元詐称に対応することがで 
きます。 

に） To ヘッダチェック 

To ヘッダなしメールを橫査しスパム判定を行うことができます。 

(3) SPF によるチェック 

SPF (Sender Policy Framework ) に従った判定:を行うことができます。送信者側で DNS 
に SPF レコードを登録することで、メールのエンべ□ープ送信者アドレスがそのレコー 
ドと一致するか横査することでドメインの磕認を行い判をを行うことができます。 

(4) 動的クライアントからの受信設定 

接続元 IP の FQDN から動的 IP を見分けて判定することができます。 
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(5) ConteM-Disposition へ、ソダチェック 

Content-Disposition へ、ソダ中じ含まれるファイルの拡張子をチェックずることにより、 
クライアントにて実行される恐れがあるファイルかどうか等を判をすることができま 
す。 


(6) DNS 巨げエック 


スパムの 中継を行う送信元 ホストを および IP アドレスの デー タ ベー ス (DNS-based 
Black List) を指をずることで連携して動作することができます。 


(7) ホワイトリスト 


スパムとして判をされる送信元をホワ 
イトリスト（ネットワークアドレス）に 
指をすることで誤半!]走:によるメールを 



救済します。 

メールクライアントのネ、ソトワークアドレスを予め登録してください。 


(8) ブラックリスト 

明らかにスパムである送信元をブラ、ソクリスト（ネットワークアドレス及びメールアド 
レス形式）に指をすることでメール受信拒否/保留することができます。 


me ファイ J レの直接編集 

メール配送設をは、 Management Console からさまざまなネットワーク形態に対応できるよ 
う、スマートホストの指をや静的な配送の設をもできるようになっています。ただし、現実の 
環境では、これらの設をでは十分な対応ができない状況ち考えられます。その場合は、 me ファ 
イルをカスタマイズすることで対応できます。 


[■me ファイルの編集(上級者向け)]で、 [me 
ファイル編集]をクリックすると、 me ファイ 
ル編集画面へ移動します。 



• me ファイルの編集 


me ファイルの現在の設定内容を表示•編 
集できます。直接、 me ファイルを編集す 
る場合、編集が終わったら下の[設定]を 
クリックして、設をを反映します。 
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W -0 me ファイルを直接編集する場合は、十分ま意して編集してください。設定ファ 
Bta イルの記述に間違いびあると、メールサーバび動作しなくなりまず。 


• me ファイルを出荷状態に戻す 

[ me ファイル復元]をクリックすること I 
で、 me ファイルを出!荷状態に戻します。 

スマートホスト設を、送信メールの容量制限設をなどのカスタマイズ内容が失われます。 


メールキューの 管理 


メール羊ユーとは、メールを配信できるよう 
になるまで、そのメールを保持しておくため 
のディスク領域です。本機能は、条件を指を 
しメール羊ユーおよび保留メール羊ユーを削 
除-配信することができます。 



メール夺ユーの管理 

本機能は、[■メール车ューの管理]から「メールキューの管理」を選択し一括した羊ューの操 
作を実行します。 


wO メールキューの削除を行う場合は、十分を意してください。削除することによ 
り該当メールが失われます。 



メールキューは通常、自動的に管埋されますが 、 SPAM メールやエラーメール 
等が原因となってメールキューに残ったままになる場合があります。この場 
合、本機能を使ってメールキューの管埋を行ってください。 


メール夺ュー条件一括操作 


• 時間条件 


指を時間じ(上経過したメール羊ューに 
溜まったメールを一括削除します。（指 
を可能な時間は 0. 1 (6 分)〜200時間で 
す） 


メールキュー条件一括技作 


時間を件ドメインを件タブルバウンスメール 

I I 時間上経過したキューを一括削除 I 実行 I 


• ドメイン条件 


送信元-送信先ドメイン毎にメール 
车ュ ーに溜まったメールを 一括 削除、ま 
たは、即時配信します。 
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• ダブルバウン スメール 

ダブルバウン スメールを 全て削除しま 
す。 

* ダブルバウンスメールとは、エラー 
通知メールの配送に失敗している 
メールです。 


メール夺ューの一覧 

メール车ューに 溜まった メールの うち最も古 
い受信日付より最大99個まで表示します。 

メール羊ュ ーに 100個じ(上のメールが溜まっ 
てし^る場合は、メール羊ューの一貴し表 w さ 
れているメールを処理した後に100個目降 
のメールキューを表示します。 

チェックボックス 

削除ボタン-即時配信ボタンの処理操作対象となるメールを選択します。 

ID 

メールキューの ID です。 

リンクをクリックすることでメール羊ューの詳細画面を表示します。 




Size 

メールのサイズです。メールヘッダサイズは含みません。 

受信日時 

メールを受信した日時です。 

送信元 

メールの送信元アドレスです。 

送信巧 

メールの送信先アドレスです。 


Status 

配送できなかった理由等を表示します。 

ネ目手側メールサーバから拒否されている場合や、ネットワークの設を等でエラーになっている 
場合、下記のようなメッセージが表示されます。 

— Connection refused by mailsv . nec . co . jp . 

送信先 ( mailsv . nec . co . jp ) に接続を拒否されました。 

— Connection timed out with mailsv . nec . co.jp 

送信先 ( mailsv . nec . co . jp ) への接続がタイムアウトしました。 

— mailsv . nec . co.jp : No route to host 

送信先 ( mailsv . nec . co . jp ) に接続化来ませんでした。 
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— Name server : mailsv . nec . co . jp : host name lookup failure 
送信先 （ mailsv . nec . co . jp ) のさ)前解まじ失敗しました。 

• 表示されているメッセージはネ目手側メールサーパが応答するエラーメッセージなども表 
W します。 

• 削除ボタン 

チェックボックスで選んだ羊ューを削除します。 

• 即時配信ボタン 

チェックボックスで選んだ羊ューを即時配信します。 

• 更新ボタン 

更新ボタンクリック時には、画面の表示を更新します。 


メール夺ューの詳細 


[■メール羊ューの一覧]より D のリンクをク 
リ 、ソク することでメール车ューの詳細を表示 
します。 


キュー ID 

キューに対して一意に振られた ID 番号です。 

キュー制御ファイル 

メールへ、ソダー及び配信状ミ兄を表示します。 

* 詳細はオンラインヘルプをご覧くださ 
い。 

データファイル 

メール本文を表示します。 

• 削除ボタン 

表示しているメール车ューを削除しま 
す。 


メールキューの詳細 


丰ユー ID : 12 BD0p4Y03 1416 

キユー制 巧 ! ファイル (qfl2 BD0p4Y03 1416) 

|V6 

T1 173618051 
K1173661251 
:N13 

P1111598 
18/3/328361 

;MDeferred : Connection refused by xxkxxxxxxxxxI. 

：Frs 

$ local host 
$r 

Sslocalhost 
が daemon.flags} 

が if a d d rlxxx XXX xxx CO m 
iSMAILER-DAEMON 

MDeferred : Connection refused by xxxxxkxxxxxxI. 
i rRFC822; admin@xxxx>ocx>c<xxxl 
： RPF:<ad m in@>oocxx>cxxx.xxxl> 

H?P?Return-Pa か：く " > 

H?? Received: from local host (local host) 

by xxxxxxxxxcom (8.12.11.20060308/8.12.11)id l2BD0p4Y031416; 
Sun,11 Mar 2007 22:00:51 +0900 
: H?D?Date: Sun,11 Kvfar 2007 22:00:51 +0900 
! H?F?From: Mail Delivery Subsystem <MAILER-DAEMON> 

I H?x?Full-Name: Mail Delivery Subsystem 

;H?M?Message-Icl : く 2007031 11300.12 BD0p4Y031416@xxxxxxxx>ccom> 
H??To: く admin@x>oc>oc<xxx>oo<l> 

山 ? ？ MIIVE-Version:1.0 

I H??Subject: Warning: could not send message for past 4 hours 


データフアイル (dfl2BD0p4Y03 1416) 

This IS a MIME-encapsulated message 

—12 BD0p4Y031416.1173618051 / xxxxxxxxx.com 

i ホホホ丰丰キホ幸丰ホ丰幸丰丰キホ幸丰ホキホ丰キキ幸丰丰丰キ幸丰丰丰ホ幸ホホキ幸幸丰キ幸幸丰丰 

幸 * THIS IS A WARNING MESSAGE ONLY ++ 

*+ YOU DO NOT NEED TO RESEND YOUR MESSAGE ++ 
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保留 メール夺ューの 管理 

本機能は、[■メール车ューの管理]から「保留メール羊ューの管理」を選択し一括した车ュー 
の操作を実行します。 


保留 メー ル夺ュ ー 条件一括操作 


• 時間条件 

指を時間じ(上経過したメール羊ユーを 
一括削除します（指を巧能な時闇は 
0.1(6 分)〜200時闇です)。 


• ドメイン条件 

送信元-送信先ドメイン毎に保留メール 
车ユーを一括削除、または、一括配信し 
ます。 




時固妾件 EM2MMJ 


["送信で ^ドイインるび n _ I の y —ルキューを一巧 r 刖除、，1[実わ| 


保留 メール夺ューの一覧 


保留メール车ューし溜まったメールのつち最 
ち古い受信日付より最大99個まで表示しま 
す。保留メールキューに100個じ(上のメール 
が溜まっている場合は、メール羊ューの一覧 
に表示されているメールを処理した後に100 
個目じ(降のメール羊ューを表示します。 


キューー肯キュー敦:1 



チェックボックス 

削除ボタン-配信ボタンの処理操作対象となるメールを選択します。 

ID 

保留 メール羊ューの D です。 

リンクをクリックすることでメールキューの詳細画面を表示します。 


Size 

メールのサイズです。メールヘッダサイズは含みません。 

受信日時 

メールを受信した日時です。 

送信元 

メールの送信元アドレスです。 

送信巧 

メールの送信先アドレスです。 


Status 

スパム判をなど保留された理由等を表示します。 



















102 システム管理者のメニュー 


• 削除ボタン 

チェックボックスで選んだ羊ューを削除します。 

• 配信ボタン 

チェックボックスで選んだ羊ューを即時配信します。 

• 更新ボタン 

更新ボタンクリック時には、画面の表示を更新します。 


保留 メール夺ューの 詳細 


[■メールキューの一覧]より ID のリンクをク 
リ 、ソク することでメール车ューの詳細を表示 
します。 

キュー ID 

キューに対して一意じ振られた ID 番号です。 

データファイル 

メール本文を表示します。 

• 削除ボタン 

表示しているメール羊ューを削除しま 
す。 


巧ちメールキューの註 a 



〔肖り梯 1 (配司 
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全メール保を機能 


全メール保存機能は、指定された条件に合う 
メールを指をされたメールアドレスに転送す 
る機能です。 



W -0 本機能を利用時には転送先メールアドレスび到達可能である必要びありまず。 
■ to 転送先のメールサーバがメールを一時的にでも受取れない場合、転送先のヴー 
パに転送でさない趣旨のメールび送信ちにエラーメールとして届く場合びあ 
ります。 


全メール保を設定一覧 



• 適用をクリックするまで、システムには反映されません。 

• 優先度は、一番上の条件び最も高く、下にいくにつれておくなります。 
優先度び高い条件に一致した場合は、それより下の条件は適用されませ 
ん /。 


• 保存対象条件追加 


保存対象ドメインの条件を追力□するには、[全メール保を設定一覧]画面の[追力日]をクリッ 
クします。 

- ドメインを 

保存対象とするメールアドレスの 
ドメインを記述します。 

全てのメールを対象とする場合 
は、" ALL " と記述します。 

ドメインを条件比較は、後方一致で行います。 

指をするドメインをを限定したい場合は、先頭に®(アット）マークをがけてくださ 
い。 

例） xxx @ nec . co . jp のドメインを保存対象とする場合は/’ © nec . co が’と指定:しま 
す。 " nec . co.jp "と指定:すると、 subnec . co . jp といった nec . co . jp を含むドメイ 
ンが保存対象となりますのでを意して<ださい。 

指をするドメインのサブドメインを保存対象としたい場合は、ドメインをの前に"." 
(ドット）をつけてください。 

例） xxx @ yyy . riec . co . jp のように nec . co . jp のサブドメインのみを対象にする場合 
は、" . nec . co . jp " と指定します。 


■ 全メールなな設定追加 1 

ドがンを 

つをてをがまとする場合は ALL を指定 

転送先メールアドレス 1 

□ 

一致を件 1送信元 司1 


1 記定 II 取消 i 
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- 転送先メールアドレス 


転送先のメールアドレスを指をします。 

— 一致条件 

送信元メールアドレス ( From アドレス)のみ、宛先メールアドレス （ To 、 Cc 、 目 cc ア 
ドレス）のみ、または、送信元かつ送信先のメールアドレスの一致条件を選択します。 

• 保存対象条件編集 

保存対象条件の編集をするじは、全メール保を設を一覧より編集したい行の編集をク 
リックしてください。 

• 保存対象条件削除 

保存対象条件を削除するには、全メール保存設を一覧より削除したい行の左にある削除 
をクリックしてください。 

• 順番の設定 

設定の優先度を変更する事ができます。優先度を変更したい行の▲▼をクリックし順唐 
を変更して<ださい。 

設定内容のシステムへの反映 

適用ボタンを押すことじより、システムじ反映されます。メールコント□ール （ MWMCTL ) 
が起動していた場合は、サービスの再起動が行われます。 

• 全メール保存機能の起動 

[サービス]メニューの〔メールコント 
□ール ( MWMCTL ) の左じある[起動] 

をクリックする。 

• 全メール保存機能の起動設定 

[サービス]メニューの[メールコント 
□ール ( MWMCTL )] の [ OS 起動時の状 
態]から[起動]を選択し、[設定]をクリッ 
クする。 

起動時に全メール保を機能が動作する 
ように設定を行います。 

インストール直後の設をでは、メールコ 
ント □ ー ル ( MWMCTL ) のサービスの状 
態は、停止状態となっています。 


サービス 


鑑懲 

起热 V :起勤中 
お助 V 停止中 

停止 サ-ビス 

1再起め1 Web サー y 細け口 d) 

兩拓 1 陌口全 メール ィ呆巧機能 (MWBCC) 

起助V! 起動中 
信止V 起動中 
f き 正 V 起動中 
IfiTV 停止中 
博^^ 停止中 

1再起か1 [f き止1メールヴーィ \(sendmail) 

1再起め1 [巧止1メールサーノ N ( DODd ) 

1再起旣1 [ 恃 it I 乂 一 J しサ叫 \(imaDcl) 

1起が)1 [f き止1メールサー；^ X(ma 卜 httpd) 

( 起旣1 [ f き止1ネームサーノ \(named) 

巧 正 V 停止中 
担動起動中 
倍正 V 停止中 
停止: V 停止中 

|W1 アドレス帳 (Ida D ) 

1 S おお 1 いき it1 ファイル転送 (ftpd) 

Hi 坑情口 UNIX ファィル共有 (n も d) 

1起旣1いきム1 Windows ファイル共有 (smbd) 

お助 V 起動中 
^ V 停止中 
巧丘V 停止中 

1ち桓め i Rf^l 時刻調整 (nt 口 d) 

HEH Ri のネシトワ—ク 管理 エージェン ト (snm od) 

nisFl 西巧 サーバ 管理 エージェント (wbmcmsvd) 

お旣 V 起勤中 
起動起勤中 
停止停止中 

1再起助11 f き止1リモートシェル (sshd) 

( 再おか1いき it 1リモートログイン (telnetd) 

[お热1いき止1サービス監視 (chksvc) 
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システム管理者は 、 Management Console からファイル転送 ( ftpd )、 Windows ファイル共有 
( smbd )、 ネットワーク管理エージェント ( snmpd ) といったサービスの設をができます(設を項 
目の詳細については、画面上の[ヘルプ]をクリックしオンラインヘルプを参照してください。） 



システム起動時に、そのサービスを自動的に起動するか 
どうかを示す。変更する場合は選択肢を変更して〔設定] 
をクリックずる。 

現在の状態が常に起動時の状態として設定されているも 
のについては、変更ができないようになっている。 


サービスを停止ず る。 


サービスを起動、または再起動する。 


化荷時の設定では、をサービスの状態は W 下のようじなっています。必要に応じて設定を変更 
してください。 


サービス名 

状態 

サービス名 

状態 

Web サーバ ( httpd ) 

停止 

Windows ファイル 共有 （ smbd ) 

停止 

メールサーバ （ sendmail ) 

停止 

時刻調整 （ ntpd ) 

停止 

メールサーバ ( popd ) 

停止 

ネットワー ク管理 
エーシェント巧 nmpd ) 

起動 

メールサーバ ( imapd ) 

停止 

サーバ 管理 

エーシェント ( wbmcmsvd ) 

停止 

メールサーバ ( mail - httpd ) 

停止 

リモートシェル （ sshd ) 

停止 

ネームサーバ （ named ) 

停止 

リモート□グイン （ telnetd ) 

停止 

アドレス帳 （ Idap ) 

停止 

サービス 監視 （ chksvc ) 

停止 

ファイル転送 （ ftpd ) 

停止 

メールコント□-ル （ MWMCTL ) 

停止 

UNIX ファイル 共有 （ nfsd ) 

停止 




• 運用形態によって異なる場合がありますので、を意してください。 

• フェイルオーバークラスタ構成時には sshd サービスも起動しています。 
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ネームヴーバ ( named ) 

ネームサーバ ( named ) を起動するための設をについて操作例を示しながら説明します。 

実ドメインを管理する DNS マスタサーバとして運用ずる場合の操作例 

ここでは実ドメインを rrealdonnain . co . jp 」、 ホストさ)を 「 host 」 、 IP アドレスを「192.168.1.1」、 
サブネットマスクを、メールサーバを rhost . realdonnain . co . jp 」 （優先度 0) 
と仮をして解説します。お使いになる環境に合わせて読み替えてください。 

• Zone ファイルの追カロ 


正引きの場合 


1 . 


[サービス]の[ネームサーバ 
(named)] をクリックし、[■ネー 
ムサーバの設定]の[操作]欄に 
ある[追加]をクリックする。 


ネームサーバ S の設定 



Zone 》 イブ 

Zone を 

剧[]| ノ 



1 偏集 1 

1 

hint 


ブ□パティ1 

master 

0.0.1 27.in-addr.arpa 


Opticmi をち」 named.ccmfiii 集」 


2. MZone 追加]で[ドメイン名] 
にチェックをし、 

[realdonnain.co.jp] と入力して 
[設定]をクリックする。 


Zone 追加 


ドメィンを 

ネットワークアドレス 
ネットワークアドレ 
厂 Zone ファイルをけブシ j 


[real ao main.C0.JP 


ノスち广 ■が. ット 

獲 


ット广 16 ビットロ 24 ビット 


wO 作成される Zone ファイル名を指定したい場合は、 [ Zone ファイル名(オプシヨ 
ン）]にチェックをし、ファイル名を入力してください。通常はファイル名を 
設定する必要はありません。ファイル名は Zone 追加後、各 Zone のプ□パティ 
か5も変更できます。 


逆引きの場合 


1 . 


[サービス]の[ネームサーバ 
(named)] をクリックし、 [■ 
ネームサーバの設定]の[操作] 
欄にある[追加]をクリックする。 
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2. MZone 追加]で[ネットワーク 
アドレス]にチェックをし、 
[192.1 目 8.1 .日]と入力し、 
[ネットワークアドレス長]を 
に4ビット]にチェックをして[設 
定]をクリックする。 


Zone 追加 


广 ドメインを 「 

f ネットワークアドレス pT 92.168 .ll 

ネットワークアドしス長 こ ^! んノト广 16 ビットロ 24 ビット 
「 Zone ファイルを ( オブシ ^^ 



W -0 MZiDne 追加]か5の設定は、 CIDR には対応していません。 CIDR を使用し 
たい場合は、 named.conf 編集か5直接 named.conf を編集してください。 


• Zone ファイルの編集 

正引きの場合 


1. [■ネームサーバ （ named )] で 
Zone 名 [ realdomain . co . jp ] の 
左にある[編集]をクリックする。 


2. — Zone ファイル編集]で[操作] 
欄にある[追加]をクリックする。 


ネームサーハの設定 


|巧作 

Zone タイブ 

Zone を 

ち加 




漏集 

を 


hint 


ロバティ 


master 

0.0.127.in-aclclr.arpa 

漏集 

夫バ ティ 

肖 1 腾 

master 

realdomain.co.jp 

I 漏^^? ロバティ 

肖り除 

master 

1.168.192.1 N-ADDR.ARPA 


■Option 設疋」 named.conf お集」 


■ 

Zone ファイル纪集 II 

1 

ne-f ^： realdomain.co.jp 






巧 作 J 贿者 

レコード》イブ 

1 設定 お 

J!HJ / 


1 


3. [■レコード追加]でじ(下のよラに 
入力して各レコードの作成を行い、 
[設定]をクリックする。（優先度 
は、 MX レコードのみの入力になり 
ます。） 


NS レコード： 

レコードタイプ [NS レコード]、 
值 [ host . realdomain . co . jp .] 
(所有者は空白） 

MX レコード： 

レコードタイプ [MX レコード]、 
值 [ host . realdomain . co . jp .] 、 

優先度 [0] (所有者は空白） 


I ード追加 


Zone -^： realdomatn.co.Jp 

所有者 レコードタイブ 値 お先度 



1 NS レつード 

▼ 1 jhostrealdomain.co.Jp. 

1 


1 MX レつード 

▼ j jhost.realdomain.co.jp. 

|0 

Ihost 

1 A レつード 

^1192.168.1.1 

1 

|www 

1 CNAWE レコード卜 ost.realdomain.cojp. 

1 


1 A レつード 

jdl 

1 


1 A レつード 

jJI 

1 


1 A レつード 

jJI 

1 


1 A レつード 

zJl 

1 



A レコード： 

所有者 [ host ]、 レコードタイプ [ A レコード]、値 [192.168.1.1] 


CNAME レコード： 

所有者 [ WWW ]、 レ〕ードタイプに NAME レ〕ード]、值 [ host . realdomain . co . jp .] 



• NS レコードは、必ず指定してください。 

参 host . realdomain . co.jp はホスト名、 www . realdomain . co.jp は別名に 

なります。 
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逆引きの場合 


[■ネームサーバ （ named )] で 
Zone 名 [1.168.1 92. IN - 
ADDR . ARPA ] の左にある[編 
集]をクリックする。 


ネームサーバの 設定 


I お作 

Zone タイブ 

Zone を 

お加 




漏を 


hint 


JSi 

L ブロバテイ 


master 

0.0.127.in-addr.arpa 


バティ 

隱1 

master 

realdomain.co.jp 

Jim I 

1 少バ ティ 

賺1 

master 

1.168192 .IN-ADDR.ARPA 


Option ミさ走」 namedconfSl 集」 


2. MZone ファイル編集]で[操作] 
欄にある[追加]をクリックする。 


を one ち： 1.168.1 92.1 N-ADDR.ARPA 





作 ■贿 者 

レコード タイブ 

設定お 

j!hj y 




3. [■レコード追加]でじ(下のよラに 
入力して NS レコードと PTR レ 
コードの作成を行い、[設定]をク 
リックする。 

NS レコード： 

レコードタイプ [ NS レコード]、 

值 [ host . realdomain . co . jp .] 

PTR レコード： 

所有者 [1] 、 

レコードタイプ [ PTR レコード]、 

值 [ host . realdomain . co . jp .] 


■ レコード追加 1 

Zone 名： 11 68.1 92. IN - ADDR.ARPA 

所有者 レコ'-ドタイブ 値 

ぉ先度 

1 |NS レコード lhost.realdomain.cojp. | 

r 

1 PTR レつ- 

T ▼! |host.realdomain.cojp. 


厂 

1 A レつード 

jdl 


厂 

1 A レつード 

jJI 


厂 

1 A レつード 

jJI 


r 

1 A レつード 

zJl 

— 1~ 

厂 

1 A レコード 

z }\ 


r 

1 A レつード 

二 Jl 


|1 1ルコ-ド1 

1 い レコ-ド XdTl 1 

1 1 ノ 


m 


• [国ス〇口百ファイル設定確認•自由設赶で、直接 Zone ファイルの編集 
をすることもできます。その場合は、十分を意して編集してください。 
DNS の設定を壊したり、 Mana 呂 ementConsole か5編集できなくな 
るおそれびあります。 

• [■ Zone ファイル編集]に表示されるレコードは、次のレコードタイプ 
のみでず。 

A 、 PTR 、 CNAME 、 NS、MX 

これ 5 m がのレコードタイプを指定したい場合は、[国ス〇口百ファイル設 
定確認-自由設定]欄で指定してください。 

• FQDN (フルドメイン）で指定する場合は、必ず最後にドットし）を記 
述してください。 

• master サーノ ' C の Zone ファイルの編集び終わつた5 SO A 編集か5シリ 
アル番号を増やしてください。 

• hint ファイルは、通常編集するファイルではないため、 S 0 A 編集、レ 
コードの追加、編集、削除ボタンは表示されません。 

• レコードの編集、また S 0 A 編集について、詳しくは Management 
Console のオンラインヘルプを参照してください。 
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Zone プ□パティの編集 


master と slave の切り替ス、 allow - query 、 
allow-transfer 等の Option の設定が行え 
ます〇言羊し <( ま、 Management Console 
のオンラインヘルプを参照してくださ 
い。 


と one ち： realdomain.co.Jp 

Zone 杳イブ f master slave 


masters 


allow^query 


allow^transTer 
その他の Option 設定 


Zone 了 "Yj しち I 巨. 「 ealdomam . co.Jp 
IS 走 I 


Option 設定 

この DNS サーバが管理するすべての 
Zone に対して Option を設をします。 

ここで設定:した Option とを Zone のプ □ 
パティから設をした Option でそれぞれ 
異なる設ををした場合には、を Zone で 
設定した Opiton が優先されます。詳し< 
は、 Management Console のオンライン 
ヘルプを参照してください。 


named.conf 編集 

named.conf ファイルの現在の設定内容 
を表示-編集できます。 

直接、 named.conf ファイルを編集する 
場合、編集が終わったら下の[設を]を 
押して設をを反映します。 


forwarders 


r forward only 

r query-source address + port 
その他の 0 が b n 哉定 


/+ 

If there is a ti rewall between you and 
nameservers you want 

+ to talk to, you might need to uncomment 
the query—source 

directive below. Previous versions of 
BIND always asked 


i 綺 I 


named . conf フアイルを直接編集ずる場合は、十分ま意して編集してくださ 
い。 DNS の設定を壊したり、 Mana 呂 ementConsole か5編集できなくなる 
おそれびありまず。 


編集画面 


/ノ generated by named—bootcon 干 . pI 
options { 

directory Vvar/named"; 

/ 本 

* If there is a firewall between you and 
nameservers you want 

* to talk to. you might need to uncomment the 
广 y—source 

* directive below. Previous versions of BIND 
always asked 

ホ questions using port 53. but BIND 8.1 uses an 
unpriViIeged 

* port by default. 

本/ 

// query-source address * * port 53; 


// a caching only nameserver con 干 ig 
// 


type hint ： 

Tile ""named, ca ; 


zone 0.0.127. in-addr. arpa" 
type master ： 
file ""named, local : 


d 


i さち 


named . corvT ? アイル毎集 


Option 設定 


Zone ブ dlJ S テイ 


岂_ 


弓 


当 


Irs 


3 d 


d 
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• ネームサーバの 起動 

[システム]メニューの[ネームサーバ （ named )] の左にある[起動]をクリックする。 

• ネームサーバの 設定 

[システム]メニューの[ネームサーバ （ named )] の [0 S 起動時の状態]から[起動] 
を選択し、[設を]をクリックする。 

起動時にネームサーバが動作するように設をします。 

上で rhost . realdonnain . co . jp 」、「 www . realdonnain . co . jp 」 のさ)前解みが巧能となります。 


假想ドメインを作成し、その仮想ドメインを管理する DNS マスタサーバとして 
運用する場含の操作例 


まずはじめに仮想ドメインとそれに割り当てる IP アドレスを巧めます。 

ここでは、仮想ドメインさ irvirtualdonnain . co . jp 」 、ホストさ irhostJJP アドレス「192.168.1.2」、 
サ ブネ、ソ トマスクを、メールサーパを rhost . virtualdonnain . co . jp 」 （優先 度 
0) と仮をして解説します。お使いじなる環境に合わせて読み替えてください。 

• IP エイリアスの登録 

IP アドレスが実ドメインの IP アドレスと異なる場合は IP ェイリアスの登録を行います。 


1. [システム]メニューの[ネット 
ワーク]をクリックする。 



2 . 


[■ネットワーク設定]から[イン 
タフエース]をクリックする。 



3. 


インタフェース名 [ ethO ] の[エ 
イリアス]をクリックする。 



4. 下の情報を入力し、[設定]をク 

リックする。 

IP アドレス： 

192.168 .1.2 

サブネ、ソトマスク： 

255.255 .255.0 


ネットつークインうフエース ( eth 0:0) 


イン每フェースを： eth 日;日, 
IP アドレス： 

サブネットマスク： 

ブロードキャストアドレ 


{\ 

叩レ 


p 92.16日. 1.2 
1255.255 .255.0 

| T 92.168 .1.255 


ブ□ー ド羊ヤストアドレ又 

192.168 .1.255 


日.追加したインターフエースは初期状態が停止になっているため、踞動]を押して 
起動させる。 
































































システムの管理 111 


• Zone ファイルの追加 

正引きの場合 


1. [サービス]の[ネームサーバ 
( named )] をクリックし、 [■ 
ネームサーバの 設定]にある[追 
力のをクリックする。 



2. — Zone 追加]で[ドメイン名] 
にチェックをし、 

[ virtualdonnain . co . jp ] と入力し 
て[設定]をクリックする。 


Zone 追加 


ロドメインを 
、ネットワークアドレス 
ネットワークアドI 
■ Zone ファイルを讨ブシ .ジ 


[virtual do mam.co.Jp 


レス長 乙2 ピット广1比 

攀二 


广けビットロ 24ビット 


作成される Zone ファイル名を指定したい場合は、 [ Zone ファイル名(オプシヨ 
Bta ン）] にチェックをし、ファイル名を入力してください。通常はファイル名を 
設定する(2、要はぁりません。ファイル名は Zone 追加後、各 Zone のプ□パティ 
か5ち変更でをます。 


逆引きの場合 


1. [サービス]の[ネームサーバ 
( named )] をクリックし、 [■ 
ネームサーバの 設定] にある [追 
力のをクリックする。 



Zone 》 イブ 

Zone ち 

追加 1 ノ 



1 !11集 1 

1 

hint 


1ブ□パティ 1 

master 

0.0.1 27.in-addr.arpa 


曰 ption 訪正」 namedconf 福集」 


2. [■ Zone 追加]で[ネットワーク 
アドレス]にチェックをし、 
[192.1 目 8.1 .日]と入力し、 
[ネットワークアドレス長]を 
に4ビット]にチェックをして 
[設定]をクリックする。 



Hi 


ここか5の設定は CIDR には対応していません。 CIDR を使用したい場合は、 
named . conf 編集か5直接 named . conf を編集してください。 
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• Zone ファイルの編集 


止与 I さの±効口 


1. [■ネームサーバ （ named )] で 
Zone 名 [ virtualdonnain . co . jp ] 
の左にある[編集]をクリックす 
る。 


ネームサー/ くの設定 


I 技作 

Zone タイプ 

Zone を 

追加 I 



篇窠 I 

hint 


お 打、バ ティ I 

master 

0.0.127.in-acldr.arpa 

福集 I ティ I 肖り除 I 

master 

virtualdom ain.co.jp 

福 集 !^ ロバティ I 刖除 I 

master 

1.168.1 92.1 N-ADDR.ARPA 


Option namedconf 漏集 I 


2 . 


[■ Zone ファイル編集]で[追加] 
をクリックする。 


i ： virtualdomain.co.jp 


變 


V 有者 

レコードタイブ 

設定値 

/ 




3. [■レコード追加]でじ(下のよラに 
入力して各レコードの作成を行い、 
[設定]をクリックする。（優先度 
は、 MX レコードのみの入力になり 
ます。） 


NS レコード： 

レコードタイプ [NS レコード]、 
值 [ host . virtualdomain . co . jp .] 
(所有者は空白） 

MX レコード： 

レコードタイプ [MX レコード]、 
值 [ host . virtualdonnain . co . jp .] 、 
優先度 [0] 

(所有者は空白） 



A レコード： 

所有者 [ host ]、 

レコードタイプ [A レコード]、 

値 [192.168.1.2] 


CMANE レコード： 

所ち者 [ WWW ] 、 

レコードタイプ [CMANE レコード]、 
值 [ host . virtualdomain . co . jp .] 



• NS レコードは、必ず指定してください。 

参 host . virtualdomain . co.jp はホスト名、 www . virtualdomain . co.jp は 

別名になりまず。 
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逆引きの場合 


1. [■ネームサーバ ( named )] で 
Zone 名 [1.1 68.1 92. IN - 
ADDR . ARPA ] の左にある[編 
集]をクリックする。 


ネームサー •/ くの設定 


I 巧作 

Zone タイブ 

Zone を 

追加 I 



^ 集 I 

hint 


漏お|ブロバティ 


master 

0.0.1 27.in-acldr.arpa 

飞 1 バティ 

肖り除 

master 

virtualdom ain.cojp 

1 漏実 1 バティ 

肖り除 

master 

1.168.1 92.1 N-ADDR.ARPA 


Option 設定」 namedconf 編集」 


2. 


[■ Zone ファイル編集]で[追加] 
をクリックする。 



3. [■レコード追加]でじ(下のよラに 
入力して NS レコードと PTR レ 
コードの作成を行い、[設定]をク 
U ックする。 

NS レコード： 

レコードタイプ [ NS レコード]、 

值 [ host . virtualdomain . co . jp .] 

PTR レコード： 

所有者に]、 

レコードタイプ [ PTR レコード]、 
值 [ host . virtualdomain . co . jp .] 


■ 

レコード追加 


1 

Zone 名： 1.168.1 92.1 N-ADDR.ARPA 

所有者 レコードタイブ 値 

優先度 

|| |NS レコード ▼ 1 |hostvirtualdomain.co jp. | 

F" 

1 PTR レコ'-ド ▼り host.virtualdomain.cojp. 

■l~ 

r 

1 A レコ-ド 

z]\ 


r 

1 A レつード 

zl \ 

■l — 

r 

1 A レコ-ド 

z]\ 

■l — 

r 

1 A レっード 

z}\ 

■l — 

r 

1 A レつード 

Z }\ 

■l~ 

r 

1 A レつード 

z}\ 

■l^ 

1 |A レっ-ド 心 |!— 一 1 

1 1 ルコイ /^1 飞 1 

f J!i J 


• Zone プ□パティの編集 

• Option 設定 

• named.conf 編集 

上記3項目については、「実ドメインを管理する DNS マスタサーバとして運用する場合の操作 
例」の同項目 （106 ページ）を参照してください。 
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DNS スレーブサーバとして運用する場含の操作例 

新しく追加された Zone は初期状態では master として設をされます。 slave サーバを追加したい 
場合は、 master として追力□した後、その Zone のプ□パティから slave として設をし直してくだ 
さい。 

1. 「 Zone ファイルの追加」を参照し 
て、 slave ヴーバとなる Zone を追 
加する。 

2. [■ネームサーノ （( named )] の隅作] 

欄にある[プ□パティ]をクリック 
する。 

3. [■ Zone プ□パティ ] の [ Zone タイ 
スの [ slave ] にチ I ックし、 

[ masters ] に master を設おして 
いる DNS サーバの IP アドレスを設 
定する。 


slave として設定し直した場台、元となる master は削除されます。 


詳細はオンラインヘルプを参照してください。 
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ネームヴーバ （ named ) (オプション） 

ネームサーバ（オプション）で DNS サーバの構築をおこなうにあたって、考慮しなければな 
らないこととしてビューの設をとゾーンタイプのみをがあります。 

ビュー ゾーンをグループとして管理し DNS クライアントへの応答を制御するため 

に設定します。 

例えば、あるゾーンについて内部ネットワークに属するクライアントからの 
名前解ま要求に対ずる応答と外部ネットワーク（インターネットなど）から 
のを前解み要求に対する応答を異なる内容じしたい場合、内部ネットワーク 
向けのビューと外部ネットワーク向けのビューを作成します。内部ネット 
ワーク向けのみの DNS サーバなどの構築の場合は、 一つの ビューを作成しま 
す。 

ビューは、任意のビューをを設をできます。 

ゾーンタイプ DNS サーバがあるゾーンに対してどのような管理をおこなうかを指をしま 
す。 

ゾーンタイプには、「マスター（ゾーン）」「スレーブ（ゾーン）」「スタブ 
(ゾーン)」「転送（ゾーン)」「ヒント（ゾーン)」の5種類があります。次頁 
では一般的に使用される「マスターゾーン」「スレーブゾーン」「転送ゾー 
ン」の構築について説明しています。 

DNS サーバの構築は、まずビューの作成をおこなってください。次に作成したビューについ 
てゾーンを作成してください。 

初期状態では、 " default " ビューを作成しています。特に複数のビューを作成する必要がない 
場合などは " default " ビューにゾーンを作成して問題ありません。 


DNS サーバ設定 


ビュ ー A (内部向け） 


ゾーン A 


ゾーン B 


ビュー B (外部向け） 


ゾーン A 


ゾーンに 


内部クライアン 


外部クライアント 


ビューとゾーンの関係 






























116 システム管理者のメニュー 


• マスターゾーンの構築 

マスター ゾーンは、該当するゾーンのレコードを管理します。 

マスターゾーンを管理する DNS サーバは、 DNS クライアントからのを前解ま要求に対し 
て柜応する名前解ず結果を返答します。 

マスターゾーンの構築は、「サービス > DNS サーバ>ビユーの編集>ゾーンの編集」画面 
の「タイプ」に 「 master 」 を指をしてください。 


DNS サーバ 
マスターゾーン 



名前解決要求 



名前解決応答1 

ゾーン 

コー I ' L -^ 

. 1 


DNS 

クライアント 


マスターゾーン 


• スレーブゾーンの構築 

スレーブゾーンは、該当するゾーンのレコードの管理はおこないません。 

スレーブゾーンとして設をされたゾーンは、ゾーンの全てのレコードを、マスターゾー 
ンを管理する DNS サーバから複製します。スレーブゾーンを管理する DNS サーバは、ゾー 
ンのレ〕ードを管理しないことじ(外は、マスターゾーンの場合と同様に DNS クライアン 
卜からのを前解み要求に対してを前解み結果を返答します。 

スレーブゾーンの構築は、「サービス > DNS サーバ>ビューの編集>ゾーンの編集」画面 
の「タイプ」に 「 slave 」 を指定してください。また、同画面の 「 Master 」 I こマスター 
ゾーンを管理する DNS サーバの 「 IP アドレス」を末尾にセミコ□ン （；） を付けて指をして 
ください。 


DNS サーバ 
マスタ ゾ こ 




吉- 


心 


DNS サーバ 
スレーブゾーン 


複製した 

ソーンレコ- 


す ベての ゾーンレコー ドをコピー 




► 



マスターゾーンとスレーブゾーン 
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• 転送ゾーンの構築 

転送ゾーンは、該当するゾーンのレコードの管理はおこないません。 

転送ゾーンの場合、 DNS クライアントから受けた名前解ま要求を設定された転送先サー 
パに転送します。 

転送ゾーンの構築は、「サービス > DNS サーバ>ビューの編集>ゾーンの編集」画面の 
「タイプ」に 「 forward 」 を指定:してください。また、同画面の 「 Forwarders 」 に転送先 
サーバの 「 IP アドレス」を末尾にセミコ□ン （；） を付けて指をしてください。 



転送ゾーン 


• 構築例 

ここでは、 example . co . jp ドメインを持つネットワークについて DMZ 上に外部向けと内部 
向け双方に DNS サービスを提供するサーバの DNS 構築例を記載します。 

本サーバは、内部ネットワーク （192.168.0.0/24) からのを前解み要求に対しては内部 
ネットワークの IP アドレスに沿った返答をおこない、外部ネットワーク(インターネット 
) からのを前解み要求に対しては、インターネット向けの IP アドレスに沿った返答をおこ 
ないます。また、本サーバが管理しない example . co . jpW 外のゾーンに対するを前解ミよ要 
求は、インターネット上に存在する（例えばに P が持つ） DNS サーパに要求を転送するも 
のとします。 



転送ゾーン 


次頁に DNS 設をの例を記載します。例ではファイル内容を記載していますが、実際の設をは 
Management Console の DNS サーバの設定からおこないます。 
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admin.exampLe.co.jp.( 
1201141421 
10800 
3600 
604800 
38400 ) 

NS mw.exampLe.co.Jp. 

A 192.168 .0.10 

A 192.168 .0.11 

MX 10 192.168 .0.12 


$tt L 38400 
exampLe.co.jp. 


exampLe.co.jp. 

mw 

WWW 

mail 


INTERNET ビューに属する example . co . jp ゾーンの設定:例 


$tt L 38400 

example.co.jp. IN SOA admin.exampLe.co.jp. t 


mw . C 0 .J P. 

IN 

1201141421 

10800 

3600 

604800 

38400 ) 

NS 

mw.example.CO 

WWW 

IN 

A 

10.0.0.11 

mail 

IN 

MX 

10 10.0.0.12 


named . conf の設を例 



INTRANET ビューに属する example . co . jp ゾーンの設定例 


N N N N 
1111 
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オプションの設定 


[ DNS サーパ]画面の WDNS サーバの設定:]か 
ら[オプションの設を]ボタンを押すと、[オプ 
ション]画面が表示されます。[オプション]画 
面では、 W 下の機能を管理できます。 

• 串ち送設定 
• ACL の設定 



• 転送設定 


DNS サーバのクエリ転送に関する設定 
を行います。 



-I ち送方法 ( forward ) 

DNS サーバが返答できない間い合わせを受けた場合、他の DNS サーバにクエリの転 
送を行うかどうかを選択します。 


お送なし 他の DNS サーバにクエリの転送を行いません。 

お送優先 (forward first ) [転送先サーバ]で指定した DNS サーバじクエリの転送 

を行い、応答が無かった場合は再帰間い合わせなど他 
の方までを前解巧を試みます。 


お送のみ (forward only ) [転送先サーパ]で指をした DNS サーバにクエリの転送 

を行い、応答が無かった場合はを前解巧を終了します。 


- 転送巧ヴーバ ( forwarders ) 

[転送方法]の項目で[転送優先]または[転送のみ]を選択した場合にクエリの転送を行 
う DNS サーバの IP アドレスを指定:します。 

IP アドレスの末尾には、";"（セミコ□ン)を付けてください。 

複数指をする場合は、それぞれの値の末尾に";"（セミコ□ン)をがけてください。 


設定:例：192.168 .10.1; 
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- 問い合わせ許可 ( allow - query ) 

間い合わせを許巧ずるクライアント（アドレスマ、ソチリスト）を指定します。 

何も入力しない場合は、すべてのクライアントに対しての問い合わせが許巧されま 
す。 

この設をを利用すると、指をしたクライアント W 外からの間い合わせが拒否されま 
す。 


-お送許可 ( allow - transfer ) 


DNS サーバのゾーン転送を許可するクライアント（アドレスマ、ソチリスト）を指を 
しまう。 

何も入力しない場合は、すべてのクライアントに対しての転送が許可されます。 
この設をを利用すると、指をしたクライアント W 外からのゾーン転送が拒否されま 
す。 


-更新許可 ( allow - update - forwarding ) 

動的 DNS の更新要求の転送を許可するクライアント（アドレスマッチリスト）を指 
定します。 

何も入力しない場合は、すべてのクライアントに対して転送が拒否されます。 

この設をを利用すると、指定したクライアントのみ転送が許可されます。 


• ACL の設定 


ACL (アクセス制御リスト）の設をを行 
います。 

ACL とは、間い合わせの許巧および制限 
をするクライアントを指定するもので 



す。 


[ DNS サーバ]画面の面 DNS サーバの設定]から[オプションの設茵ボタンを押すと、[才 
プシヨン]画面が表示されます。 


- ACL 名 

ACL のを称を指定します。 

指をできる文字は、半角の英数文字(大文字-ル文字）‘"-"(八イフン） • (アン 
ダーバー ） です。 

それ t (外の文字を指をすると、 DNS サーバが正し<動作できない場合があります。 


- アドレスマッチ U スト 

アドレスマッチリストを指をします。 

書まじついては、「アドレスマ、ソチリスト」を参照してください。 


操作 

[削除]ボタンを押すと、該当する行の ACL を削除します。 
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named . conf の直接編集 


[DNS サーパ]画面の WDNS サーバの設定:]か 
ら [namedcon 你直接編集]ボタンを押すと、 [ 
直接編集]画面が表示されます。 


• named . conf の直接編集 

named.conf ファイルを直接編集しま 
す。編集が終わったら[保存]ボタンを押 
して設をを保存してください。 



named . conf ファイルを直接編集する場合は、十分ミ主意してください。 

民エック I DNS サーバが正しく動作できなくなったり 、 Management Console の設定画 
面が正し < 表示できな < なる場合があります。 

例えば、設定を記述している行にコメントを記述すると 、 Management 
Console の設定画面が正し < 表示できな < なる場合があります。 
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ビューの追加 

ビューの追力□を行います。 

ビューごとに間い合わせ元のクライアントを制限できます。 


[ DNS サーバ]画面の [■ 


が表示されます。 



• プ□パティ 


ビューの追加に関する設をを行います。 





- ビュー名 


ビューのを称を指定します。 

指定できる文字は、半角英数文字(大文字•ル文字） • (八イフン） • (アンダー 

バー ） です。 

それじ(外の文字を指をすると、 DNS サーバが正し<動作できない場合があります。 


設定!例 ： intranet 


本サーバでは、似下のビュー名は指定でをません。 

data 

default 

slaves 


- Match-clients 

ビューを適用させるクライアントをアドレスマッチリストの形式で指をします。 

- Recursion 

再帰間い合わせを受け付けるかどうかを選択します。 

YES 再帰間い合わせを受け付けます。 

N 0 再帰間い合わせを受けがけません。 
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ビューの編集 

ビューの編集を行います。 

ビューごとに間い合わせ元のクライアントを制限できます。 


[DNS サーバ]画面の[■ビュー]から[ビュー 
を]をクリックすると、[ビューの編集]画面が 
表示されます。 


オブシ3ンの設を J named.conf の古巧おち J 



プ□パティ 

ビューの追力□に関する設をを行います。 


サービス> DN がーパ > ピューの編集 




_巧巧 J 元 i こ戻す J 




jlocalhost 


|0.0.127.m-addr.an)a 


_巧加 I 


「則除 J 


- ヒュー名 

ビューのを称を表示します。 

- Match-clients 

ビューを適用させるクライアントをアドレスマッチリストの形式で指をします。 

- Recursion 

再帰間い合わせを受け付けるかどうかを選択します。 

YES 再帰間い合わせを受け付けます。 

N 0 再帰間い合わせを受け付けません。 
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ゾーンの追加 


[ DNS サーバ]画面の[■ビュー ] から[ビューを 
] をクリックすると、[ビュー編集]画面が表示 
されます。 


「すブシ3ンの設走^ I _namedxonf の田巧涵集| 

i [default 、•- [肖叫 I 

I •localhost 

■ 0.0127 .in-addr.arpa 


• ゾーン設定 


設をを行ったゾーンの情報を表示しま 
す。 

[追加]ボタンを押すとゾーンの追力日を行 
います。 


サービス > DNS サーバ > ビューの編集 


ビューを 
default 
Match-clients 


Recursion 

YES 广 NO 
-巧な] 元にちす J 


hint 

1. 幽 


|localhost 1 刖除 1 

^12Tm-addr.ama 刖除 | 


,4 刪 


• ゾーンのプ□パティ 


ゾーンの追力日に関する設定を行います。 



- ゾーン名 

ゾーンのを称を指をします。 

指をできる文字は、半角英数文字(大文字-ル文字）•"."（ドット） • (八イフン 
)• "_" (アンダーバー）です。それじ(外の文字を指をすると、 DNS サーバが正しく動 
作できない場合があります。 


設お例： example . co.jp 
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- タイプ 

作成するゾーンの役割を選択します。 

master master ゾーンは、ゾーンを管理するサーバです。 

master ゾーンを選択した場合は、ゾーンのレコードを作ぶしてくださ 
い。 

slave slave ゾーンは、ゾーン全体を複製します。 slave ゾーンを選択した場合 
は、 [ Master ] じマスターネームサーバの IP アドレスを 指を してください。 

forward forward ゾーンは、他のネームサーバにゾーンの情報を求めるすべての 
要求を転送します。 

stub stub ゾーンは、マスターゾーンの NS レコードのみを複製します。 

hint hint ゾーンは、ルートネームサーバをポイントするのじ使用される特別 
なゾーンでず。 

- 所属するビュー 

このゾーンが所属するビューを表示します。 

- Master (masters) 

master サーバの IP アドレスを指をします。 

IP アドレスの末尾に";"（セミコ□ン)を付けてください。 

ゾーンが [ slave ] の場合(このみ設定してぐださい。 

- Allow-qu 目 ry(allow-qu 目 ry) 

ゾーンじついての情報を要求できるクライアントのアドレスマッチリストを指定し 
ます。指をが無い場合は、すべてのゾーン情報の要求を許可します。 

- Allow-transfer(allow-transfer) 

ゾーン情報の転送の要求を許可されたスレーブサーバのアドレス マ、 ソチリストを指 
定します。指をが無い場合は、すべての転送要求を許可します。 

- Allow-update(allow-update) 

ゾーン内の情報を動的に更新できるクライアントのアドレスマッチリストを指定し 
ます。指をが無い場合は、すべての動的更新要求を拒否します。 

- Forwarders (forwarders) 

ゾーンが [ forward ] の場合、転送先ホストの IP アドレスを指をします。 

- その他オプション 

その他設をするオプションがある場合はここに記述します。 

オプションの末尾に";"（セミコ□ン）をがけてください。 
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レコードの設定 


[DNS サーバ]画面の[■ビュー ] から[ゾーンを 
] をクリックすると、[ゾーンの編集]画面が表 
可^されます。 



または、[ビューの編集]画面の[■ゾーン設定 
] から[ゾーンを]をクリツクする方法でも [ 
ゾーンの編集]画面を表示できます。 



[ゾーンの編集]画面の下部に[■レコード]が 
あります。 



• レコー ド 

ゾーンレコードの追力日-設をを行います。 

- デフォルト TTL 

をレコードの TTL 値のデフォルトを指をします。 

TTLttime to live ) とはネームサーパじよってキャッシュが保持される期闇を表しま 
す。数字のみを入力すると、単位は秒になります。 

その他じ 、 M (分 ） H (時聞 ） D (日 ） W (週）等の単位を指をできます。 

設を例： 3600 (3600 秒） 

設を例： 60 M (60 分） 

— ネームサー パ名 

ネームサーバのホスト をを 指を します。 

必ず FQDN で指をし、末尾に"."（ドット)をがけけてください。 

設を例： named . example . co . jp . (ホス h 名が [ named . example . co . jp ] の場合） 
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- 管理者メールアドレス 

ゾーン管理者のメールアドレスを指定します。 

DNS のレコード内で"@"(アットマーク）は他の意□ホを表すため、メールアドレス 
の"@"を"."（ドット)じ置き換えて記述し、末尾にドットし)を付けてください。 

設定例： maiLexample . co . jp . (メールアドレスが [ mail @ example . co . jp ] の場合） 

- シリアル番号 

ゾーンファイルのシリアルナンバーを数字で指をします。シリアル番号はゾーン- 
データが改訂されているかどうかを表すために使われます。 

ゾーンファイルを変更した場合は、必ずシリアル番号を前のものより大きい値に変 
要してください。 

設定例： 2008020101 (2008/2/1 + 1 版更新日十版数をシリアル番号として利用 
した例） 


— リフレッシュ間幅 

ゾーンファイルが更新されているかどうかを確認ずる期間を指をします。 
もしゾーンファイルが更新されていれば、ゾーン転送を行います。 

数字のみを入力すると、単位は秒になります。 

その他じ 、 M (分 ） H (時闇 ） D (日 ） W (週）等の単位を指定できます。 


設定例: 2 D に日） 

- U トライ間隔 

ゾーンファイルの更新確認に失敗した場合、再度確認を行うまでの時間を指をしま 
す。数字のみを入力すると、単位は秒になります。 

その他じ 、 M (分 ） H (時間 ） D (日 ） W (週）等の単位を指をできます。 


設定例： 5 H (5 時閨） 

- 期限切れ期間 

ゾーンファイルの更新確認に失敗した期闇が続いた場合、そのゾーンに関する情報 
を無効とみなすまでの時闇を指をします。 

数字のみを入力すると、単位は秒になります。 

その他じ 、 M (分 ） H (時間 ） D (日 ） W (週）等の単位を指をできます。 


設定例： 1 W (1 週間） 

- ネガテイブキヤツシユ TTL 

レコードが存在しなかった場合に「レコードが存在しない」という情報を有効にし 
ておく期間を指をします。数字のみを入力すると、単位は秒じなります。 

その他に 、 M (分 ） H (時闇 ） D (日 ） W (週）等の単位を指をできます。 


設定例： 2 W に週間） 

- レコード直接編集 

ゾーンファイルの直接編集を行います。詳しくは、「ゾーンファイルの直接編集」を 
参照してください。 




128 システム管理者のメニュー 


- レコー ドー括処理 

レコードの設定を記述したファイルを使用して、レコードを追力□できます。一括編 
集を行う場合は、一旦一括削除を行ってレコードを削除し、再度一括登録を行って 
ください。 

レコードお式 CSV 形式のファイルを使用できます。 

書式は、じ(下の通りになります。 

値を省略した場合も、カンマは必要です。 

複数の値を指をする場合、カンマ区切りで値を追力日できます。 
く 所有者> ，く TT レ， くレコー ドタイプ> ，く 值> 


パラメータ名 

パラメータの形式 

一括登録 

所有者 

レコードタイプの所有者の説明を参照 

省略可能 

TTL 

TTL の説明を参照 

省略可能 

レコードタイプ 

レコードタイプの説明を参照 

必須 

優先度 （MX レコードのみ） 

MX レコードの説明を参照 

必須 

設定値 

レコ ー ドタイプの値の説明を参照 

必須 


MX レコードの形式 MX レコードの書式はじ(下の通りになります。 

く 所有者> ，く TT レ， MX ，< 優先度> ，く メールサーバのホストを> 

設定!例： www . example . co . jp , 100, MX , 20,1 92. 1 68.0.55 

設を例： ，， MX ， 20,192 .168.0.55 (所有者と TTL を省略した場合） 

レコードの一括削除を行う場合は、 

ゾーンファイルの直接編集で削除 
してください。 

レコード設を 

所有者： www . example . co . jp . 

TTL : 2000 
レコードタイプ ： A 
設を値：192.168 .10.1 

-操作 

レコードの追力日-編集-削除を行います。 

詳細は、「レコード追力日」を参照してください。 

「ゾーンファイルの直接編集」にて一つのレコードを複数行にまたがって記述する 
と、この操作で正し<編集できな<なる場合があります。 




ヒューを： default 
ソーンを： locafliost 


け TL 86400 

日 IN S0A 0 

root 〔 

42 

3 H 

15H 

lU 

ID ) 

;serial (ん ad 出做） 

; minimum 


^ IN k 

1 IN 正正立正 

127.0.0.1 



WTiTTiT. exampie^^^ . jp . 2 0 日日 


192.160 .10.1 



[追力日]ボタンを押すとレコードを追力□します。 


[削除]ボタンを押すと該当する行のレコードを削除します。 
[編集]ボタンを押すと該当する行のレコードを編集します。 
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ゾーンファイルの直接編集 

(ファイルをには、現在編集中のゾーンをが表示されます) 


[ゾーンの編集]画面の[■レコー鬥から[ゾー 
ンファイルの直接編集]ボタンを押すと、[直 
接編集]画面が表示されます。 



• ゾーンファイルの直接編集 


ゾーンファイルを直接編集します。編集 
が終わったら[保存]ボタンを押して設を 
を保存します。 



^ ゾーンファイルを直接編集する場合は、十分を意してください。 

民エック I DNS サーバが正しく動作できなくなったり 、 Management Console の設定画 
面が正し < 表示できな < なる場合があります。 

例えば、設定を記述している巧にコメントを記述すると 、 Management 
Console の設定画面が正し < 表示できな < なる場合があります。 


- 形式をチェックしない 

チェックを入れると、設をファイルの入力形式に関係なく内容を編集できます。 
入力形式に誤りがあっても、設をした内容は保存されます。 
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レコー ド追加 


[ゾーンの編集]画面の[■レコー鬥から[追加] 
ボタンを押すと、[レコード追力日]画面が表示 
されます。 



• レコード追加 

レコードの追力□を行います。 



-所有者 

レコードの所有者を指をします。 

設を内容については、レコードタイプの説明を参照してください。 
空欄にすると、直前のレコードの所有者と同じ意□末になります。 

- TTL 


レコードに対する TTL を指定します。 

TTLttime to live ) とはネームサーパによってキャッシュが保持される期闇を表しま 
す。数字のみを入力すると、単位は秒になります。 

その他に 、 M (分 ） H (時間 ） D (日） W (週)等の単位を指をできます。 


設を例： 3600 (3600 秒二1時間) 
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— レコードタイプ 

レコードタイプを選択します。 

A A レコードは、を前からアドレスへのマッピングを指をします。 

所有者：ホストをを指をします。省略形 （ ドメインをを除いたを前）ま 
たは FQDN で指をしてください。 FQDN で指をする場合は、必 
ず末尾に"."（ドット)を記述してください。 

設定値： 32ビットのインターネットアドレスを指をします。 

設定例： www . exannple . co . jp .，， A ， 192.168.10 .1 (CSV 形式で表した例） 

PTR PTR レコードは、アドレスからを前へのマッピングを指をします。 

所有者：ホストをのアドレスを指定します。 

設定値：ホストをを指定します。必ず FQDN で指定し、末尾じ". "（ 
ド、ソト)を記述してください。 

設定例：1 „ PTR , www . example . co . jp . ( CSV 形式で表した例） 

CNAME CNAME レコードは、別をを定義します。 

所有者：別ちを指をします。 

設定値：ホストをを指をします。省略形 （ ドメインをを除いた名前）ま 
たは FQDN で指定してください。 FQDN で指定する場合は、必 
ず末尾に"."（ドット)を記述してください。 

設定!例： cn . exannple . co . jp .，， CNAME ， www . exannple . co . jp.(CSV 形式で 
表した例） 

NS NS レコードは、このゾーンを管理するネームサーバを指をします。 

所有者：ネームサーバを個別に設をする場合は、ドメインをまたは 
ネットワークアドレスを指をします。 FQDN で指をする場合 
は、必ず末尾じ"."（ドット)を記述してください。 

設定値： DNS のホストをを指定します。必ず FQDN で指定し、末尾に 
(ド、ソト)を記述してください。 

設定例： www . exannple . co . jp .，， NS ， ns . exannple . co . jp.(CSV 形式で表した 
例） 

MX MX レコードは、メールサーバを定:義します。 

所有者：メールサーバを個別に設をする場合は、ドメインをまたは 
ネットワークアドレスを指をします。 FQDN で指をする場合 
は、必ず末尾じ"."（ドット)を記述してください。 

優先度： MX レコードの優先度を指定します。 MX レコード外では指 
をする必要はありません。指定できるパラメータは、[〇〜 
6553引の範囲で指をできます。数値が小さい方の優先度が高 
<なります。 

設定値：メールサーバのホストをを指をします。必ず FQDN で指をし、 
最後じ"."（ドット)を記述してください。 


設定例： www . example . co . jp .„ MX , 10, mx . example . co.jp (CSV 形式で 
表した例） 
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-設定値 

レコ ー ドタイプに対応した値 (IP アドレス〇「 FQDN ) を指定します。 

設定内容じついては、レコードタイプの説明を参照してください。 

-優先度 

MX レコードの優先度を指をします。 

設定内容については、 MX レコードの説明を参照してください。 

- アドレスマッチ U スト 

アドレスマッチリストにて設をできるパラメータは下の書式です。複数指をする 

場合は、"；"（セミコ□ン)で区切って指定できます。 

IP アドレス IP アドレスを指をします。 

IP アドレスの節囲 IP アドレスの範囲を CIDR 表記で指定します。 

ACL 名 設定済みの ACL のを称を指定します。 

アドレスマッチリスト 中括弧 {} を使用すると、アドレスマッチリストの中にアドレ 

スマ、ソチリストを指をします。 

定義済み パラメータ W 下の パラメータは 設をを簡素化する為の 车ー ワードとし 

て定義されています。 

any : すべての IP アドレスにマ、ソチし 

On 9 〇 

none : すべての IP アドレスにマ、ソチし 

ません。 

localhost : DNS サーバが稼動しているシス 

テムの全インタフェースに付与 
されている IP アドレスにマ、ソチ 
します。 

localnets : 日ーカルネ、ソトワーク上の IP ア 

ドレスにマ、ソチします。 

!ァドレスマ、ソチリスト：指定したアドレスマ、ソチリスト 

に対してマ、ソチしません。 


設定例：パラメータの末尾じは、（セミコ□ン)を記述してください。 
192.1 68.20.1; (192.1 68.20 . 1に対してマツチする） 

192.168.30 .0/24; (192.1 68.30 . x に対してマツチする） 

!{192.168.40.1;}; (192.168.40. 1じ対してマツチしない） 
any ; (すべての IP アドレスにマ、ソチずる） 
none ; (すべての IP アドレスにマ、ソチしない） 
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DHCP ヴーバ ( dhcpd ) (オプション) 


DHCP サーバは、ネ、ソトワーク上の機器にたいして IP アドレスを払い化します。 

IP アドレスは、不特をの機器に対して払い化すことや、あらかじめ登録した MAC アドレスを 
持つ機器に対して払い化すことができます。 

• 不特定の機器に IP アドレスを仏い出す 

「サービス> DHCP サーバ」画面からネットワークを追力□してください。 

ネットワークを追力□した後、何も追力□の設ををおこなわない場合は、追力□したネットワー 
クに属する IP アドレス全てを不特をの機器に払い化します。 

例えば、192.168 .0.0/255.255.255.0 のネットワークを追力□した場合、本サーバが使用 
している IP アドレスを除く192.168 .0.1 から192.168 .0.254 までの IP アドレスを無条件 
じ払い化します。 

ネットワークの追力□画面で「アドレスの範囲」を指をした場合は、その上限、下限を含 
む IP アドレスを払い化します。 

• 特定の機器に IP アドレスを仏い出す 

特定の機器に払い化す IP アドレスの登獄ま、「サービス> DHCP サーバ」画面から追力□し 
たネットワークのリンクをクリックして表示される「サービス> DHCP サーバ > ネット 
ワーク」画面からおこなってください。 

「サービス> DHCP サーバ > ネットワーク」画面の「ホス I -一覧」で、対象機器の「ホ 
ストを」 「 MAC アドレス」「固を IP アドレス」を指をしてください。「最大リース時間」を 
指定しない場合は、リース期闇は対象機器側から要求されたリース時闇となります。 

また、「固を IP アドレス」を指定しないことで対象機器に対して任意の IP アドレスを払い 
出)すことちできます。 



特をの機器に IP アドレスを払い出すように設をするためには、 IP アドレスを払 
い出される機器側の MAC アドレスを調べる必要があります。機器の MAC アド 
レスを調べるには、その機器や使用しているオペレーティングシステムでの確 
認方法をご確認ください。 


• 各種サーバの IP アドレスを通知する 

IP アドレスの払い化し対象の機器に対していろいろなサーバの IP アドレスを通知するこ 
とも巧能です。 IP アドレスの払い化しに併せてそれ W 外の情報を通知するためには、「グ 
□ーバルオプションの設を」や「ネットワークオプションの設を」「ホストオプションの 
設定」（じ(降、を々の設定を個別に指定する場合を除いて、「オプションの設定」と記述 
します）を利用してくださし^。それらの設定により、 DNS サーバの IP アドレスや NTP サー 
バのア ドレスなどネットワーク接続に必要な情報を DHCP サーバ側で管理することが化 
来ます。 

• 動的 DNS を利用する 

動的 DNS は、 DHCP サーパが払い化した IP アドレスとホストの情報を自動的に DNS サー 
バに通知することで名前解まを巧能にします。 

動的 DNS を利用するためには、「オプションの設を」画面で「動的 DNS を有効にします 
か」に「有効」を選択し、「動的 DNS ドメインを」（ゾーンを）、「動的 DNS 逆引きドメイ 
ンを」（逆引きゾーンを）、「動的 DNS ホストを」 （ DNS サーバのアドレス）、 r 動的 DNS の 
更新形式」を指をして<ださい。 

さらに、 DNS サーバ側の対象となるゾーンの設をにおいて、本サーパを更新許巧 ( allow - 
update - forwarding ) 設ををおこなつておく必要があります。 
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DHCP ヴーバ ( dhcpd ) 

DHCP サーバ ( dhcpd ) を起動するための設をについて画面例を示しながら説明します。 


DHCP サーバのリース状態 


[DHCP サーバ] 画面の [■ DHCP サーバのリー 
ス状態] から[リ ース状態表示]をクリ、ソクする 
と、[リース状態]画面が表示されます。 


サイス > DHCP サーバ 底る ir ヘルブ1 



• DHCP ヴーバのリース状態 


IP アドレスの払い化し状ミ兄（リース状ミ兄) 
を表示します。タイトルに表示されてい 
る時間がリース状況の表示時間です。[再 
読み込み]を押すと、最新の情報を読み込 
んで表示します。 


い DHCP サーバ > Iトスが態 


r 1•り U 山 gpsHi 

MMF •欄 逝 


12008/3/17 9:40:40 12008巧け7 9:40:40 

192.168 .0.3 


一 -‘ ■•-； 1 ；1 

|2008/3/17 9:37:55 12008巧/17 21:37:55 

192,168 .0.2 


: -■，--•■いけ 

|2008/3/17 9:44:37 12008巧け7 21:44:37 

192.168 .0.2 


r : ■ V ；.- 

|2008/3/1710:4:24 |2008/3/17 22:4:24 

192.168 .0.2 


ここ:; rr J け 

12008/3け710:4:24 12008巧/17 22:4:24 

192.168 .0.3 


， ^づ 5,广こ ■ 

|2008/3/1710:4:38 |2008/3/17 22:4:38 

192.168 .0.3 


f. - •■こ: こ: L 

|2008/3/1710:4:38 |2008/3/17 22:4:38 


- IP アドレス 

クライアントじ払い化した IP アドレスを表示します。 

- ホスト名 

クライアントのホストをを表示します。 

- MAC アドレス 

クライアントの MAC アドレスを表示します。 

- 開始 

リース開始時刻を表示します。 

- 終了予定 

リース終了予を時刻を表示します。 
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dhcpd . conf の直接編集 


[ DHCP サーバ]画面の [■ DHCP サーバの設定:] 
から [ dhcpd . conf の直接編集 ] ボタンを押す 
と、[直接編集]画面が表示されます。 


• dhcpd . conf の直接編集 

dhcpd . conf ファイルを直接編集します。 
編集が終わったら[保存]ボタンを押して 
設定を保存します。 



dhcpd . conf ファイルを直接編集する場合は、十分ま意してください。 

をエック 1 DHCP サーバが正しく動作できなくなったり 、 Management Console の設定画 
面が正し < 表示できな < なる場合があります。 

例えば、設定を記述している巧(こコメントを記述すると 、 Management 
Console の設定画面が正し < 表示できな < なる場合があります。 
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ネットワーク設定 


[DHCP サーバ]画面の[■ネ、ソトワーク]から [ 
追力日]ボタンを押すと、[ネットワーク]画面が 
表示されます。 



• プ□パティ 

ネットワークアドレスを追力□します。 



- ネットワークアドレス/サブネットマスク 

ネットワークアドレスとサブネ、ソトマスクを入力します。 

設を例（ネットワークアドレス）：192.168 .160.0 
設を例（サブネットマスク）： 255.255 .255.0 

- アドレスの節囲 

クライアントに動的に IP アドレスを貸し化す場合、 IP アドレスの範囲を指定します。 
指定された IP アドレスの上限と下限を含みます。 

設定:例：（下限）192.168 .160.1 (上限）192.168.160 .50 

(IP アドレス192.168.160 .1 から192.168.160 .50 までを貸し出)します） 

- 動的 BOOTP 

チェックを入れると動的巨 OOTP が有効になります。 

-操作 

[削除]ボタンを押すと、該当する行のアドレスの範囲を削除できます。 

—保巧 

[保存]ボタンを押すと、入力した内容を保存できます。 

- 元に戻す 

[元に戻す]ボタンを押すと、現在の表示をリセ、ソトできます。 








































システムの管理 137 


ホスト設定 


[ DHCP サーバ]画面の[■ネ、ソトワーク]から [ 
ネットワークアドレス]をクリ、ソクすると、 [ 
ネットワーク]画面が表示されます。 


[ネットワーク]画面の下部に[■ホストー覧] 
があります。 





い •追训 f 月啊? 1 ホ県..1ま巧1 

1 ~—~ 1| MAC アドレス || II —irM~ll 

II II II II 1 1 

jm \ 元に房す」 


• ホストの一括処理 

ホストの設をを記述したファイルを使用して、ホストを追力□できます。 


— ホストの一括処理用ファイル 


CSV 形式のファイルを使用することができます。 
書式は、 W 下の通りになります。 

を列が""で囲われても認識できます。 
省略した場合も、カンマは必要です。 


パラメータ名 

パラメータの形式 

-括登録 

ホストを 

下記ホスト名の説明を参照 

必須 

MAC アドレス 

下記 MAC アドレスの説明を参照 

省略可能 

固定 IP アドレス 

下記固定 IP アドレスの説明を参照 

省略可能 

最大リース時間 

下記最大リース時間の説明を参照 

省略可能 


くホストを>，く MAC アドレス>，く固定 IP アドレス>，く最大リース時闇> 

ホストの一括削除を行う場合は、 " dhcpd . comf " の直接編集で削除してください。 


化巧ん c onf の直接 II 集 


dhcpd.conf 

ddns-update-styie ad-hoc;# 

留 DHCP Server Configuration file. 

U see /usr/share/doc/dhcp*/dhcpd.conf.sample 
U 

10 g- 王 acility locals ； 

subnet 192.1 日日 .0.0 netrtiask 255.255 .0.0 { 

range dynamic-bootp 192.168.0.100 192.168.0.200; 
host 过 hcpl{ 

hardware ethernet 0 日： A1:B2:C3:D4:E5; 
fixed-address 192.1 日 8.1 巨 0.1; 
max-lease-time 3600; 


ホスト設を 

ホストさ） （ host ) : dhcp 1 

MAC アドレス (hardware ethernet ) : 00: A 1: B 2: C 3: D 4: E 5 
固定: IP アドレス （ fixed - address ) :192.168 .160.1 
最大 ij — ス時闇 ( max - lease - time ) : 3600 
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• ホスト名 

ホストをを指をします。 

設定例 ： host ( host じ IP アドレスを割り当てる場合） 

• MAC アドレス 

ホストの MAC アドレスを指定します 

設定例： 0 0: A 1: 目 2: C 3: D 4£5 (00: A 1: B 2: C 3: D 4: E 5 に IP アドレスを割り当てる場合） 

参固定 IP アドレス 

ホストに対してリースする IP アドレスを指をします。 

入力例：192.168 .160.1 

• 最大リース時間 

IP アドレスをリースする期限を秒数で指をします。 

指をできるパラメータの範囲は、 （0) 〜 (4294967295) です。 

0を指定した場合は、リース時闇を無期限に設ちします。 

指定しない場合はホストから要求されたリース時間じ設をされます。 

設定例： 3600 (3600 秒=1時間） 

• プ□パティ 

ホストの設をを行います。ホストを- MAC アドレス-最大リース時間を指をできます。 

• 保巧 

[保存]ボタンを押すと、入力した内容を保存できます。 

• 元に戻す 

[元に戻す]ボタンを押すと、現在の表示をリセ、ソトできます。 
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動的 DNS ヴーバ設定 

動的 DNS サーバ使用するためには、オプションの設をで風的 DNS を有効にしますか]を[有効] 
に指定:してください。 


[ DHCP サーバ]画面の！; ■ DHCP サーバの設定] 
から[オプションの設を]をクリックすると、〔 
オプション]画面が表示されます。 





[オプション]画面の下部に[■動的 DNS サー 
バ] があります。 



_叫 元に戻すI 




• ゾーン名 

ゾーンをを指をします。 

設定例： examp に. co.jp 

• DNS サーバ アドレス 

DNS サーバのアドレスを指をします。 

設定:例：192.168 .150.1 

参操作 

[削除]ボタンを押すと、登録した動的 DNS サーバの設をを削除できます。 

参保存 

[保存]ボタンを押すと、入力した内容を保存できます。 

• 元に戻す 

[元に戻す]ボタンを押すと、現在の表示をリセ、ソトできます。 
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オプションの設定 


オプションの設をには、グ□ーバルオプションの設を•ネットワークオプションの設を-ホス 
トオプションの設をがあります。 

グ□ーバルオプションの設をは DHCP サーバ全体に対するオプションです。ネットワークオプ 
ションの設をは、特定のネットワークに対するオプションです。ホストオプションの設定は、 
特定のホストに対するオプションです。 


• グ□ーバルオプションの設定 


[ DHCP サーバ]画面の！; ■ DHCP サーバの 
設を]から[オプションの設を]ボタンを 
押すと[■グ□ーバルオプションの設を] 
が表示されます。 


サービス 狂 CP サ—バ [戻る1[ヘルカ 





• ネットワークオプションの設定 



[ DHCP サーパ]画面の[■ネ 、ソ トワーク] 
から[ネットワークアドレス]ボタンを 
押すと[■ネ、ソトワークオプションの設 
定]が表示されます。 


圆 


• ホストオプションの設定 

[ DHCP サーバ]画面の[■ネ、ソトワーク] 
から[ネットワークアドレス]ボタンを 
押すと、[ネットワーク]画面が表示され 
ます。 



[I0P] 


[ネットワーク]画面の[■ホストー覧]から[プ□パティ ] ボタンを押すと、[■ホストオプ 
シヨンの設を]が表示されます。 
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• オプシヨンの設定画面 



ホストオプションの設定で、デフォルトまたは指定しないを選択した場合、 
民エック I ネツトワークオプションの設定が有効じなります。 

ネツトワークオプションの設定で、デフォルトまたは指定しないを選択した場 
合、グ□ーバルオプションの設定が有効(こなります。 

[ デフオルト]を指定した場合は、設定フアイルに該当するオプシヨンを記述し 
ません。 


- 未登録のホストヘアドレスを割り当てますか ( unknown - clients ) 

「ホスト設定」に登録されていないホストへ IP アドレスを割り当てるかどうかを選択 
します。 

デフオルト 設をを省略します。省略した場合の動作は[許可]となります。 

許可 ( allow ) 未登録のホストへ IP アドレスを割り当てます。 

拒否 ( deny ) 未登録のホストからの IP アドレス割当要求を拒否します。 

無視り呂 nore ) ホ登録のホストからの IP アドレス割当要求を無視します。 

- クライアントか5指定されたドメインを使用しますか ( client - updates ) 

クライアントから指をされたドメインを使用するかどうかを選択します。 

デフオルト 設定を省略します。省略した場合の動作は[許可]となります。 

許可 ( allow ) ホストから指定されたドメインを使用します。 

拒否 ( deny ) ホストからのドメイン指定を拒否します。 

無視 ( ignore ) ホストからのドメイン指定を無視します。 

- すべてのヴブネットに対して権威を持ちますか ( authoritative ) 

他の DHCP サーバで割り当てられた IP アドレスの使用を許巧するかどうかを選択し 
ます。ホストオプションの設をの場合、設をする必要はありません。 

デフオルト 設をを省略します。省略した場合の動作は[はい]となり 

cS 4 〇 

はい ( authoritative ) 他の DHCP サーバで割り当てられた IP アドレスの使用 

を許可します。 


いいえ (not authoritative ) 他の DHCP サーバで割り当てられた IP アドレスの使用 

を拒否します。 
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- 最大リース時間(秒) ( max - lease - time ) 

リースを要求しているホストが期限を求めた場合に、リース巧能な最大の時間を秒 
数で指をします。 

指をできるパラメータの範囲は、 （0) 〜 (4294967295) です。 

指をしない場合はクライアントから要求されたリース時間を通知します。 

それ W 外の値を入力すると、動作が不安をになる場合がありますので、ごを意<だ 
さい。 

設定例： 3600 (3600 秒=1時闇） 


- U —ス時間(秒） ( default - lease - time ) 


リースを要求しているホストが特に期限を求めなければ、ここで指をした秒数が 
リース時闇じなります。 

指をできるパラメータの範囲は、 （0) 〜 (4294967295) です。 

指をしない場合は、43200 (43200 秒二12時闇)を通知します。 

それ W 外の値を入力すると、動作が不安定じなる場合がありますので、ごを意くだ 
さい。 

設定例： 3600 (3600 秒=1時闇） 

- デフォルトルータ (option routers ) 

ホストに通知するデフォルトゲートウエイの IP アドレスを指をします。 

設定例：192.168 .10.1 

- DNS ヴーパ ’ (option domain - name - servers ) 

DNS サーバの IP ァドレスを指をします。 

複数指をする場合は"，"（カンマ)区切りで指をしてください。 

設定例：192.168.20 .1,192.168.20.2 

- ドメイン名 (option domain - name ) 

DNS を使用してホストをを横索する際使用するドメインをを指定します。 

設定!例： domain.name ( ドメインさ)が domain . name の場合） 

- ブ□—ドキヤストアドレス (option broadcast - address ) 

クライアントのサブネットで使用されているブ□ード车ヤストアドレスを指をしま 
す。 


設定例：192.168.30 .255 

- 動的 DNS を有効にしますか ( ddns - update ) 

動的 DNS の使用の有無を選択します。 

[デフオルト] 設定を省略します。省略した場合の動作は[有効]となります。 
[有効] ( true ) 動的 DNS を使用します。 

撫効] ( false ) 動的 DNS を使用しません。 
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- 静的割り当ても動的 DNS の巧象としますか ( update - static - leases ) 

静的 IP アドレスを割り当てたクライアントの情報を動的 DNS の対象とするかどうか 
を選択します。 

[デフォルト] 設をを省略します。省略した場合の動作は[無効]となります。 

[有効]け rue ) 静的 IP アドレスを割り当てたクライアントの情報を動的 DNS の対象 
とします。 

撫効] ( false ) 静的 IP アドレスを割り当てたクライアントの情報を動的 DNS の対象 
としません。 

-動的 DNS ドメイン名 ( ddns - domainname ) 

FQDN でないホストをに対するドメインをを指をします。 

設定!例： ddns . domain.name (動的 DNS ドメインさ)が ddns . domain.name の場合） 

-動的 DNS ホスト名 ( ddns - hostname ) 

動的 DNS のホストをを指をします。 

指をしない場合は、 DHCP が自動的じを前を設定します。 

設定例 ： dnshostname (動的 DNS のホストさ)が dnshostname の場合） 


-動的 DNS の更新お式 ( ddns - update - style ) 


動的 DNS の情報の更新方まじついて選択します。 


[デフオルト] グ□-バルオプションの設定では、デフォルト設定を選択 

できません。 

必ず[アドホック][暫を的][なし]のいずれかを選択してく 
ださい。 

[アドホック] ( ad - hoc ) 旧バージョンの DHCP との互換性を維持する目的の場合 
に選択します。 


暫定的] ( interim ) DHCP と動的 DNS との連携を行う場合に選択します。 

インストール直後の設定では、[暫定的]に指定されていま 
す。 

[なし] ( none ) 動的 DNS を利用する予定がない場合はこちらを選択しま 

す。 


-静的ルート (option static - routes ) 

静的ルートの IP アドレスを指をします。 

同じ宛先に対して複数のルートが指定されている場合は、優先度の高い順で指定し 
てください。 

複数指をする場合は"，"（カンマ)区切りで指をしてください。設定は、魄先アドレ 
ス A ルータの IP アドレス] ( A は半角スペース)の形式で指をしてください。デフォル 
トルート(0.0.0.0)は、宛先アドレスに指をしないでください。 

クラスレスのルーティングテーブルは 設定できません。 

設定例：192.168 .40.0 192.168 .0.1 00 (単体指を） 

設走:例：192.168 .40.0 192.168 .0.100,192.168.50.0 192.168 .0.200 (複数指定:) 
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— NTP ヴーバ (option ntp-servers) 

NTP サーバを示す IP アドレスを指をします。 

サーバは優先度の高い順で指をして<ださい。 

複数サーバを指をする場合は"，"（カンマ)区切りで指をしてください。 
設を例：192.168 .60.1 (単体指を） 

設定:例：192.168.60.1,192.168.60.2(複数指定:） 

- その他の設定を表示 


それぞれの[オプション設定]から [ 
その他の設をを表示]ボタンを押す 
と、下部に設を項目が表示されま 
す。 



設を項目が表示された状態です。こ 
の状態で、[その他の設をを非表示] 
ボタンを押すと、設を項目の表示が 
元に戻ります。 


ノ —r ■ノ了イルワ — /、る 

ブートファイルを 


Time サーバ 
ログサーパ 
NIS サーバ 
NIS ドメイン 



フォントサーバ 
—バ 

N 诚10がームサーパ 


NetBIOS スコーブ 
N 诚 IOS ノードタイブ 


Roo 伊イスクパス 

SLP デイレクトリエージェント IP 





口指定しない广 
巧指定 U 品、广 
C 指定しな、广 
口指定しなし、广 
巧指定レない广 
口指定1ぶい广 
口指思ぶ1、广 
P 指が dV 广 
口指定レ成、广 
口指定し广乱、广 
口指定い■乱、广 
口 t 訪レない广 
C 指定1ぶ1、广 

巧指定しなし、广I 广このアドレスのみ 

口}旨定しなし、广I 「このスコーブのみ 


- ブートフアイルヴーバ名 (nex1:-server) 

[ブートファイルを]で指定したブートファイルを□ー ドするサーバの IP アドレスま 
たはドメインをを指定します。 

指定しないを選択した場合、 DHCP サーバの IP アドレスを通知します。 

設定:例：192.168 .70.1 

- ブートフアイル名 (filename) 

ブートファイルを指をします。 

設を例 ： bootfile (ファイルをが bootfile の場合） 

- Time サーバ’ (option time-servers) 

RFC 868準拠のタイムサーバの IP アドレスを指をします。 

サーバは優先度の高い順で指をしてください。 

複数サーバを指をする場合は"，"（カンマ)区切りで指をしてください。 

設を例：192.168 .80.1 (単体指を） 

設定:例：192.168.80.1,192.168.80.2(複数指定:） 
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-□グヴーバ (option log - servers ) 

Mt-LCS UDP □グサーバの IP アドレスを指をします。 

サーバは優先度の高い順で指定して<ださい。 

複数サーバを指をする場合は"，"（カンマ)区切りで指をしてください。 

設定例：192.168 .90.1 (単体指を） 

設定例：192.168.90.1,192.168.90.2(複数指を） 

- NIS サーバ (option nis - servers ) 

MS サーバの IP アドレスを指定します。 

サーバは優先度の高い順で指をして<ださい。 

複数指定する場合は"，"（カンマ)区切りで指をしてください。 

設定例：192.168 .100.1 (単体指を） 

設定:例：1 92. 1 68. 1 00. 1，1 92. 1 68. 100.2 (複数指定） 

- NIS ドメイン (option nis - domain ) 

MS ドメインのを前を指をします。 

設定例： nis . example . co.jp (NIS ドメインが nis . example . co.jp の場合） 

- Time オフセツト(秒 ) （option time - offset ) 

協定世界時 ( UTC ) に対する時差を秒数で指定します。 

指定:できるパラメータの範囲は、に1 4783647)-(-21 478364 7) です。 

それ外の値を入力すると、動作が不安定になる場合がありますので、ごを意<だ 
さい。 

正のオフセツトは基準子午線の東側を示し、負のオフセツトは基準子午線の西側を 
71^します。 


-フオントサーバ (option font - servers ) 


X Window System Font サーバの IP アドレスを指定します。 

サーバは優先度の高い順で指定して<ださい。 

複数サーバを指をする場合は"，"（カンマ)区切りで指定してください。 
設定例：192.168 .110.1 (単体指を） 

設定例：1 92. 1 68. 11 0. 1，1 92. 168.11 0.2 (複数指を） 


— XDM ヴーバ (option x - display - manager ) 


X Window System Display Manager を実行しているシステムの IP アドレスを指定: 
します。 

サーバは優先度の高い順で指をして<ださい。 

複数サーバを指をする場合は"，"（カンマ)区切りで指定してください。 

設定例：192.168 .120.1 (単体指定） 

設定例：192.168.120.1,192.168.120.2(複数指を） 
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— NetBIOS ネームサー パ ’ (option netbios - name - server ) 


NetBIOS ネームサーバの IP アドレスを指をします。 

サーバは優先度の高い順で指定して<ださい。 

複数サーバを指をする場合は"，"（カンマ)区切りで指をしてください。 

設定例：192.168 .130.1 (単体指を） 

設定例：192.168.130.1,192.168.130.2(複数指を） 

- NetBIOS スコープ (option netbios - scope ) 

NetBIOS over TCP/IP スコープパラメータを指定:します。 

- NetBIOS ノードタイプ (option netbios - node - type ) 

NetBIOS over TCP / IP クライアントを許可します。 

それ W 外の値を入力すると、動作が不安定になる場合がありますので、ごを意くだ 
さい。 

[1] ブ□—ドキャストノード旧ノード） 

ブ□ー ドキャストのみを利用してを前の登録と解巧を行います。 

[2] ポイントツーポイントノード （P ノード） 

NetBIOS ネーム-サーバを利用してを前の登録と解巧を行います。 

[4] 混合ノード （ M ノード） 

ブ□ー ド车ャストを利用してを前の登録を行います。。さ)前の解ミよはまずブ□一 
ド车ヤストで試み、失敗すれば Ne 旧 I 0 S ネーム-サーバを利用します。 


[8] 八イブリツドノード （H ノード） 

基本的じは P ノー ドと同じですが、 NetBIOS ネーム-サーバでの解巧が失敗する 
とブ□ー ド车ヤストを利用します。 

- Root ディスクパス (option root - path ) 

ルートディスクのパスをを指定します。 

入力例：192.168.140 .1:/ tftpboot/「oot 


- SLP デイレクトリエージェント IP(option slp - directory - agent ) 


サービス□ケーションプ□トコルディレクトリエージェント (Service Location 
Protocol Directory Agent ) の IP アドレスを指定:します。 

[このアドレスのみ]にチェックを入れると、 SLP エージェントはここで指をする IP ア 
ドレスのみを使用します。 

- SLP ヴービススコープ (option sip - service - scope ) 

SLP サービススコープの リストを指定し ます。 

[このスコープのみ]じチェ 、ソク を入れると、 SLP エージェントはここで指をする 
サービススコープのリストのみを使用します。 
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設定 エラーについて 

DHCP サーバの設をにて、誤った内容-形式 
などを入力して[保存]ボタンを押すと、エ 
ラーとなり、入力した内容が保存されません。 
設定を見直して再度入力して<ださい。 


アドレス帳 （Idap) 

laap は Lightweight Directory Access 
Protocol の略です。ここでは、ディレクトリ 
サーバのことを指しています。アドレス帳は 
WE 目 MAIL などのディレクトリサーバの接続 
をサポートしたメールクライアントから利用 
することができます。 

[追力日]をクリックすると、[アドレス追ぶ] 
画面に移行し、アドレスを設定することがで 
きます。既存のアドレス設定に対して[編集] 
をクリックすると、設をを変更することがで 
きます。既存のアドレス設をに対して[削除] 
をクリックすると、既存アドレスを削除でき 
ま ' J 〇 



■アドレス^ i 一 g 1 

r 

追加 1 

氏を 

ールアドレス 

をなを巧巧るほ CS 

II 1 

ちま春ち 

1 

編集 1 肖 11 除 1 

uesr 

user@hogehoge.com 

NEC 

|x X X 

野 

00-0000-0000 




WE 巳 MAIL からアドレス帳の検索を行う場合には WEBMAIL の個人設をが必要です。 

• 外部アドレス帳の LDAP サーバ名に本装置に割り当てた IP アドレスまた 
は FQDN を設定:します。 

• ポート番号に389を設定:します。 

参 検索べースに 「 dc = Express 5800、 dc = mw 」 を設定:します。 

]^ソ上を設定することで WEBMAIL からアドレス帳の検索を巧えるようになります。 
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アドレス帳 (Idap) の一括登録 

一度に多くのアドレス帳を作成する場合は、 CSV 形式のデータファイルから一括登録するこ 
とができます。 


• エラーび起きた場台、エラーび発生したアドレスデータのみ登録されま 
せん。エラーび発生したデータの行番号とエラー内容び表示されますの 
で、エラーメッセージを参考に修正を行ったうえで、エラーび発生した 
データの登録を行ってください。このとき、登録済みのデータの二重登 
録にはご注意ください。 

• 一括機能用で作成する CSV ファイルのパスは、すべて1バイト系文字 （ 
カタカナ m が)を使ってください。ブラウザによっては、1バイト系カタ 
カナ文字や2バイト系文字などび含まれるファイルを読み込めない場合 
びありますのでミち意してください。 


1 . クライアントマシン上で、下の形式に従って CSV 形式のファイルを作成する。 

[レコード形式] 

- 区切り文字を"，"として、じ(下の順番でパラメータを並べてください。 

-1行に1アドレス帳の下記情報を記入してください。 

-複数行にまたがると正常に登録できません。 

- パラメータを省略する場合は"，"と"，"の間に何も（空白文字も）入れずに続けて 
ください。 


パラメータ名 

パラメータの形式 

省略可否 

氏名 

文字列 

必須 

メールアドレス 

半角英数字 

必須 

会社名 

文字列 

省略可能 

組織名 

文字列 

省略可能 

役職 

文字列 

省略可能 

電話番号 

半角数字、半角八ィフン 

省略可能 


〔一括登録のレコード記入例] 

ューザ01 ， use 「0 1 @ example . com ， NEC ， 営業部，担当，〇 0-0000-0000 
ユーザ 02， user 02@ example . com ，，，， 


2 . 


[参照]をクリックする。 

ファイルを選択するダイア□グ 
ボックスが表示されます。 



3. 手順1で作成したファイルを選択して開く。 


4. [登録]をクリックする。 


アドレス振一巧登绿 


フ了ィルを： fb:¥test.csv 


梦 
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ファイル転送 ( ftpd ) 


本装置を FTP サーバとして利用される場合 、 n 



Management Console のファイル転送 ( ftpd ) 
画面にて 、 anonymous FTP のアクセス権、警 
告の有無に関する設ちができます。 


匿皂 I 利用 (anonymous FTP ) 

アク t ス権：！-上書きを許可する 


厂 名前蛮更を許可する 
广削除を許可する 
! くスつードの形式チ王ック： 

广しない 

警告だけ出す 
广ログインさせむい 
i 施」 



参 anonymous FTP 

anonymous FTP 用のディレクトリは、 / home / web /< ドメイン名 >/ ftp にな 
ります（ファイルの置場戸斤は、 / home / web /< ドメイン名 >/ ftp / incoming 配 
下）。 anonymous ユーザーは、この/ home / web /< ドメイン名 >/ ftp じ(下の 
ディレクトリにのみアクセスが可能となります。 

• anonymous ftp では、 「/ ftp / incoming 」 下より一階層下のディレクトリま 
でファイルの作成を行うことができます。二階層に(上のディレクトリに 
はファイルのアップロー ドができません。 
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UNIX ファイル共有 ( nfsd ) 

NFS は Network File System の略で、 
Windows のファイル共有と同様、本装置上の 
ファイルシステム（ディスク）をクライアント 
から直接読み書きするための仕組みです。 


1 巧が 1 ディレクトリ 

マウント巧能なマシン 1 

アクセス権 1 アカウントマッピング 

1 1 1 

1 1 



L 編実 1 刖除 J|/etc/exports|linuxsbu.np.bs1 .fc.nec.co.j'p] 

読み込み 

|root のみ マツ ピンク 


[追力日]をクリックすると、[エクスポートす 
るファイルシステムの追力日]画面に移行し、 
エクスポートするファイルシステムの設をを 
行うことができます。 

既存のエクスポート設をに対して[編集]を 
クリックすると、設をを変更することができ 
ます。 


エクスポートするファイルシステムの追加 



• NFS を用いると、クライアントび本装置のファイルシステムを□一カル 
のファイルシステムと同様に扱うことびできまずが、設定内容によって 
はセキュリティ上の弱点を抱える可能性びあります。特に、アカウント 
マッピングの[マッピングしない（そのまま)]を有効にすることは、 
特に^；、要でない限りすべさではありません。 

• 設定項目の詳細については、画面上の[ヘルプ]をクリックしオンライン 
ヘルプを参照してください。 

• 事前に[システム]一 [セキュリティ] 一 [ TCPWrapper ] で、ヴー ビス プ 
□グラム portmap へのアクセスを許可するホストを追力日しておかなけれ 
ばな0ません。 


Windows ファイル共有 ( smbd ) 


Samba はそのマシン上のリソース（ユーザー 
のホーム ディ レクトリや Web ディ レクトリ） 
を Windows クライアントマシンからアクセ 
スできるようにします。 

本装置で smbd を使用し Windows とのファイ 
ル共有を行う場合、 Management Console の 
Windows ファイル共有 (smbd) 画面にて、ワー 
クグループを (NT ドメインを）、セ丰ュリ 
ティ、名前解まに関する設ちができます。 

言手し < ( ま Management Console のすンラづ 
ンヘルプを参照してください。 



共有一覧 


操か 

共有を 

ディレクトリ 

コメント 

を力〇! 





ユーザのホーム宁ィレ々トリ 

あ U's Home directory 

馬集 

刖除 


printers 

/var/spool/sambe 

All Printers 

漏集 

刖除 


private 

/home/samba/private 

Private space ; one can write one's own 
files. 

漏集 

刖除 


public 

/home/samba/public 

Public si ：： 0ce; anyone a 

an write any files. 

点実 

肖り除 


tmp 

Amp 

Read only file space 
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時刻調整 ( ntpd ) 

NTP サーバはネットワーク上で時刻の同期をとる機能を提供します。詳しくは Management 
Console のオンラインヘルプを参照してください。 


W -0 システムに設定されている時刻との誤差び大きくなると、 NTP サーバか5正常 
Ito に設定することができなくなりまず。あ 5 かじめ[日付•時刻]で正しい日時 
を設定の上、 NTP サーバをお使いください。 


ネットワーク管理工ージェント ( snmpd ) 

ネットワーク管理エージェントは、 NEC の ESMPRO シリーズや SystemScope シリーズなどの 
管理マネージャソフトから、そのマシンを管理する際に必要となるエージェントソフトです。 
管理マネージャからの情報取得要求に応えたり、トラップメッセージを管理マネージャに送信 
します。詳しくは Management Console のオンラインヘルプを参照してください。 


ヴーバ管理工ージェント ( wbmcmsvd ) 

wbmcmsvd は、そのマシンを複数サーバ管理機能の対象として管理する際に必要となるエー 
ジェントソフトです。 

システムを複数サーバ管理機能の対象とする場合は起動させてください。 

リモートシェル ( sshd ) 

SSH はクライアント-サーバ間の通信内容を暗号化し、安全性の高い通信を提供します。 


U モート □ グイン ( telnetd ) 

TELNET はリモート□グインサービスを提供します。 


ヴービス監視 ( chksvc ) 

定期的にサービスの起動状態を監視します。サービス異常が橫化された場合は、 
システム管理者へメール通知およびシステム□グへの記録をおこないます。 
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八。ツケ—ジ 


システムにインストールされているアプリケーションなどのソフトウェアパッケージのアッ 
プデートやインストール、インス I -ールされているパッケージの一覧を確認するページです。 



オンラインアップデート 


オンラインアップデートを利用すると、 
Management Console から安全にアップ 
デートモジュールをインストールすることが 



できます。 

アップデートモジュールとは、システムに追力□インス!-ール（アップデート）可能なソフト 
ウェアで、弊社で基本的な動作確認を行って公開しているものです。内容は、既存ソフトウェ 
アの化荷後に発見された不具合修正や機能追力□などが主ですが、新規ソフトウてアが存在する 
こともあります。オンラインアップデートでは、現在公開されている本装置向けのアップデー 
トモジュールの一覧を参照し、安全にモジュールをインストールすることができます。 


• ユーザ 認証 


初めてオンラインアップデートを利用 
する場合、また公開モジュールの最新情 
報を取得する場合、[ユーザ認証画面]が 
表示されます。ここで、基本サポート 
サービスをご購入されたお客様は、サ 
ポートサービスのお客様番号-分類•パ 
スワードを入力してください。未購入の 
お客様は[認証しない]をクリックして 
進んで < ださい。 

なお、外部との http 接続に proxy を使う 
必要がある場合は「取得用 proxy アドレ 
ス」と「取得用 proxy ポート」を適切に 
設をしてください。 


ユーザ 認証 


基本サボートサービスを購入濟みのお査撒3、謡 
証を行うことで購入ちのみに公開されて L 、るァッブ 
デートモジュールを適用することができます。モ購 
入のお普様は「詔証しなし、」をクリックしてくだ乱、。 

お査様垂号： I 

豊錄上のみ類 （1 〜が ：I 
バスワード： I 

取^#用 proxy アドレス ：I 
取得用 proxy ■ボート ：I 

送 f 言目51正しない I 
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ノノップ^—トモシュールー覧 

公開されているアップデートモジュー 
ルの一覧が表示されます。本装置向けの 
モジュールで、まだインストールされて 
いないモジュールのみが表示されます。 
をモジュールの機能や修正情報などを 
確認することができます。 






日付 

腰 

バッケージを 

る用 

括作 

2000/xx/xx 

telnet J b ケージのァッブデート[詳細情報] 

telnet- 0.17 -XK 

ホ 

迪用 J 

2001/xk/xx 

WPAD サ叫 \ 修正モジュール辟細情報] 

wpad-httod-l .〇〇 -xx 

ホ 

mmj 

2001 /xx/xx 

Management Console 機含居強化モジユール鮮細情報] 

wbmccache— 1.0->〇< 

未 

通巧 1 



kerne 卜 2.4.3-xx 

ま 

迪用 1 

2001 /Wxx 

Cache Server わーネルアッブデートモジュール[詳糸刚青幸固 

roma-i.O-xx 

未 



catfish-1.01-XX 

ホ 



モジュールは、実際は主に RPM パッケージ形式で提供されるファイルですが、1つの機 
能のために複数の RPM パッケージを必要とする場合もあり、その場合は複数ファイルで 
構成されています。[適用]をクリックすると、該当モジュールのインストール作業を開 
始します。 


• 信頼性の確認 

[適用]をクリックすると、該当モジュー 
ルのインストールに必要なファイルを 
すべて取得します。ファイルのサイズが 
大きい場合は、時闇がかかる場合があり 
ます。ファイルの取得が完了し、一時 
ディレクトリに保管した後、ファイルが 
正しく転送されたかどうかを自動的に 
橫査します。橫査には MD 5 メッセージ¬ 
夕'イジェス 卜を用います。 

横査に合格した場合は、画面にをファイルの MD 5 メッセージ-ダイジェストが表示され 
ます。最終的な確認として、弊社アップデートモジュール公開 Web サイトで参照できる 
をファイルの MD 5 メッセージ-ダイジェストの文字列と比較し、同じかどうか磕認して 
ください。 [0 K ] をクリックするとインストールを実行します。 


信頼なのお認 


ファイルの取得が完了しました。 

適用前にファイルが正しし、ものかどうか確認を行ってください。 
各パッケージの M 阴メッセージ•ダイジェストは1^ッ下です。 


/ S ッケージ 

MD5 メッセージ-ダイジエスト 

test01-1-1 .i386.rpm 

7 b7ce059daff96e0e961 c985 巧 c8b7 巧 


戦: h アッブデートモジュール公開ウエブサイトに指載されてし、る夕き列と 
比重交してくださし、。同じ場合は正常にお送されてし、ます。 roK」 ボタンをク 
リックするとインストールを実行します。文き歹Iが異なる場合は、転送に失 
貝女してし、る可能性があります。「キャンセル」でモジュールー覧画耐こ戻 
り、再度「適用」を実行してください。 

〇 K 1 キャン t ル」 


手動インストール 


□一カルディレクトリのファイルを、または 
URL 、 PROXY 、 PORT を Jg をして RPM ハ°、ソ 
ケージをインストールすることができます。 
詳細は画面上の[ヘルプ]をクリックしオン 
ラインヘルプを参照してください。 

• □一カルディレクトリ指定 

本装置へ CD - ROM から RPM パ、ソケージ 
をインストールしたい場合、光ディスク 
ドライブじ RPM の入った CD - ROM を 
セツトし、この画面よりインストールし 
たい RPM パッケージを選んで追力□して 
ください。 
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• URL 指定 

システムがすでにインターネットじ接 
続されている場合には、 RPM パッケージ 
の置かれているサイトの URL を指をし 
てそこからダウン □ ー ドしインストー 
ルを行うことができます。 

• PROXY 指定 

プ□丰シ経由で RPM パッケージをダウン□ー ドする場合に、プ□丰シサーバのアドレス 
を指定することができます。 

• PORT 指定 

プ□羊シ経由で RPM パッケージをダウン□ー ドする場合に、プ□羊シサーバのポート番 
号を指をすることができます。 



インストールずる場台には、必ず[追力日]をクリックしてください。 


パッケージの一覧 


現在にインストールされている RPM パ、ソ 
ケージの一覧を磕認することができます。ま 
た、アンインストール作業を行うこともでき 
ます。詳細は画面上の[ヘルプ]をクリック 
しオンラインヘルプを参照してください。 


パッケージの一置 


インストールされているパッケージの一臣.. 
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システム 


Management Console 画面左の[システム]アイコンをクリックすると[システム]画面が 
表示されます。 



システム停止/再起動 


[システム]画面の [■ システム停止/再起動] 
一覧から[システムの停止]、および[システ 
ムの再起動]を実行できます。 


!■ システム停止/再起動 


システムの巧止 I 

システムの再を勤 I 


システムの停止 

[システムの停止]をクリックすると「システムを停止します。よろしいですか？」とダイア 
□グボックスが表示されるので、停止する場合は[はい]を、停止したくない場合は[丰ャン 
セル]をクリックしてください。 

[はい]をクリックすると、[羊ャンセル]と[即停止]が表示されます。停止したくない場合 
は[キャンセル]を、10秒待たずに停止したい場合はほ G 停止]をクリックしてください。ど 
のボタンもクリックしなかった場合は、10秒後に終了処理をした後、システムの電源が OFF 
になります。本体前面の POWER ランプが消灯したことを確認してください。 


システムの再起動 

[システムの再起動]をクリックすると「システムを再起動します。よろしいですか？」とダ 
イア□グボックスが表示されるので、再起動する場合は[はい]を、再起動したくない場合は [ 
羊ャンセル]をクリックしてください。 

[はい]をクリックすると、[キャンセル]とほ G 再起動]が表示されます。再起動したくない 
場合は[キャンセル]を、10秒待たずに再起動したい場合はほ G 再起動]をクリックしてく 
ださい。どのボタンもクリックしなかった場合は、10秒後に終了処理をした後、システムが 
いったん停止し、再起動します。 
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状態 


「システム」画面の「■状態」一覧からじ(下 
のシステム状態を確認できます。詳しくは 
Management Console のオンラインヘルプ 
を参照してください。 



• CPU/ メモリ使用状況 

メモリの使用状ミ兄と CPU の使用状ミ兄をグラフと数値で表示します。約10秒ごとに最新の 
情報に表示が更新されます。 

• プ□セス実行状況 

現在実行中のプ□セスの一覧を表示します。 

• 名前解決診断 

DNS サーバの動作を確認することができます。 

• ファイル共有接続情報 

ファイル共有の状況（共有を、クライアント、プロセスに、接続日時）をを共有をごと 
じ表示します。約5秒ごとに最新の情報に表示が更新されます。 

• ネットワーク利用状況 

ネットワーク利用状ミ兄ををネットワークインタフエースごとに表示します。約5秒ごとに 
最新の情報に表示を更新することができます。 

• ネットワーク接続状況 

をポートごとの接続状況を表示します。約5秒ごとに最新の情報に表示を更新することが 
できます。 

• 経路情報 

「ネ目手ホスト:」にホストをを入力して[表示]をクリックすると、そのホストまでの経路 
情報を表示します。 
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その他 

「システム」画面の「■その他」一覧から、 

下の機能を利用できます。詳しくは 
Management Console のオンラインへルプ 
を参照してください。 

• システム情報 

装置に割り当てたホストを、および 0 S に関する情報が表示されます。 

• ネットワーク 

じ(下は、サーバ冗長化の環境で説明しています。 

一 LAN 冗長化をしない場合 

サーバの冗長化 



フェイルオーバークフスタ構成 A 


- LAN 冗長化をおこなう場合 

サーバの冗長化と LAN の冗長化をおこないます。待機系、稼動系とも LAN の冗長化 
の設をが必要です。 



サーバの冗長化 


サーバ（稼働系） サーバ（待機系) 


LAN の冗長化 
LAN1ILAN2 JlAN 3[LAN4I 


LAN の冗長化 
/-、 


LAN1[LAN2[LAN3ILAN4I 


广 

、 r 






1 





フェイルオーバークフスタ構成 B 
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スタンドア□ン構成は、本サーバを単体で使用しサービスを運用する構成です。 

スタンドア□ン構成では、標準の LAN ポート (LANK LAN 2、 LANS ) をそれぞれ独立 
して使用可能です。 

— 単ーネットワーク接続 


本 サーバを一つの ネット ワークセ グメントに接続しま 
す。サーバがサービスを 提供するネット ワークが一つの 
場合や、 DMZ 上に接続する場合などはこの構成での運 
用が巧能です。 


サーバ 


] LaN 1ILAN21 


単ーネットワーク接続 


—複数ネットワーク接続 

本サーバを 二つ または兰 つの ネットワークセグメント 
に接続する場合の構成です。本サーバがサービスを提供 
するネットワークセグメントが分かれている場合はこ 
の構成となります。 


サーバ 


]LAN1ILAN2l 


複数ネットワーク接続 



複数ネットワーク接続を構築する場合、 
各 LAN ポートに割り当てる IP アドレス 
は異なるネットワークアドレスにして 
<ださい。 

同じネットワークアドレスに属する複 
数の IP アドレスをサーバに割り当てる 
場合は、ネットワークインタ フエー ス 
のェイリアス機能を使用してください。 


サーバ 


JlAN1|[AN2]LAN3[LAN4I 


複数ネットワーク接続 
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- LAN 冗長化構成 

LANK LAN 2 を冗長化する場合の構成です。 

この構成は、サーバのネットワークへの物理的な接続を 
冗長化することで、リンクケーブルの障害、ネットワー 
クポートの障害など不測の物理障害に対する可用性を 
上げることができます。 

LAN の冗長化は丄 AN 1、 LAN 2 のポートを利用し丄 AN 1 
をプライマリインタフェースとして優先的に使用しま 
す。すなわち、通常の運用状態では、サーバは LAN 1 の 
ポートを利用してネットワークに接続をおこないます。 

LAN 1 のポートに異常を横知した場合、ネットワーク接 
続を LAN 2 のポートを利用するように切り替えます。そ 
の後、 LAN 1 のポートが正常と判断した場合は、 LAN 1 
のポートに切り替えます。 

LAN の冗長化2 


サーバ 

LAN の冗長化 
|LAN1|LAN2]LAN3|LAN4| 


サーバ 

L 今巧量化 

JLAN1 lLAN2iLAN3lLAN4l 



LAN 冗長化構成を構築する場合は 、 LANK LAN 2 のポートそれぞれをネット 
ワークに接続しておいてください。 


- LAN 冗長化 

ここでは、 LAN の冗長化構成の有効化および無効化の手順を説明します。手順の操 
作はすべて Management Console 画面からおこないます。 


LAN 冗長化の構築をはじめる前に 


LAN を冗長化するために LAN ケーブルを二本用意してください。 



客様の構築ポリシーによっては、接続するルータやハブ、スイッチなども二 
セット用意してくださし、。 


LAN 冗長化の有効化手順 

bondO インタフェースの編集画面で Bonding を有効化してください。 

(1) 「システム>ネットワーク>インタフェース」画面で「インタフェースを」が 
rbondOJ の行の[編集]ボタンを押して bondO インタフてースの編集画面を 
開いてください。 

に）「システム>ネットワーク>インタフェース>編集」画面で rBonding を有効 
化する」のチェックボックスにチェックを入れてください。 

(3) 「起動する」のラジオボタンをチェックしてください。 

(4) を入力項目が入力された状態になっていること、「対象インタフェース」は 
rethOJ rethU ともチェックが入っていることを確認し、[設を]ボタンを押 
してください。 
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(5) 「システム>ネットワーク>インタフェース」で、 bondO インタフェースのを 
項目に (4) で磕認した内容が表示されていること、 「0 S 起動時の状態」が 
ryes 」 になっていることを磕認してください。 

ethO および eth 1 インタフェースの 「 IP アドレス」「サブネットマスク」「ブ 
□ード车ャスト」が空になっていること、 ros 起動時の状態」が ryes 」 に 
なっていることを磕認してください。 

bondO 、 ethO 、 eth 1 のすベての 「 OS 起動時の状態」が ryes 」 になっていな 
い場合、サーバへのネットワーク接続ができなくなる可能性があります。 
「状態」の表示内容は現在動作中の状態表示となります。 

(6) [ネットワークサービスの再起動]ボタンを押してください。 

ネットワークを再起動します。 

(7) bondO 、 ethO 、 eth 1 すべてのインタフエースの「状態」が「起動中」になつ 
ていることを磕認してください。 

上で LAN の冗長化構成の有効化完了です。 


LAN 冗長化の無効化手順 

LAN 冗長化の有効化をおこなった後、 LAN 冗長化をやめる場合はこの無効化手順を 
行ってください。 bondO インタフェースの編集画面で Bonding を無効化してくださ 
い。 

(1) 「システム>ネットワーク>インタフェース」画面で「インタフェースを」が 
rbondOJ の行の[編集]ボタンを押して bondO インタフてースの編集画面を 
開いてください。 

に）「システム>ネ、ソトワーク>インタフェース>編集」画面で rBonding を有効 
化する」のチェックボックスじチェックをはずして、[設を]ボタンを押して 
ください。 

(3) ー ド车ヤスト」が空になっていること、 「0 S の起動状態」が rnoj になって 
いることを磕認してください。 

ethO インタフェースの 「 IP アドレス」「サブネットマスク」「ブ□ー ド车ヤス 
卜」が表示されていること、 ros 起動時の状態」が ryes 」 になっていること 
を確認してください。 

eth 1 インタフェース IP アドレス」「サブネットマスク」「ブ□ー ド车ヤスト」 

が空になっていること、 「0 S の起動状態」が rnoJ になっていることを磕認 
してください。 

「状態」の表示内容は現在動作中の状態表示となります。 

(4) [ネットワークサービスの再起動]ボタンを押してください。 

ネットワークを再起動します。 

上で LAN の冗長化構成の無効化は完了です。 
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[システム]画面の[システム設を]から [ 
ネットワーク]ボタンを押すと、[ネット 
ワーク]画面が表示されます。 



一基本設定 

ネットワークの基本的な設をを行 
います。 


システム > ネットワーク 


「戻る ir ヘルブ1 




ホスト名 


デフオルトゲートウェイ 
ゲートウェイデバイス 
プライマリ ネームサーバ 
セカンダリ ネームサーバ 


このサーバのホストをを指定します。 
xxx . yyy . az . jp のような FQDN (完全なドメインを）で指 
走:してください。 

デフオルトゲートウエイを IP アドレスで指をします。 
ゲートウエイデバイスを指をします。 

プライマリネームサーバを指定します。 

セカンダリネームサーバを指定します。 


— ネットワーク設定 

ネットワークのインタフェースとルーティングの設をを行います。 
インタフェース インタフェースの設をを行います。 

ルーテ ィング ルーティングの設をを行います。 








































162 システム管理者のメニュー 


- インタフェース 

N に (Network Interface Card )、 

LAN ボードなどのネットワークイ 
ンタフェースに関する設定を行い 
ます。サーバをネットワークに接続 
するには、ネットワークインタ 
フェースじ IP アドレスなどを割り 
当てる必要があります。 

操作 インタフェースの[編集]、[エイリアス]または梢 U 除]を行います。 

編集： インタフェースの編集を行います。詳細は、 「インタフェース 

編集」 （163 ページ）を参照してください。 

エイリアス：インタフェースのエイリアスを行います。インタフェースは、 
LAN ボード ( eth 0， eth 1) 全体で200までの設定が巧能です。 
詳總ま 、 r エイリアス追加」 （164 ぺージ）を参照してください。 
削除： エイリアスで追加したインタフェースの削除を行います。 

起動 インタフェースを[起動]または[再起動]します。 

停止 インタフェースを[停止]します。 

状態 インタフェースの状態を表示します。 


システム > ネットワーク >インタフェース 頂る1 r ヘルブ1 


1 

揉作 

!ぉ動1居止1が態 

インタフエー 
スを 

1 IP アドレス 

サブネットマス 

1ブロードキャストアド Imtu 
レス 1値 

雨翻時好 
が態 

貴1 




bondO 




1500 

凸。 

’ち)"ス1 

山 

(き止 J 

おか中 

C 也0 

192.168.0147 

255.255 .0.0 

192.168,0 255 

1500 

yes 

’為7ス1 


f き止 J 

惇止中 

ethl 




1500 

no 

尚巧1 

百 

巧止 J 

を.； C 

eth 2 




1500 

打。 

ネットワークサービスの再起の 1 


インタフェース名 


IP アドレス 


インタフェースのを称を表示します。 
bondO インタフェースは、 LAN 冗長化のためのインタ 
フェースです。 bondO の[編集]で 「 Bonding を有効化す 
る」にチェックすると、 ethO 、 eth 1 インタフェースを用 
いた LAN の冗長構成を構築します。巨 onding を有効化し 
た場合、 ethO 、 eth 1 インタフェース個々の操作、起動、 
停止は行えません。 

インタフェースの IP アドレスを示します。 


ヴブネットマスク インタフェースのサブネ、ソトマスクを表示します。 


ブ□—ドキヤストアドレス インタフェースのブ□ー ド车ヤストアドレスを表示しま 
す。 

MTU 値 インタフェースの MTU 値(最大転送単位)を表示します。 

単位：バイト 

OS 起動時の状態 0 S 起動時にインタフェースの起動を行うかどうかを表示 

します。 


ま意事項 インタフェースの起動または停止では、エイリアスのイン 

タフェースち起動または停止されます。 

全インタフェースを停止すると Management Console 
からコント□ールできなくなるためインタフェースを停 
止する際は充分を意して < ださい。 
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- インタ フエー ス編集 


[ネットワーク]画面の[インタ 
フェース]から[編集]ボタンを押 
すと、[編集]画面が表示されます。 





掉作 

湖 

停止 

'巧態 

ドン玩^ 
スを 

圧アドレス 

巧 雨-雨 

レス 

MTlf 

み- 

^ 叫 

をず-1 



bondO 





n。 

声ノス 1 

臣曲1 

巧止1 

おお中 

e 化0 

192.168 .0.147 

255.255 .0.0 

192.168255.255 

1500 

- 

を 

エイリアス1 

ぉめ1 

巧止1 

も--ご. 

ethl 




1500 

no 

到 

叫 

巧止1 

悍上に 

eth2 




1500 

扛。 


ネットワークサ * ビスの巧超れ 


- ネットワークインタフ エース （編集) 


ネットワ ー クインタフ エース（編 
集）に関する設をを行います。 


システム > ネットワーク > インタフェース > 編集 


原る " ヘルカ 



インタフェース名 インタフェースのを称を表示します。 


Bondin 呂を有効化する （ bondO インタフェースのみ表示） 

LAN の冗長化構成の構築を撰択してください。チェックし 
た場合、対象インタフェースを用いた LAN の冗長化構成を 
構築します。 

Bonding を有効化するを切り替えた場合、有効状態のイン 
タフェースに作成されているエイリアスインタフェース 
はじ(下のように切り替わります。 

Bonding 無効化状態か5有効化状態への変更 

プライマリインタフェースのエイリアスを bondO のエイ 
リアスインタフェースに引き継ぎます。プライマリインタ 
フェース W 外のエイリアスは削除します。 Bonding 無効化 
状態に戻した場合、プライマリインタフェースじ(外で使用 
するエイリアスは[ェイリアス]で再設定してください。 


Bondin 呂を有効化する （ bondO インタフェースのみ表示） 

LAN の冗長化構成の構築を撰択してください。チェックし 
た場合、対象インタフェースを用いた LAN の冗長化構成を 
構築します。 

Bonding を有効化するを切り替えた場合、有効状態のイン 
タフェースに作成されているエイリアスインタフェース 
はじ(下のように切り替わります。 

Bonding 有効化状態か5無効化状態への変更 

bondO のエイリアスインタフェースはプライマリインタ 
フェースのエイリアスに引き継ぎます。巨 onding を有効化 
する場合は、「ネットワーク」画面[基本設定]の[ゲートウェ 
イデバイス]を [ bondO ] じ指定してください。 
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起動しない/起動する サーバ起動時にこのインタフェースを有効にする場合は 
「起動する」を、無効にする場合は「起動しない」を指を 
してください。 

全インタフェースを停止すると Management Console か 
らコント□ールできなくなるためインタフェースを停止 
する際は充分を意して < ださい。 

IP アドレス インタフェースに割り当てる IP アドレスを指をしてくだ 

さい。アドレス形式チェックじ(外は行っていませんのでを 
意してください。 

ヴブネットマスク インタフェースに割り当てるネットワークマスクを指を 

してください。アドレス形式チェックじ(外は行っていませ 
んのでを意してください。 

ブ□—ドキヤストアドレス インタフェースに割り当てるブ□ー ド车ヤストアドレス 
を指をしてください。アドレス形式チェックじ(外は行って 
いませんのでを意してください。 

MTU 値 インタフェースに割り当てる MTU ( 最大転送単位）を指を 

してください(デフォルトは1500)。 

単位：バイト 


モード （ bondO インタ フエース のみ表示） 

LAN 冗長化構ぶ時の冗長化モードを表示します。利用可能 
な冗長化モードは、 " active - backup " のみです。 " active - 
backup " は、プライマリインタフェースに障害が発生した 
場合に、他のインタフェースに切り替えます。プライマリ 
インタフェースが正常な状態に戻つた場合は、プライマリ 
インタフェースに切り替えます。 


対象インタ フェー ス （ bondO インタ フェー スのみ表示） 

冗長化構成の対象となるインタフェースを撰択します。イ 
ンタフェースの番号 ( ethO の最後の数字)が最小のインタ 
フェースがプライマリインタフェースとなります。必ず二 
つ t (上のインタフェースを撰択してください。 

Ml I リンク監視タイミング(ミリ秒 ）（ bondO インタフェースのみ表示） 

冗長化構成の対象となるインタフェースのリンク監視間 
隔を指をしてください。この設をは特に変更する必要はあ 
りません(デフォルトは100)。 


- エイリアス追加 


[ネットワーク]画面の[インタ 
フェース]から[エイリアス]ボタン 
を押すと、[エイリアス]画面が表示 
されます。 


揉作 

翻 

停止 

巧態 

个ノわエー 

スを 

IP アドレス 

サブちトマス 

ブロート-キヤストアド 
レス 

MTU 

。識 





bondO 





0。 

心ァス I 


巧止 J 

おお!中 

ethO 

192.168 .0.147 

255.255 .0.0 

192.168 .255.255 

1500 

パ! 


拉ゎ I 

巧ム| 

停止^ 

ethl 




1500 

no 

到 

エイリアス I 

起助 I 

巧ム| 

み: 

e 化2 




1500 

。。 
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- ネットワークインタフェース（エイリアス追加) 


ネットワ ー クインタフ エース （エイ 
リアス追力日）に関する設定を行いま 
す。 


システム > ネットワーク ， インタフェース 》エイリアス追加 旧る1 f ヘルブ1 



インタフェース名 インタフェースのを称を表示します。 


IP アドレス 


ヴブネットマスク 


インタフェースに割り当てる IP アドレスを指定してくだ 
さい。アドレス形式チェック W 外は行っていませんのでを 
意してください。 

インタフェースじ割り当てるネットワークマスクを指を 
してください。アドレス形式チェック外は行っていませ 
んのでを意してください。 


ブ□ードキヤストアドレス インタフエースに割り当てるブ〇— ドキヤストアドレス 
を指をしてください。アドレス形式チェックじ(外は行って 
いませんのでを意してください。 


サーバの冗長化と LAN の冗長化の設をの組み合わせと使用する LAN ポートの関係は、下 
記の表を参照してください。 


項番 

ヴーバ 冗長化 

LAN 冗長化 

LAN 1 

( ethO ) 

LAN 2 

( ethl ) 

LAN 3 

( eth 2) 

1 

なし 

なし 

使用巧 

使用巧 

使用巧 

1 

(スタンドア□ン構成） 

あり 

冗長化 

使用巧 

2 

あり 

なし 

使用巧 

使用巧 

インターコネクト用 

(クラスタ構成） 

あり 

冗長化 

インターコネクト用 



インターコネクトは、クラスタ構成時の冗長化ファイルのミラー処埋を行うた 
めの接続です。 


• バックアップ/リストア 

ファイルのバックアップの設をを行います。この後の「バックアップ」、「リストア」、 
「テープバックアップ/リストア」も参照してください。 

• Web アクセス統計 

Web アクセス統計情報の作成時間を設をします。 

• 管理者パスワード 

管理者 「 admin 」 のを前とパスワードを変更します。管理者をは半角英ル文字で始まる1 
文字 W 上、16文字 W 下の半角英ル文字数字、し（アンダーバー）」、 r - (八イフン）」で 
指をしてください。をパスワードは6文字 t (上、14文字 t (下の半角英数文字(半角記号を 
含む)を指をしてください。 
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• GUARDIAN WALL の管理 

GUARDIAN WALL の管理画面を呼び化 
します 。 GUARDIAN WALL をインス 
I -ー ル済みの場合にのみボタンが表示 
されます。インストール方法については 
GUARDIAN WALL のマニュアルを参照 
してください。 

• □グ管理 




1 

システム’括報... j 

1 ログ昔巧... 

] 

1 

ネットワーク… ] 

1 巧刻試ち.. 

J 

1 

バックアッブ/リストア... 1 

1 たキュリティ… 

J 

1 

Web アク t ス統計... J 

1 システム起姑待ち巧間... 

J 

1 

ファイルアッブロード... J 

[ WE 目 MAIL ライ忆ンス ... 

1 

L 

管理#バスワード... J 

1 GUARDIAN WALL の首5ま 

J 



システムの□グファイルの表示およびファイルの□ーテーシヨンの設をを、を□グファ 
イルごとに行うことができます。174ページを参照してください。 

♦ 時刻設定 


システムの時刻を設をできます。 


• セキュリティ 


パケ、ソトのフィルタリングや TCP Wrapp げの設をを行います。 


，■〇 □—ドバランスクラスタ構成の場台は、パケットのフィルタリング機能は使用 

置3 でをません。 


• システム起動待ち時間 

通常は設を変更の必要はありません。クラスタ構成じする場合に必要に応じて設をして 
ください。 

• ファイルアップ□ード 

指定ディレクトリへファイルをアップ□ー ドすることができます。 

• □ードバランス 

□ー ドバランスクラスタ環境に関する 
設をを行います（□ー ドバランスクラス 
夕構成時のみボタンが表示されます)。3 
章を参照してください。 


• フェイルオーバ 

フェイルオーバクラスタ環境に関する 
設をを行います（フェイルオーバクラス 
夕構成時のみボタンが表示されます)。3 
章を参照してください。 


■ その他 1 

システム’ 倍ま 6... 

ログ音巧... 


ネットワーク'' 

巧刻設定.. 


パックアッブ/リストア… 

たキュ U ティ… 


Web アク t ス統計… 

システム拉助巧ち時間... 


ファイルアツブロード... 

WEBMAIL ライ t ンス… 


昔巧をバスワード... 

フェイルオーバ… 





その他 


システム‘博報... 

ロヴ管巧... 

ネットワーク... 

巧别設定... 

バックアッブ/リストア… 

セキュリティ... 

Web アクたス統計... 

システムを巧巧ち巧間... 

ファイルアッブロ'-ド... 

管理をバスワード... 

ロードバランス... 
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バックアップ 


システムの故障、設をの誤った変更など思わ 
めトラブルからスムーズに復旧するためにを 
期的にシステムのファイルのバックアップを 
とっておくことを強く推奨します。 
バックアップしておいたファイルを「リスト 
ア」することによってバックアップを作成し 
た時点の状態へシステムを復元することがで 
きるようになります。 

本装置では、システム内のファイルをじ(下の 
8つのグループじ分類して、そのをグループ 
ごとにファイルのバックアップの取り方を制 
御することが化来ます。ただし、 
GuardianWall の□グは GuardianWall をイン 
ストールしている時のみ表示されます。 

• システム全ファイル（ユーザ環境復旧） 

• システム、各種サーバの設定ファイル 

• ユーザーのホーム ディレクトリ 

• メールスプール 


y クアジブ/リストアー覧 


技作 

説明 

せ打 

タィ ミン グ 

パックァップ 1 

庶集 1 U ストア 1 

システム 全 ファイル(ユーザ 環境衡印 

5 

b クァッブしむ 

パックァッブ 1 

漏集 1 U ストア 1 

システム、各種サーィ X の設定ファイ 
ル 

5 

W クァッブしな 

パックアッブ 1 

漏集 1 U ストア 1 

ユーザのホームディレクトリ 

5 

r X シクァッブしな 

バックアッブ 1 

.福集 1 U ストア 1 

パールスブール 

5 

r S ックァッブしな 

バックァッブ 1 

お業 1 U ストア 1 

メーリングリスト 

5 

卜 W クァッブしむ 

パックアッブ 1 

.福を 1 U ストア 1 

を種ログファイル 

5 

( ゎクァッブしな 

バックァッブ 1 

iii 美 1 U ストア 1 

ディレクトリ指定 

5 

( W 7 ッブしな 

パックアッブ 1 

.福集 1 U ストア 1 

GuandianV^fell の ログ 

5 

r W ァシブしな 

テーブバックアッブ 1 

テーブリストア 1 

t X ックアップしな 


• メーリングリスト 

• 各種□グファイル 

• ディレクトリ指定 

• GuardianWall の□グ 


• ディレクトリ指定のバックアップと GuardianWall の□グは他の項目と 
異なり、実際にフルパスを記述してバックアップをとります。他の項目 
は、パスは自動的に決まっています。 

• 「システム、各種サーバの設定ファイル」は、必ずバックアップを設定 
して < ださい。 

• ユーザ環境の復旧を行う場合は、「システム全ファイル（ユーザ環境復 
旧)」のバックアップを行う必要びあります。また、これには□グファ 
イルは含まれておりません。必要に応じて r 各種□グファイル」もバッ 
クアップして < ださい。 



それぞれのグループでは、じ(下のディレクトリ配下のファイルをバックアップ 
します。 

• システム全ファイル(ューザ環境復旧） 

/etc •/home • /var/named • /var/spool/mqueue •/opt/nec/mail/mail.conf •/ 
opt/nec/mail/h 円 pd.conf • /usr/local/fml/.fml/system • /opt/nec/wbmc/ 
ssh_host_key.pub • /root/.ssh • /var/lib/ldap • /opt/nec/mail/eui • /opt/nec/ 
mail/mwmcti 

• システム、各種サーバの設をファイル 

/etc • /var/named •/opt/nec/mail/mail.conf • /opt/nec/mail/h け pd.conf • /usr/ 
local/fml/.fml/system • /opt/nec/wbmc/ssh_hos し key.pub • /root/.ssh • /var/ 
lib/ssI • /var/lib/ldap • /opt/nec/mail/eui • /opt/nec/mail/mwmcti 

• ューザのホームディレクトリ 

/home/web 

参 メールスプール 

/home/mail • /var/spool/mqueue 

• メーリングリスト 
/home/fml 

参 各種ログファイル 

/var/loa • /var/lib/logrotate.status • /usr/local/fml/.fml/log* 
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をボタンの機能は次のとおりです。 

• [編氣 

バックアップ方まや内容、スケジューリングなどを設定します。 

• [バックアップ] 

あらかじめ[編集]で編集した内容に基づいたバックアップを即実行します。[編集]をク 
リ、ソクしたときじ表示される編集画面の[即実行]と同じ機能を持っています。 

• [リストア] 

あらかじめバックアップしておいた内容をリストアします。 

• [テープバックアップ] 

あらかじめ[編集]で編集した内容に基づきテープへのバックアップを行います。 

• [テープリストア] 

あらかじめテープにバックアップしておいた内容をリストアします。 

初期状態では、いずれのグループも「バックアップしない」設をになっています。お客様の環 
境にあわせてをグループのファイルのバックアップを設をしてください。 

本装置ではをグループに対して「□-カルディスク」、 「 Samba 」、 「テープ」の3種類のバック 
アップ方法を指定することができます。 

を方法には、それぞれ W 下のような特徴があります。 

• □一カルディスク 

内蔵八ードディスクの別の場所にバックアップをとります。 

[長所]ユーザーの設をがほとんど不要で簡単です。 

[短所]内蔵八ードディスクがクラッシュすると復元できません。 

• Samba 

LAN に接続されている Windows マシンのディスクにバックアップをとります。 

[長所]内蔵八ードディスクがクラッシュしても復元できます。 

[短所]あらかじめ Windows マシンに共有の設定をしておく必要があります。 

• テープ 

SCSI 接続されたテープデバイス ( DAT / AIT ) にバックアップをとります。 

[長所]内蔵八ードディスクがクラッシュしても復元できます。バックアップを保存す 
る他のマシンは必要ありません。 

[短所]テープ装置 ( DAT / AIT ) が必要です。 

，■〇 □—カルディスクへのバックアップは、他の方法に比べてリストアできない巧 

■ra 能性び高くなりまず。なるべく Samba かテープでバックアップをとるように 
して < ださい。 


次に 「 Samba 」 を使用したバックアップの方法について説明します。 
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[■ Samba 」 によるバックアップ設定の例 


• バックアップファイルの中には利用者のメールなどのプライべートな情 
報やセキュリティに関する情報などび含まれるため、バックアップのた 
めのフオルタ’ ( share ) の読み取り、変更の権限などのセキュリティの 
設定には十分を意してください 。 Windows 98/9日ではセキュリティ 
の設定びできません。そのためお客様の情報び利用者に盗まれる可能性 
がありまず。 

• バックアップのスケジュール実行において、例えばユーザのホームディ 
レクトリとメールスプールのバックアップを同時刻に実行ずるなど、複 
数のバックアップを同時刻に行うように設定するとバックアップに失敗 
する場合びありまず。できるだけノいックアツプ実行時刻び重な5ないよ 
うに設定してください。 


バックアップ作業のためのユーザーは既存のユーザーでもかまいませんが、 W 下の説明では 
「 user 」 というユーザーをあらかじめ 「 workgroup 」 内に所属するマシン 「 winpc 」 上に用意 
し、 [ shareJ という共有フォルダにバックアップするという前提で説明します。 

次の順唐で設ちします。 

1 . Windows マシンの共有フォルダの作成（日 S の説明書やオンラインヘルプを参照 
して < ださい） 

2. システムのバックアップファイルグループの設定 

3. バックアップの実行 

システムのバックアップファイルグループの設定 

ここでは例として[システム、各種サーバの設定ファイル]グループのバックアップの設定手 
順を説明します（他のグループも操作方法は同じです）。 

1. [システム]画面の[■その他]一 
覧の[バックアップ/リストア]を 
クリックする。 

バックア、ソプの設定画面が表示さ 
れます。 

2. 一覧の[システム、各種ヴーパの 
設定ファイル]の左側の [編集] 

をクリックする。 

バックアップ設定:の[編集]画面が 
表示されます。 




揉作 

説巧 

世け数 

タイ 5 ング 

バックアッブ 1 

r?vj 

システム全ファイル(ユーザ環境復旧） 

5 

> S ックアッブしない 

バックア ッブ、 
漏案 1 リスト-' 1 

システム、各種サーバの設定ファイル 

5 

バックアッブしない 

バックァ yTj 
ストァ 1 

ユーザのホームディレクトリ 

5 

バックアッブしない 

ソブ 1 

1漏集 1 リストア 1 

ールスブール 

5 

バックアッブしない 

パックァッブ 1 

漏集 1 U スト7 1 

メーリングリスト 

5 

バックアッブしない 

バックァッブ 1 

漏集 1 U ストア 1 

各巧□グファイル 

5 

! S ックアップしない 

J 

ディレクトリ指定 

5 

> S ックアッブしない 

テーブパックアッブ 1 

テーブリストア 1 
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3. 


[編集]画面のバックアップ方式の 
に amba ] をクリックして選択す 
る。 


説巧： システム、各種サーィ佩設定ファイル 

世代： |5— 

スケジュール： r 毎日 

广ち過 I 日逗日こ J 
广ち月!~ 0 
ロィ X ックアップしない 
時刻： |〇~時|5~みにパックアッブ 

\ックアッブ方す： 

みし ディスクディレクトリ： 

ワークグルーブを ： r 
(NT ドメインを） 

Windows マシンを： 

共有を： 

ユーザを： 


} \ックアッブ 

を 


/ var/backup 


バスワード： 


設定 I 即実行 


4. 「 Windows マシンの共有フオルタ' 
の作成」で行った設定に従って 
下の項目を入力する。 

-[ワークグループを (NT ド メイ 
ンさ ))]: workgroup 
— [ Windows マシンさ )]: winpc 
-[共有さ!]: share 
—[ューザさ)]: user 
-[パスワード]:ユーザー 
rused のパスワード 

日.正しく設定されていることを確認 
するためほ P 実行]をクリックし 
てバックアップを実行する。 

正し < 実行された場合は操作結果 
通知が表示されます。 


説明： 

システム、各種サーノ X の設定ファイル 

世代： 

厂 

スケジュール： 

r ち日 


广毎週1日昭日こ J 


广ち月！^日 


口； X ックアッブしない 


P Samba 


ユーザ名： flser 

バスヮ- 

mfi I J 

_ ヴ 


/ var/backup 


時刻： | o ~ 日報 ~ 分にバックアップ 

/ s ックァッブちす： 

厂ローカルディスクディレクトリ： 

ワークグルーブを： 

(NT ドメインを） 

帅 incbws マシンを： 

共有を 


正しく操作結果通知が表示されない場合は Windows マシンの共有の設定と 
区エック I バックアツプ方式の設定が正しいかどうか確認してください。 



このほ P 実行 ] を使うことで、任意のタイミングで手動でバックアップを行う 
ことができます。 


6. [戻る]をクリックする。 
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を期的に自動的にバックアップを行うには W 下の設をを続けて行ってください。 

7. [編集]画面で[世代]、[スケ 
ジュール]、[時刻]を指定する。 

ち國の例では[毎週月曜日の朝9:00 
にバックアップをとる。バックアッ 
プファイルは3世代分残す]設をを 
行う場合を示しています。 

世代 

バックアップファイルをいくつ残 
すかを指をします。バックアップ 
ファイルを保管するディスクの容 
量と、必要性に応じて指をして<だ 
さい。世代を1にすると、バックアッ 
プを 実行するたびに前回のバック 
アップ内容を上書きずることにな 
ります。 

スケジュール 

バックアップを実行する日を指をします。[毎日]悔週]晦月]および[バック 
アップしない]から選択します。 

[毎週]を指をする場合はち側の曜日も選択して<ださい。 

[毎月]を指をする場合はち側のテ羊ス ト ボックスに日付を入力してください。 

いずれの場合も指定した日付に本体の電源とバックアップ先のマシンの電源が入っ 
ていない場合はバックアップできないのでを意してください。 



時刻 


[スケジュール]で指定した日付の何時何分にバックアップを行うかを指定します。 
24時間制で入力してください。指をした時刻に本体の電源とバックアップ先のマシ 
ンの電源が ON になっていない場合はバックアップできないのでを意してください。 


8. [編集]画面下の[設定]をクリッ 
クする。 


説巧： システム、各種ヴーィ S の設定ファイル 

世代： ~ 

スケジュール： 广ち日 

f 毎週 I 巧 昭日こ J 
广毎月!~ B 
广バックアッブしない 
時刻： [9 ~ 時 (5 ~ みに バックアッブ 

f 、ックアッブ 方す： 

厂ローカルディスクディレクトリ： 

ワークグルーブ名： 

( NT ドメイン名） 

Windows マシンを： 

共有を： 

ユーザを： 


/ var/backup 


P Samba 


ノ^^ 


winpc 


W 上で、定期的に自動的にバックアップを行う設定は完了です。 
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バックアップの実行 

バックアップの処理は「システムのバックアップファイルグループの設を」で指をした日時に 
自動的に実行されます。指をした日時に本体とバックアップファイルをとるマシンの両方の電 
源が ON になつていなければいけません。 


リストア 


8つのをバックアップファイルグループごとにバックアップファイルをシステムにリストア 
することができます。 


ここでは例として[バックアップ手順の例]で設定を行った[システム、を種サーバの設を 
ファイル]グループのファイルのバックアップファイルをシステムにリストアする際の操作手 
順の例を説明します。 


1. [システム]画面の[■その他]一 
覧の[バックアップ/リストア]を 
クリックする。 

バックアップの設を画面が表示さ 
れます。 

2. 一覧の[システム、各種ヴーパの 
設定ファイル]の左側の[リスト 
ア]をクリックする。 

リストアするバックアップファイ 
ルの一覧が表示されます。 

3. [■リストア]で[バックアップの 
リストア先]、[バックアップ方 
式]、[リストアするバックアップ 
ファイル]を指定し、[実行]をク 
U ックする。 

[リストアするバックアップファイ 
ル]は、通常はデフォルトで最も新 
しいバックアップファイルが選択 
されています。そのまま実行すれ 
ば、最新のバックアップがリストア 
されます。 

4. 「リストアします。よろしいですか？」というダイア□グが表示されます。リスト 
アする場合は [0 K ] を、リストアしない場含は[キャンセル]をクリックしてくだ 
さい。 


バックアッブのリストア先 

元のディレクト W こリストアする 
广 別のディレクトリにリストアする 


ディレクトリを: P^mp 


バックアッブ方す：同- カルディスク ニ] 

還巧したバックアッブファイルからリストアを行うディレクトリ 


d 


リストアする/ S ックアッブファイル 
表示ライン数: fl ^ 



ファイルを 

バックアッブ日時 

サイブ 
( kB ) 

a 

backup.co n び . tgz 

2002/11/07 19:20;1611150.0 


LU.tgz 2 UU 2/11/ U / 





I システム巧戴'' 1 

1 □ヴ巧巧... 

1 

J0. S. 

1 時がを定… 

) 

■ I けが7•パ/ II スト： P - 11 

1 が f 2リティ… 

1 


1 システム起な巧ち時居!… 

1 

1 W ルァ。フ□-ド''' 1 

1 ち巧者バスワ-ド... 

) 

I ラ化ぶちほ 1 





• 選択したバックアップファイルの内容を参照したい場合は、[表示]をク 
リックしてくださし、。 

• 選巧したバックアップファイルを削除したし、場合は、[削除]をクリック 
してくださし、。削除できるのは口ーカルディスクにバックアップを行つ 
た場合だけです。 
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W -0 ユーザ環境の復旧を行う場合は、「システム全ファイル（ユーザ環境復旧)」も 
しくは、「ユーザのホームデイレクトリ」、「メールスプール」のリストアを行つ 
ておく必要びあります。 


テープバックアップ/リストア 

Management Console 画面左の[システム]アイコンをクリ、ソクし、[■その他]-覧の[バック 
アップ/リストア]をクリックします。画面下のほうにある[テープバックアップ]をクリック 
するとテープバックアップの設を•実行画面に、[テープリストア]をクリックするとテープ 
リストアの設を-実行画面に切り替わります。 

デバイスをにはバックアップ先、リストア元となるテープデバイスをを指をします。 

一度指をすると、次回からは変更した内容で表示されます。 

• テープへのバックアップ 

[即実行]をクリ、ソクすることにより、 

□一カルに接続したテープデバイスに 
バックアップをとります。バックアップ 
は選択したバックア、ソプグループに対 
して行います。 

ユーザーのホームディレクトリ、メール 
スプール、メーリングリスト、ディレク 
トリ指定:、 GuardianWall の□グに関して 
は、前画面の[■バックアップ/リストア 
-覧]の詳細画面で選択されているバッ 
クアツプの対象がバ、ソクアツプされま 
す。 



そのため、をグループについての設ををあらかじめ行っておく必要があります。なお、 
GuardianWall の□グは GuardianWall がインストールされている場合に表示されます。 

バックアップする項目を指をし、[実行]をクリックすると、チェックされた項目をテープ 
デバイスに一括でバックアップします。 


• テー プ へのデータの バックアップは、同 ーテー プ への 複数 データの バッ 
クアップや、インクリメンタルバックアップはサポートしておりませ 
ん。 

• テープへのデータ保存の際にエラー、もしくは警告び表示された場合、 
テープへの保存に失敗しているため、該当するテープでは U ストアでを 
ません。エラー、もしくは警告び表示された場台は、再度バックアップ 
を取り直してください。 

• バックアップ実行時、テープは上書きされまず。 


✓ ディレクトリ指定や、ドメイン指定、 GuardianWall の□グのバックアップを行 
巨て巧！ う際に、ターゲットディレクトリがを在しない場合、エラーが表示されます。 
バックアップする対象を確認してください。 
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• テープへのスケジュールバックアップ 

[設茵をクリックすることにより、□一カルに接続したテープデバイスに指をした日時に 
バックアップをとります。日時の指定方法は171ぺージの「スケジュール」を参照して 
ください。バックアップは選択したバックアップグループに対して行います。 

• テープか5のリストア 

テープを装填して[テープリストア]をク 
リックすると、[■リストア]画面が表示 
されます。 

リストアする前に、バックアップファイ 
ルの内容（ファイルをの一覧）を見たい 
時には、[表示]をクリックしてください。 

[実行]をクリックすると、リストアを実 
行します。 

言羊し <( ま 、 Management Gonsole のすン 
ラインヘルプを参照してください。 



□グ管理 

システムファイルの□グファイルの表示やファイルの□ーテーシヨンの設ををを□グファイ 
ルごとに行うことができます。 

を□グファイルの[設定]をクリックすると、その□グファイルの□ーテシヨンの設をを行い 
ます。 

を□グファイルの[表示]をクリックすると、その□グファイルの世代一覧が表示されます。 
表示したいものを選択して[表示]をクリックすると□グファイルの内容が表示されます。 
[全削除]をクリックすると、カレント□グファイルを除くすべての□ーテート□グファイル 
が削除されます。 


wO メールは単独のサーノ V ’で動作するものではなく、他のサーノとの通信によって 
機能を実現していますので、他サーバ管理者か5の問い合わせにも対応できる 
よう、一定期間保持しておくことをお勧めしまず。 
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メール機能の主なログに関して記述します。 

① sendmail のログ 
/ var / log/maillog に出力されます。 

[形式1 ] メール受理時のログ 

タイムスタンプサーバ名 sendmail [プロセス ID ]: キユ ー ID : from = 発信者 
アドレス， size = サイス class = クラス nrcpts = 受信者数， msgid = メッセージ 
ID , relay = 中継サーバ 

[形式 2] メール配送時のログ 

タイムスタンプサーバ名 sendmail [プロセス ID ]: キユ ー ID : to = 宛先アドレ 
ス， ctladdr = 制御アドレス （ UID / GID )， delay = 遅延時間， xdelay = 遅延時間 
， mailer = 配信エージェント名， prM 憂先度， relay = 中継先， dsn = 配送ステー 
タス， stat = 配送結果 

[形式 3] そのイ也のメッセージ 

タイムスタンプサーバ名 sendmail [プロセス ID ]: 任意のメッセージ 

② popd のログ 
/ var / log/imaplog に出力されます。 

[形式1 ] 接続時のログ 

タイムスタンプサーバ名 popd [プロセス ID ]: クライアント IP : 
connected [/ ssl ] 

[形式 2] ログイン時のログ 

タイムスタンプサーバ名 popd [プロセス ID ]: クライアント IP : (ユー ザー 
名） log in [/ 認証機靖 completed 

[形式 3] ログアウト時のログ 

タイムスタンプサーバ名 popd [プロセス ID ]: クライアント IP : (ユー ザー 
名） logo 叫/切断理由] 

[形式 4] そのイ也のメ ッセー ジ 

タイムスタンプサーバ名 popd [プロセス ID ]: クライアン HP : 任意のメッ 
セージ 

③ imapd のログ 
/ var / log/imaplog に出力されます。 

[形式1 ] 接続時のログ 

タイムスタンプサーバ名 imapd [プロセス ID ]: クライアント IP : 
connected [/ ssl ] 

[形式 2] ログイン時のログ 

タイムスタンプサーバ名 imapd [プロセス ID ]: クライアン HP : (ユー ザー 
名） login [/ 認証機靖 completed 

[形式 3] ログアウト時のログ 

タイムスタンプサーバ名 imapd [プロセス ID ]: クライアン HP : (ユー ザー 
名） logout [/ 切断理由] 
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GUARDIAN WALL のインス I ル 

GUARDIAN WALL をインストールする事により、 ManagementConsole のシステム画面に 
GUARDIAN WALL の管理画面へ移動するボタンが表示されるようになります。インス I -ール 
に関しては 、 GUARDIAN WALL のマニュアルをご参照ください。 



GurdianWall をインストールすると、システムの sendmail は MSP(Mail 
Submission Program ) として利用されます。このモードで動作している 
sendmail は Managemen に onsole のサービス画面では動作中と表示されませ 
ん。 


ライセンス管理 


ライセンス製品のインス I -ール/アンインス 
トールを管理します。対象製品は W 下の通り 
です。 


ライセンスを a 


をメールな巧ライ 12 ンス インストールされて L 、ません 1 [ インストール ] I アン r ぶ卜づレ J 

DNS/DHCP オブションラ々 Z ンスインストールされていません 1 | 个ぶトル I I ァ：/ 石 スト-ル I 
二ま化術が巧萬キットライたンスインストールされて L 读せん] [ むストル ]( ァ 成 ストル」 
Webma 朽イ たンス ライたンス 数: 1 I づンストづレ 11 ア >0 ストール 1 


• WEBMAIL ライセンス 

• 全メール保存ライセンス 

• DNS / DHCP 強化オプション 

• 二重化構成構築キット 
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複数サーバ管理 


複数サーバ管理は Management Console から他の本装置のサービスの状態が確認できます。 
スタンドア□ン、□ー ドバランスクラスタ構成、フェイルオーバクラスタ構成ごとに分けて表 
W されます。 





サーバー覧 


サーバの一覧が表示されます。 

詳細については画面上の[ヘルスをクリック 
しオンラインヘルプを参照してください）。 


1 最お更新を間 1 

1ボーリング間隔1 

'2007/03/13 00:22:20 

い日 v | 

脚 1 

1 



择作 


ホストを I IP アドレス白メント 


i 追加苗面で登绿して下さい 


追加 

[追加]でサーバの追加ができます。 

• ホスト名 

ホストをを指定します。 

• IP アドレス 

IP アドレスを指をします。 

• コメント 

コメントを指をします。 
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編集 

[編集]で本装置の編集ができます。 


詳細 


[詳細]で詳細が表示されます。 


■ サービスー'宣 [mw09】 

サービスを 

巧な 

Web サーバ 

起動中 

パールサー/ Usendmail) 

起動中 

六ールサー/ \(popd) 

售止 

六ールサー/ Uimapd) 

拉動中 

六ールサー/ \(mail-httpd) 

担動中 

ネームサーバ 

起動中 

アドレス柜 

居止 

ファイル お 送 

起動中 

UNIX ファイル共有 

信止 

Windows ファイル共有 

官止 

を刻調堅 

担動中 

ネット ワ ー ク管巧 エージェント 

居止 

リモートシェル 

停止 

リモートログイン 

拉動中 

サービス 監視 

拉動中 


複数 サーバ 管理の管理対象となる サーバではサーバ 管理 エージ I ント 
( wbmcmsvd ) を起動させておいてください。 
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ドメイン管埋ちのメニュー 

ここではドメインを管理するューザーが利用できるさまざまなサービスの設をや操作方法な 
どを説明します。 


Management Console への□グイン 


ドメイン管理者は 、 Management Console を利用することにより、クライアント側のブラウ 
ザからネットワークを介してドメイン内のユーザーの追力日-削除、 Web サーバの設を、 S 义 
の設をを簡単な操作で一元的に管理することができます。じ(下にをセ羊ュリティモードにおけ 
るアクセス手順を示します。 


• Mana 呂 ement Console へのアクセスには、プ□キシを経由させないで 
<ださい。 

• レベル2では、 HTTPS プ□トコル、ポート番号已0443を使用します。 

• システム管理者でセキュリティモードを変更ずるとドメイン管理者にも 
反映されまず。 


レベル0の場合 

1 . クライアント側のブラウザを起動する。 

2. URL 入力欄に 「 http :// く本装置に割り当てた IP アドレスまたは FQDN >: 己日日8日/ 
admin /」 と入力する。 

仮想ドメインにアクセスする場合は、 「 http :// く本装置に割り当てた IP アドレスまた 
は FQDN >:50080/< 仮想ドメイン >/ admin /」 と入力する必要があります。 

3. 「 Mana 呂 ement Console 」 画面で、[ドメイン管理者□グイン]をクリックする。 

，■〇 危険でずので、このモードはデモや評価の場合のみにご使用ください。 


レベル1の場合 

1 . クライアント側のブラウザを起動する。 

2. URL 入力欄に 「 http :// く本装置に割り当てた IP アドレスまたは FQDN >: 日日日8日/ 
admin /」 と入力する。 

仮想ドメインにアクセスする場合は、 「 http :// く本装置に割り当てた IP アドレスまた 
は FQDN >:50080/< 仮想ドメイン >/ admin /」 と入力する必要があります。 

3. 「 Mana 呂 ement Console 」 画面で、[ドメイン管理ち□グイン]をクリックする。 
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4. ユーザー名とパスワードの入力を要求されたら、それぞれのドメイン管理者名とパ 
スワードを入力する。 


システム管理者はドメイン管理者メニューじアクセスできます。また、仮想ドメイ 
ンのドメイン管理者はユーザーをとして < ドメイン管理者を>@<グループを > を入 
力する必要があります。 


レベル2の場合 

1 . クライアント側のブラウザを起動する。 

2. URL 入力欄に rh け PS :// く本装置に割り当てた IP アドレスまたは FQDN >: 日日443/ 
admin /」 と入力する。 

仮想ドメインにアクセスする場合は、 「 https :// く本装置に割り当てた IP アドレスま 
たは FQDN >:50443/< 仮想ドメイン >/ adnnin /」 と入力する必要があります。 

3. 警告ダイア□グボックスが表示されたら、[はい]などをクリックして進む。 

4. [Management Console ] 画面で、[ドメイン管理者□グイン]をクリックする。 

日.ユーザー名とパスワードの入力を要求されたら、それぞれのドメイン管理者名とパ 
スワードを入力する。 


システム管理者はドメイン管理者メニューにアクセスできます。また、仮想ドメイ 
ンのドメイン管理者は ユーザーを として「くドメイン管理者を>@<グループを>」を 
入力する必要があります。 
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Management Consolel こ□グインできたら、夕じ示す画面が表示されます。 

ドメイン管理者用トップページ 



ブラウザ上から設定した項目（アイコン）をクリックすると、 
それぞれの設定画面に移動することができる。 

[Management Console の画面構成】 

■ ドメイン管理者用トップページ 
• 管理者情報 
• ユーザ 情報 

• Web サーバ 

• メールサーバ 


• システム 
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管理靴ま民 


ドメイン管理者は 、 Management Console から当ドメイン内のユーザーを選択して、追力□と 
共に、各種機能の権限を割り振ることができます。 



管理者情報の追加 

新規にユーザーを管理者に追力□する場合の手順をじ(下に示します。 



設を項目の詳細については、画面上の[ヘルプ]をクリックし、オンラインヘル 
プを参照してください。 


1. [管理ち情報]画面の[追加]をク 
U ックする。 




が 

臟1 

フ J レ=1ント n—J レ 

まみ取り專巧 

f iiJJDj 

} 

1 


1 

佔 迅^が 

〇 

凶 追 迫 

1 
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2. 追加したいユーザー名を選択して 
各種機能の権限を割り振り、[設 
定]をクリックする。 


ちちを情苗お化 


ユーザを： 「ユーザを 遇;円してください。 二] 

^昔巧を遇巧を巧なってください。 

^ 7スター昔巧を 一股昔巧を 

ァクたスレバルの遇巧き巧なってください。 
r 昔巧を情郁 

口" i 売み巧リ广コルコントロール 
厂 ユーザ情訊 

口" i 売み巧リ广コルコントロール 
厂 WEB サーバ 

口" i 売みおリ广コルコントロール 
厂 味- A / サーバ 

口" i 売みおリ广コルコントロール 
r システム 

G ■つルコントロール 


ドメイン管理ち情報変更/ドメイン管理ちの削除 

登録済みのドメイン管理者情報を変更する場合およびドメイン管理者を削除する場合の手順 
を w 下に示します。 


ドメイン管理ち情報の変更 


1. [管理ち情報]画面で変更したい 
ユーザー名にある[編集]をク 
U ックする。 

[管理者情報編集]画面が表示され 
ます。 
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2. 設定を変更して、[設定]をクリッ 
クする。 



ドメイン管理者の削除 


[管理者情報]画面で、削除したいユーザーを 
の左の[削除]をクリックしてください。 
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ユ_ザ情報 


ドメイン管理者は 、 Management Console からユーザーの新規追力日、ユーザー登録情報の変 
要など詳細な設をができ、ユーザーの一元的な管理を実現できます。また、一般ユーザーも 
Management Console から自分のパスワードを変更することができます。 



新規 ユーザーの 追加 


新規にユーザーを追力□する場合の手順を]: i 下に示します。 

1 . [ユーザ情報]画面の[追加]をク 


ユーザ 管理 


リックする。 


管理老 

, 説明 

HP 

[新規ユーザ]画面が表示されます。 

f mm 1 J 


r 


X 、 毎 XX っ^ X 


XXXXXX 

HP 


2 . 追加したいユーザー情報を入力し 
[設定]をクリックする。 

ユーザーをはすベてル文字で指を 
して < ださい。大文字は使用できま 
せん。 






ユーザを： 

バスワード： 

バスワード再入力： 

<ールな巧巧間(日数)： |T^ 

ディスク上限りールスブール用)：ち¥ 
ディスク上限(ホーム用)： 

説日月： 

サービス： 


110240 


日間 
.KB 
KB 


r 


Web ページをと閒する 
P FTP のほ用をな巧する 
厂 Tdnet/s ホのほ巧を i 午巧する 
r Samba のほ用を i 午巧する 


試ち I 



SSH のみを許可し、 TELNET を不許可とする場合は、 「TELNET/SSH の使用を 
許可する」にチェックをつけ、[サービス]画面で、セキュアシェルを起動し、リ 
モートロ グインを停止して運用してく ださし、。 




















































































• ユーザー追加の際に、オプションで表示される各種サービス （telnet や 
samba など）への□グインを許ずチェックボックスは、システム管理 
者メニューで有効と設定されたもののみび表示されます。必要なサービ 
スび還択表示されない場合、システム管理者メニューよりサービスを有 
効にしてください。 

• 実ドメインには m 下のユーザーは登録でをません。 

<指定でさない文字列> 

adm、admin、apache、bin、canna、daemon、fm し ftp、games、 
gopher、halt、Idap、Ip、mail、mailnuN、named、netdump、news、 
nfsnobody、nobody、nscd、ntp、operator、pcap、root、rpc、 
rpcuser、rpm、shutdown、smb 呂 uest、smmsp、sshd、sync、uucp、 
vcsa、wbmc、webalizer、webdef、wnn、xfs 

• ユーザ名は、半角英小文字で始まる 1 文字 m 上16文字似下の半角英ル文 
字数字、 r_ (アンダーパー)」、 r- (八イフン)」、 r. (ピリオド)」を指定 
して < ださい。 

• 各パスワードは、1文字 m 上14文字 ly 下の半角英数文字もしくは、半角 
記号を指定してください。 

• 説明欄では、 r: (コロン)」を使用できません。 
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ユーザーの一括登録/一括変更/一括削除 

一度に多くのユーザーを作成-変更-削除する場合は、 CSV 形式のデータファイルから一括 
登録/一括変更/一括削除することができます。 

ユーザーの一括登録では、一般ユーザーのみ登録することができます。ドメイン管理者情報は 
管理者情報画面より設をして < ださい。 


• エラーび起きた場合、營録-変更-削除び不完全な状態で終了ずること 
があります。[ユーザ情報]の画面で登録が態を確認し、エラーの発生 
したユーザーびあるとをは、手動で削除してください。 

• 一括機能用で作成ずる CSV ファイルのパスは、ずべて1バイト系文字 （ 
カタカナ似が)を使ってください。ブラウザによっては、1バイト系カタ 
カナ文字や2バイト系文字などび含まれるファイルを読み込めない場合 
びありまずのでま意してください。 


1 . クライアントマシン上で、下の形式に従って CSV 形式のファイルを作成する。 

[レコード形式] 

- 区切り文字を"，"として、じ(下の順番でパラメータを並べてください。 

-1行に1ユーザーの下記情報を記入してください。 

- 複数行にまたがると正常に登録できません。 

- パラメータを省略する場合は"，"と"，"の間に何も（空白文字も）入れずに続けて 
ください。 

- 一括登録時に省略されたパラメータは、ユーザー情報既定値の値が使用されます。 

- 一括変更時に省略されたパラメータは変更されません。 

- パラメータ ON / OFF には、大文字ル文字の区別はありません。 


パラメータ名 

パラメータの形式 

-括登録 

一括変更 

一括削除 

ユーザー 名 

英数字 

必須 

必須 

必須 

パ スワード 

英数字 

省略可能 

省略可能 

- 

メール保を期間（日数） 

数値 

省略可能 

省略可能 

- 

ディスク上限 （ メールスプール用） 

数値 

省略可能 

省略可能 

- 

ディスク上限（ホーム用） 

数値 

省略可能 

省略可能 

- 

Web ページを持つ 

ON/OFF 

省略可能 

省略可能 

- 

FTP の使用を許巧する 

ON/OFF 

省略可能 

省略可能 

- 

T elnet/ssh の使巧を許巧ずる 

ON/OFF 

省略可能 

省略可能 

- 

Samba の使用を許巧する 

ON/OFF 

省略可能 

省略可能 

- 

説明 

" :かの文字列 

省略可能 

省略可能 

- 


〔一括登録のレコード記入例] 
user0 1 ,pass0 1,180,10,10, OFF,OFF,OFF,OFF, ユーザ 1 
user02,pass02,180,10,1 日， OFF, OFF, OFF，， ユーザ 2 
user03，pass03,1 80，， 1 日， 0FF，，0FF。 

〔一括変更のレコード記入例] 

user0 1 ,pass0 1,180,10240,10240,0 ff,off,off,off, ユーザ 1 
user02,pass02,180,1 0240,10240,0 ff,off,off,, ユーザ 2 
user03，pass03,1 80，， 1 0240,0 ff，，off。 

〔一括削除のレコード記入例] 
user0 1 ，pass0 1,180,10,10, OFF,OFF,OFF,OFF, ユーザ 1 
user02 
userOS 
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W-0 レコード形式は、実ドメイン、仮想ドメイン、運用お態にかかね5ず1種類で 
す。ただし、仮想ドメイン、クラスタ構成時にはが下のパラメータび無効にな 
りまず。 

• 仮想ドメインの場台 
Samba の使用を許可ずる 

• □—ドバランスクラスタ構成の場合 
メール保存期間 

ディスク上限(メールスプール用） 

無効なパラメータについても、項目位置を保つために、レコード区切りの"，"は 
指定してください。 


2. [ユーザ情報]画面の[一括登録] 
または[一括変更]または[一括 
削除]をクリックする。 



[一括登録]または[一括変更]ま 
たは[一括削除]画面が表示されま 
す。 


W 下の画面イメージは[一括登録]のものです。[一括変更]または[一括削除]の場 
合も同様に操作してください。 


3. [参照]をクリックする。 

ファイルを選択するダイア□グ 
ボックスが表示されます。 

4. 手順1で作成したファイルを選択 
して開<。 

5. [設定]をクリックする。 



ユーザの 追加（一括登録) 


7 アイル宅 ]: |c：Vne wuser.csv : 單腹 …]! 
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ューザ情報既定値 

ユーザ情報既を値とは、ユーザー追力刖寺に初期値として採用される設を値を定義するちので 
す。 

ここで設をした値は、じ(下の項目に反映されます。 

• ユーザーの追加時、設を項目の初期値として 

• ユーザーの一括登録時、設を項目省略時のデフォルトとして 


ユーザ情報既を値を変更する場合の手順を W 下に示します。 


1 . 


[ユーザ情報]画面の[ユーザー情 
報既定値]をクリックする。 

[ユーザ情報既を値]画面が表示さ 
れます。 



2. 設定を変更して[設定]をクリック 
する。 


.ー ザ情報既定値 


メール保欄間(日数)： |ii 

ディスク上胁メールスブール用 )： |To 
ディスク上限(ホーム用)： 

説日月： 

サービス： 


ro 


.日間 

.MB 

■MB 


P Web ベージを持つ 
F 7 FTP の使用を許可する 
厂 Telnet / ssh の使用を許可する 


r 


ba の使用を許可する 


ユーザー情報の変更/ユーザーの削除 

登録済みのユーザー情報を変更する場合、およびユーザーを削除する場合の手順を W 下に示し 
9 〇 


ユーザー情報の変更 


1. 


[ユーザ情報]画面で変更したい 
ユーザ名にある[編集]をクリック 
する。 

[ユーザ情報編集]画面が表示され 
ます。 


■ ユーザ情報（ユーザ登録巧: 20 ) 

1 误作 1 

ユーザを 

説巧 

HP 


□」 




漏集 

弓り除1 

ussrOI 

ussrOI 

HP 

漏集 

弓り除1 

ussr02 

ussr02 

HP 

漏集 

弓り除1 

ussrO] 

ussrO] 

HP 

漏集 

im 

user04 

user04 

HP 

漏集 

弓り赖1 

userO 日 

userO 日 

HP 

漏集 

im 

user06 

user06 

HP 

漏集 

弓り除1 

userO; 

userO/ 

HP 

漏集 

弓り除1 

userO 自 

userO 自 

HP 

漏集 


userO 日 

userO 日 

HP 


レ 
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2. 設定を変更して、[設定]をクリッ 
クする。 


.ーヴ信巧 S 集 


ユーヴる： realOl 

バスワード： I 

バスワード再入力： I 

イールな巧期間(日数)： [?80 

ディスク上限りールスブール巧)：|2^ 

ディスク上限(ホーム用)： 120480 

説日月： r 実ド火じ^01ユーヴ 

けービス： W Web ページぞ么閲する 

口 FTP のほ用を i 午巧する 


日間 

KB 

KB 


P Tdnet / ssh のほ用をな巧する 



ユーザー情報の削除 


[ユーザ情報]画面で、削除したいユーザーを 
の左の[削除]をクリックしてください。 


■ ユーザ情報（ユーザ登録巧: 20 ) 

1 挂作 

ユーザを 

説巧 

HP 

i 

み 




漏ま 

漏達 

漏達 

肖り除 i 

'ussrO] 

ussrOI 

坚 

肖り除1 

ussr02 

ussr02 

HP~ 

1肖 1] 除1 

ussrO] 

ussrO] 

hF 

漏集 

1 P 瞄1 

user04 

user04 

hF 

漏莲 

1肖|]赖1 

ussrOS 

ussrOS 

正 

m. 

1肖 1] 除1 

user06 

user06 

hF 

漏莲 

肖り除1 

ussrO? 

ussrO? 

HP~ 

漏集 

肖り除1 

userOS 

userOS 

hF 

漏莲 

肖り除1 

user09 

userO 日 

HP~ 



レ 
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Web ヴーパ 


ドメイン管理者は 、 Management Console から仮想ドメイン内での Web サーバの設定ができ、 
一元的な管理とセ车ュアな情報発信を実現することができます。 



畐本設定 

管理者メールアドレスが設をできます。 

ディレクトリ設定 

Web コンテンツを置くためのディレクトリの CGI や SSI の実行権などの設をを行います。 

• ディレクトリの追加 


[追加]をクリックすると[■ディレクト 
リの設定]画面になります。 


■デイレクトリ設定 

1 挂作 

' ディレ外リを 

[ ぉ加 1 


「叫 

肖り除 

( ドキユぶ / トルート） 
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• ディレクトリ名 


本装置に存在するディレクトリを、ド 
羊ュメントルートからのネ目対パスで指 
定します。 




新たにディレクトリを作成することはできません。 


• デフオルトファイル名 

デイレクトリをでアクセスされたときじ返すファイルをを指をします。 


• Web サーバのドキュメントルートディレクトリのアクセス 

各 Web サーバで表示されるルートディレクトリ （ ドキュメントルート 
ディレクトリ）とその上に置かれるファイルは、ドメイン管理ちの所有権 
となっています。ドキュメントルートディレクトリは、ドメイン管理者 
び書き換えてください （ ドキュメントルート下にある、各ユーザーのホー 
ムディレクトリは、各ユーザーの所有権となっています)。 

• ドメイン管理者び変更された場合、自動的にルートディレクトリとその 
下にあるファイルの所有権び新たなドメイン管理者に変更されます。 

• □-ドバランスクラスタ構成の場合のを意 

□-ドバランスクラスタ構成の場合、ユーザーび作成した C 呂 i を web 上で 
実行ずることはできません。[■ディレクトリの設赶の误行権]の [CGI 
の実行を有効にする]にチェックをしないでください。 



• 設を項目の詳細については、画面上の[ヘルプ]をクリックし、オンライ 
ンヘルプを参照してください。 

• 「.htaccess の使用を許可する」をチてックした場合に上書きされるオプ 
シヨンはじ(下です。 

AuthConfig hilelnfo Indexes Limit 

ii.h ね ccess" ファイルは、リモートログインして作成するか、別のマシン 
で作成したものを邮や Samba を使ってアップロードしてくださし、。 
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仮想パス設定 


URL と実ディレクトリの対応づけを設ちしま 
す。[追加]をクリックすると[■仮想パスの 
設を]画面じなります。 

仮想パスをと実ディレクトリをを入力して 
[設定]をクリックします。 


1 ■仮想バス設定 

r 届作 

i 剧叫 

仮想バスを 

1デル外リを 







Web ドキュメントの公開方法 

Web ド羊ュメントはクライアント側で作成し、ドメイン管理者のアカウント/パスワードで 
FTP または Samba を利用してド车ュメントルートディレクトリ（または適切なファイル転送 
先ディレクトリ）に転送します。 


アカウントの指定について 

実ドメイン管理者の場合はドメイン管理者のユーザー名、仮想ドメイン管理者 
の場合はドメイン管理者のユーザー名@ドメイン名、もしくはユーザー名@グ 
ループ名となります。仮想ドメイン管理者は Samba によるドキュメントの転 
送はでさません。 


-般ユーザーの Web ぺージ 

本装置では、一般ユーザーに対して Web ページを持つことを許可することができます。じ(下 
に設をの手順例を示します。 

1. [ユーザ情報]画面で Web ページを持つことを許可するユーザー名をクリックする 
(新規ユーザーの場含は[追加]をクリックする）。 

2. [ユーザ情報変更](または新規 
ユーザ）画面で 「 Web ぺージを公 
開する」にチェックして[設定] 

をクリックする。 

3. クライアント側で Web ドキュメン 
卜を用意（作成）し、一般ユー 
ヴーのアカウント/パスワードで 
FTP または Samba を利用して本装 
置に作成された各一般ユーザーの 
ドキュメントルート（または適切 
なファイル転送先デイレクトリ） 

に転送する。 


ユーザを： realOl 

バスヮード： 厂 

バスワード再入力： I 

メール巧な巧間(日数)： [isT" 

ディスク上限 W —ルスブール巧)：|204^ 
ディスク上限(ホーム用)： 
i が月： 


120480 


日間 
.KB 
KB 


ヴー ビス： 


f P Web ゾ-ジ 
V 口^^ ほ用 

^.^^^elnet/ssh 


ューヴ 
ジをと閒する 
r のほ巧を許巧する 
elnet/ssh のほ巧をな巧する 
P Samba の使巧を i 午巧する 
設定」 



—般ユーザーの Web ぺージは、 「h け p://< 本装置のアドレス>/<ユーザー名>/」で 
アクセスします。 URL の最後に「/(スラッシュ）」がないと、正しく接続できま 
せん。 
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メールサーパ 


ドメイン管理者は Management Console から容易にメーリングリストを作成できるエイリア 
スの設定:をすることができます。また、一般ユーザーも Management Console から自分宛メー 
ルの転送先を設をする こと ができます。 



[メールサーバ]画面の[エイリアスの設を...] 
をクリックすると[エイリアスの設を]画面 
が表示されます。 

ここに現在のエイリアスの一覧が表示されま 
す。 


エイリアスの設定 


K エイ U アスの記走... ) 


[追力日]をクリックすると、[エイリアスの追 
加]画面が表示されます。 

• エイリアス名 

エイリアスをを指をします。 

• include 指定 


■ エイリアスの設定 

1 曼た J エイリアスち 

includetajt 

& 



include 機能の使用巧否を選択します。 
エイリアスをとメンバアドレスの合計 
が8000バイトを越えるような大規模な 
エイリアスの場合はここをチェ、ソクし 
てください。また エラーメールの 送信先 
となる「発信者アドレスのエイリアス」 
を指定したい場合は、必ず nclude 指をを 
チェックしてください。 
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• エイリアスメンバ 

メンバのメールアドレスをカンマ、改行で区切って指をしてください。 include 機能を使 
用しない場合、エイリアスをとエイリアスメンバ長とエイリアスメンバの区切りにバイ 
卜換算)とを合計して8000パイトまで指をできます。 



• admin (システム管理者）宛のメールは、そのままでは読む人びいない 
ので、適当なユーザー宛にメールエイリアスを設定してください。 

• システムなどか 5admin (システム管理者）へ送信されてくるメールび 
配送できない状態の場台、メールサーバの動作不正を弓Iを起こす場合び 
ありまず。適切なユーザー宛にメールエイリアスを設定してください。 

• エイリアスメンバは、メールアドレスのお式でのみ指定可能でず。英大 
文字を使用せず、小文字で指定ずるようにしてください。 

• ドメイン部分を省略すると実ドメインユーザーとみなされまず。アドレ 
スミスのもとになりますので、ドメイン部分を省略した書き方は避けて 
<ださい。 

• 存在しないメールアドレスを指定しても、ここではエラーにはなりませ 
んのでを意してさい。 

• include 機能を使用しない場台、カンマは強制的に区切り文字とみなさ 
れます。メールアドレスにカンマを含める場合、必ず include 機能を使 
用して < ださい。 

include 機能では、改行のみ区切り文字とみなされます。 

参 詳しくは、 Mana 呂 ement Console のオンラインヘルプを参照してくだ 
さい。 
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システム 


Management Console 画面左の[システム]アイコンをクリックすると[システム]画面が 
表示されます。 

じ(下の機能を利用できます。 



• ディスク使用状況 

ドメイン内で使用可能なディスク容量や、現在使用中の容量を表示します。ドメインの 
ディスク容量を制限していない場合、"容量"などの項目には"-"が表示されます。 

Web では、システム管理者のドメイン情報の[詳細で表示される項目の「ドメイン使用 
ユーザー向けディスク最大容量 ( MB )」 がドメインのディスク制限容量になります。 

Mail はドメインのディスク容量ではなく、一人分のディスク容量で制限するため、ここで 
は使用中の容量のみが確認できます。 

• 経路情報 

ネットワーク上のホストに届くパケットの経路を表示します。 

• WEB アクセス統計 

Web サーパのアクセス□グをグラフ形式にして統計情報を表示します。統計情報は1日に 
1回更新されます。システム管理者画面で 「 Web アクセス統計を作成しない」じ設定にし 
てし^る場合は表71^されません。 
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—般ユーザーのメニュー 

ここではシステム利用を許可されている一般ユーザーが利用できるサービスの設をや操作方 
まなどを説明します。 


Management Console への□グイン 


Management Console に登録された一般ユーザーは 、 Management Console を利用して自分 
のパスワードの変更、メール転送先の追力日•削除、メールの自動返信の可否、返信メッセージ 
の編集ができます。 

W 下にをセ丰ュリティモードにおけるアクセス手順を示します。 


• Mana 呂 ement Console へのアクセスには、プ□キシを経由させないで 

置3 ください。 

• レベル2では、 HTTPS プ□トコル、ポート番号已0443を使用します。 

• システム管理者でセキュリティモードを変更するとドメイン管理者にも 
反映されまず。 

• URL の最後に「/(スラッシュ）」がないと、正しく接続できません。 


レベル0、1の場合 

1 . クライアント側のブラウザを起動する。 

2. URL 入力欄に 「 http :// く本装置に割り当てた IP アドレスまたは FQDN >: 日日日8日/ 
user /」 と入力する。 

仮想ドメインにアクセスする場合は、 「 http :// く本装置に割り当てた IP アドレス>ま 
たは FQDN : 50080/<仮想ドメイン >/ use 「/」 と入力する必要があります。 

3. [Management Console ] 画面で、[ユーヴ□グイン]をクリックする。 

4. ユーザー名とパスワードの入力を要求されたら、それぞれのユーザー名とパスワー 
ドを入力する。 


仮想ドメインの ユーザーはユーザーを として< ユーザーを>@くグルー プを>を入力 
する必要があります。 
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レベル2の場合 

1 . クライアント側のブラウザを起動する。 

2. URL 入力欄に rh け PS:// く本装置に割り当てた IP アドレスまたは FQDN >: 日日443/ 
user /」 と入力する。 

仮想ドメインにアクセスする場合は、 「https:// く本装置に割り当てた IP アドレスま 
たは FQDN>:50443/< 仮想ドメイン >/use「/」 と入力する必要があります。 

3. 警告ダイア□グボックスが表示されたら、[はい]などをクリックして進む。 

4. [Management Console ] 画面で、[ユーヴ□グイン]をクリックする。 

日.ユーザー名とパスワードの入力を要求されたら、それぞれのユーザー名とパスワー 
ドを入力する。 

仮想ドメインのユーザーはユーザーをとして r くユーザーを>@くグループを>」を入 
力する必要があります。 

Management Console に□グインできたら、次に示す画面が表示されます。 

—般ユーザー用ぺージ 
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[システム管理者]画面で、 [Vacation 機制を使用巧に設定している場合は、次に示す画面 
が表示されます。 



この画面では、□グインしたユーザーのパスワード設を•変更、メール転送先の追加•削除の 
他に、メールの自動返信の巧否、返信メッセージの編集をすることができます。 

詳しくは、 Management Console のオンラインヘルプを参照してください。 









200 メモ 



201 


NEC Express 已 800 シ U ■ズ 
InterSec 

Express 5800 /MW 己 OOf 


巧巧•管！！ソフトウェア 


システムを監視-管理するための専用ソフトウエアについて説明します。 

EXPRESSBUILDER に02ぺージ） 

添付の 「 EXPRESS 目 ULDER DVD 」 からの起動方まと EXPRESS 目 ULDER が 
提供する機能じついて説明しています。 

ディスクアレイコンフィグレーション （207 ぺージ） 

ディスクアレイを構築している場合のその構築方法じついて説明します。 

Universal RAID Utility に09ぺージ） 

Universal RAID Utility は、本体装置内蔵の RAID コント□-ラ ( N 8103 -1 17相当) 
の管理、監視を行うアプリケーションです。 

保守ツールに10ぺージ） 

専用の保守ユーティリティの使い方について説明しています。 

システム診断に14ぺージ） 

専用の診断ユーティリティの使い方について説明しています。 

DianaScope に17ぺージ） 

ネットワークやシリアルポートを使って装置をリモートで保守することができ 
るアプリケーション 「 DianaScope 」 について説明しています。 

ESMPR 0 (2 18ページ） 

添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD および「バックアップ DVD - ROM 」 にバン 
ドルされている InterSec シリーズ統合管理アプリケーション 「 ESMPR 0」 に 
ついて説明しています。 

エクスプレス通報サービス （21 9ページ） 

本装置に何らかの障害が発生したときに自動で保守サービスセンターへ通報す 
るアプリケーション視リ途契約が必要です）について説明しています。 
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EXPRESSBUILDER 


EXPRESSBUILDER は、本装置を保守-管理するための統合ソフトウてアです。 


起動方法 


本体の光ディスクドライブに EXPRESSBUILDER をセツトして、電源を ON にすると起動しま 
す。 


wO BIOS の設定を間違えると、 DVD か5起動しない場台びあります。 

EXPRESSBUILDER を起動できない場台は 、 BIOS SETUP ユーティリティ 
で光ディスクドライブび最初に起動するよう順序を変更してください。 

<確認するメニュ ー : 「 Boot 」 > 



Windows マシンに EXPRESSBUILDER DVD をセットすると管埋アプリケー 
シヨンのインストールやドキユメントの閲覧ができる「才ートランで起動する 
メニュー」が表示されます。 


起動方法には管理 PC と本体の接続の状態により、次の3つの方まがあります。 

本体にコンソールを接続しての起動 

次の手順に従つて起動してください。 

1 . 本体にキーボードとディスプレイ装置を接続する。 

2. 本体の光ディスクドライブに 「EXPRESSBUILDER」DVD をセットする。 

3. 本体の電源を日 FF/0N してシステムを再起動する。 

リブート後、管理 PC の画面上にトップメニューが表示され、各種保守•管理ツールを管理 PC 
から実行できるようになります。 


LAN 接続された管理 PC からの起動 

DianaScope を使用します。詳しくは EXPRESSBUILDER DVD 内の 「 DianaScope オンライン 
ド丰ュメント」を参照してください。 


ダイレクト接続 （COMB) された管理 PC か5の起動 

DianaScope を使用します。詳しくは EXPRESSBUILDER DVD 内の 「 DianaScope オンライン 
ド羊ユメント」を参照してください。 
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各メニューの起動について 


rEXPRESSBUILDERJ DVD を本装置の光ディスクドライブにセットして起動すると、下 
のようなメニューが起動します。 


Boot selection 


Os 1 ns ta L La 1 1 on***def au L t***. の 

Tool menu ( Norma L mode )..... ② 

Tool menu ( Red i rec 1 1on mode ). ③ 


wO 本ツールは Configuration Tool であり 、 Windows PE 2.0を使用していま 
す。72時間継続して使用ずると自動的に再起動されまずのでごを意くださし、。 


① 日 S installation 

本項目を選択すると、 EXPRESS 巨 UILDER トップメニューが表示されます。 


NEC 


EXPRESS 目 UILDER 


step I 魅 - i "♦ 

にューを涅巧して、 r ホへ」ポタンを巧してください々 

•RAID 巧誌や 0S をインストールする巧合は、 r シームレスたットアッづぞ実巧する」を透巧してくださし、。 
•巧業をが了する巧合は、じ卻班 SSBU 正 DE 枕が了する J ぞ进巧してください。 


* シームレスたツトアツブぞ実行する 

' Windows 用 OEM-Disk を巧巧する 
'1W 用ドライバディスクを f 城する 

' Linux Recovery； 、♦ーテイシヨンを巧巧する (Linmc サービスたツト睛 
] ンフイヴレーシヨンI括訊をた'-ブのードする 
:だ BUILDE 兒こドライ,巧ロードする 


、 RA ののコンフ- 
EXPRESSBUIL： 


厂 EXP 班 SSBUILDER 老巧了する 
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② Tool menu (Normal mode ) 

本項目を選択すると、ツールメニューが起動します。 



このメニューから、じ(下のような保守/設を用の機能を起動することができます。を 
機能の詳細については、保守ツールの章を参照してください。 

a ) Maintenance Utility 

オフライン保守ユーティリティを起動します。 

b ) BI 0 S/FW Updating 

システム BIOS をアップデートします。 

C) R 0 M - D 0 S Startup FD 

R 0 M - D 0 S 起動 FD を作成します。 

d ) Test and diagnostics 
システム彰断を起動します。 

e ) System Management 

システムマネージメント機能を起動します。 
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③ fool menu (Redirection mode) 

本項目は、 BIOS 〕 ンソールリダイレクシヨン機能を使用して、コンソールレスにて 
操作する場合にのみ選択してください。 

^ リモート KVM 機能を使用しているときは、本項目ではなく②の項目を選択して 
反て巧！ ください。 



このメニューから起動できる機能は、②のメニューから起動できるものと同等です。 
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才ートランで起動ずるメニ 


Windows 2000 + E 6.0、 WindowsXP 、 Vista または Windows Server 2003が動作しているコ 
ンピュータ上で添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD をセットすると、才ートラン機能により 
自動的にメニューが起動します。 



PaI セットしたタイミングによっては、自動的に起動しない場合があります。その 
ム^に巧 ような場合は、エクスプローラから「マイコンピュータ」を還択し、セットし 
た光ディスクドライブのアイコンをダブルクリックしてくださし、。 


メニューからは、 Windows 上で動作するを種バンドルソフトウエアのインストールやオンラ 
インド丰ュメントを参照することができます。 


PaI オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式ので*で提イ共されているちのちあ 
IrETf ^ ります。このファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の 
Adobe Reader がインストールされている必要があります 。 Adobe Reader がイ 
ンストールされていないときは、あらかじめ Adobe システム社のインターネッ 
トサイトより Adobe Reader をインストールしておいてください。 


メニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をクリックするか、ちクリッ 
クして現れるショートカットメニューを使用してください。また、一部のメニュー項目は、メ 
ニューが動作しているシステム•権限で実行できないとき、グレイアウト表示され選択できま 
せん。適切なシステム-権限で実行してください。 


wO DVD を光ディスクドライブか5取り出す前に、メニューおよびメニューか5 
起動したオンラインドキュメント、各種ツールは終了させておいてください。 
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ディスクアレイコンフィグレーシヨン 

ディスクアレイコンフィグレーションは RAID コント□ー ラに接続されている八ードディスク 
数に応じて自動的に論理ドライブ(□ジカルドライブ)を作成するユーティリティです。 

RAID コント□ーラに八ードディスクを接続して RAID システムの新規設を•再設をを行う場合 
に使用します。 


使用上のを意 


ディスクアレイコンフィグレーションを実行する前にお読みください。 

• コンフィグレーション済みの RAID コント□ーラを使用する場合、新規に論理ドライブ 
を作成する前に、既存のコンフィグレーション情報をクリアする必要があります。コン 
フィグレーション情報をクリアすると、既存のデータは失われますのでご注意くださ 
い。 

• 本ユーティリティで RAID システムの設をを行う場合、 RAID コント□ーラに接続する 
A - ドディスクの容量はすべて同じで、かつ READY 状態である必要があります。 

• 本ユーティリティでは、指定された八ードディスクドライブ構成で割り当て可能な最大 
容量を使用し、単一の論理ドライブを作成することができます。 

• RAID システムの設定を行う場合は、本装置がサポートしている RAID システム構成を指 
をして<ださい。指をされた八ードディスクドライブ構成で割り当て可能な最大容量を 
使用し、単一の論理ドライブを作成します。 

• RAID システムの新規設を、再設をを行った場合、コンフィグレーション情報をフ□、ソ 
ピーディスクに保存してください。 
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ほ。方法 


W 下の手順でディスクアレイコンフィグレーションを起動し、操作します。 

1 .EXPRESS 巨 UILDER DVD わ、らシステムを起動する。 


EXPRESSBULDER の起動方まは、202ページの fEXPRESSBULDERJ を参照し 
てください。 

管理 PC の画面にトップメニューが表示されます。 

2. 「ツールメニュー」を表示する。 

3. ツールメニューから「ディスクアレイコンフィグレーション」を選択する。 

ユーティリティが起動し、 RAID コント□ーラに接続された八ードディスクドライブ 
の状態と論理ドライブの状態をチェックします。 

すでに論理ドライブがを在する場合や READY 状態外の物理ディスクが存在する 
場合、現在のコンフィグレーション情報をクリアするかどうかの痛認のメ、ソセージ 
が表示されます。 

- 「 Y 」 を選択した場合 

コンフィグレーション情報をクリアした後、設定:可能な RAID システム構成が表 
示されます。 


- 「 N 」 を選択した場合 

ユーティリティを終了します。 

4. 設定したい RAID システム構成を選択し、番号を入力する。 

作成する論理ドライブのを種パラメータが表示され、確認メッセージが表示されま 
す。 


-表示された内容で論理ドライブを作ぶする場合 


「 Y 」 を選択します。 

自動的に論理ドライブの作成、および初期化を開始します。 

-論理ドライブの容量を変更する場合 
「3」を選択します。 

容量は画面上に表示される入力指定範囲内 ( MB 単位)で指定します。容量の入力 
が完了したら、再度、作成する論理ドライブの確認メッセージが表示されます。 
入力した値が画面上に表示されていることを磕認し、 「 Y 」 を選択します。 
自動的に論理ドライブの作成、および初期化を開始します。 

複数の論理ドライブを作成する場合はこの手順を繰り返します。 

- RAID システム構成を再指をする場合 
「 N 」 を選択します。 

論理ドライブをまだ作成していない場合は、 RAID システム構成の再指をが可能 
です。 

論理ドライブを1台 W 上作成している場合は、 「 N 」 を選択するとユーティリティ 
は終了します。 


上で、ディスクアレイコンフィグレーションは終了です。 
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Universal RAID Utility 

Universal RAID Utility は、本体装置内蔵の RAID コント日ーラ ( N 8103 -117 ネ目当)の管理、監視 
を行うアプリケーシヨンです。 

Universal RAID Utility のインストールおよび操作方法、機能については、添付の 
EXPRESSBUILDER DVD に収録している 「Universal RAID Utility ( Linux 版）ユーザーズガイ 
ド」を参照してください。 

ユーザーズガイドのインストール、アンインストールに関する 
記載について 

EXPRESSBUILDER DVD に収録している 「Universal RAID Utility ( Linux 版）ユーザーズガイ 
ド」には 、 Universal RAID Utility のインス!ル、アンインス!ルについて記載していま 
す。これらの記述は InterSec シリーズには該当しないのでを意してください。 

InterSec シリーズでは 、 Universal RAID Utility は工場化荷時にインストールした状態で出!荷 
しています。とくにインストールする必要はありません。 

また 、 Universal RAID Utility は、 InterSec シリーズの RAID システムを管理するために必須の 
ユーティリティです。アンインス!-ールしないでください。もし、誤ってアンインス!-ール 
してしまった場合、 InterSec シリーズのバックアップ DVD - ROM を使用してシステムごと再 
インストールする必要があります。 


ネットワーク経由での管理 

Universal RAID Utility は、管理対象 RAID コント□ー ラを搭載するコンピュータをネットワー 
ク経由で管理する機能をサポートしていません。 ネットワーク経由で管理するには、 
Windows のリモートデスクトップなど、リモートコンソール機能を使用してください。 


RAID レベル6の論理ドライブの作成 

Universal RAID Utility では、 RAID レベル6の論理ドライブを作成するには、4台上の物理 
デバイスが必要です。3台の物理デバイスで RAID レベル6の論理ドライブを作成するには、 
WebBIOS を使用してください。 
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巧巧ッール 

保守ツールは、本製品の予防保守、障害解析、設を等を行うためのツールです。 


巧守ツールの起動方法 


次の手順に従って保守ツールを起動します。 

1. 周辺機器、本装置の順に電源を日 N にする。 

2. 本装置の光ディスクドライブへ 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD をセットする。 

3. DVD をセットしたら、リセットする（く Ctrl > + く Alt > + く Delete 〉 キーを押す) 
か、電源を日 FF /0 N して Express ヴーバを再起動する。 

DVD からじ(下のようなメニューが起動します。 



wO メニューの初期選択は 「0 s installation 」 となつています 。 Boot selection 
メニュー表示後、10秒間操作び行われない場合は、 「0 s installation 」 が自 
動で起動します。 


4. □—カルコンソールを使用する場合は 「Tool menu (Normal mode )」 を、コン 

ソールレスで使用する場合は 「Tool menu (Redirection mode )」 を選択する。 
(コンソールレスについてはこの後の「コンソールレス」を参照してください。） 

W 下に示すツールメニューを表示します。 



□ ーカルコンソールを使用した場合 


コンソールレスの場合 


己. 


各ツールを選択し、起動する。 
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巧巧ツ_ルの機能 


保守ツールでは下の機能を実行できます。 

• Maintenance Utility 

Maintenance Utility ではオフライン保守ユーティリティを起動します。オフライン保守 
ユーティリティは、本製品の予防保守、障害解析を行うためのユーティリティです。 
ESMPRO が起動できないような障害が本製品に起きた場合は、オフライン保守ユーティ 
リティを使って障害原因の確認ができます。 


W -0 オフライン保守ユーティリティは通常、保守員び使用ずるプ□グラムです。才 
■to フライン保守ユーティリティを起動ずるとメニュー中にヘルプ（機能や操作方 
法を示ず説明）がありまずび、無理な操作をせずにオフライン保守ユーティリ 
テイの操作を熟知している保守ヴービス会社に連絡して、保守員の指示に従つ 
て操作してください。 


オフライン保守ユーティリティを起動すると、 W 下の機能を実行できます。 

- IPM 晴報の表示 

IPMKIntelligent Platform Management Interface ) I こおけるシステムイベント□グ 
( SEL )、 センサ装置情報 ( SDR )、 保守交換部品情報 ( FRU ) の表示や IPMI 情報のバック 
アップをします。 

本機能により、本製品で起こった障害やを種イベントを調査し、巧換部品を特定す 
ることができます。 

- 目 IOS セットアップ情報の表示 

目 IOS の現在の設定値をテ丰ストファイルへ化力します。 

- システム情報の表示 

プ□セ、ソサに PU ) や BIOS などに関する情報を表示したり、テ羊ストファイルへ化力 
したりします。 

- システム情報の管理 

お客様の装置固有情報や設定のバックアップ（退撒をします。バックアップを行 
うことで、ボードの修理や交換の際に装置固有情報や設定を復旧できます。 

- システム マネージ メント機能 

BMCX 巨 aseboard Management Controller ) による通報機能や管理 PC からのリモー 
卜 制御機能を使用するための設をを行います。 
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• BIOS/FW Updating 

8番街で配布される「各種 BIOS / FW のアップデートモジュール」を使用して、本装置の 
BIOS/FW (ファームウエア）をアップデートすることができます。「各種 BIOS / FW の 
アップデートモジュール」については次のホームページじ詳しい説明があります。 

『 8 番 街』： http//nec8.com/ 

各種巨 IOS / FW のアップデートを行う手順は、配布される「を種目 IOS / FW のアップデー 
トモジュール」に含まれる rREADME . TXT 」 に記載されています。記載内容に従って 
アップデートを行ってください。 「 README . TXT 」 は Windows のメモ帳などで読むこと 
ができます。 

W "0 BIOS / FW のアップデートプ□グラムの動作中は本体の電源を OFF にしない 
でください。アップデート作業び途中で中断されるとシステムび起動できなく 
なります。 


• ROM-DOS Startup FD 

ROM - DOS システムの起動用サポートディスクを作成します。 

• Test and diagnostics 

Test and diagnostics (システム診断）では本体上でを種テストを実行し、本体の機能 
および本体と拡張ボードなどとの接続を横査します。システム診断を実行すると、本体 
に応じてシステムチェック用プ□グラムが起動します。214ページを参照してシステム 
チェック用プ□グラムを操作してください。 

• System Management 

BMC (巨 aseboard Management Controller ) による通報機能や管理 PC からのリモート制 
御機能を使用するための設定を行います。 


このメニューから起動する機能は 、 Maintenance Utility のシステムマネージメント機能 
から起動するちのと同じです。 
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ンソールレス 


保守ツールは、本体に羊ーボードなどのコンソールが接続されていなくてもを種セツトアツ 
プを管理用コンピュータ（管理 PC ) から遠隔操作することができる「コンソールレス」機能 
を持っています。 


• 本装置 m がのコンピュータおよび他の Express 日800シリーズに使用し 

ないでください。故障の原因となりまず。 

参 コンソールレスでは 、 「Boot Selection 」 メニュー中の [Tool menu 
(Redirection mode )」 を選択して下さい。その他を選択しても管理 
PC には表示しません。 


起動方法 

次の2通りの方まがあります。 

• LAN 接続された管理 PC から実行する 

• ダイレクト接続に 0 M 目）された管理 PC から実行する 

起動方法の手順については、 「 DianaScope 」 オンラインド车ュメントを参照してください。 


• BIOS セットアップユーティリティの Boot メニューで起動順序を変えな 
いでください。光ディスクドライブび最初に起動するようになっていな 
いと使用でさません。 

• LAN 接続は標準 LAN ポートのみ使用可能です。 

• ダイレクト接続はシリアルポート B のみ使用可能でず。 

• コンソールレスで本装置を遠隔操作するためには、操作ずる管理 PC と 
の通信方法や詳細な設定を保存した r 設定情報ファイル」を格納したフ 
□ッピーディスクを必ず FD ドライブに挿入しておく必要びありまず。 

r 設定情報ファイル」はツールメニューのシステムマネージメント機能 
や、 DianaScope Confi 呂 uration で作成することびできまず。「設定情 
報ファイル」はフ□ッピーディスクのルートディレクトリに必ず m 下の 
ファイル名で作成してください。 

く設定情報ファイル名>: CSLLESS.CFG 

• BIOS セットアップユーティリティを通常の終了方法 m がの手段（電源 
OFF やリセット）で終了ずるとリダイレクションび正常にでさない場合 
びありまず。設定ファイルで再度設定を行ってください。 



BIOS 設を情報はじ TF の値にセットされます。 
参 LAN Controller : [ Enabled ] 

• Serial Port A : [ Enabled ] 

• Serial Port A I/O Address : [3 F 8] 

• Serial Port A Interrupt : [IRQ 4] 

参 Serial Port B : [ Enabled ] 

• Serial Port B I/O Address : に F 8] 

• Serial Port B Interrupt : [IRQ 3] 

参 BIOS Redirection Port : [Serial Port B ] 

参 Baud Rate : [19.2 K ] 

• Flow Control : [ CTS / RTS ] 

参 Console Type : [PC ANSI ] 
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システム診断 

システム診断は装置に対してを種テストを行います。 

「 EXPRESSBULDER 」 の 「Tool mem 」 から 「Test and diagnostics 」 を選択して診断して 
ください。 


システム診断の内容 


システム彰断には、次の項目があります。 

• 本体に取りがけられているメモリのチェック 

• CPU 车ヤッシュメモリのチェック 

• システムとして使用されている八ードディスクドライブのチェック 


W -0 システム診断を行う時は、必ず本体に接続している LAN ケーブルをがしてくだ 
さい。接続したままシステム診断を行うと、ネットワークに影響をおよぼずお 
それびありまず。 


魁 '心ドディスクドライブのチェックでは、ディスクへの書き込みは行し、ませ 


システム診断の起動と終了 


システム診断には、本体に直接接続されたコンソール（羊ーボード）を使用する方法と、シ 
リアルポート経由で接続されている管理 PC のコンソールを使用する方ま（コンソールレス） 
があります。 

それぞれの起動方法は次のとおりです。 


" tO r 保守ツール」では、コンソールレスでの通信方洒こ LAN と COM ポートの2つ 
の方法を記載していますび、コンソールレスでのシステム該断では COM ポー 
卜のみを使用ずることびでをまず。 


1. シャットダウン処理を行った後、本体の電源を日 FF にし、電源コードをコンセント 
から抜く。 

2. 本体に接続している LAN ケーブルをすべて取り外す。 

3. 電源コードをコンセントに接続し、本体の電源を日 N にする。 

4. 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を使ってシステムを起動する。 
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日.本体のコンソールを使用して起動する場合は 「Tool menu (Normal mode )」 を、 
コンソールレスで起動する場合は 「Tool menu (Redirection mode )」 を選択す 
る。 


システム(こよっては 、 Language selection メニューが表示される場合がありま 
区エックI す 。 Language selection メニューが表示された場合は fJapaneseJ を選択し 
ます。 


6. TOOL MENU の 「Test and diagnostics ] を選択する。 

Test and diagnostics の 「 End - Use 「 Mode 」 を選択してシステム診断を開始しま 
す。約3分で診断は終了します。 

診断を終了するとディスプレイ装置の画面が次のような表示に変わります。 



試験タイトル 

診断ツールのを称およびバージョン情報を表示します。 

試験ウインドウタイトル 

診断状態を表示します。試験終了時には Test End と表示します。 

試験結果 

診断開始-終了 -経過時闇および終了時の状態を表示します。 

ガイドライン 

ウィンドウを操作する丰一の説明を表示します。 


試験簡易ウインドウ 

診断を実行したを試験の結果を表示します。カーソル行で<[が6「>车一を押すと試 
験の詳細を表示します。 


システム診断でエラーを橫化した場合は試験簡易ウィンドウの該当する試験結果が 
ホく反転表示し、ち側の結果に fAbnormal End 」 を表示します。 

エラーを橫化した試験にカーソルを移動しく£が6「>车一を押し、試験詳細表示に化 
力されたエラーメッセージを記録してお買い求めの販売店、または保守サービス会 
社に連絡してください。 
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7. 画面最下段の「ガイドライン」に従し KEsc > キーを押す。 

じ(下のエンドユーザーメニューを表示します。 

TeDoLi (TEst & Diagnosis On Linux) VerOOl.OO (BuildO 20901.1 .Im) 

I — Enduser Menu — ： 


<Test Res 山わ 


く Device Lis わ 



Please choose a function by the arrow key and push Enter key. 

く Test Result > 

前述の診断終了時の画面を表示します。 

く D 巨 vie 白 Ust > 

接続されているデバイスー覧情報を表示します。 

く Log lnfo > 

試験□グを表示します。試験□グをフ□、ソピーディスクへ保存することができま 
す。フ□、ソピーディスクへ記録する場合は、フォーマット済みのフ□、ソピーディス 
クをフ□、ソピーディスクドライブにセットし、く Save ( F )> を選択してください。 

< Option > 

オプション機能が利用できます。 

く R 巨 boot > 

システムを再起動します。 

8. 上記エンドユーヴーメニューでく Reboot 〉 を選択する。 

再起動し、システムが EXPRESS 目 UILDER から起動します。 

9. EXPRESS 巨 UILDER を終了し、光ディスクドライブわ、ら DVD を取り出す。 

10. 本体の電源を日 FF にし、電源コードをコンセントから抜く。 


11. 手順2.で取り外した LAN ケーブルを接続し直す。 

12. 電源コードをコンセントに接続する。 

t 又上でシステム診断は終了です。 
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DianaScope 

DianaScope は Express 5800シリーズをリモート管理するためのソフトウェアです。 
DianaScope の機能やインストール方法についての詳細はオンラインド车ュメントを参照し 
てください。 



本製品(こおいて DianaScope を使用するためにはオプションのサーバライセン 
巨!^ ス (UL1198-001 または UL1198-011) が必要です。本製品(こは]:>(下のサーバラ 
イセンスが添付されています。 

参 UL1 1 98-001 SystemGlobe DianaScope Additional Server Licensed) 
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ESMPRO 


ESMPRO / ServerManager 、 ServerAgent は、システムの安を稼動と効率的なシステム運用を 
目的とした管理ソフトウエアです。構成情報や稼動状況を管理し、システムの異常を橫化した 
際にシステム管理者へ通報することじより、システム障害の予防や障害に対する迅速な対処を 
可能にします。 

添付の「バックアップ DVD - ROM 」 には、本体を管理するアプリケーシヨン 「 ESMPRO / 
ServerAgent 」 が格納されています。 ESMPRO / ServerAgent と通信を行いネットワーク上の 
管理 PC から本装置を監視するアプリケーシヨン 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」 は 
「EXPRESSBULDER DVD 」 に格納されています。 

• ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO / ServerMamger の動作環境やインストール方ま、アンインストール方まおよ 
び運用時のを意事項じついては 「EXPRESSBULDER DVD 」 にある 「 ESMPRO / 
36「ソ6「1\/1311396「インストレーシヨンガイド」を参照してください。 

• ESMPRO/ServerAgent 

ESMPRO / ServerAgent は本装置に自動でインストールされる監視アプリケーシヨンで 
す。 ESMPRO / ServerAgent に関する詳細な説明は本体に添付の「バックアップ DVD - 
ROM 」 内じあるオンラインマニュアル （ PDF ファイル）を参照してください。 

添付のバ、ソクアツプ DVD - ROM :/ nec / doc / 500 / esnnp 「 o . sa / use 「 s _ v 42 .pdf 

ESMPRO / ServerAgent は化荷時の八ードディスクにインス I ル済みです。また、再イ 
ンストールの時ち自動的にインストールされます。 
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エクスプレス通報ヴービス 

エクスプレス通報サービスは、システムに発生する障害情報（予防保守情報含む）を保守セン 
ターに自動通報するソフトウェアです。 

本サービスを使用することじより、システムの障害を事前に察知したり、障害発生時に迅速に 
保守を行ったりすることができます。 

エクスプレス通報サービスは化荷時の八ードディスクにインストール済みです。また、再イン 
ストールの時ち自動的にインストールされます。 

エクスプレス通報サービスを利用するためには、別途契約が必要となります。詳しくは、お買 
い求めの販売店または保守サービス会社にお問い合わせください。 



220 メモ 
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NEC Express 已 800 シ U ■ズ 
InterSec 

Express5800/MW500f 


システムの巧張とコンフイグレーシヨン 

本装置用に用意されているを種オプションの取り付け•取り外しの手順や作業を行う際のを意 
事項について説明します。システムの拡張後にシステム BIOS の設をを変更する必要がある場 
合があります。この章でシステム目 I 0 S のユーティリティについて操作方まやを意事項を説明 
します。 



内蔵オプションの取り付けに 22 ページ） 

オプションデバイスの取り付け（または取り外し）の準備ができるまでの手順 
およびオプションデバイスの取り付け（または取り外し）の手順について説明 
しています。 

システム BIOS コンフィグレーシヨン （ SETUP) (282 ぺージ） 

BIOS SETUP ユーティリティを使った本体の入化力に関するコンフィグレー 
ションについて説明しています。 

RAID システムのコンフイグレーシヨン （ 3 12 ぺージ） 

本体装置内蔵の RAID コント□-ラ ( N 8103 -117 相当)を使用して、 RAID システ 
ムを構築する方法じついて説明しています。 


リセットとクリア （ 3 日 2 ページ） 

リセ、ソトする方法と内部メモリ ( CMOS ) のクリア方法について説明します。 

割り込みライン （ 3 日目ページ） 

割り a み設をについて説明しています。 
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巧蔵オプシヨンの取り巧け 

本体に取り付けられるオプションの取り付け方法およびを意事項について記載しています。 


W -0 • オプションの取り付け/取りがしはユーザー個人でも行えますが、この 

量 a 場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響についてはその 

責任を負いかねまずのでご了承ください。本装置について詳しく、専門 
的な知識を持つた保守サービス会社の保守員に取り付け/取りがしを行 
わせるようお勧めしまず。 

• オプションおよびケーブルは辭社び指定する部品を使用してください。 
指定 ly がの部品を取り付けた結果起さた装置の誤動作または故障-破損 
についての修理は有料となります 


安き上の注意 


安全に正しくオプションの取りがけ/取り外しをするために次のを意事項を必ず守ってくださ 
い。 



警告 


A A 

A® 
您)戀) 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリやニッカドバッテリ、ニッケル水素バッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A ミ主意 



AA 

A A 

Q 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温注意 

• 感電ま意 
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静電気巧策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取りがけ/取り外しの際は静電 
気による製品の故障に十分を意して<ださい。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けて<ださい。手に入らない場合は部品を触る前 
に崖体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中はを期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

- 静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

- カーぺットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マ、ソトの上に本体を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着巧 

- ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

- 静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

- 取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外して<ださい。 

• 部品の取り扱い 

- 取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 

- を部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないで<ださい。 

- 部品を保管-運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れて<ださい。 
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取り付け/取りかしの準備 


部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。 

1. 日 S のシャットダウン処理を行う。 

八ードディスクドライブや増設電源ユニ、ソトで、ホ、ソトスワップで増設ができる場 
合は、シャットダウン処理をする必要はありません。 


2. セキュリティキーでフ□ントべゼル 
の□ックを解除して、フ□ントべゼ 
ルを取り外す。 


3. P 日 WER スイ ッ チを 押 して 本装置 
の 電源を 日 FF (P 日 WER ランプ消 
'打）にする。 

4. 本装置に接続しているすべての 
ケーブルおよび電源コードを取り 
外す。 

じ(上で完了です。部品の取り付け 
取り外しにはプラスドライバとマ 
イナスドライバが必要です。用意 
してください。 




八ードディスクドライブと電源ユニットを除く内蔵部品の取りがけ/取り外しの作業は本装置 
をラックから引き化した状態で行います。 


A ミ主意 


A A 


Q 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ似降の説 
明をご覧ください。 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• "^"ご曰 C ち 

• ラックび不ま定なが態でデバイスをラックか5引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出したが態にしない 































ハードウエア編 225 


1 . 224ページを参照して準備をする。 

保守をしようとしている装置を確認するためじ UID スイ、ソチを押すことで点な 
医エック I する UID ランプを利用してください。 


2. 本装置前面の左ちにある□ック解 
除ボタンを押しながら本装置を 
ゆっくりと静かにラックから引き 
出す。 

引き化している途中で□ックされ 
ます。□ックされたところで引き 
んしは J C す0 


ラ 、ソク へ収納するときは、左ちのレリーズレ 
パー清色）を手前または、奥に押しながら 
再度、ラックへ押し込みます。 




レノ く一やレールで指を挟まないよう十分ま意してください。 
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取 D 付け/取 D かしをの確認 


オプションの増設や部品の取り外しをした後は、次の点について確認してください。 

• 取りがした部品を元どおりに取り付ける 

増設や取り外しの際に取り外した部品やケーブルは元どおりに取り付けて<ださい。取 
りがけを忘れたり、ケーブルを引き抜いたままにして組み立てると誤動作の原因となり 
ます。また、部品やケーブルは中途半端に取りがけず、確実に取り付けてください。 

• 装置内部に部品やネジを置き忘れていないか確認する 

特にネジなどの導電性の部品を置き忘れていないことを確認してください。導電性の部 
品がマザーボード上やケーブル端子部分に置かれたまま電源を ON にすると誤動作の原 
因とな LJ ます。 

• 装置内部の冷却効果について確認する 

内部に配線したケーブルがぶ却用の穴をふさいでいないことを磕認して<ださい。ぶ却 
効果を失うと装置内部の温度の上昇により誤動作を引き起こします。 

• ツールを使って動作の確認をする 

増設したデバイスによっては、彰断ユーティリティや BIOS セットアップユーティリティ 
などのツールを使って正しく取り付けられていることを確認しなければいけないものが 
あります。それぞれのデバイスの増設手順で詳しく説明しています。参照してください。 
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巧り付け/取りかしの手順 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しをします。 

八ードディスクドライブ 

本装置の前面じは、約 25.4 mm (1 インチ）厚の八ードディスクドライブを搭載することがで 
きる八ードディスクドライブベイがあります。 

八ードディスクドライブは専用のドライブ羊ャリアに搭載された状態で購入できます。また、 
ドライブ羊ャリアに搭載された状態のまま装置に取り付けます。 

wO • 脾 社で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでくださ 
BM しヴードパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 

J \- ドディスクドライブだけでなく本体び故障ずるおそれびありまず。 
次に示ずモデルをお買い求めください（2008年1月現在)。 

- N 81己 0-200(73.2 GB 、 15000 rpm . SAS ) 

- N 81己 0-201(1 46.己 GB 、 1曰000 rpm 、 SAS ) 

- N 81己 0-22 巨 (300 GB 、 1已〇〇 Orpm 、 SAS ) 

• 本体装置内蔵の RAID コント□-ラ ( N 8103 -1 17相当内敵びサボート 
ずる RAID レベルは、 「 RAID 己」 「 RAIDS 」 です。 

• 搭載する八ードディスクドライブはすべて同じ 容量、 同じ回転数のもの 
を使用してください。 

八ードディスクドライブベイには最大で6台の八ードディスクドライブを搭載することがで 
きます。搭載するス□、ソトによってポート番号が固定でみめられています。下図を参照してく 
ださい。 




□□□□□□□□ 

□□□□□□□□ 

□□□□□□□□ 


□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
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八ードディスクドライブベイは、化荷時の構成で本体装置内蔵の RAID コント□ーラ（ N 8103- 
117ネ目当内蔵)じ接続されています。これらの八ードディスクドライブを RAID システムで使用 
する場合は、 W 下を参照して<ださい。 



• 本体装置内蔵の RAID コント□-ラ ( N 8103-1 17相当内獻を使用する場合 

RAID システムの構築、設定:、管理じは、 「 WebBIOS 」 や 、 「Universal RAID Utility 」 を 
使用します。 

詳細は、 「 RAID システムのコンフイグレーシヨン」 （312 ぺージ ）、 「Universal RAID 
Utility 」 に09ページ）を参照してください。 

標準で八 ー ドディスクドライブを2台搭載しています。 

Porto 、 Po 「 t 1 のベイを除く八ードディスクドライブベイにはダミートレイが入っています。ダ 
ミートレイは装置内部のを却効果を高めるためのものです。 
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取り付け 


次に示す手順で八ードディスクドライブを取り付けます。その他のス□、ソトへの取り付けも同 
様の手順で行えます。 


W -0 RAID システム構成する場合、容量などの仕様び同じ八ードディスクドライブ 
を使用して、ディスクアレイを作成してください。 



ハードディスクドライブは、フロントべゼルを取り外すだけで取り付け/取り外 
しを行うことができます。 


1 . 224ページを参照して準備をする。 

2. 八ードディスクドライブを取り付けるス□ットを確認する。 

ス□、ソトは本装置に6つあります。 Port 番号のルさい順に取り付けてください 。 Port 
はス□、ソトの位置でままっています。 


3. ダミートレイを取り外す。 


ダミートレイは Porto 、 Po 「 t 1、 
Po 「 t 2 W 外のス□ットに取りがけ 
られています。 



• ダミートレイは大切に保管しておいてください。 

• ダミートレイは装置内部の冷却効果を高めるためのものです。八ード 
ディスクドライブを搭載しない場合には、夕’ミートレイを取り付けてく 
ださい。 
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日.ドライブキヤリアと八ンドルを 
しっかりと持ってス□ットへ挿入 
する。 



• ハンドルのフックがフレームに当たるまで}甲し込んでください。 

• ドライブキヤリアは両手でしっかりとていねいに持ってくださし、。 



• 八ンドルとドライブキャリアに指を挟まないようにを意してくださし、。 

• さ5にしっかり入っているか、再度巧し込んでください。 


^ 押し} A むときにハンドルのフックがフレームに引つかかつていることを確認 
区エック I してください。 


7. 本装置の電源を日 N にして、 DianaScope を使い SETUP ユーテイリティを起動し 
て 「 Boot 」 メニュー (3 日9ぺージ）で起動順位の設定をする。 

八ードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設をがク 
リアされるためです。 
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8. 取り外したフ□ントべゼルを取り 
付ける。 

フ□ントべゼル左側のタブが本体 
の フレーム じ引つかかるようにし 
てから取り付けてセキュリテイ 
车一で□ックします。 


フレーム 



取り外し 


次の手順で八ードディスクドライブを取り外します。 


^ 八ードディスクドライブが故障したためにディスクを取り外す場合は、八ード 
区エック I ディスクドライブの D に K ランプがアンバー色に点なしているス□、ソトをあ6 
かじめ確認してください。 



1 . 224ページを参照して準備をする。 

2. レノ く一を押して□ックを解除し、 
八ンドルを開く。 
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3. 八ンドルとドライブキヤリアを 
しっかりと持って手前に弓 I き出 
す。 



4. A - ドディスクドライブを取り外 
したまま本装置を使用する場を 
は、空いているス□ットにダミー 
トレーを取り付ける。 


己.本装置の電源を日 N にして、 DianaScope を使い SETUP ユーティリティを起動し 
て 「 Boot 」 メニューで起動順位の設定をする。 

八ードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設をがク 
リアされるためです。 

6. 取り外したフ□ントべゼルを取り付ける。 


RAID システム構成での八ードディスクドライブの交換について 

RAID システム構成の場合、故障した八ードディスクドライブの交換後、巧換した新しい八一 
ドディスクドライブに交換前までの情報を記録することにより、故障を起こす]: i 前の状態に戻 
すことのできるオートリビルド機能を使用することができます。 

オートリビルドは故障した八ードディスクドライブをホットスワップ（電源 ON の状態での 
ディスクの交換）するだけで自動的に行われます。 

オートリビルドを行っている闇、八ードディスクドライブにある D に K ランプが緑色とアン 
バー色に交互に点灯してオートリビルドを行っていることを示します。 



オートリビルドに失敗すると、 A - ドディスクドライブにある D 旧 K ランプび 
アンバー色に点なします。 A - ドディスクドライブの取りがし/取り付けをも 
う1度行い、才ートリビルドを試みてください。 


オートリビルドを行うときは次のを意を守ってください。 

• 八ードディスクドライブが故障してから、オートリビルドを終了するまで装置の電源を 
OFF にしないでください。 

• 八ードディスクドライブの取り外し/取り付けは90秒 W 上の闇隔をあけて行ってくださ 


• 他にリビルド中の八ードディスクドライブがある場合はディスクの交換を行わないで< 
ださい（リビルド中は八ードディスクドライブにある D に K ランプが緑色とアンバー色に 
交互に点なしています)。 
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電源 ユニット 

万一、電源ユニット （1 台）が故障してもシステムを停止することなく運用することができま 
す（冗長機能)。 


取り付け 

次の手順に従って電源ユニットを取り付けます。 

1 . 224ページを参照して準備する。 


^^、ず電源を OFF にしてください。誤動作や故障の原因となります。 


2. ブランクカバーを取り外す。 

ち図のようにレバーをつまんで取 
り外してください。 



取り外したカバーは大切に保管しておいてくださし、。 


























234 内蔵オプシヨンの取りがけ 



4. とつ手をにざりしっかりと押し込 
む。 

「カチ、ソ」と音がして□、ソクされま 
す。 


己.電源コードに本）を接続する。 

標準で添付されていたものと増設 
した電源ユニットに添付されてい 
たコードを使います。コードを接 
続すると AC POWER ランプが点 
滅します。 

6. 本装置の電源を日 N にする。 

AC POWER ランプが点なします。 

7. STATUS ランプに電源ユニット 
に関するエラー表示がないことを 
確認する。 




AC POWER ランプが消なしている場合は、もう一度電源ユニットを取り付け直して 
ください。それでも同じ表示が化たときは保守サービス会せに連絡してください。 
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故障した電源ユニットの交換 

交換は電源ユニットが故障したときのみ行います。 


A を意 

A 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 


• 感電ま意 


正常に動作している電源ユニットを取りがさないでください。 



本装置の電源ユニットを冗長構成 （2 台で運用）にしているとき、そのうちの1 
台が故障した場合は、システム稼働中情源 ON の状獻に故障した電源ユニッ 
卜を交換できます（次の手順2をとばしてくださし、）。 


1 . 背面にある電源ユニットのランプの表示 （AC POWER ランプがアンバー色に点 
好）で故障している電源ユニットを確認する。 

2. システムを終了し、 P 日 WER スイッチを押して電源を日 FF にする。 

3. 故障している電源ユニットの AC コードを抜く。 


4. 電源ユニットのとつ手をにざり、 
レノ く一を押さえながら手前に引 
く。 

己.電源ユニットを取り外す。 

6. 電源ユニットを交換せず1台の電 
源ユニットで運用する場合は、 
「取り付け」の手順2で取り外し 
たカバーを取り付ける。 



W "0 装置内部の冷却効果を保持するためにも電源ユニットを取り付けていないス 
Bta □ットにはブランクカバーを取り付けてください。 


7. 「取り付け」の手順日〜7の手順を参照して電源ユニットを取り付け、取り付け後の 
確認をする。 



2台の電源ユニットで動作していた本体の電源ユニットを電源 ON のまま交換 
したときは、電源ユニット POWER ランプが点灯します（運用を停止している 
間に交換したときは電源コードを接続するとランプが点滅し、電源を ON にす 
ると点灯します）。 
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ドライブ カバー 

ファンおよび、 CPU 、 バックアップデバイスの取り付け/取り外しや内部のケーブル接続を変 
更するときはドライブカバーを取り外します。 


取り外し 


1 . 224ページを参照して準備する。 

2. 本体をラックから引き出すに24ぺージ参照)。 


3. ドライブカバーにある□ックボタ 
ンを押しながら装置前面へスライ 
ドさせる。 

4. ドライブカバーを持ち上げて本体 
から取り外す。 



取り付け 


ドライブカバーを取りがけるときは、ドライ 
ブカバーのタブが本体 フレーム に磕実 I こ 差 
し込まれていることを確認して、ドライブカ 
バーを背面へスライドさせてください。ドラ 
イブカバーを本体背面に向かつてスライド 
させると「カチ、ソ」と音がしてドライブカ 
バーが □、ソ クされます。 



このときに □ 、ソクボタンの状態を磕認して 
ください。確実に□ックされると □ 、ソクボタ 
ンが上に上がった状態になります。下に押さ 
れた状態 （< ぼんだ状態）の時はドライブカ 
バーをもう一度本体背面に向けてスライド 
させてください。それでも□ックされない場 
合は、いったんドライブカバーを取り外して 
から、もう一度取り付け直してください 
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□ジックカバー 

DIMM および、 CPU 、 PCI ボードの取り付け/取り外しや内部のケーブル接続を変更するときは 
□ジ 、ソクカバーを 取り外します。 


取り外し 

1 . 224ページを参照して準備する。 

2. 本体をラックから引き出すに24ぺージ参照)。 

3. □ジックカバーの背面にあるセッ 
トスクリ ユーを ゆるめ装置背面へ 
スライドさせる。 

4. □ジックカノ く一を持ち上げて本体 
から取り外す。 



取り付け 


□ジ、ソクカバーを取りがけるときは、□ジッ 
クカバーのタブが本体フレームに確実に差 
し込まれていることを確認して、□ジ、ソクカ 
バーを前面へスライドさせてください。最後 
じ背面にあるセツトスクリューを固をして 
ください。 





□ジ、ソクカノ\'一の取り付け時、開まりにくい場合は、ライブカノも取り外し、 
□ジ、ソクカノ \'一を先(こ取りがけてください。 
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DIMM 

DIMM(Dual Inline Memory Module ) は、本装置のマザーボード上の DIMM ソケットに取り付け 
ます。マザーボード上には DIMM を取り付けるソケットが12個あります。 



メモリは最大 4 GB まで増設できます。出荷時には 、 DIMM #11と#21に 1 GB の 
DIMM を搭載しています。 


W -0 • DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 

■to に触れて身体の静電気を逃びしてか5ボードを取り扱ってください。ま 

た、ボードの端子部分や部品を素手で触ったり、ボードを直接机の上に 
置いたりしないでください。静電気に関する説明は223ページで詳しく 
説明しています。 

• 薛社で指定していない DIMM を使用しないでください。ヴードパーティ 

の DIMM などを取り付けると、 DIMM だけでなくマザーボードび故障す 
るおそれがあります。また、これ5の製品び原因となった故障や破損に 
ついての修理は保証期間中でち有料となりまず。 


DIMM の増設順序 

DIMM は Group 番号の順に増設します。 



背面側 


DIMM 

DIMM 

DIMM 

DIMM 

DIMM 

DIMM 


#42 

#11 

#13 

#22 

#31 

#33 


Group ) 番号 

Group を構成するソケット番号 

Group #1 

DIMM #11( hDIMM #21 

Group #2 

DIMM #31 と DIMM #41 

Group #3 

DIMM #12 と DIMM #22 

Group #4 

DIMM #32 と DIMM #42 

Group #5 

DIMM #13 と DIMM #23 

Group #6 

DIMM #33 と DIMM #43 


wO インタリーブ装置であるた 
置3 め、2枚単位で増設してくだ 
さい。また同じ Group 内に異 
なる仕様の DIMM を実装す 
ると正常に動作しません。 


Pai メモ U ミラー U ングやホン 
ム9に巧 ラインスペアメモリなどの 
機能を使用する際の構成に 
ついては242ぺージを参照し 
てくださし、。 
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取り付け 

次の手順に従って DIMM を取りがけます。 


irO 本装置では、 Low-profile (□—プ□ファイル： DIMM ボードの高さび 30 mm 
■to (1.2 インチ） ly 下）タイプの DIMM のみをヴポートしていまず。それ!が4 (そ 
れ似上高い） DIMM はサポートしていません。 


2 

3 

4 
己 


224ページを参照して準備をする。 

本体をラックから引き出す （224 ページ参照)。 

ドライブカバーと□ジックカバーを取り外すに3目ページ参照)。 

PCI ライザーカードを取り外す （2 己4ページ参照)。 

ヴポートバーのネジ2本を外し、 

ヴポートバーを取り外す。 



^ サポートバーが浮き上がってネジを紛失する場合があります。 

ネジを取りかすときは、サポートバーをしっかり押さえなが6巧ってくださ 
い。 


6. プ□セッヴダクトを持ち上げて取 
り外す。 



7. DIMM をソケットにまっすぐ押し 
込む。 

DIMM が DIMM ソケットに差し込 


まれるとレバーが自動的に閉じま 


す。 



^ • DIMM の向き(こを意してください。 DIMM の端子側(こは誤挿入を防止す 

民ェック I るための切り欠きがあります。 

• ソケットじ押し込むときは過度の力を加えないで<ださい。ソケットや 
端子部分を破損するおそれがあります。 
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8 . 


9. 


プ□セツヴダクトを取り付ける。 


USB ケーブル 


USB ケーブルはプ□セ、ソサダクト 
の上に置いてください。 


ヴ ポートバーを 取り付ける。 

USB ケーブルは サ ポー ト バーの切 
り欠きを通してください。 


プ□セ、ソサダクトの巧り返し部分 
がサポートバーの内側に差し a ま 
れていることを確認してくださ 
い。 




サポートバー 



✓ サポートバーが浮き上がってネジを紛失する場合があります。 

医!^ ネジを取り外すときは、サポートバーをしっかり押さえなが6行って<ださ 
い。 


10. 取り外した部品を取り付ける。 
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11. DianaScope を使って管理 PC から本装置の巨 IOS セットアップユーティリティを 
起動して rAdvancedJ - 「MemoryConfiguration」 の順でメニューを選択し、 
増設した DIMM のステータス表示が 「Normal」 になっていることを確認する 
(294ページ参照)。 

12. 「Advanced」 メニューの [Reset Configuration Data」 を 「Yes」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは293ページをご覧ください。 


取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 


g エック I 


1 . 224ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （224 ページ参照)。 

3. ドライブカバーと□ジックカバーを取り外す （236 ページ参照)。 

4. PCI ライザーカードを取り外す （2 己4ページ参照)。 

日.サポートバーのネジ2本を外し、サポートバーを取り外す（「取り付け」の手順を 
参照)。 

6. プ□セッヴダクトを持ち上げて取り外す（「取り付け」の手順を参照)。 

7. 取り外す DIMM のソケットの両側 
にあるレバーを左ちにひろげる。 

□ックが解除され DIMM を取り外 
せます。 

8. 取り外した部品を取り付ける。 

9. DianaScope を使って管理 PC から本装置の BI 日 S セットアップユーテイリテイを 
起動して 「Advanced」 一 「Memory Confi 呂 uration」一「Memory Retest」 

を 「Yes」 に設定し、取り外した DIMM のエラー情報をクリアするに94ぺージ 
参照)。 

1日. 「Advanced」 メニユーの FReset Confi 呂 uration Data」 を 「Yes」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは293ページをご覧ください。 



• 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPRO で表示されるエ 
ラーメッセージを確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認して 
ください。 

• DIMM は最低2枚1組搭載されていないと本装置は動作しません。 
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メモリ機能の利用 

本製品には、システム停止の原因となるメモリ障害(複数ビット障害)を自動的に修正するレ4/ 
X 8 SDDCECC メモリ」機能の他に「メモリミラーリング機能」と「オンラインスペアメモリ 
機能」を持っています。必要に応じて利用してください。 


wO 標準のメモリ構成と「メモリミラーリング機能」、「オンラインスペアメモリ機 
■to 宫 g 」 を同時に利用することはできません （ rx 4/ x 8 SDDC ECC メモリ」機能 
はどの状態においても機能しまず)。 


本製品のマザーボード内にはメモリを制御するための「メモリブランチ」が下図のように2系 
統に分かれています。 



r メモリミラーリング機能」と「オンラインスペアメモリ機能」はメモリブランチ闇またはメ 
モリブランチ内でのメモリの死活監視と切り替えを行うことによって冗長性を保つ機能です。 
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メモリミラーリング機能 

メモリミラーリング機能とは、メモリブランチ間で対応する2つの Group の DIMM (ミラーセツ 
卜）に同じデータを書き込むことにより冗長性を持たせる機能です。 




オペレーティングシステムからは、物理容量の半分の容量のメモリとして認識 
されます。 


この機能を利用するための条件は次のとおりです。 

• ミラーセットを構成するメモリソケット （4 つ）にメモリを搭載してください。 

• 搭載するメモリは同じ容量のものを使用してください。 

• DianaScope を使って管理 PC から本装置の BIOS セットアップユーティリティを起動し 
て次のメニューのパラメータを変更し、設をを保存して SETUP を終了してください。 
「 Advanced 」 一 「Memory Configuration サブメニュー」一 「Memory RAS Feature 」 
一 [MirrorJ 

• メモリは次の順唐で搭載してください。 

Group #1と Group #2一 Group #3と Group #4一 Group #5と Group #6 

次のようなミラーリングは構築できません。 

• 異なるミラーセット間でのメモリミラーリング 

• 同ーメモリブランチ内でのメモリミラーリング 
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メモリミラー設定に関するま意事項 

メモリミラーを構築した状態で、メモリミラー構成とならないようなメモリ増設や、メモリミ 
ラーが崩れるようなメモリの取り外しを行なった場合は 、 BIOS Setup メニューのメモリミ 
ラーメニューがグレーアウト状態になり設をが変更できなくなります。このような状態になっ 
てしまった場合の、メモリミラー解除をするには下記手順を参照して Load Setup Defaults を 
実施してください。 

1 . BIOS Setup の設定内容を控えておく。 

2. P 日 ST 中に rF2J キーを押し、巨 IOS Setup メニューに入る。 

3. FExitJ -►「Load Setup Defaults」 を選択。 

4. 「Load default configutation now?」 と表示されるので 「Yes」 を選択する。 

己.1.で控えていた内容を再設定する。 


メモリミラーリング機能を使用できる DIMM の搭載パターン例を]: i 下に示します。 


例 

メモ U セット 

メモリセット 

メモリセット 

メモリ容量台計 

Group#! 

Group#2 

Group 沿 

Group#4 

Group# 己 

Group 揽 

物理メモリ 

論理メモ U 

1 

標準 2 G 目 

増設 2 G 目 

- 

- 

- 

- 

4 GB 

2 GB 


Load Setup Defaults が実行されると、イ也の Setup 設定:も Default 値に戻るので、 
再度 Setup 設をを行ってください。 
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オンラインスペアメモリ機能 

オンラインスペアメモリ機能は、メモリブランチ内の1つの Group を予備（スペア）として待 
機させることじより、運用している Group の DIMM で訂正巧能なエラーが発生した場合、待機 
させている Group の DIMM に運用を自動的に切り替え処理を継続させる機能です。 




オペレーティングシステムからは、物理容量より少ない容量のメモリとして認 
識されます（搭載数と1おあたりの容量によって変化します）。 


この機能を利用するための条件は次のとおりです。 

• メモリブランチ内の2つじ(上の Group じメモリを搭載してください。メモリブランチ闇 
で搭載数が異なっていても動作します。例えば、メモリブランチ#0は4枚につの 
Group ) で、メモリブランチ#1は6枚 （3 つの Group ) でも問題ありません。 

• メモリブランチ内に搭載されたメモリの容量はすべて同じものを使用してください。メ 
モリブランチ単位で同一容量のメモリを搭載していれば動作します（メモリブランチ#0 
とメモリブランチ#1の総容量が異なっていても動作します)。 

• DianaScope を使って管理 PC から本装置の BIOS セットアップユーティリティを起動して次 
のメニューのパラメータを変更し、設定を保存して SETUP を終了してください。 
「 Advanced 」 一 「Memory Configuration サブメニュー」一 「 Sparing 」 

• をメモリブランチ内のメモリは次の順唐で搭載してください。 

メモリブランチ#0 : Group #1 一 Group #3一 Group #5 
メモリブランチ# 1 : Group #2一 Group #4一 Group #6 

次のようなスペアリングは構築または設をすることができません。 

• 異なるメモリブランチへのスペアリング 


• 任意のメモリをスペアに指を 

スペアに指をされる Group は同ーメモリブランチ内で一番大きい Group 番号です。 
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オンラインスペアメモリ機能を使用できる DIMM の搭載パターン例を W 下(こ示します。なお、次の 
パターンはメモリブランチ#0でのものですが、メモリブランチ#1でも同じパターンとなります。 


例 

メモ U ブランチ# 0 

メモリ容量合計 

Group#! 

Group#3 

Group# 己 

物理メモリ 

論理メモ U 

1 

増設 1 G 目 

増設 1 G 目 

- 

2 GB 

1 GB 

2 

増設 1 G 目 

増設 1 G 目 

増設 1 G 目 

3 GB 

2 GB 

3 

標準 2 G 目 

増設 2 G 目 

- 

4 GB 

3 GB 


オンラインスペアメモリはメモリコント□ー ラの仕様上、メモリの Rank 単位でスペアメモリ 
を設をします。 

Single Rank メモリと Dual Rank メモリではオンラインスペアメモリを設をした場合の論理メ 
モリ容量が異なります。 

• Single Rank メモリの場合 

(物理メモリ容量 X 搭載数）一物理メモリ容量二論理メモリ容量 

• Dual Rank メモリの場合 

(物理メモリ容量 X 搭載数）一（物理メモリ容量/ 2) 二論理メモリ容量 

本装置でサポートしているメモリはじ(下のとおりです。 

- N 8102 -309 増設 1 G 目メモリ： Single Rank 
- N 8102 -3 10増設 2 G 目メモリ： Dual Rank 
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プ □ セツヴ （ CPU) 


標準装備のクアッドコア Intel ® Xeon ® プ□セ、ソサー ( CPU ) に力□えて、もう1つ CPU を増設し、 
マルチプ□セ、ソサシステムで運用することができます。 



• CPU は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃がしてか5 CPU を取り扱ってください。ま 
た、 CPU の端子部分や部品を素手で触ったり、 CPU を直接机の上に置 
いたりしないでください。静電気に関ずる説明は223ページで詳しく説 
明していまず。 

• 取り付け後の確認びでをるまではシステムへの運用は控えてください。 

• 辭社で指定していない CPU を使用しないでください。ヴードパーティ 
の CPU などを取り付けると、 CPU だけでなくマザーボードび故障する 
おそれびあります。また、これ5の製品び原因となった故障や破損につ 
いての修理は保証期間中でち有料となります。 



前面側 


マザーボード 


背面側 

















































248 内蔵オプシヨンの取りがけ 


取り付け 

次の手順に従って CPU を取り付けます。 

224ページを参照して準備をする。 

本体をラックから引き出す （224 ページ参照)。 

ドライブカバーと□ジックカバーを取り外すに3目ページ参照)。 
PCI ライザーカードを取り外す （254 ページ参照)。 


ヴポートバーのネジ2本を外し、 
ヴポートバーを取り外す。 



^ サポートバーが浮き上がってネジを紛失する場合があります。 

もック I ネジを取り外すときは、サポートパ'—をしっかり押さえなが6行ってくださ 
い。 




8. CPU ソケットの位置を確認する。 
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W -0 保護カバーは大切に保管しておいてください。 CPU を取りがしたときは必ず 
CPU の代わりに保護カバーを取り付けてください。 


10. ソケットのレバーを一度押し下げ 
てフックから解除してレノ く一を止 
まるまでゆつ<りと開<。 



11. プレートを持ち上げる。 



，■〇 ソケットの接点び見えます。接点には触れないでください。 


12. 新しい CPU を取り出し、保護カバーから取り外す。 


W "0 CPU を持つときは、必ず端を持ってください。 CPU の底面（端子部）には触 
BE れないで< ださい。 










250 内蔵オプションの取りがけ 


13. CPU をソケットの上にていねい 
にゆっくりと置く。 

親指と人差し指で CPU の端を持っ 
てソケットに差し込んでくださ 
し^。親指と人差し指がソケットの 
切り欠き部に合うようにして持つ 
と取り付けやす<なります。 




g エック I 


• CPU の切り欠きとソケットのキー部を合わせて差し} A んで<ださい。 

• CPU を傾けたり、滑6せたりせず(こソケットじまっすぐ下ろしてくださ 
い。 


14. CPU を軽くソケットに押しつけ 
てからプレートを閉じる。 




15. レバーを倒して固定する。 
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16. ヒートシンクを CPU の上に置く。 

17. ヒートシンクをネジで固定する。 

ネジはたすきがけの順唐で4つを 
仮どめしたあとに本締めしてくだ 
さい。 



① 





ヒートシンクの向きにミ主意してください（下図参照）。 



背面側 


18. ヒートシンクがマヴーボードと水平に取り付けられていることを確認する。 



• 斜めに傾いているときは、いったんヒートシンクを取りがしてか5、も 
う一度取り付け直してください。 

水平に取り付け5れない原因には次のことび考え5れまず。 

- CPU び正しく取り付け5れていない。 

- ヒートシンクを固定ずるネジび完全に締め5れていない。 

• 固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。 










































































252 内蔵オプションの取りがけ 


19. プ□セッヴダクトを取り付ける。 


USB ケーブルはプ□セ、ソサダクト 
の上に置いてください。 


USB ケーブル 



2日.ヴポートバーを取り付ける。 

USB ケーブルは サ ポー ト バーの切 
り欠きを通してください。 


USB ケーブル 



プ□セ、ソサダクトの巧り返し部分 
がサポートバーの内側に差し a ま 
れていることを確認してくださ 
い。 


サポートバー 



✓ サポートバーが浮き上がってネジを紛失する場合があります。 

ネジを取りかすときは、サポートバーをしっかり押さえなが6行ってくださ 
い。 


21. DianaScope を使って管理 PC から本装置の巨 IOS セットアップユーティリティを 
起動して、 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を FYesJ 
にする。 


八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは293ページをご覧ください。 
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取り外し 

CPU を取り外すときは、「取り付け」の手順1〜6を参照して取り外しの準備をした後、手順11 
〜7の順に従って行ってください。ヒートシンクはネジを外した後、ヒートシンクを水平に少 
しずらすようにして動かしてから取り外してください（この後の r 重要」を参照してください）。 


• CPU の故障 m がで取りがさないでください。 

• 運用後は熱によってヒートシンクの底にあるクールシートび CPU に粘 
着している場合びありまず。ヒートシンクを取りがす際は、ちちに軽く 
回して、ヒートシンクび CPU か5離れたことを確認してか5行ってく 
ださい。 CPU に粘着したままヒートシンクを取りがすと CPU やソケッ 
卜を破損ずるおそれびありまず。 



CPU の取り外し（または交換）後に次の手順を行ってください。 


1. DianaScope を使って管理 PC から本装置の巨 IOS セットアップユーテイリテイを 
起動して 「 Main」-「Processor Settin 呂 s」-「Processor Retest 」 の順で 
メニューを選択し、取り外した CPU のエラー情報をクリアするに91ぺージ参 
照)。 

CPU を交換した場合は、 「Main」一[Processor Settings] の順でメニューを選択 
し、増設した CPU の ID および二次羊ャッシュサイズが正常になっていることを磕認 
してください （291 ページ参照)。 

2. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは293ページをご覧ください。 






254 内蔵オプシヨンの取りがけ 


PCI ボード 

本装置には、 PCI ボードを取り付けることのできる「ライザーカード （2 種類）」をマザーボー 
ド上に搭載しています。ライザーカードには PCI ボードをを3枚ずつ取りがけることができま 
す洽計で6枚の PCI ボードを搭載可能)。 

それぞれのライザーカードにある PCI ボードス□、ソトじネ、ソトワーク拡張用やファイルデバ 
イス機能拡張用の PCI ボードを接続します。 


，■〇 • PCI ボードおよびライザーカードは大変静電気に弱い電子部品です。 

量 a ヴーバの金属フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてか5 

PCI ボードを取り扱ってください。また、 PCI ボードおよびライザー 
カードの端子部分や部品を素手で触ったり、 PCI ボードおよびライザー 
力ードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明 
は223ぺージで詳しく説明していまず。 

• 取り付けることびできる PCI ボードの組み台わせには制限事項びありま 

す。詳細はお買い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わ 
せ < ださい。 

参 Low-profile (□—プ□ファイル）タイプと Full-height (フルノ V イト） 
タイプの PCI ボードで接続できるライザーカードび異なります。ボード 
の仕様を確認してか5取り付けてください。 


^ PCI ボードによっては、オンボード上の拡張 ROM を利用するものもあります。 
巨!^ ボードに添付の説明書を参照し、拡張 ROM の展開が必要であるかどうかを確 
認してください。設定は、目 IOS セットアップユーティリティ 「SETUP」 を使 
います。詳しくは、 282 ページを参照してください。 
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ハードウエア編 255 


注意事項 

取り付けや取り外しの際には次の点についてを意してください。 

• ライザーカードの端子部や電子部品のリード線には直接手を触れないようを意してくだ 
さい。手のミ由やミちれがが着し、接続不良を起こしたり、リード線の破損による誤動作の 
原因となります。 

• ライザーカードによって接続できる PCI ボードのタイプが異なります。ボードの仕様を 
確認してから取り付けてください。 

• 本装置の起動時の PCI バスス□、ソトのサーチ順位は次の通りです。 

3目-> 1目一2目-> 1 C 一 3 C 一 2 C 

• 0 S や RAID システム目 IOS ユーティリティなどで同種の PCI デバイス（オンボードの PCI 
デバイス含む）の認識順唐が上記サーチ順と異なる場合があります。次の表の PCI バス 
番号、デバイス番号、機能番号を参照して PCI デバイスのス□、ソト位置を磕認してくだ 
さい。 


PCI デバイス 

pa バス番号 

デバイス番号 

機能番号 

オンボード N に1 

C 

0 

0 

オンボード N に2 

C 

0 

1 

ス□、ソト 1 C 

18 

0 

X 

ス□、ソト 2 C 

20 

0 

X 

ス□、ソト 3 C 

1 C 

0 

X 

ス□、ソト旧 

0 D * 

3 

X 

ス□、ソト 2 目 

0 D * 

9 

X 

ス□、ソト 3 目 

3本 

0 

X 


* ス□ット1目、2目、3目に取り付けた PCI ボードによっては、上記 PCI バス番号にならない場合 
があります。 


• 起動しない LAN コント□ーラのオプション ROM は巨 IOS セットアップユーティリティで 
「 Disabled 」 じ設定してください。 

• LAN ポートに接続したコネクタを抜くときは、コネクタのツメが手では押しにくくなっ 
ているのため、マイナスドライバなどを使用してツメを押して抜いてください。その際 
に、マイナスドライバなどが LAN ポートやその他のポートを破損しないよう十分にを意 
してください。 

• 起動可能な PCI カード （ RAID コント□ーラや SCSI コント□ーラ、 LAN ボードなど）を 
増設すると、起動の優先順位が変更されることがあります。増設後に BIOS セットアッ 
プユーティリティの 「 Boot 」 メニューで設をし直してください。 

• 同じ PCI ライザーカード上にあるス□、ソト（1 C 、 2 C 、3 C または1目、2巨、3目)のうち、 
いずれかのス□、ソトに 33 MHz でのみ動作するオプションを取りがけた場合、その PCI ラ 
イザーカードの他のス□、ソトに取りがけたオプションも 33 MHz で動作します。 
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サポートしているボードと搭載可能ス□ット 

次の表のとおりです。なお、をボードの機能詳細についてはボードに添付の説明書を参照して 
ください。 





バス A 

バス B 

バス C 

バス D 

バス E 





PCIe 

#1C 

PCIe 

#2C 

PCIe 

#3C 

PCI-X 

#16 

PCI-X 

#2B 

PCIe 

#3B 




PCI ス□ツト 
性能*1 

x8 

レーン 

x4 

レーン 

巨 4bit 

100 MHz 

x8 

レーン 


型名 

製品名 

ス□ツト 
サイズ 

Low Profile 

Full Height 

備考 


PCI ボード 
タイプ*1 

x8 

ソケット 

x4 

ソケット 

3.3V 

x8 

ソケット 




搭載可能な 
ボー ドサイズ 

MD2 

□ング/シヨ- 

-卜 


N 8 103-95 

SCSI コント□ーラ 

- 

- 

- 

〇 

〇 

- 

オプションライザ搭 
載時最大3枚まで 
内蔵八ードディスク 
ドライブとの接続は 
不可 

N 8103 -107 

SCSI コント□ーラ 

〇 

〇 

- 

- 

- 

〇 

内蔵八ードディスク 
ドライブとの接続は 
不可 

N 8103 -117 

RAID コント□ーラ 
(128 MB , RAID 5/6) 

- 

- 

♦ 

- 

- 

- 

標準搭載 

N 8104-に〇 

1000 BASE-T 
接続ボードに ch ) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

- 

PCI バスあたり1枚ま 
で (AFT 樹ま、 PCI バス 
あたり最大2枚まで） 
ただし、 N 8104-に日 
はシステム当たり最大 
2枚まで 

N 8104-に2 

1000 BASE-T 
接続ボードに ch ) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 

最大2枚まで 
その他の N にとの 
Teaming ( AFT / ALB / 
Bonding 相当）は不可 


〇搭載可能 一搭載不可 


* 1 レーン：転送性能（転送帯域）を示ず。 

く例 > 1レーン=2.已 Gbps (片方向）、4レーン = 10Gbps (片方向） 

ソケット：コネクタサイズを示ず。ソケット数む下のカードび接続可能。 

く例> X4/X8 ソケット =xl 力ード、 x4 力ード、 x8 力ードは搭載可能。但し、詳細は搭載ずる 
PCI 力ードによる。 

《搭載可能なボードの奥行きサイズ 

FullHeight の場合：173.1 mm まで（シヨートサイズ）、 312 mm まで（□ングサイズ） 

LowProfile の場合：119.9 mm まで （ MD 1)、 167.6 mm まで ( MD 2) 

《各カードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

《同ーバス内に異なるカードを実装した場合は低い方の周波数で動作します。 

《本体 PCI ス□、ソトよりも PCI 力ードの動作性能のほうが高い場合は、本体 PCI ス□、ソト性能で動作しまず。 


• 同ーバス内に異なるボードを実装した場台は低い方の周波数で動作します。 

• 本体 PCI ス□ットよりも PCI ボードの方び動作性能び高い場合は本体 
PCI ス□ット性能で動作します。 

• 標準ネットワークについて 

標準ネットワーク(オンボード同±)で AFT / ALB の Teamin 呂を組むこと 
びでさまず。ただし、標準ネットワークとオプション LAN ボードで同一 
の AFT / ALB の Teamin 呂を組むことはできません。 
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取り付け 


次の手順に従ってライザーカードに PCI ボードを取りがけます。 


参それぞれのライザーカードびサポートずるボードタイプ （□ ープ□ファ 
イルかフル八イトタイプ）と取り付ける PCI ボードのタイプを確認して 
<ださい。 

• PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状とライザーカー 
ドにあるコネクタのおがが合つていることを確認してください。 


1 . 224ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出すに24ぺージ参照)。 

3. □ジックカノく一を取り外す （236 ページ参照)。 


4. 


ライザーカードをまっすぐ持ち上 
げて装置から取り外す。 

外しに<い場合は、装置を押さえ 
ながらライザーカードを持ち上げ 
てください。 



己.前ページの表を参照して取り付け位置を確認する。 

6. 取り付け位置の PCI ス□ットカバーのネジを外す。 

3 C 2 C 1 C 旧 2 B 3 B 
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7. 増設カバーを取り外す。 




^ 取り外した増設ス□、ソトカバーは、大切に保管しておいてください。 

区エック I 


8. くフル八イト-フルレングスタイ 
プのみ> 

フル八イト-フルレングスタイプ 
の PCI ボードを取り付ける場合 
は、 PCI ボードのリテーナを外す。 






































ハードウエア編 259 


9. ライザーカードに PCI ボードを取り付ける。 

ライザーカードのス□、ソト部分と PCI ボードの端子部分を合わせて確実に差し込み 
ます。 




P -0 ♦ ライザーカードや PCI ボードの端子部分には触れないでください。巧れ 

量 a や油び付いた状態で取り付けると誤動作の原因となります。 

• うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがして 

か5取り付け直してください。ボードに過度の力を加えると PCI ボード 
やライザーカードを破損ずるおそれびありまず。 


^ • PCI ボードブラケツトの先端がライザーカードの固定ス□、ソトに差し } A 

民ェック I まれていることを確認してください。 

• PCI ボードの種類によっては、 PCI ボードの端子部分がコネクタか6はみ 
化す場合があります。 































260 内蔵オプシヨンの取りがけ 


10. PCI ボードをネジで固定する。 



□ープ□ファイルタイプ 




本体のマザーボード上のコネクタと接続するケーブルが取り付けるボードに 
ある場合は、ライザーカードを本体に取り付ける前にボードへ接続しておいて 
ください。 


11. ライザーカードをマザーボードの 
ス□ットに接続する。 

ライザーカードの端子部分とマ 
ザーボード上のス□ット部分を合 
わせて、確実に差し a みます。 


フックさせる。 



12.差し込んだ後、指で押して確実に 
接続させる 



13. 取り外した部品を取り付ける 
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14. DianaScope を使って管理 PC から本装置の巨 IOS セットアップユーティリティを 
起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 
にする。 


八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは293ページをご覧ください。 

15. DianaScope を使って管理 PC から取り付けたボードに搭載されている BI 日 S コン 
フイグレーシヨンユーティリティを起動してボードのセットアップをする。 

ユーティリティの有無や起動方法、操作方法はボードによって異なります。詳し< 
はボードに添付の説明書を参照して<ださい。また、起動可能なデバイスが接続さ 
れた PCI ボード （ RAID コント□-ラや SCSI コント□-ラ、 LAN ボードなど）を増設 
した場合、起動優先順位がデフォルトに変更されることがあります。 BIOS セット 
アップユーティリティの 「 Boot 」 メニューで起動優先順位を設をし直してください 
(309 ページ参照)。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取りがけの逆の手順を行ってください。また、取り外し後に BIOS セッ 
トアップユーティリティの「目〇饥」メニューで起動優先順位を設をし直してください (309 
ページ参照)。 




262 内蔵オプションの取り付け 


内蔵の RAID コント□ーラを使用する場合 

本体前面にある八ードディスクドライブベイに搭載した八ードディスクドライブを RAID シス 
テムで利用したい場合の方まについて説明します。 

RAID システムの構築には、本体装置内蔵の RAID コント□-ラ ( N 8103-1 17相当内蔵)の機能を 
利用します。 


• RAID システム構成に変更ずる場合や、 RAID レベルを変更ずる場合は、 
八ードディスクドライブを初期化しまず。 RAID システムとして使用す 
る八ードディスクドライブに大切なデータびある場合は、バックアップ 
を別の八ードディスクドライブにとってか5ボードの取り付けや RAID 
システムの構築を行ってください。 

• RAID システムでは、ディスクアレイごとに同じ容量、性能(ディスク回 
転数など)のハードディスクドライブを使用してください。 



• 使用できる RAID レベルやハードディスクドライブなど、それぞれの 
RAID コントローラの特徴を埋解し、目的にあった RAID コントローラを 
使用してください。 

• RAIDS と RAID 6 の論理ドライブは、ディスクの信頼性が向上するかわり 
に論埋ドライブを構成するハードディスクドライブの総容量に比べ、実 
際に使用できる容量が小さくなります。 


本体装置内蔵の RAID コント□-ラ ( N 8103-1 17ネ目当内蔵)で内蔵八ードディスクドライブを 
RAID システムの八ードディスクドライブとして認識させることができます。 



RAID システムの構築には WebBIOS を使用します。詳しくは、 RAID システムのコンフィグレー 
シヨン （312 ページ）を参照してください。 
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バックアップデバイスベイ 


取り付け （ IDE インタフェースのデバイス） 

1 . 224ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出すに24ぺージ参照)。 

3. ドライブカバーを取り外すに3目ぺージ参照)。 


バックアップデバイス 


本装置には磁気テープドライブなどのバックアップファイルデバイスを取り付けるベイを1 
つ用意しています。 


SCSI インタフエースのバックアップデバイスを取り付ける場合には別 
売の SCSI コント□—ラ（サボートしているボードと搭載可能ス□ット 
(2 己目ぺージ）を参照）と SCSI ケーブル ( K 410-147 (00))び必要 
です。 

バックアップデバイスび SCSI インタフエースの場合は取り付けるバッ 
クアップデバイスの終端抵抗の設定は rON 」 に 、 SCSI ID は他のデバ 
イスと重複しないように設定してください。設定方法については、それ 
ぞれの装置の説明書を参照してください。 

轉社で指定していないノいックアップデノレ r スを取り付けないでください。 

本装置に取り付けることができるデバイスは、幅約 9 cm (3 .己インチ)、 
高さ約 4 cm (1.6 インチ）までのデバイスでず。 

































264 内蔵オプシヨンの取りがけ 



m 


• 光ディスクドライブ取りがしの際に指をはさむおそれびあります。図に 
示す解除レバ ー m 州こは触5ないようごを意ください。 

• オプションの USB - FDD 増設時は、光ディスクドライブを途中まで引き 
出した状態で、一旦 USB ケーブルをがしてください。そのまま光ディス 
クドライブを取りがすと USB コネクタを破損する可能性があります。 
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日.デバイスキャリアのレノ（一を解除 
し、本体前面からデバイスキヤリ 
アを取り出す。 





w "0 取り外したフ□ントパネルは、大切に保管しておいてください。 





























266 内蔵オプションの取り付け 







• 必ず本装置に添がされているネジを使用してください。 

• ネジ穴が合うようにデノ \イスの取りがけ位置を調整してください。 

• デバイスの奥行きが長<てケーブルを取りがけに<い場合は、デバイス 
を前にスライドして取り付けてください。 


10. バックアップデバイスにインターフ I ースケーブルと電源ケーブルを接続する。 


本製品に添付の電源ケーブルと本 
製品に添付の IDE ケーブルを接続 
してください。 



電源ケーブルは 「TAPE」 と印刷されたラベルが貼6れているコネクタをデバ 
民エック I イスの電源コネクタ(こ接続してください。 
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11. デバイスキヤリアをバックアップ 
デバイスベイに差し込む。 

まだケーブルが接続されていませ 
ん。完全に押し込まず、途中まで 
差し込んで<ださい。 



12. バックアップデバイスに接続したインターフェースケーブルと電源ケーブルをバッ 
クブレーンに接続する。 



^ 押し込む際に、接続したケーブルを挟まないようにを意してください。 

区エック I 


14. 取り外した部品を取り付ける。 

1己.搭載したデバイスのデバイスドライバをインス I -ールする。 

詳し<はデバイスに添付の説明書を参照して<ださい。 
















268 内蔵オプションの取り付け 


取り付け （ SCSI インタフエースのデバイス) 


2 

3 

4 
己 
6 


224ページを参照して準備をする。 

本体をラックから引き出す （224 ページ参照)。 

ドライブカバーと□ジックカバーを取り外す （23 目、237ページ参照)。 

PCI ライザーカードを取り外す （2 日4ページ参照)。 

サポートバーとプ□セッヴダクトを取り外す （247 ページ参照)。 

デイスクベイのレノ く一を解除し、 

光ディスクドライブを取り外す。 



光ディスクドライブ取りがしの際に指をはさむおそれびあります。図に 
示す解除レバ ー m 州こは触5ないようごま意ください。 

オプションの USB - FDD 増設時は、光ディスクドライブを途中まで引き 
出した状態で、一旦 USB ケーブルをがしてください。そのまま光ディス 
クドライブを取りがすと USB コネクタを破損する可能性びあります。 
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7. デバイスキャリアのレノ（一を解除 
し、本体前面からデバイスキヤリ 
アを取り出す。 




取りタルたフ□ントパネルは、大切に保管しておいてください。 





























270 内蔵オプシヨンの取りがけ 


10. デバイスをデバイスキヤリアに差 
し込む。 


11. バックアップデバイスを本装置に 
添付のネジで固定する。 






• 必ず本装置に添がされているネジを使用してください。 

• ネジ穴が合うようにデバイスの取り付け位置を調整して<ださい。 

• N 81己 1-54 A 内蔵 AIT など、バックアップデバイスの奥行きが長くて 
ケーブルを取り付けにくい場合は、バックアップデバイスを前にスライ 
ドして取りがけてください。 


12. バックアップデバイスにインターフェースケーブルと電源ケーブルを接続する。 


バックアップデバイスに本装置に 
添付の電源ケーブルと別売の 
SCSI ケーブル ( K 410-147 (00)) 
を接続してください。 



^ 電源ケーブルは 「 TAPE 」 と印刷されたラベルが貼6れているコネクタをデバ 

民エック I イスの電源コネクタに接続してください。 
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13. SCSI ケーブルをバックアップファ 
イルベイのス□ットから本体内部へ 
通す。 



14. デバイスキヤリアをバックアップ 
デバイスベイに差し込む。 

まだ電源ケーブルが接続されてい 
ません。完全に押し込まず、途中 
まで差し込んで<ださい。 



















272 内蔵オプションの取り付け 



I チェック I 


SCSI ケーブルの先端に付いているターミネータの配置を確認してください。 
ターミネータはデバイスベイ内(こ配置します。また、このときじ SCSI ケーブル 
がデバイスキヤリアにあるラ、ソチングタブ(こ当たっていないことも確認して 
<ださい。ケーブルの破損をそ防するためです。 


ターミネータ 



16.デバイスキヤリアをバックアップデバイスベイに差し込む。 

完全に押し a むと「カチ、ソ」という音がして□ックされます。 


^ 押し込む際(こ、接続したケーブルを挟まないようじを意してください。 

g ェック I 
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17. SCSI ケーブルを下図のように配線する。 


SCS I ケーブルがマザーボード上の電子部品に接触していないことを確認して 
をエック J くださし、 



18. PCI ライヴーカードにオプションの 
SCSI コント□-ラを接続する。 

PCI ボード （254 ページ）を参照し 
てください。 

19. SCSI ケーブルを SCSI コント□一 
ラのコネクタに接続する。 

2日. PCI ライザーカードを取り付ける。 

21. 取り外した部品を取り付ける。 

22. SCSI 巨 IOS ューティ U ティを起動 
して SCSI 機器のセツトアップをす 
る。 

詳しくはバックアップデバイスに添 
付の説明書を参照してください。 


SCSI コント□ーラ 



23. 搭載したバックアップデバイスのデバイスドライバをインストールする。 

詳しくはバックアップデバイスじ添付の説明書を参照してください。 







274 内蔵オプションの取りがけ 


取り付け （ US 巨インタフエースのデバイス) 


2 

3 

4 
己 
6 


224ページを参照して準備をする。 

本体をラックから引き出す （224 ページ参照)。 

ドライブカバーと□ジックカバーを取り外す （23 目、237ページ参照)。 

PCI ライザーカードを取り外す （2 日4ページ参照)。 

サポートバーとプ□セッヴダクトを取り外す （247 ページ参照)。 

デイスクベイのレノ く一を解除し、 

光ディスクドライブを取り外す。 



光ディスクドライブ取りがしの際に指をはさむおそれびあります。図に 
示す解除レバ ー m 州こは触5ないようごま意ください。 

オプションの USB - FDD 増設時は、光ディスクドライブを途中まで引き 
出した状態で、一旦 USB ケーブルをがしてください。そのまま光ディス 
クドライブを取りがすと USB コネクタを破損する可能性びあります。 
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7. デバイスキャリアのレノ（一を解除 
し、本体前面からデバイスキヤリ 
アを取り出す。 






W "0 取りがしたフ□ントパネルは、大切に保管しておいてください。 





























276 内蔵オプシヨンの取りがけ 


10. デバイスをデバイスキヤリアに差 
し込む。 







• 必ず本装置に添がされているネジを使用してください。 

• ネジ穴が合うようにデノ \イスの取りがけ位置を調整してください。 

• バックアップデバイスの奥行きが長 < てケーブルを取りがけに < い場合 
は、バックアップデバイスを前にスライドして取り付けてください。 


12. バックアップデバイスにインターフ I ースケーブルと電源ケーブルを接続する。 


バックアップデバイスに別売の電 
源ケーブルと USB ケーブル 
( K 410-167 (00))を接続してく 
ださい。 



^ 電源ケーブルは 「 TAPE 」 と印刷されたラベルが貼6れているコネクタをデバ 
民ェック I イスの電源コネクタに接続してください。 





















ハードウエア編 277 


13. US 巨ケーブルをバックアップファ 
イルベイのス□ットから本体内部へ 
通す。 



14. デバイスキヤリアをバックアップ 
デバイスベイに差し込む。 

まだ電源ケーブルが接続されてい 
ません。完全に押し込まず、途中 
まで差し込んで<ださい。 




16.デバイスキヤリアをバックアップデバイスベイに差し込む。 

完全に押し a むと「カチ、ソ」という音がして□ックされます。 


^ 押し込む際に、接続したケーブルを挟まないよう(こま意してください。 




















278 内蔵オプションの取り付け 


17. USB ケーブルを下図のよラに配線する。 

USB ケーブルがマザーボード上の電子部品に接触していないことを確認して 
If ェッ匀 ください。 



18. 取り外した部品を取り付ける。 

19. 搭載したバックアップデバイスのデバイスドライバをインスI-ールする。 

詳しくはバックアップデバイスに添付の説明書を参照してください。 


取り外し 


取り外しは、それぞれの「取りがけ」で示す手順の逆を行ってください。 
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背面側 




前面側 


ffl ® 


1 ; 


標準装備 
ゴプシヨン 


冗長フアン 

本装置の増設用ファンス□、ソトにオプションのファンを追力□することにより、ぶ却ファンの冗 
長化をすることができます。 

下図は標準装備のファンのス□、ソトとオプションのス□、ソトおよびそれぞれのス□、ソトに割 
り当てられているス□、ソト番号を示します。 









































































280 内蔵オプションの取りがけ 


取り付け 

1 . 224ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （224 ページ参照)。 

3. ドライブカバーを取り外す （236 ページ参照)。 

4. 増設用ファンの取り付け位置を確認する。 

日.ファン上面の「 airO 」マークが装置の背面側に向くように持つ。 

目.まっすぐに増設用ファンス□ットに 
差し込む。 

完全に押し込むと「カチ、ソ」という 
音がして□ックされます。 


7. マヴーボード上の冗長ファンジャンノくスイッチを変更する。 

下図を参照して変更してください。 



前面側 



背面側 


P -0 その他のジャンノ くの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
Bffi 穿 因となりまず。 
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取り外し 

冗長ファンを取り外すときは、「取りがけ」の手順1〜3を参照して取り外しの準備をした後、 
JU 下の手順に従って行ってください。 


W "0 増設用ファンス□ツトか5ファンをずべて取りがした場合は、「取り付け」の 
手順7を参照して冗長フアンジャンノ くスイッチの設定を標準構成の状態に戻し 
て < ださい。 


交換する場合は通電中の状態でもできます（ホ、ソトスワップ）。 


A ミ主意 


A 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 感電ま意 


1. 取り外す（交換する）ファンを確認する。 

故障したファンは EXPRESSSCOPE エンジン2などの管理ツールで確認できます。 
また、システムが通電中の場合はファンのランプが消なしているファンが故障して 


いることを表しています。 

2. ファンをち図のよラにつまんで、 
まっすぐ上に持ち上げる。 

3. ファンを交換する場合は「取り付 
け」の手順日と目を参照して取り付 
ける。 

4. 冗長ファンをすべて取り外して標準 
のファン構成に戻す場合は「取り付 
け」の手順7を参照してジャンパス 
イッチの設定を変更する。 


ランプに力所) 














282 システム巨 los コンフィグレーション ( SETUP ) 


システム BIOS コンフイグレーシヨン （ SETUP ) 

Basic Input Output System (BIOS) の設を方まについて説明します。 

本装置を導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく 
理解して、正しく設をしてください。 

SETUP は八ードウエアの基本設定をするためのユーティリティツールです。このユーティリ 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがな < てち実行できます。 

SETUP で設をされる内容は、化荷時に最も標準で最適な状態に設をしていますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するような場合など必 
要に応じて使用してください。 



• SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）が行ってく 
ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定ずることびできます。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルびありまず。 TSupervisor 」 
レベルのパスワードで SETUP を起動した場台、ずべての項目の変更び 
できまず。 「 Supervisor 」 のパスワードび設定されている場合、 

「 User 」 レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目び限5れ 
ます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!ルする前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP は、最新のパージョンがインス!ルされています。このため 
設定画面び本書で説明している内容と異なる場合びあります。設定項目 
については、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い 
合わせてください。 

• SETUP は Exit メニューまたはく Esc >、 く F 1 0>キーで必ず終了してく 
ださい。 SETUP を起動した状態でパワーオフ、リセットを行った場合 
には SETUP の設定び正しく更新されないことびあります。 




ハードウエア編 283 



起動は口 anaScope を使って本装置に接続されたリモートコンソールから行います。 

本体の電源を ON じするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self-Test ) の実行内 
容が表示されます。 

しばら<すると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 

Press く F2> to enter SETUP 

ここでく F2> 羊一を押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 

前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 


Enter password C j 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません）。電源を OFF にしてください。 



パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 
「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設をの状態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます。 「 User 」 では、確認できる設をや、変更でき 
る設をに制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次の羊一を使って SETUP を操作します（羊一の機能については、画面下にも 
表示されています)。 



.現在表示しているメニュ 


サブメニューが 
あることを示す 


オンライン 

ヘルプ 

ウインドウ 


設定項目 


パラメ 


•夕（選択すると文字が反転する*) 


キーの 機能説明 


* 自動的にコンフィグレーションされたものやお出されたもの、情 
報の表示のみやパスワードの設定により変更が許可されていない 
項目はグレーアウトされた表示になります。 


□力ーソル羊一 ( In 1 ) 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 


□ 力ーソ J レキー一） 

Main や Advanced、Security、Server、Boot、Exit などのメニューを選択します。 

□ <一>キー/く十 >车一 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、この羊一は無効です。 

□ く Enter〉 车一 

選択したパラメータのミ夫定を行うときに押します。 


□ <Esc> 车一 

ひとつ前の画面に戻ります。また値を保存せずに SETUP を終了します。 

□ <F9>+- 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（化荷時 
のパラメータと異なる場合があります)。 

n く Fio> 羊一 

SETUP の設走:内容を保存し、 SETUP を終了します。 
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設定例 


次にソフトウエアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設を例 
を W します。 


日付-時刻関連 


「 Main 」 一 「System Time」、「System Date 」 



「 ESMPRO / ServerMana 呂 er 」 を使ってネットワーク経由で本体の電源を制御する 

「 Advanced 」 一 「Advanced Chipset Control 」 一 「Wake On Ring 」 一 「 Enabled 」 


UPS 関連 


UPS と電源連動（リンク）させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「 Server 」 一 「 AC - UNK 」 一 「Power On 」 

- POWER スイ、ソチを使って OFF にしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を 
OFF のままじする 

「 Server 」 一 「 AC - UNK 」 一 [Last StateJ 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「 Server 」 一 「 AC - LINK 」 一 「Stay Off 」 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「 Boot 」 ^起動順唐を設をする 

POST の実行内容を表示する 

「 Advanced 」 一「目 00 t-time Diagnostic Screen 」 一 「 Enabled 」 

リモートウェイクアツプ機能を利用する 

モデムかり： 「 Advanced 」 一 「Advanced Chipset Control 」 

一 「Wake on Ring 」 一 「 Enabled 」 

RTC のアラームから： 「 Advanced 」 一 「Advanced Chipset Control 」 

一 「Wake on RTC Alarm 」 一 「 Enabled 」 


HW コンソール端末か 5 制御する 

「 Server」「Console Redirection 」 一それぞれの設定:をする 
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メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「 Advanced 」 一 fMemory Configuration 」 一 「DIMM Group #n Status 」 一表示を確 
認する ( n : 1〜 6) 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケ、ソトの位置は下図のよう 
に対応しています。 



DIMM #42 
DIMM #11 
DIMM #13 
DIMM #22 
DIMM #31 
DIMM #33 


Group ) 番号 

Group を構成するソケット番号 

Group #1 

DIMM#11chDIMM#21 

Group #2 

DIMM #31と DIMM #41 

Group #3 

DIMM #12と DIMM#22 

Group #4 

DIMM #32 と DIMM #42 

Group #5 

DIMM #13 と DIMM#23 

Group #6 

DIMM #33 と DIMM #43 


メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「 Advanced 」 一 「Memory Configuration 」 一 「Memory Retest 」 一 「 Yes 」 一再起動 
するとクリアされる 


CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

rMain 」 一 [Processor Settings 」 一表示を磕認する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は上図のように対応 
しています。 

CPU のエラー情報をクリアする 

「 Main 」 一 [Processor Settings 」 一 [Processor Retest 」 一 「 Yes 」 一再起動すると 
クリアされる 































































ハードウエア編 287 


キーボー ド関連 


Numlock を設定する 

「Advanced」 一 「NumLock」 一 fOnJ (有効）/ 「Off」 （無効：初期値) 


イベント□グ関連 


イベント□グをクリアする 

「Server」 一 「Event Log Configuration」 一 「Clear All Event Logs」 一 「Enter」 一 「Yes」 


セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

l"Secu「ity」 一 l"Set Supervisor Password」 ーパスワードを入力する 

管理者パスワード （Supervisor）、 ューザーパスワード (User) の順に設定:します。 


外付けデバイス関連 


I / O ポートに対する設定をする 

「Advanced」 一 「Peripheral Configuration」 一それぞれの I/O ポートIこ対して設定:をする 


内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

「Advanced」 一 「PCI Configuration」 一それぞれのデバイスに対して設定:をする 

オプションの PCI ボードの ROM を展開させる 

「Advanced」 一 「PCI Configuration」 一 「PCI Slot n Option ROM」 一 「Enabled」 
n: PCI ス□ットの番号 

A - ドウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後） 

「Advanced」 一 [ResetConfiguration Data」 一 「Yes」 一再起動するとクリアされる 
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設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「Exit」 一 「Exit Saving Changes」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「Exit」 一 「Exit Discarding Changes」 また(ま 「Discard Changes」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻す（出荷時の設定とは異なる場合びあります) 

「Exit」 一 「Load Setup Defaults」 

現在の設定内容を保巧する 

「Exit」 一 「Save Changes」 

現在の設定内容をカスタムデフオルト値として保存する 

「Exit」 一 「Save Custom Deraults」 

カスタムデフオルト値を□ー ドする 

「Exit」 一 「Load Custom Defadts」 
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パラメータと説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニユー （一 290 ぺージ） 

• Advanced メニユー（- ^293 ぺージ） 

• Security メニユー（- ^299 ぺージ） 

• Server メニユー （ —302 ページ） 

• Boot メニユー （一 309 ぺー ジ） 

• Exit メニユー（一 31 日ぺージ） 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設をができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設をできる機能やパラメータ、化荷時の設をを説明 
します。 
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Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Main 


System Time: 

[ 旧 :18:58] 

Item Specific Help 


System Date: 

[10/04/2007 ： 

<Tab>, <Shift-Tab>, or 

Hard Disk Pre-DeLay: 

[Disabled ： 

<Enter> selects field. 

► Primary IDE Master 

[CD-ROM] 


► Primary IDE Slave 

[None] 


► Secondary IDE Master 

[None] 


► Secondary IDE Slave 

[None] 


► Processor Settings 



Language: 

[English (US)] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FI 日 Save and Exit 


Main メニューの画面上で設をできる項目とその機能を示します。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中に初めて DE デバイスへアクセスす 
る時(こ設定された時間だけ待ち合わせを行 
います。 

Primary IDE Master 

Primary IDE Slave 

Secondary IDE Master 
Secondary IDE Slave 


それぞれのチャネルに接続されているデバ 
イスの情報をサブメニューで表示します。 

一部設定を変更できる項目がありますが、 

化荷時の設定のままじしておいて<ださい。 

Processor Settings 


プ□セ、ソサ (CPU) に関する情報や設定をする 
画面を表示しますに 91 ページ参照)。 

Language 

[English (US)] 

Fran が is (FR) 

Deutsch (DE) 

Espanol (SP) 

Italiano (IT) 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]： 出荷時の設定 
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W "0 BIOS のノ くラメータで時刻や日付の設定び正しく設定されているか必ず確認し 
■to てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認- 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証ずる環境条件（温度：1〇で〜3日で.湿度： 20%〜 
80%)か5がれた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精 
度を要求ずるようなシステムに組み込む場台は、タイムサーバ （ NTP サーバ） 
などを利用して運用ずることをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みび生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守ヴービス会社に保守を依頼してくださし、。 


Processor Settings ヴブメニユー 

Main メニューで [Processor Settings] を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Main 


Processor Settings 


Item Specific Help 

Processor Retest: 

rjJ[S|i 

Select 'Yes' , BIOS 

wiLL clear historical 

CPU Speed: 

1600 MHz 

processor status and 
retest aLL processors 

Processor 1 CPUID: 

06 F6 

on next boot. 

Processor 1 L2 Cache: 

4096 KB 


Processor 2 CPUID: 

Not InstaLLed 


Execute Disable Bit: 

[Enabled] 


VirtuaLization Technology: 

[Enabled] 


Cl Enhanced Mode: 

[Enabled] 


Intel SpeedStep(R) Technology: 

[Enabled] 


Hardware Prefetcher: 

[Enabled] 


Adjacent Cache Line Prefetch: 

[Enabled] 




t i Select Item 
^ Select Menu 


- /+ Change Values 
Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Retest 

[ No ] 

Yes 

プ□セ、ソサの エラー 情報をクリアし、次回 
起動時にすべてのプ□セ、ソサに対して テス 
卜を巧います。このオプションは次回起動 
後(こ自動的に 「 No 」 （こ切り替わります。 

Processor Speed 


搭載しているプ□セ、ソサのク□ック速度を 

ノ J 、しま9 〇 

Processor 1 CPU ID 

数値 ( Oxxx ) 

Disabled 

Not Installed 

Error 

数値の場合はプ□セ、ソサ1の D を示します。 
「 Disabled 」 はプ□セ、ソサの故障、 「 N 饥 

Ins ね lied 」 は取りがけ6れていないことを、 
「 Error 」 はプ□セ、ソサの強制起動を示します 
(表示のみ)。 

Processor 1 L 2 Cache 


プ□セ、ソサ1の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Processor 2 CPU ID 

数値 ( Oxxx ) 

Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプ□セ、ソサ 2 の ID を示します。 
[ DisabledJ はプ□セ、ソサの故障 、 「Not 

Ins ほ lied 」 は取り付け6れていないことを示 
します（表示のみ)。 

Processor 2 L 2 Cache 

— 

プ□セッサ2のニタキャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Execute Disable Bit 

Disabled 

[ Enabled ] 

Execute Disable Bit 機能をサポートしている 
CPU のみ表示されます。この機能を使用す 
るかどうかを設定します。 

Virtualization Technology 

Disabled 

[ Enabled ] 

インテルプ□セ、ソサーが提供する「仮想化 
技術」の機能の有効/無効を設定します。 

C 1 Enhanced Mode 

Disabled 

[ Enabled ] 

C 1 Enhanced モードの有効/無効を設定しま 
す。 

Intel SpeedStep ( R ) 
Technology 

Disabled 

[ Enabled ] 

インテルプ□セ、ソサーが提供する 

SpeedStep 機能の有効/無効を設定します。 

本機能を未サポートのプ□セ、ソサーが搭載 
された場合には、設定が 「 Disabled 」 固定(こ 
なります。 

Hardware Prefetcher 

Disabled 

[ Enabled ] 

八ードウェアのプリフェッチャの有効/無効 
を設定します。 

Adjacent Cache Line 
Prefetch 

Disabled 

[ Enabled ] 

メモリか6キャッシュへのアクセスの最適 
化の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを 「Advanced」 の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前じ「►」がついているメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表 
W されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 




Item Specific Help 

► Memory ConTiguration 

► PCI Configuration 

► Peripheral Configuraion 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices. 

Boot-time Diagnostic Screen: 

[Disabled] 


Reset Configuration Data: 

[No] 


NumLock: 

[0 け ] 


Memory/Processor Error: 

[Boot] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit 户 Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

[ Disabled ] 

Enabled 

「 Enabled 」 に設定すると、 POST の内容を 
画面に表示します。 「 Disabled 」 に設定する 
と NEC □ゴで POST の表示を隠します。 
Console Redirection 中は 「 Disabled 」 に設 
定できません。 

Reset Configuration Data 

[ No ] 

Yes 

Configuration Data ( P 0 ST で記憶している 
システム情報)をクリアするときは 「 Yes 」 

に設定します。装置の起動後じこのパラ 
メータは 「 N 0」に切り替わります。 

NumLock 

On 
〔0け」 

システム起動時(こ Numlock の有効/無効を設 
定します。 

Memory/Processor Error 

[ Boot ] 

Halt 

POST でメモリまたはプ□セ、ソサに異常をネ矣化 
した際の POST 終了後の動作を還択します。 
「 Boot 」 でオペレーテイングシステムをそのま 
ま起動します。 「 Halt 」 で動作を停止します。 


[]： 化荷時の設定 


wO Reset Configuration Data を 「 Yes 」 に設定ずると、ブートデバイスの情報 
Bta もクリアされまず 。 Reset Configuration Data ^「 Yes 」 に設定する前に、 
必ず設定されているブートデバイスの順番を記録し 、 Exit Saving Changes 
で再起動後、 BIOS セットアップメニューを起動して、ブートデバイスの順番 
を設定し直してください。 
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Memory Configuration ヴブメニュー 


Advanced メニューで 「Memory Configuration」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


Memory Configuration 

Item Specific Help 

System Memory: 


601 KB 

Enables DIMM sparing 

Extended Memory: 

522752 KB 

feature- 

DIMM Group #1 

Status: 

Normal 


DIMM Group #2 

Status: 

Normal 


DIMM Group #3 

Status: 

Normal 


DIMM Group #4 

Status: 

Normal 


DIMM Group #5 

Status: 

Normal 


DIMM Group #6 

Status: 

Normal 


Memory Retest: 


cIM] 


Extended RAM Step: 

[Disabled] 


Memory RAS Feature: 

[Interleave] 


Sparing: 


[Disabled] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Memory 

— 

基本メモリの容量を表示します。 

Extended Memory 

— 

拡張メモリの容量を表示します。 

DIMM Group #1-#6 

Status 

Normal 

Disabled 

Not Installed 

Error 

メモリの現在の状態を表示します。 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 
ます。 「 Disabled 」 は故障していることを、 
「 Not : Ins ね lied 」 はメモリが取り付け6れて 
いないことを、 「 Error 」 はメモリの強制起動 
を示します（表示のみ)。 

表示と DIMM ソケットは次のように対応して 
います。 

Group #1 : DIMM #11、#21 

Group #2: DIMM #31、#41 

Group #3: DIMM #12、 #22 

Group #4: DIMM #32、 #42 

Group #5: DIMM #13、 #23 

Group #6: DIMM #33、 #43 

Memory Retest 

[ No ] 

Yes 

メモリのエラー情報をクリアし、次回起動 
時にすべての DIMM に対してテストを巧いま 
す。このオプションは次回起動後(こ自動的 
(こ 「 No 」 （こ切り替わります。 

Extended RAM Step 

1 MB 

1 KB 

Every Location 
[ Disabled ] 

riM 目」は 1 M 単位(こメモリテストを行いま 
す。 「1 KB 」 は 1 K 単位(こメモリテストを巧い 
ます 。 「Every Location 」 はすべて(こメモリ 
テストを行います。メモリテスト中はス 
ペースキーのみ有効となり < F 2>、< F 4>、 
< F 12>、< Esc > キーは無視されます。 

Memory RAS Feature 

[ Interleave ] 

Mirror 

搭載しているメモリを一般の方まで運用す 
る （ Interleave ) か、メモリミラーリング機 
能を使用する ( Mirror ) を選択します。 

機能の詳細については「メモリミラーリン 
グ機能」 （147 ページ）を参照してください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Sparing 

[ Disabled ] 

Enabled 

オンラインスペアメモリ機能の有効/無効を 
設定します。機能の詳細については「オン 
ラインスペアメモリ機能」 （149 ページ）を 
参照して < ださい。 


[]： 化荷時の設定 


PCI Configuration ヴブメニユー 

Advanced メニューで 「PCI Configuration 」 を選択すると、 U 下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択して < Erite 「> キーを押すとサブメニューが表示 
されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Onboard Video ControLLer 

► Onboard LAN 

PCI Slot IB Option ROM: [Enabled ： 

PCI Slot 1C Option ROM: [Enabled ： 

Additional setup 
menus to configure 

onboard Video 

controLLer. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot 1 目〜 3 目 Option 
ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

フル八イトタイプのライザカードに接続して 
いる PCI ボード上のオプション ROM の展開を 
有効じするか無効じするかを設定します。 

PCI Slot 1 C 〜 3 C Option 
ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

□ープ□ファイルタイプのライザカードに 
接続している PCI ボード上のオプション 

ROM の展開を有効にするか無効にするかを 
設定します。 


[]： 化荷時の設定 


— "〇 RAID コント□-ラや LAN ボード(ネットワークブート )、 Fibre Channe ロン 
卜□—ラで、 0 S びインス!ルされた八ードディスクドライブを接続しない 
場合は、その PCU □ットのオプション ROM 展開を 「 Disabled 」 に設定して 
<ださい。 
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Onboard Video Controller サブメニュ ー 


項目 

パラメータ 

説明 

VGA Controller 

Disabled 

オンボード上のビデオコント□ーラの有効/ 


[ Enabled ] 

無効を設定します。 

Onboard VGA Option ROM 

[ Auto ] 

オンボード上のビデオコント□ーラの ROM 

Scan 

Force 

展開を自動にするか強制的(こするかを選択 
します。 


[]： 出荷時の設定 


Onboard LAN サブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

オンボード上の LAN コント□ーラの有効/無 
効を設定します。 

LAN 1 Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□ーラ1の目10 S 
の展開の有効/無効を設定します。 

LAN 2 Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□ーラ2の目10 S 
の展開の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


Peripheral Confi 卽 ration ヴブメニユー 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


Peripheral Contiguration 

Item Specific Help 

Serial Port A: 


Configure Serial Port 

Base I/O address: 

[3F8h] 

using options: 

Interrupt: 

[IRQ 4] 


Serial Port B: 

[Enabled] 

[Disabled ： 

Base I/O address: 

[2F8h] 

No configuration 

Interrupt: 

[IRQ 3] 

[Enabled] 

USB ControLLer: 

CEnabLed] 

User configuration 

USB 2.0 ControLLer: 

CEnabLed] 


ParaLLeL ATA: 

[Enabled] 


Serial ATA: 

CEnabLed] 


SATA ControlLer Mode Option: 

[Enhanced] 


SATA AHCI: 

[Disabled] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit 卜 Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目じついては次の表を参照してください。 


wO 割り込みべース I / O アドレスび他と重複しないようにを意してください。設定 

した値び他のリソースで使用されている場合は黄色の「*」び表示されます。 
黄色の「*」が表示されている項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート A の有効/無効を設定します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Base I/O address 

に F 讶 

2 F 8 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート A のためのベース I/O アドレ 
スを設定します。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート A のための割り込みを設定し 
ます。 

Serial Port B 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート目の有効/無効を設定します。 

Base I/O address 

3 F 8 
に F 讶 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート目のためのベース I/O アドレ 
スを設定します。 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート B のための割り} A みを設定し 
ます。 

USB Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

US 目コント□ーラの有効/無効を設定しま 
す。 

USB 2.0 Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

USB 2.0 の有効/無効を設定します。 

Parallel ATA 

Disabled 

[ Enabled ] 

パラレル ATA の有効/無効を設定します。 

Serial ATA 

Disabled 

[ Enabled ] 

本装置ではサポート対象外です。 

設定を変更しないでください。 

SATA Controller Mode 
Option 

Compatible 

[ Enhanced ] 

SATA AHCI 

[ Disabled ] 

Enabled 


[]： 化荷時の設定 

















298 システム巨 los コンフィグレーション ( SETUP ) 


Advanced Chipset Control ヴブメニュー 


Advanced メニューで fAdvanced Chipset Control 」 を選択すると、 W 下の画面が表示され 
ます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


Advanced Chipset Control 

Item Specific Help 

MuLtimedia Timer: 

Intel (R) I/O AT: [Enabled] 

Wake On Ring: [Disabled ： 

Wake On RTC Alarm: [Disabled] 

EnabLe/DisabLe 

Multimedia Timer (HPET). 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目じついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Multimedia Timer 

Disabled 

[Enabled] 

マルチメディアに対応するためのタイマー 
の有効/無効を設定します。 

Intel(R) I/O AT 

Disabled 

[Enabled] 

Intel I/O アクセラレーシヨンテクノロジ機能 
の有効/無効の設定をします。 

Wake On Ring 

[Disabled] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモー 
トパワーオン機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Wake On RTC Alarm 

[Disabled] 

Enabled 

リアルタイムク□ックのアラーム機能を 
使ったリモートパワーオン機能の有効/無効 
を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


，■〇 Wake On Rin 呂機能のご利用環境において、本体への AC 電源の供給を停止し 
た場合、 AC 電源の供給後の最初のシステム起動には Wake On Rin 呂機能を利 
用ずることはできません。 Power スイッチを押下してシステムを起動してくだ 
さい。 AC 電源の供給を停止した場合、時下の DC 電源の供給までは電源管理 
チップ上の Wake On Rin 呂機能が有効となりません。 
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Security 

力ーソルをに ecurity 」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表 
W されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Security 


User Password Is: 

Clear 

Item Specific Help 


Supervisor Password Is: 

Clear 

Supervisor Password 

Set User Password 

\WSSSa 

controls access to the 

Set Supervisor Password 

[Enter] 

setup utiLity. 

Password on boot : 

[Disabled] 


Fixed disk boot sector: 

[Normal] 


Power Switch Inhibit: 

[Disabled] 


► Security Chip Configuration 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかで < Ente 「> 羊一を押すと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。ここでパスワードの設をを行います。 


参 「User Password 」 は 、 TSupervisor Password 」 を設定していない 
と設定できません。 

• 0 S のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 


Security メニューで設定できる項目とその機能を示します 。 ["Security Chip Configuration 」 
は選択後、<日が6「>丰一を押してサブメニューを表示させてから設定します。 


項目 

パラメータ 

説明 

Supervisor Password Is 

Clear 

Set 

スーパーバイザパスワードが設定されてい 
るかどうかを示します（表示のみ）。 

User Password Is 

Clear 

Set 

ユーザーパスワードが設定されているかど 
うかを示します（表示のみ)。 

Set User Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとユーザーのパスワード 
入力画面になります。このパスワードでは 
SETUP メニューのアクセスに制限がありま 
す。この設定は、 SETUP を起動したときの 
パスワードの入力で 「 Supervisor 」 で□グ 
インしたときのみ設定できます。 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとスーパーバイザのパス 
ワード入力画面になります。このパスワー 
ドですベての SETUP メニューにアクセスで 
きます。この設定は、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの人力で 「 Supervisor 」 で 
□グインしたときのみ設定できます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Password on boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時(こパスワードの人力を行う/行わな 
いの設定をします。先にスーパバイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定されて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーが起動していると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

Write Protect 

IDEA - ドディスクドライブに対する書き込 
みを防ぎます。本装置では IDEA — ドディス 
クドライブをサポートしていません。 

Power Switch Inhibit 

[ Disabled ] 

Enabled 

パワースイ、ソチの抑止機能を有効(こするか 
無効にするかを設定します。 

なお、強制電源 OFF (4 秒押し）は無効(こで 
きません。 


[]: 出荷時の設定 


Security Chip Configuration ヴブメニユー 

Security メニューで ["SecurityChip Configuration 」 を選択し、く Ente 「> 羊一を押すと U 下の 
画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Security 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit 卜 Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

TPM Supprt 

[ Disabled ] 

Enabled 

TPM 機能の有効/無効を設定します。 

Current TPM State 

- 

現在の TPM 機能の状態を表示します。 

Change TPM State 

[No Change ] 

Enable & Activate 
Diactivate & Disable 
Clear 

TPM 機能を変更します （Supervisor 
Password を設定すると選択巧能(こなりま 
す)。 


[]： 出荷時の設定 
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W -0 rchan 呂 e TPM State 」 で [No Chan 邑 e ]!^ がのパラメータを選択し 、 TPM 
State の変更を行う場合、本装置再起動後の POST の終わりにパスワード入力 
画面び表示されまず 。 Supervisor Password を入力ずると lU 下のメッセージ 
び表示されまず。設定変更を行うためには Execute を選択してください。 

Enable & Activate び還択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM configuration change was requested to 
State: Enable & Activate 

Note: 

This action wiLL switch on the TPM 

Reject 

Execute 


Deactivate & Disable び還択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM configuration change was requested to 
State: Deactivate & Disable 

Note: 

This action wiLL switch off the TPM 
WARNING!!! 

Doing so might prevent security appLications 
that r e L y on the TPM from functioning 

as expected 

Reject 

Execute 


Clear び選択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM configuration change was requested to 
State: Deactivate & Disable 

Note: 

This action wiLL switch off the TPM 
WARNING!!! 

Doing so might prevent security appLications 
that r e L y on the TPM from functioning 

as expected 

Reject 

Execute 
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Server 

カーソルを 「 Server 」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。項目の前に 
「►」がついているメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup 

► Console Redirection 

► BMC LAN Configuration 

> Event Log Configuration 


menus to view server 



management features. 

Assert NMI on PERR: 

[Enabled] 


Assert NMI on SERR: 

[Enabled] 


FRB-2 Policy: 

[Retry 3 Times] 


Boot Monitoring: 

[Disabled ： 


Boot Monitoring Policy: 

[Retry 3times] 


Thermal Sensor: 

[Enabled] 


BMC IRQ: 

[IRQ 11] 


Post Error Pause: 

[Enabled] 


AC-LINK: 

[Last State] 


Power ON Delay Time: 

C 20] 


Platform Event FiLtering: 

[Enabled] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Server メニューで設定できる項目とその機能を示します 。 「System Management 」 と 
「Console Redirection」 、 「BMC LAN Configuration」 、 「Event Log Configuration 」 は選択 
後、 < Ente 「> キーを押してサブメニューを表示させてから設ちします。 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[Enabled] 

PCI PERR のサポートを設定します。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[Enabled] 

PCI SERR のサポートを設定します。 

FRB-2 Policy 

Disable FRB2 Timer 
Disable BSP 

Do Not Disable BSP 
[Retry 3 Times] 

目 SP で FR 目レベル2のエラーが発生したとき 
のプ□セツサの動作を設定します。 

Boot Monitoring 

[Disabled] 

己 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 
己己 minutes 

60 minutes 

起動監視機能の有効/無効とタイムアウトま 
での時間を設定します。この機能を使用す 
る場合は、 ESMPRO/ServerAgent をインス 
トールしていない 0S か6起動する場合には、 
この機能を無効にしてください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times] 

Always Reset 

起動監視時にタイムアウトが発生した場合 
の処理を設定します。 

[Retry 3times] (こ設定すると、タイムアウト 
の発生後(こシステムをリセットし、 0S 起動 
を3回まで試みます。 

[Always Reset] に設定すると、タイムアウ 
卜発生後(こ 0S 起動を常に試みます。 

* システム(こサービスパーティシヨンがを 
在しない場合は、システムパーティシヨ 
ンか 60S 起動を無限(こ試みます。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[Enabled] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。有効(こすると、温度の異常をお化した 
場合に POST の終わりでいつたん停止しま 
す。 

BMC IRQ 

Disabled 
[IRQ 11] 

BMC (ベースボードマネージメントコント 
□ーラ）に割リジ^みラインを割り当てるか 
どうかを選択します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[Enabled] 

POST の実行中(こエラーが発生した際(こ、 
POST の終わりで POST をいつたん停止する 
かどうかを設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State] 

Power On 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設定します（下表参照)。 

Power ON Delay Time(Sec) 

[20]- 255 

DC 電源を ON じするディレイ時間を20秒か 
6255秒の間で設定します。 AC-LINK で 
「Last State」 または 「Power On」 に設定 
している場合に有効となります。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[Enabled] 

BMC (ベースボードマネージメントコント 
□ーラ）の通報機能の有効/無効を設定しま 
す。 


[]： 出荷時の設定 


rAC - LINKJ の設定と本装置の AC 電源が OFF じなってから再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

設定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 0FP 

Off 

Off 

On 


* POWER スイッチを4秒]:人け甲し続ける操作です。強制的に電源を 0FR こします。 


無停電電源装置 ( UPS ) を利用して自動運輯を行う場台は 「 AC 丄 INK 」 の設定 
を 「Power On 」 にしてください。 
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System Management ヴブメニュー 

Server メニューで l"System Management 」 を選択し、く Enter 〉 羊一を押すと、下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


System Management 

Item Specific Help 

BIOS Version: 

xxxx 


ALL items on this meenu 




cannot be modified in 

Board Part Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 


user mode. If any 

Board Serial Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 


items require changes. 

System Part Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 


please consult your 

System Serial Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 


system Supervisor. 

Chassis Part Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 



Chassis Serial Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 



Onboard LAN1 MAC Address: 

xx-xx-xx-xx-xx-xx 



Onboard LAN2 MAC Address: 

xx-xx-xx-xx-xx-xx 



Management LAN MAC Address: 

xx-xx-xx-xx-xx-xx 



BMC Device ID: 

01 



BMC Device Revision: 

01 



BMC Firmware Revision: 

01.00 



SDR Revision: 

01.00 




▼ 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Version 


目10 S のバージョンを表示します（表示の 
み)。 

Board Part Number 


本装置のマザーボードの部品番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Board Serial Number 


本装置のマザーボードのシリアル番号を表 
示します（表示のみ)。 

System Part Number 


本装置のシスてムの部品番号を表71^します 
(表示のみ)。 

System Serial Number 


本装置のシステムのシリアル番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Chassis Part Number 

— 

本装置の崖体の部品番号を表示します（表 
示のみ）。 

Chassis Serial Number 


本装置の屋体のシリアル番号を表示します 
(表示のみ)。 

Onboard LAN 1 MAC 
Address 


標準装備の LAN ポート1の MAC アドレスを 
表示します（表示のみ)。 

Onboard LAN2 MAC 
Address 


標準装備の LAN ポート2の MAC アドレスを 
表示します（表示のみ)。 

Management LAN MAC 
Address 

— 

管理用 LAN ポートの MAC アドレスを表示し 
ます（表示のみ)。 

BMC Device ID 

— 

目 MC のデバイス D を表示します（表示の 
み)。 

BMC Device Revision 

— 

目 MC のレビジョンを表示します（表示の 
み)。 

BMC Firmware Revision 


目 MC のファームウェアレビジョンを表示し 
ます（表示のみ)。 

SDR Revision 


センサデータレコードのレビジョンを表示 
します（表示のみ)。 

PIA Revision 


プラットフォームインフォメーションエリ 
アのレビジョンを表示します（表示のみ)。 
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Console Redirection ヴブメニユー 

Server メニューで [Console Redirection 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと、 U 下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 
Server 


Console Redirection 

Item Specific Help 

BIOS Redirection Port: 

Baud Rate: [19.2K] 

FLOW Control: [CTS/RTS] 

Terminal Type: [\/T100+] 

Continue Redirection after POST : [EnabLed] 

Remote Console Reset : [DisabLed] 

Selects the Serial port 

to use for Console Redi- 

rection. 

"DisabLed" compLeteLy 

disables Console Redire- 

ction. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port B 

このメニューで設定したシリアルポートか 
6DianaScope やハイパーターミナルを使つ 
た管理端末か6のダイレクト接続を有効に 
するか無効にするかを設定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2K] 

38.4K 
己 7.6K 

115.2 K 

接続する 八ー ドウエアコンソールとのイン 
タフエースに使用するボーレートを設定し 
ます。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 
に TS/RTS] 

CTS/RTS + CD 

フロー制御の方法を設定します。 

Terminal Type 

PC ANSI 
[VT 100+] 

VT-UTF8 

夕ーミナル端末の種別を選択します。 

Continue Redirection after 
POST 

Disabled 

[Enabled] 

コンソールリダイレクシヨンを POST 終了後 
に継続して実行する機能の有効/無効を設定 
します。 

Remote Console Reset 

[Disabled] 

Enabled 

接続している八ードウエアコンソールか6 
送信されたエスケープコマンド （EscR) に 
よるリセ、ソトを有効(こするかどうかを選択 
します。 


[]： 化荷時の設定 
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BMC LAN Configuration ヴブメニュー 


Server メニューで 「BMC LAN Configuration 」 を選択し、く Enter 〉 羊一を押すと、下の画 
面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


BMC LAN 

ConTiguration 

Item Specific Help 

IP Address 

cEEH. 168.001.001] 


Display IP Address. 

IP Subnet Mask 

[255.255.255.000 ： 



Default Gateway 

[000.000.000.000] 



DHCP: 

[DisabLed] 



Web Interface 




HTTP: 

[DisabLed] 



HTTP Port Number: 

: 803 



HTTPS: 

[Disabled ： 



HTTPS Port Number: 

[ 443] 



Command Line Interface 




TeLnet: 

[DisabLed] 



TeLnet Port Number: 

[ 23] 


SSH: 

[DisabLed] ▼ 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

IP Address 

[192.168.001.001] 

管理用 LAN の IP アドレスを設定します。 

IP Subnet Mask 

に55.255 .255.000] 

管理用 LAN のサブネットマスクを設定しま 
す。 

Default Gateway 

[000.000.000.000] 

管理用 LAN のゲートウェイを設定します。 

DHCP 

[Disabled] 

Enabled 

[Enabled] (こ設定すると、 DHCP サーバか 
6IP アドレスを自動的(こ取得します。 IP アド 
レスを設定する場合には、 disabled ] (こ設 
定します。 

Web Interface 

— 

— 

HTTP 

[Disabled] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTP による通信を 
使用する場合(こは [Enabled] (こ設定して< 
ださい。 

HTTP Port Number 

[80] 

管理用 LAN が HTTP による通信の際に使用す 
る TCP ポートナンバーを設定します。 

HTTPS 

[Disabled] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTPS による通信 
を使用する場合には [Enabled ] に設定して 
ください。 

HTTPS Port Number 

[443] 

管理用 LAN が HTTPS による通信の際に使用 
する TCP ポートナンバーを設定します。 

Command Port Number 

— 

— 

Telnet 

[Disabled] 

Enabled 

コマンドラインインターフェースとして 
Telnet 接続による通信を使用する場合には 
[Enabled] (こ設定してください。 

Telnet Port Number 

に 3] 

Telnet 接続(こよる通信の際(こ使用する TCP 
ポートナンバーを設定します。 

SSH 

[Disabled] 

Enabled 

コマンドラインインターフェースとして 

SSH 接続による通信を使用する場合には 
[Enabled] (こ設定してください。 

SSH Port Number 

に 2] 

SSH 接続(こよる通信の際に使用する TCP 
ポートナンバーを設定します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Clear BMC Configuration 

[ Enter ] 

[ Enter ] を押し、 [ Yes ] を選択すると、 

BMC Configuration を初期化します。 


[]： 出荷時の設定 


Event Log Configuration ヴブメニユー 

Server メニューで [Event Log Configuration 」 を選択し、く Enter 〉 羊一を押すと、 W 下の画 
面が表示されます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択して < Erite 「> 羊一を押す 
とサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Setup Notice 

If you select "System Event Log" menu below, it 
may take a few minutes to dispLay. 

► System Event Log 

Clear ALL Event Logs: [Enter] 

DispLay the System 

Event Log 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Clear All Event Logs 

Enter 

< Enter > キーを押すと確認画面が表示され、 
「 Yes 」 を選ぶと保存されているエラー□グ 
を初期化します。 


[]： 化荷時の設定 
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System Event Log ヴブメニュー 

Server メニューの [Event Log Configuration 」 で l"System Event Log 」 を選択すると 、 JU 
下の画面が表示されます。 
t 又下はシステムイベント□グの例です。 

記録されているシステムイベント□グはく1>羊一/く t >キー、く+ >羊一/く->キー、く 
Home 〉 キー/ く Erid > 丰一を押すことで表示できます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server ■ 


System Event Log 


SEL Entry Number = 
SEL Record ID = 

SEL Record Type = 
Timestamp = 
Generator ID = 

SEL Message Rev = 
Sensor Type = 

Sensor Number = 

SEL Event Type = 
Event Description = 
SEL Event Data = 


1/121 

0904 

02 - System Event Record 
2007/08/05 10:58:28 
20 00 
04 

12 - System Event 
87 - System Event 
6F - Sensor specific 
OEM System Boot Event 
418F FF 


Item Specific Help 


This is an entry 
The System Event Log. 

Eyes used to view. 

Up arrow : Newer SEL 
Down arrow :0Lder SEL 

<-> : Newer SEL 
<+>:0Lder SEL 

Home:Newer SEL 
End :0Lder SEL 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



登録されているシステムイベントログが多い場合、表示されるまでに最大2分 
程度の時間がかかります。 



Clear BMC Confi 呂 uration のま意事項 

• BMC のマネージメント LAN 関連の本設定については BIOS セットアッ 
プユーティリティの Load Setup Default を実行してもデフォルトに戻 
りません（デフォルトに戻すには Clear BMC Confi 呂 uration を実行し 
て < ださい)。 

• Clear BMC Confi 呂 uration 実行後の初期化び完了するまでには数十秒 
程度かかります。 

• 本体装置にバンドルされている管理ソフト mianaScope 」 をご使用の 
場合は、 DianaScope で設定された項目も Clear BMC Configuration 
の操作にてクリアされます。 DianaScope をご使用の場合には、本操作 
を行う前に DianaScope の設定情報のバックアップを行ってください。 
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Boot 

力ーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、起動順位を設定ずる目 0 饥メニューが表示されます。 



起動デバイスとして登録されていないデバイス 


起動デバイスとして登録されたデバイスとその優先順位 


表示項目 

デバイス 

USB CDR0M 

USB CD-ROM ドライブ 

IDE CD 

ATAPI の CD-ROM ドライブ（本体標準装備の光ディスクドライブなども含む） 

USB FDC 

US 目フ□、ソピーディスクドライブ 

USB KEY 

US 目フラッシュメモリなど 

IDE HDD 

DE 八ードディスクドライブ 

PCI SCSI 

本体標準装備の八 ー ドディスクドライブ 

PCI BEV 

IBA GE Slot XXXX :本体標準装備の LAN。 に lot 0C00」 が LAN1 、 に lot 0C01」 

が LAN2 を表します。 

その他の表示： 本体のライザーカード(こ接続されているオプションの PCI ボー 

ド。 


1. 目 I 0 S は起動可能なデバイスを橫化すると、該当する表示項目にそのデバイスの情 
報を表示します。 

メニューに表示されている任意のデバイスから起動させるためにはそのデバイスを 
起動デノ\'イスとして登録する必要があります（最大8台まで)。 

2. デバイスを選択後してく X > 羊 一を押すと、選択したデバイスを起動デバイスとして 
登録/解除することができます。 

最大8台の起動デバイスを登録済みの場合は < X > 车 一を押しても登録することはで 
きません。現在の登録済みのデバイスから起動しないものを解除してから登録して 
ください。 

また選択後にぶ师ゎ丰一を押しながら、くレ羊一を押すと選択したデバイスを有 
効/無効にすることができます。 

3. く t > 羊 一/くレ 羊 一とく 十 > 羊 一 / く一 >羊 一で登録した起動デバイスの優先順位 
(1 位から8位）を変更できます。 

名'デバイスの位置へく t >车 一/く1 >车 一で移動させ、く 十>キ ー/く一 >车 一で優先 
順位を変更できます。 
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Exit 

カーソルを Exit 」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューのをオプションについてじ(下に説明します。 

Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時 
に、この項目を選択します 。 Exit Saving Changes を選択すると、磕認画面が表示されます。 
ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
て SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動します。 


Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせ 
たい時に、この項目を選択します。 

次に 「Save before exiting ?」 の磕認画面が表示され、ここで、 「 No 」 を選択すると、変更し 
た内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終了し、ブートへと進みます。 「 Yes 」 を選 
択すると変更した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了し、自動的にシステムを再 
起動します。 


Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します 。 Load Setup 
Defaults を選択すると、磕認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると、 SETUP のすベての値をデフォルト値に戻して Exit メニューに 
戻ります。 「 No 」 を選択すると Exit メニューに戻ります。 


wO モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値び異なる場合びあります。こ 
の項で説明 してい る設定 一 覧を参照し て 使用する環境に合わせた設定に直す 
必要びあります。 
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Load Custom Defaults 

このメニューを選択してく Erite 「> 羊一を押すと、保存しているカスタムデフォルト値を□ー ド 
します。カスタムてフォルト値を保存してし^なし^場合は、表あされません。 


Save Custom Defaults 


このメニューを選択してく[が6「>车一を押すと、現在の設を値をカスタムデフォルト値として 
保存します。保存すると 「Load Custom Defaults 」 メニューが表示されます。 


Discard Changes 

CMOS メモリに値を保存する前に今回の変更をじ(前の値に戻したい場合は、この項目を選択し 
ます 。 Discard Changes を選択すると磕認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、じ(前の内容に戻ります。 


Save Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存する時に、この項目を選択し 
ます 。 Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
ます。 



312 RAID システムのコンフィグレーション 


RAID システムのコンフイグレーシヨン 

ここでは、本体装置内蔵の RAID コント□-ラ ( N 8103-117ネ目当内獻を使用して、内蔵の八一 
ドディスクドライブを RAID システムとして使用する方法について説明します。 


RAID にごいて 


RAID の概要 

RAID (Redundant Array of Inexpensive Disks) とは 


直訳すると低価格ディスクの冗長配列となり、八ードディスクドライブを複数まとめて扱う技 
術のことを意□ホします。 

つまり RAID とは複数の八ードディスクドライブを1つのディスクアレイ（ディスクグループ） 
として構成し、これらを効率よく運用することです。これにより単体の大容量八ードディスク 
ドライブより高いパフォーマンスを得ることができます。 

本体装置内蔵の RAID コント□-ラ ( N 8103 -117 ネ目当内獻では、1つのディスクグループを複 
数の論理ドライブ(バーチャルディスク)に分けて設をすることができます。これらの論理ドラ 
イブは、 0 S からそれぞれ1つの八ードディスクドライブとして認識されます。 0 S からのアク 
セスは、ディスクグループを構成している複数の八ードディスクドライブに対して並行して行 
われます。 


また、使用する RAID レベルじよっては、ある八ードディスクドライブに障害が発生した場合 
でも残っているデータやパリティからリビルド機能によりデータを復旧させることができ、高 
い信頼性を提供することができます。 
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RAID レベルについて 


RAID 機能を実現する記録方式には、複数の種類（レベル)が存在します。その中で本体装置内 
蔵の RAID コント□-ラ ( N 8103 -117 相当内蔵）がサポートする RAID レベルは 、 「RAID 5」 
「RAID 6」です。ディスクグループを作成する上で必要となる八ードディスクドライブの数量 
は RAID レベルごとに異なりますので、下の表で確認してください。 


RAID レベル 

必要な八ードディスクドライブ数 

最小 

最大 

RAID 5 

3 

6 

RAID 6 

3 

6 



各 RAID のレベル 詳細は 、 「RAID レベル」 （314 ぺージ）を参照して くださし、。 


パリテイ (Parity) 

冗長データのことです。複数台の八ードディスクドライブのデータから1セツトの冗長データ 
を生成します。 

生ぶされた冗長データは、八ードディスクドライブが故障したときにデータの復旧のために使 
用されます。 


ホットスワップ 

システムの稼働中に八ードディスクドライブの脱着(交換)を手動で行うことができる機能を 
ホ、ソトスワップといいます。 


ホツトスペア (Hot Spare) 

ホ、ソ トスペアとは、冗長性のある RAID レベルで作成したディスクグループを構成する八ード 
ディスクドライブに障害が発生した場合に、代わりに使用できるように用意された予備の八一 
ドディスクドライブです。八ードディスクドライブの障害を橫化すると、障害を橫化した 
八ードディスクドライブを切り離し(オフライン）、ホ、ソトスペアを使用してリビルドを実行し 
永4 〇 
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RAID レベル 

本体装置内蔵の RAID コント□-ラ （ N 8103 -1 17相当内獻がサポートしている RAID レベルに 
ついて詳細な説明をします。 


RAID レベルの特徴 

を RAID レベルの特徴は下表の通りです。 


レベル 

機能 

冗長性 

特長 

RAID 己 

データおよび冗長データ 
のストライピング 

あり 

八ードディスクドライブが3台] U 上必要 
容量=八ードディスクドライブ1台の容量 

X (八ードディスクドライブ台数- 1) 

RAID6 

データおよび二重化冗長 
データのストライピング 
あり 

あり 

八ードディスクドライブが3台]:>(上必要 
容量=八ードディスクドライブ1台の容量 

X (八ードディスクドライブ台数- 2) 


「 RAID 曰」について 


データをを八ードディスクドライブへ「ストライピング」方式で分散して記録しますが、そ 
のときパリティ（冗長データ）もを八ードディスクドライブへ分散して記録します。この方式 
を「分散パリティがきストライピング」と呼びます。 

データをストライプ ( X )、 ストライプ ( X +1)、 そしてストライプ ( X ) とストライプ ( X +1) から生成 
されたパリティ （ x ， x +1) というように記録します。そのためパリティとして割り当てられる容 
量の合計は、ちょうど八ードディスクドライブ1台分の容量になります。□ジカルドライブを 
構成する八ードディスクドライブのうち、いずれかの1台が故障しても問題なくデータが使用 
できまず。 


RAID コント□ーラ 


-- ^ 


^- - 


--^ 

八ード 
テイスク 

ドライブ1 

— > 


八ード 
テイスク 
ドライブ2 


八ード 
ディスク 
ドライブ3 


ストライプ1 


ストライプ2 


パリティ（1,2) 

ストライプ4 


パリティロ， 4) 


ストライプ3 

パリティ(己， 6) 


ストライプ己 


ストライプ6 
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「 RAIDS 」 について 


RAID 5 と同様に「ストライピング」方式で記録しますが、通常のパリティ （ P ) と、何らかの係 
数による重み付けなど異なる計算手法を用いた別のパリティ （ Q ) の、2種類のパリティを使用 
します。この方式を「二重化分散パリティがきストライピング」と呼びます。そのためパリ 
ティとして割り当てられる容量の合計は、ちょうど八ードディスクドライブ2台分の容量にな 
ります。□ジカルドライブを構成する八ードディスクドライブのうち、いずれかの2台が故障 
しても問題なくデータが使用できます。 



RAID コント□ーラ 





1 1 1 1 



V 




ストフイプ1 


ストフイプ2 

ストライプ4 


パリティ P (3,4) 

パリティ P (己， 6) 


パリティ Q (己， 6) 

パリティ Q (ス 8) 

ストライプ7 


パリティ P (1,2) 


パリティ Q (1,2) 

パリティ Q (3,4) 


ストライプ3 

ストライプ己 


ストライプ6 

ストライプ8 


パリティ P 巧， 8) 
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本体装置内蔵の RAID コント□—ラのコンフイグレーシヨン 


本体装置内蔵の RAID コント□-ラ ( N 8103 -1 17ネ目当内獻を使用して、内蔵の八ードディスク 
ドライブを RAID システムとして使用する方まじついて説明します。 

本体装置内蔵の RAID コント□-ラの機能について 

本体装置内蔵の RAID コント□-ラ ( N 8103-1 17相当内蔵)が持つ機能を説明します。 


リビルド 

リビルド ( Rebuild ) は、八ードディスクドライブに故障が発生した場合に、故障した八ードディ 
スクドライブのデータを復旧させる機能です。冗長性のあるバーチャルディスクに対して実行 
することができます。 

マニュアルリビルド ( 手動リビルド） 

本体装置内蔵の RAID コント□-ラ ( N 8103 -117 相当内蔵)の管理ユーティリティ 「 Web 目 IOS 」 
や 、 「Universal RAID Utility 」 を使用し、手動で実施するリビルドです。八ードディスクドラ 
イブを選択してリビルドを実行することができます。 


才ートリビルド伯動リビルド） 

Universal RAID Utility などのユーティリティを使用せず、自動的にリビルドを実行させる機能 
です。 


オートリビルドには、じ(下の2種類の方まがあります。 


• スタンバイリビルド 

ホ、ソトスペアを用いて自動的にリビルドを行う機能です。ホ、ソトスペアが設定されてい 
る構成では、バーチャルディスクに割り当てられている八ードディスクドライブに故障 
が生じたときに、自動的にリビルドが実行されます。 


• ホットスワップリビルド 


故障した八ードディスクドライブをホットスワップで交換し、自動的にリビルドを実行 
する機能です。 



U ビルドを実行する場合は、下の点に注意してください。 

• リビルドに使用するノ V — ドディスクドライブは、故障したノ V — ドディス 
クドライブと同一容量、同一回転数、同一規格のものを使用してくださ 
い。 

• リビルド中は負荷びかかるため、処理速度はお下します。 

• リビルド中は、本体装置のシャットダウンやリブートを実施しないでく 
ださい。万び一、停電などの不慮な事故でシャットダウンしてしまった 
場合、速やかに電源の再投入を行ってください。自動的にリビルドび再 
開されまず。 

• 故障した八ードディスクドライブを巧いてか5新しい八ードディスクド 
ライブを実装するまでに、目 Of 少 m 上の間隔をあけてください。 

• ホットスワップリビルドび動作しない場合は、マニュアルリビルドを実 
行してください。 
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パト □ —ルリード 

パト□ールリード (Patrol Read ) は、八ードディスクドライブの全領域にリード&ベリファイ 
試験を実施する機能です。パト□ールリードは、バーチャルディスクやホ、ソトスペアに割り当 
てられているすべての八ードディスクドライブに対して実行することができます。 

パト□ールリードにより、八ードディスクドライブの後発不良を橫化•修復することができる 
ため、予防保守として使用できます。 


冗長性のあるバーチャルディスクを構成する八ードディスクドライブやホ、ソトスペアに割り 
当てられた八ードディスクドライブの場合は、実行中に橫化したエラーセクタを修復すること 
ができます。 


整台性チ王ック 

整合性チェック (Check Consistency ) は、パーチャルディスクの整合性をチェックするための 
機能です。冗長性のあるバーチャルディスクに対して実行することができます。また、ホット 
スペアディスクに対しても実行することができます。 

整合性チェックは、 Web 巨 IOS や Universal RAID Utility から実施することができます。 

整合性チェックは整合性をチェックするだけでなく、実行中に横化したエラーセクタを修復す 
ることができるため、予防保守として使用できます。 


パト□—ルリードを実行する場合は、下の点にを意してください。 

• 本体装置内蔵の RAID コント□-ラ ( N 8103 -1 17相当内敵は、工場出 
荷時にパト□-ルリードが有効 [ Enable ] となっています。 

• パト□—ルリードの設定を変更するには 、 Universal RAID Utility を使 
用しまず。 

• パト□—ルリード実行中にシステムを再起動しても、途中か5再開しま 
す。 



整合性チェックを実行する場合は、 ly 下の点にを意してください。 

• 整合性チェック中は負荷がかかるため、処理速度は低下します。 

• 整合性チェック実行中にシステムの再起動を行うと途中か5再開しま 
ず。 

• 整合性チェックのスケジユール運転は、 WebBIOS 、 もしくは、 
Universal RAID Utility の raidcmd とオペレーテイングシステムのス 
ケジユーリング機能などを組み合わせて行えます。 
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バックグラウンドイニシャライズ 

5台]: i 上の八ードディスクドライブで構成されたディスクグループに RAID 5 のバーチャル 
ディスクを作成した場合、および7台じ(上の八ードディスクドライブで構成されたディスクグ 
ループに RAID 6 のバーチャルディスクを作成した場合、自動的にバックグラウンドイニシャラ 
イズ (Background Initialize ) が実施されます。バックグラウンドイニシャライズ機能は、初期 
化されていない領域に対してバックグラウンドでパリティ生成処理を行う機能であり、整合性 
チェックと同等の処理を行います。 

ただし、 t (下の場合はバックグラウンドイニシャライズが実施されません。 

• バックグラウンドイニシャライズが実施される前にフルイニシャライズ (Full Initialize )* 
を実施し、正常に完了している場合 

* フルイニシャライズは、バーチャルディスクの領域全体を「0」でクリアする機能です。 

• バックグラウンドイニシャライズが実施される前に整合性チェックを実施し、正常に完 
了してし^る場合 

• バックグラウンドイニシャライズを実施される前にリビルドを実施し、正常に完了して 
いる場合 ( RAID 5 のみ） 

• パーチャルディスク作成時に 、 「Disable BGIJ の設をを 「 Yes 」 に設をした場合 

• パーチャルディスクが縮退状態 ( Degraded ) やオフライン状態 ( Offline ) の場合* 

* RAID 6 で部分的な縮退状態 (Partially Degraded ) の場合はバックグラウンドイニシャ 
ライズが実行されます。 

また、一旦バックグラウンドイニシャライズが完了しているバーチャルディスクに対してじ(下 
の操作を行った場合は、再度バックグラウンドイニシャライズが実施されます。 

• パーチャルディスクが縮退状態 ( Degraded ) やオフライン状態 ( Offline ) の場合に、オフラ 
インの八ードディスクドライブに Make Online を実施し、パーチャルディスクが Optimal 
し,ょった±な合 

• RAID コント□ーラを保守部品などに交換した場合 

• 既存のバーチャルディスクにリコンストラクシヨンを実施し、八ードディスクドライブ 
5台 W 上の RAID 5 構成に変更した場合 

• 既存のバーチヤルディスクにリコンストラクションを実施し、八ードデイスクドライブ 
7台 W 上の RAID 6 構成に変更した場合 


wO バックグラウンドイニシャライズを実行ずる場合は、 ly 下の点に注意してくだ 
圍 さぃ。 

• バックグラウンドイニシャライズ中は負荷びかかるため、処理速度はお 
下します。 

• バックグラウンドイニシャライズを中断させても、数分後に再度実施さ 
れます。 
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リコンストラクション 

リコンストラクション ( Reconstruction ) 機能は、既存のパーチヤルディスクの RAID レベルや 
構成を変更する機能です。リコンストラクション機能には W 下の3通りの機能がありますが、 
本体装置内蔵の RAID コント□-ラ ( N 8103 -1 17ネ目当内獻では Migration with addition のみを 
サポートしています。 


两"〇 リコンストラクシヨンは、 WebBIOS で行います 。 Universal RAID Utility は 
■to リコンストラクシヨンをヴポートしていません。 


Removed physical drive 

本体装置内蔵の RAID コント□-ラ ( N 8103 -1 17ネ目当内蔵)では未サポートです。 

Mi 呂 ration only 

本体装置内蔵の RAID コント□-ラ ( N 8103 -1 17ネ目当内蔵)では未サポートです。 

Migration with addition 

既存のバーチャルディスクに八ードディスクドライブを追力□する機能です。本機能の実行パ 
ターンは JU 下の通りです。 （a :追力□する八ードディスクドライブの数） 


実行前 

実行後 

特長 

RAID レベル 

八ードディスク 
ドラィブ数 

RAID レベル 

八ードディスク 
ドラィブ数 

RAID 己 

X 台 

RAID 己 

X + a 台 

八ードディスクドライブ a 台分 
の容量が拡大される 

RAID 己 

X 台 

RAID 6 

X + a 台 

八ードディスクドライブ a -1 台 
分の容量が拡大される 

RAID 6 

治 

RAID 己 

x + a 台 

八ードディスクドライブ a +1台 
分の容量が拡大される 

RAID 6 

治 

RAID 6 

x + a 台 

八ードディスクドライブ a 台分 
の容量が拡大される 



リコンストラクションを実行ずる場合は、 ly 下の点にミち意してください。 

• リコンストラクション実行前に、必ずデータのバックアップと整合性 
チェックを実施してください。 

• 1つのディスクグループに複数のパーチャルディスクを作成している構 
成には、リコンストラクションは実施できません。 

• リコンストラクション中は負荷びかかるため、処理速度は低下します。 

• 縮退が態 ( Degraded ) や部分的な縮退が態 (Partially De 呂 raded ) の 
バーチャルディスクにも実行することびでをますび、リビルドを実;5 
し、パ’ーチャルディスクを復旧した後で実行することを推奨します。 

• リコンストラクション中は、本体装置のシャットダウンやリブートを実 
施しないでください。万び一、停電等の不慮の事故でシャットダウンを 
してしまった場合は、速やかに電源を再投入してください。再起動後、 
自動的に再開されます。 

• 構成によっては、リコンストラクションび完了繳こ、自動的にバックグ 
ラウンドイニシャライズび実行される場合びあります。 
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例） RAID 日のパ ’ ーチャルディスクの Mi 呂 ration with addition 

W 下は、 36 GB 八ードディスクドライブ X 3台で構成された RAD 5 のバーチャルディスク 
に、 36 GBA - ドディスクドライブを1台追力□する場合の例です。 
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WebBIOS を使用する前に 

「 WebBIOS 」 を使用する前に、サポート機能および注意事項をご覧ください。 


ヴポート機能 

• 八ードディスクドライブのモデルを/容量の情報表示 

• 八ードディスクドライブの割り当て状態表示 

• バーチャルディスクの作成 
- RAID レベルの設定： 

— Stripe Block サイズの設定： 

— Read Policy/Write Policy /10 Policy の設定： 

• バーチャルディスクの設を情報-ステータスの表示 

• バーチャルディスクの削除 

• コンフィグレーションのクリア 

• イニシャライズの実行 

• 整合性チェックの実行 

• マニュアルリビルドの実行 

• リコンストラクションの実行 


ノてーチャルディスク作成時の注意事項 

1. DG を構成する八ードディスクドライブは同一 容量 および同一回転のものを使用し 
て < ださい。 

2. VD を構築した後、必ず Consistency Check を実施してください。 

3. 本体装置内蔵の RAID コント □- ラ (N81 日 3-1 17 相当内廟に日 S をインス I ル 
する際は、日 S インス I- ール用の VD のみを作成してください。 

4. Web 巨 IOS は DianaScope のリモートコンソール機能では動作しません。 
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日 . Web 巨 IOS の Physical Drive と Universal RAID U 川 ity の物理デバイスの対応は、 
( 下の情報で判断します。 

WebBIOS 

Physical Drives 欄で表示するエンク□—ジャ番号とス□、ソト番号* 

* Physical Drives 欄で表示される番号( X 义 X )は、コネクタ番号：エンク □- 
ジャ番号：ス□、ソト番号を表します。本装置では、コネクタ番号は未サポー 
卜のため「0」と表示されます。 

エンク□ージャ番号は常に「1」になります。ス□ット番号はディスクベイ 
のス□、ソト番号を表します。 

Universal RAID Utility 

物理デバイスのプ□パティで表示するエンク□ージャ番号とス□、ソト番号 

WebBIOS の Physical Drives 欄に表示するス□、ソト番号は0から始まる番号ですが、 
Universal RAID Utility のス□、ソト番号は1から始まる番号ですのでを意してくださ 
い。 


Web 己 10 S の Physical Drives 表示画面 



Universal RAID Utility の物理デバイスのプ□パティ画面 
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WebBIOS の起動とメニュー 

Web 巨 IOS の起動 

1. 装置の電源投入後、次に示す画面が表示された時に、 [ Esc ] キーを押してくださ 
し、。 


NEC 

Press <F2> to enter Setup, <F12> Network 


2. POST 画面が表示されたらく Ctrl >+ く H > キーを押して WebBI 日 S を起動します。 
【 P 日 ST 画面イメージ（パ'-チャルディスク未設定時)】 


LSI MegaRAlD SAS-MFI BIOS Version XXXX (Build MMM DD, YYYY) 
Copyright (幻 XXXX LSI Logic Corporation 
HA -X 旧 us X Dev X) MegaRAlD SAS PCI 8708EM2 
FW package: X.X.X-XXXX 

X Logical Drive(s) found on the host adapter. 

X Logical Drive(s) handled by BIOS 
Press <Ctrl><H> for WebBIOS 



• POST 中は < Pause > キーなどの操作に関係ないキーを}甲さないでくだ 
さぃ。 

• < Ctrl >+< H > キーを巧し忘れてしまったり、次ぺージの画面び表示され 
ずに進んでしまった場合は、再起動してく Ctrl >+ く H > キーを巧してくだ 
さい。 
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Main Menu 


WebBIOS を起動すると最初じ表示される [Adapter Selection] 画面です。 Web 目 IOS を用いて 
操作を実施するコント□ーラを選択し、 "S ねけ"をクリックしてください。 



[Adapter Selection] を実行すると WebBIOS トップ画面が表示されます。 



wO Physical Drives 欄で表示される番号 ( X : X : X ) は、コネクタ番号：エンク □— 
ジャ番号：ス□ット番号を表します。本装置では、コネクタ番号は未サポート 
のため「0」と表5"、されます。 

エン ク □ー ジャ番号は常に「1」になります。ス□ット番号はディスクベイの 
ス□ット番号を表しまず。 
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Adapter Properties 

WebBIOS トップ画面じて [Adapter Prope け ies ] をクリ、ソクすると、設定:情報を表示すること 
ができます。 



設定情報画面じて [ Next ] をクリ、ソクすると、詳細設をを表示することができます。 



專 


Submit な 


Reset い * 


Next 


过 Home 」 


♦I Back 


設定情報画面は次のページにもあります。 [ Next ] をクリックすると、次のページの詳細設をを 
表示することができます。 





W Submit iQ Reset 


过 —Home I 


♦I Back 
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初期設定値および、設定値説明 


項目 

設定値 

説明 

変更可否 

備考 

Battery Backup 

Present 

None 

バッテリのプ□パティ画面を表 
します。 

-バ、ソテリ搭載時 ： Present 
-バッテリホ搭載時： None 

- 


Set Factory Defaults 

No 

Yes 

本製品の設定をベンダ出荷時の 
状態(こ戻します。 

不可* 1 


Cluster Mode 

Disabled 

- 

不可 


Rebuild Rate 

30 

奨励設定値： 30 

巧 


Patrol Read Rate 

30 

奨励設定値： 30 

巧 


BGI Rate 

30 

奨励設定値： 30 

巧 


CC Rate 

30 

奨励設定値： 30 

巧 


Reconstruction Rate 

30 

奨励設定値： 30 

巧 


Adapter BIOS 

Enabled 

Disabled 

- 

不可 


Coercion Mode 

Non 白 

128MB-way 

1 GB-way 

- 

不可 


PDF Interval 

300 

- 

不可 


Alarm Control 

Disabled 

Enabled 

Silence 

Disabled : アラームなし 

不可* 2 


Cache Flush Interval 

4 

- 

不可 


Spinup Drive Count 

2 

- 

不可 


Spinup Delay 

12 

- 

不可 


Stop On Error 

Disabled 

Enabled 

- 

不可 


Stop CC On Error 

No 

Yes 

整合性チて、ソクで不整合をお出 
したときの動作を設定します。 
No: 修復して継締します。 

Yes: 中断します。 

巧 


Maintain PD Fail History 

Disabled 

Enabled 

- 

不可 


Schdule CC 

Supported 

整合性チェックのスケジュール 
運転を設定します。 

巧 



Set Factory Defaults を実施すると NEC の工場出荷時の設定に戻せなくなりますので、実施しないでください。 
*2 Alarm Control を Enabled に設定しても、ビープ音による異常報告はされません。 
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設定値変更方法 

[Adapter Properties ] 画面にて設を変更可能なパラメータを変更した後、画面中央にある 
に ubmit ] ボタンをクリ、ソクして設を値を磕をしてください。 

" B 加 ery 巨 ackup " のステータスが" Present " と表示されます。 [ Present ] をクリ、ソクすると、下 
記のバッテリステータス画面が表示されます。 



wO 上言己プ□パテイ画面において " Auto Learn Period" ， "Next Learn Time " お 
よび " Leam Delay Interval " は設定変更不可です。 



• バッテリが充電状態のとき、 S ね tus は" Charging " となります。 

バッテリが放電状態のとき、 S ね tus は" Discharging " となります。 

• バッテリ交換後、装置の電源をオンしても直ぐに充電状態に遷移しない 
ことがあります。数時間程度装置を通電した後、再度 S ね tus を確認して 
ください。 
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Scan Devices 

Web 巨 lOS トップ画面にて [Scan Devices ] をクリックすると、接続されている八ードディスク 
ドライブを再認識します。この機能は WebBIOS 起動後に新たな八ードディスクドライブを接 
続した際に有効です。 


W -0 • 新たに接続した八ードディスクドライブに他の コンフィ グレーション情 

報び保存されている場台、下記の [Foreign Confi 呂 uration ] 画面び表示 
されます。そのまま新規八ードディスクドライブとして使用する場台 
は、 " Clear " をクリックしてください。新たに接続した八ードディスク 
ドライブ内の コンフィ グレーション情報びクリアされます。 

• 新規に接続した八ードディスクドライブ使用して Universal RAID 

Utility で論理ドライブを作成ずる場合、他のコンフィグレーションび 
残っていると論理ドライブを作成できません。その場合は、本機能で他 
のコンフィグレーションを削除してください。 （*) 

(*) Universal RAID Utility には本機能はありません。 
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Virtual Disks 

Web 目 lOS トップ画面にて [Virtual Disks ] をクリックすると、すでに構成されている VD に対す 
る操作画面が表示されます。 


RAID BIOS Configure ion Utility Virtu 


口 ()1 け I 



间な 




W "0 fvD が存在しない場台は、画面ち上の欄に VD び表示されません。本操作画面は 

■to VD び存在ずるときに使用してください。 
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Physical Drives 

Web 巨 lOS トップ画面にて [Physical Disks] をクリ、ソクすると、接続されている Physical Drive 
(A- ドディスクドライブ)に対する操作画面が表示されます。 



wO 八ードディスクドライブが存在しない場合は、画面ち上の欄に Physical 
Drive び表示されません。本操作画面は八ードディスクドライブび存在すると 
きに使用してください。 
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Physical Drives Properties 

Physical Drive の Property の確認は]:下の手順で行います。 Physical Drive 0:0:0の Property を 
確認する例を説明します。 

① 確認する Physical Drive をクリ、ソクして選択する。 

② Properties のチェック欄をクリ、ソクする。 

③ Go をクリックする。 



下のプ□パティ画面が表示されます。 
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Configuration Wizard 

接続した八ードディスクドライブを用いてバーチャルディスクを構築する機能です。本機能に 
ついては次頃 I パーチヤルディスクの構築にて説明します。 


Adapter Selection 

本体装置内蔵の RAID コント□ーラ ( N 8103-1 17ネ目当内蔵)のアダプタの設をを行うために、 
WebBIOS にてコント□ールするアダプタを変更する必要があります。 WebBIOS トップ画面よ 
り [Adapter Selection ] をクリ、ソクすると、 WebBIOS 起動時に表示される [Adapter Selection ] 
画面が再度表示されます。 


Physical View / Logical View 

VD を構築している場合、 WebBIOS トップ画面にディスクグループ ( DG ) が表示されます。 
[Physical View ] をクリ、ソクすると、 DG を構築している八ードディスクドライブの情報が表示 
されます。 [Logical View ] をクリックすると、 DG 内で構築されている VD が表示されます。 


Events 

イベント情報を確認する画面です。 


Events 機能をサボートしていません。 
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Exit 

Web 目 IOS トップ画面より [ Exit ] をクリックすると、 WebBIOS を終了するための確認画面が表 
示されます。 WebBIOS を終了する際は、下記画面にて [ Yes ] をクリックしてください。 





WebBIOS が終了すると、下記の画面が表示されます。装置を再起動してください。 
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バーチャルディスクの構築 

ここでは WebBIOS を用いて、 VD (バーチャルディスク)を構築する手順を説明します。 

Configuration Wizard 

WebBIOS を起動し、トップ画面よりに onfiguration Wizard ] をクリックすると、下記の画面 
が表示されます。該当する操作を選択し、画面ち下の [ Next ] をクリックしてください。 



Clear Conriguration : 
New Configuration : 

Add Configuration : 


コンフィグレーションをクリアします。 

コンフィグレーションをクリアし、新しい VD を作成します。既存 
VD が存在する場合はご注意ください。 

既存 VD が存在する状態で、新たに VD を追力□します。 
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[New Configuration ] または [Add Configuration ] を選択した場合、下記の画面が表示されま 
す。 





zardcan oe o^ine the nnosi efFicierii corrigi-r^ionfor yoLr sysfenn iSuio LtuTiguraftion ], 

Or if you are an experienced user. Vizard can take youthrou ホ the steps 
(Custom Corfigur^ion] 


Cij^m Coni'IguBi.kin: 


Aula Canf(gd"hn: wiLh Rodunincy 


AuIg Canffgu 口山 n: wlLhiA Rodun^bncy 


Alhm 押 。、。が Iw all aspect-5-^ the 
canflgiJBLlGn.dbtgroiJ の . vllisldh ■ じ . and 
Lheir ロロ m お L 


Adhmathl いの n 
and vkialdh • じ . wh 口 
Lheir ロロ m お L 


dantdbtgnijp^ 
。 1 化 . and 


Adlamalhlbc 口 In non^dijndarUdbt 

groups and … isldb じ . and ^-s-Lhek 

口 sm&L 


Cancel I か Back I Nejd 」 


Custom Configuration :手動〕ンフイグレーシヨンを実施します。 

(RAID レベルやサイズ等をすべて手動操作でミ夫をします。） 

Auto Configuration : 自動コンフイグレーシヨンを実施します。 

with Redundancy (冗長性のある RAID レベルにて VD が構成されます。） 


Auto Configuration : 自動コンフイグレーシヨンを実施します。 

without Redundancy (冗長性の無い RAID レベルにて VD が構成されます。） 


"Custom Confi 呂 uration " 機能のみをサボートしています。 
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④ DG が確定されたら、画面ち下の [ Next ] をクリックします。 



⑥ DG の設定後、スパン定義画面が表示されます。 


■ I 张お 


_ Span D if in it ion ： 

鞭 


To add array hole to a Span，select an array hole from the 
li-op-dom CI ick on fWd To Span, fr ray ho le will be added to the 
span, ft " の Hole addition can be undone by se lectins the 
Rec la im button. 




I DG ： 0,Hole ： 0,R0,R5s R6,nmhC 



X Cancel I か I Buck I 11^ Ne^t 


⑥画面左側 Array With Free Space 欄から、 VD を設定:する DG を選択し [Add to SPAN ] をク 
リ、ソクすると、画面ち側 Span 欄に DG が設をされます。 




Add to SPAN 


⑦スパン設を完了後、画面ち下の [Ni 


r" 


* Reclaim 


、ソク します。 


wO • RAID 日，目を構築ずる場合は、スパン設定は1つの DG だけを設定してく 
置3 ださい。複数の DG に対して一度に VD 設定ずる場合、1つ目の DG に巧 

して VD 設定してか5、次の DG を選択して VD を設定してください。 

• 異なる数量の八ードディスクドライブで構成された複数の DG を--度に 
スパン設定することはできません。 
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前画面の操作で作成した DG 内に VD を構築します。 DG 確定後、 VD 定義画面が表示されます。 
画面ち側の中段の" NextLD，Possible RAID Levels " じは、 DG 内に構築可能な VD の RAID レベル 
および最大サイズが表示されてし^ます。 
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例として 、 RAID 5サイズ yyyyy M 巨の VD を構築します。 


① 画面左側の設を項目欄へ必要なパラメータを入力します。 

② Select Size " 欄へサイズ " yyyyy " を入力します。 

③ VD の設をが完了したら、画面中央下 [ Accept ] をクリックします。 

④ 続けて VD の構築を行う場合は、旧 ack ] をクリ、ソクしスパンを義画面から同様の手順で構 
築を行います。 

⑥ VD の構築が完了したら、 [ Next ] をクリックします。 


あ5かじめ "Select Size" 欄に入力されているサイズは、 RAID 目の場合の最 
■to 大サイズです。 RAID レベルを RAID 己に設定した場合の最大サイスホ、 "Next 
LD，Possible RAID Levels" を参照し手動で入力ずる必要びあります。 
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③構築した VD に誤りがなければ、画面ち下の [ Accept ] をクリ、ソクします。 

⑧ "Save this Configuration ?" というメッセージが表示されますので、コンフイグレーシヨ 
ンを保存する場合は" Yes " をクリックします。 

⑨ "All data on the new Virtual Disks will be lost . Want to Initialize ?" と新規 VD に対しファ 
ストイニシャライズを実施するか否かを確認するメッセージが表示されます。通常は 
" Yes " をクリックしてください。 

⑩ "Virtual Disks " 操作画面が表示されます。他の操作を行う必要が無い場合は、画面左下の 
[ Home ] をクリックしてください。 

⑩ WebBIOS トップ画面が表示され、画面ち下に構築した VD が表示されます。 
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VD Definition 設定項目 

「Configuration Wizard 」 の設定:項目一覧です。 


設定項目 

パラメータ 

備考 

RAID Level 

RAIDO / RAID 1 / RAID 己 / RAIDS / 

RAID 00 / RAID 10 / RAID 50 / RAID60 

RAID 日と RAID 6J:> (かはホ 
サポート 

Strip Size 

8KB/ 16KB /32KB / 64KB / 128KB/ 
256 KB / 512 KB / 102 4 KB 

奨励設定値： 64KB 

Access Policy 

RW / Read Only / Blocked 

奨励設定値： RW 

Read Policy 

Normal / Ahead / Adaptive 

奨励設定値： Normal 

Write Policy 

WBack / WThru 

WBack : ライトバック 
WThru : ライトスルー 

WrtThru for BAD BBU 

チェックあ 0/ チェックなし 

Write Policy をライトバッ 
クに設定している場合の 
モードを選択します。 

チェックあり： 

通常ライトバック 
チェックなし： 

常時ライトバック 

奨励設定値：チて、ソクあり 

10 Policy 

Direct / Cached 

奨励設定値： Direct 

Disk Cache Policy 

NoCnange / Enable / Disable 

奨励設定値： Disable 

Disable BGI 

No / Yes 

VD 作成後(こ Back Ground 
Initialize を実施するか否か 
を設定します。 

奨励設定値： No 



BGI (Back Ground Initialize) は lU 下の VD でのみ動作します。 
• HDD 己台 ly 上で構成される RAID 己の VD 
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ライト车ヤツシユ設定 (write Policy ) については、 WrtThru for BAD B 目 U との組み合わせによ 
り、じ(下のモードがあります。お客様の環境に合わせて設をしてください。 




WrtThru for BAD BBU 



チェックあ 0 

チェックなし 

Write Policy 

WBack 

通常ライトバック 

N8 103-1 20増設バッテリを搭載 
することで使用巧能です。書き} A 
み時(こキャッシュメモリを使用し 
ますが、バッテリの異常時や充電 
が完了していない場合(こは、自動 
的(こライトスルーに切り替わる 
モードです。データ保持の観点か 

6も安全性が高いため、本モード 
に設定することを奨励していま 
す。 

常時ライトバック 
常(こライトバックで動作し、 

N8 103-1 20増設バッテリを搭載 
してしない場合も使用できます。 
書きジ^み時に常(こキヤッシュメモ 
リを使用するため、書き) A み性能 
が最も高いモードですが、バッテ 
リの異常時や充電が完了していな 
い場合でもキヤ、ソシュメモリを使 
用するため、1旱電時(こはキヤ、ソ 
シュメモリ内のデータが消えてし 
まいます。本モードに設定する場 
合は、必ず無停電電源置 (UPS) を 
使用してください。 


WThru 

ライトスルー 

N8 103-1 20増設バッテリを使用 
しない場合はライトスルー設定を 
推奨します。書き} A み時(こキャ、ソ 
シュメモリを使用しないモードで 
す。データ保持の観点か6最も安 
全性が高いモードですが、書き込 
み性能はライトバック設定(こ比べ 
劣ります。 

※本モードはありません。 

VD 作成時(こ WrtThru forBAD 
目目 U (こチェックを入れなくても、 
作成後に自動的(こチェックが入り 
ます。 


RAID Level と Stripe SizeW 外は VD 作成後変更することができます。 Web 巨 IOS トップ画面で 
Virtual Disks をクリ、ソクし、 Policies 枠内の設をを変更した後 Change ボタンをクリ、ソクしてく 
ださい。 
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Fast I nit ahze 
Slow Initialize 
Check Coreistency 
Properties 

Set Boot Drive (Current = 0) 


句 6 。 I Reset I 


Prcgrc 


I~ VDO I Cr^t CantbJ.cncy 

I Progress 




各種機能操作方法 


整合性チ :! ：ックに heck Consistency ) 機能 

① WebBIOS を起動します。 

② WebBIOS トップ画面より、 [Virtual Disks ] をクリックします。 

③ Virtual 口 sks 画面ち上より、整合性チェックを実行する VD を選択します。 

④ Virtual Disks 画面ち下より、 Check Consistency チェック欄をクリックします。 
⑥チェックマークを確認した後、 [ Go ] をクリックします。 



⑥ Virtual Disks 画面左に、整合性チェックの進抄が表示されます。 

⑦ Virtual Disks 画面左下の [ Home ] をクリックして、トップ画面に戻ってください。 


1^1 LH な1丄）1边 



过 



VD X: RAID X: XXXXXX. MB: Optim 


ion Utility Virtu 


XXJOX MB: Optim 


ion Utility Vi 


RA D 


r r r r I 
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マニュアルリビルド機能 

八ードディスクドライブ3台を用いて、 RAID 5 の VD を構築している環境において、八ードディ 
スクドライブが1台故障したケースを例に説明します。故障した八ードディスクドライブは装 
置の電源をオフにしてから新しい八ードディスクドライブと交換します。活栓を換を行ってい 
ないため、オートリビルド機能は動作しません。そこで、下記にて説明するマニュアルリビル 
ド機能を用いて VD を復旧します。 

① WebBIOS を起動します。トップ画面ち横において、交換した八ードディスクドライブの 
ステータスが " UNCONF G 00 ぴであることを確認します。 

下記例では、ス□、ソト番号2の八ードディスクドライブを交換しています。 

PD Missing from DGxiSlot 2 :xxxxxx M 目の表示は、ス□、ソト番号2に取りがけられてい 
た PD(Physical Drive ) が取り外されたことを示します。 


Fhy^ical のぶ*がぶ 

I 




ホ； () ： 1:0: DGO: ONLINE: 34176 MB j 


11 ■■■ り，しし 一 VJ り • い A 1 レ lA 1 レ.ーマ 1/ リパ 

ホ ; 0:1: 2: UNCONF GOOD: 34176 MB 
ホ ； PD Missing from DGO: Slot2: 34176 MB 



Virtual Drives 


VDO: RAIDS: 6S352 HE: Degraded 



② "Physical Drives "欄より、新しく接続した八ードディスクドライブ [0:1:2] をクリックし 
ます。 

③ Physical Drive のプ□パティ画面が表示されます。 

④ 画面下の " Make Global HSP " または 、 "Make Dedicated HSP " を選択し、画面中央下の 
[ Go ] をクリックしてください。 
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⑥ "Rebuild Progress " が表示されますので、画面左下の [ Home ] をクリックして WebBIOS 
トップ画面に戻ってください。 


He リ aRAID BIOS Configuration Utilitn 


却别迦闽 Jj 



Enclosure ID 


□□□3 

0 






整合性チェック、リビルドおよびリコンストラクション等のバックグランドタ 
スクを実行中は WebBIOS トップ画面に戻るようにしてください。進}歩画面を 
表示したままですと、バックグランド処理び遅くなる場台びあります。 


ホットスペアの設定 

八ードディスクドライブ3台を用いて、 RAID 5 の VD を構築している環境において新たに八一 
ドディスクドライブを追力□し、その八ードディスクドライブをホ、ソトスペアに設定するケース 
を例に説明します。 

① WebBIOS を起動します。トップ画面ち横において、追力□した八ードディスクドライブの 
ステータスが " UNCONF GOOD " であることを磕認します。 
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③ "Physical Drives " 欄より、新しく接続したハードディスクドライス 0:1:3] をクリックします。 

③ Physical Drive のプ□パティ画面が表示されます。 

④ 画面ち下の " Make Global HSP " または " Make Dedicated HSP " を選択し、画面中央下の 
[ Go ] をクリックしてください。 

Global HSP : 全ての DG に対し使用可能なホ、ソトスペアです。 

Dedicated HSP : 特定の DG に対し使用可能なホ、ソトスペアです。設定する際には、 

使用する先の DG を指をする必要があります。 




Enclosure Affinity の設をは、ホットスペアを特をのエンクロージャ（ディスク霞 
体)にを義付ける設をですが、本装置ではサポートしていません。チてックしな 
いでください。 


⑥新しく接続した八ードディスクドライブのステータスが" HOTSPARE "になります。 
⑥画面左下の [ Home ] をクリツクして WebBIOS トツプ画面に戻ってください。 


外* ■ pj I 6イ I 



I 涨 


接 


Rwision 

m 

Efttlosure ID 

m 

Slot Hu—ht 

、が' 

Device Tvpe 

Disk 

Conmeted Port 

3 

Ifadia Errors 

、が' 

Pred Fa i 1 Cdui± 

、が' 

SAS Address 

xxmx 

Plwsica 1 Or ive State 

1 GL HOTSPARE 

DGs Covered 

X 

Coerced Si 。 

xxm MB 


[过 Horoe | 


t ^ Go 

♦n Back 
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リコンストラクション機能 

八ードディスクドライブ3台を用いて、 RAD 5 の VD を構築している環境において新たに八一 
ドディスクドライブを追力□し、八ードディスクドライブ4台 RAID 5 の VD へ変更するケースを 
例に説明します。 

① WebBIOS を起動します。トップ画面ち横において、追力□した八ードディスクドライブの 
ステータスが " UNCONF GOOD " であることを確認します。 

Physicaf Dn/es 


&iclosure XXX 


0:1: Q : DGQ : QNLINE : K < K < ME : 

0:1:1: DGQ : QNLINE : K < K < HE : 

0:1:2: DGQ : online ： 游说 ME : 

3:0:3: UNOONrGOOD:XXXX WE: 


Vtrtuaf 口如巧 



VD 0: RAID 5: YYYYY り 6:0 が 1^ 〇 1 


③ "Virtual Drives " 欄より、あらかじめ構築されている VD 0 をクリックします。 
③ VD 0の設を画面が表示されます。 
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④画面ち側に、リコンストラクション機能に必要な項目が表示されています。 


⑥ "Migration with addition" を選択します。 

⑥ リコンストラクシヨン後の RAID レベルをミ夫定します。 

⑦ 追加する八ードディスクドライブを選択します。 

⑩⑥〜⑦の操作が完了したら、画面ち下 [Go] をクリックしてください。 

⑨画面左下に進抄が表示されます。画面左下の [Home] をクリックして、 WebBIOS トップ 
画面に戻って<ださい。 


VD が定義されている DG を 
構築する八ードディスクド 
ライブ情報 


Migration Only: 

RAID レベルの変更のみ 

Migration with addition: 

八ードデイスクドライブの 
追力□および RAID レベルの 
変更 



w "0 • リコンストラクション実行後に、パ’ーチャルディスクの容量び正常に表 

Ito 示されない場合びあります。その場台はトップ画面か 5 Scan Devices 

を実施してください。 

• 整台性チェック、リビルドおよびリコンストラクション等のバックグラ 

ンドタスクを実行中は WebBIOS トップ画面に戻るようにしてくださ 
し、。進}歩画面を表示したままですと、バックグランド処理び遅くなる場 
台びあります。 
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WebBIOS と Universal RAID Utility 

オペレーティングシステム起動後、 RAID システムのコンフィグレーション、および、管理、 
監視を行うユーティリティとして Universal RAID Utility があります。 

WebBIOS と Universal RAID Utility を併用する上で留意すべき点について説明します。 


Web 巨 IOS と Universal RAID Utility は、使用する用語に差分があります。 Web 目 lOS と Universal 
RAID Utility を併用するときは、じ(下の表を元に用語を読み替えてください。 


WebBIOS の使用用語 

Universal RAID Utility の使用用語 

RAID ビューァ 

raidcmd 

Adapter 

RAID コント□ーラ 

RAID Controller 

Virtual Disk 

論理ドライブ 

Logical Drive 

Disk Group 

ディスクアレイ 

Disk Array 

Physical Drive 

物理デバイス 

Physical Device 


番号との 

RAID システムのをコンポーネントを管理するための番号は、 Web 目 IOS と Universal RAID 
Utility では表示方法が異なります。 W 下の説明を元に識別してください。 


Adapter と RAID コント□—ラ 

WebBIOS は、 Adapter を0から始まる番号で管理します。 Adapter の番号を参照するには、 
Home メニューの [Adapter Selection ] で表示する [Adpater No ] を参照します。 

Universal RAID Utility は、 RAID コント日ーラを1から始まる番号で管理します 。 Universal 
RAID Utility で RAID コント日ーラの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、 RAID コント □- 
ラのプ□パティの[番号]を、 「 aidcmd では、 RAID コント日ーラのプ□パティの [RAID 
Controller # X ] を参照します。また 、 Universal RAID Utility では、 WebBIOS の管理する Adapter 
番号も RAID コント□-ラのプ□パティの [ ID ] で参照できます。 


Virtual Disk と論理ドライブ 

WebBIOS は 、 Virtual 口 sk を0から始まる番号で管理します。 Virtual 口 sk の番号を参照するに 
は 、 Virtual Drives の [VD X ]を参照します。 

Universal RAID Utility は、論理ドライブを1から始まる番号で管理します 。 Universal RAID 
Utility で論理ドライブの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、論理ドライブのプ□パティ 
の播哥を、 「 aidcmd では、論理ドライブのプ□パティの [RAID Controller #X Logical Drive 
# Y ] を参照します。また 、 Universal RAID Utility では、 WebBIOS の管理する論理ドライブ番 
号も論理ドライブのプ□パティの [ D ] で参照できます。 
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ディスクアレイ 

WebBIOS は、ディスクアレイを0から始まる番号で管理します。ディスクアレイの番号は、 
Physical Drives や Virtual Drives の [DG X ]を参照します。 

Universal RAID Utility は、ディスクアレイを1から始まる番号で管理します 。 Universal RAID 
Utility でディスクアレイの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、論理ドライブのプ□パ 
ティの[ディスクアレイ]を、 「 aidcmd では、ディスクアレイのプ□パティの [RAID Controller 
#X Disk Array # Y ] を参照します。 


Physical Drive と物理デバイス 

WebBIOS は 、 Physical Drive をコネクタ番号：エンク□—ジャ番号：ス□、ソト番号の3つ番号 
で管理します。これらの番号は 、 Physical Drives 欄の [ x : x : x ] で参照できます。ただし、コネク 
夕番号については本装置では未サポートのため「0」と表示されます。エンク□ージャ番号は 
1から始まる番号です。ス□、ソト番号は0から始まる番号です。 

Universal RAID Utility は、物理デバイスを1から始まる番号と ID 、 エン ク□-ジャ番号、ス□、ソ 
卜番号で管理します。番号は、接続している物理デバイスを [ ID ] の値を元に昇順に並べ、値の 
ルさいものから順番に1から始まる値を割り当てたものです。 ID は Web 目 I 0 S の Physical 
Drives Prop 饥 ies じ表示される Connected Port と同じ値です。 エン ク□—ジャ番号とス□、ソ 
卜番号は、1から始まる番号です 。 Universal RAID Utility でこれらの番号を参照するには 、 RAID 
ビューアでは、物理デバイスのプ□パティの[番号]と [ ID ]、 [エン ク□-ジ ャ]、[ス □、ソ ト ] を、 
「 aidcmd では、物理デバイスのプ□パティの [RAID Controller #X Physical Drvice # Y ] と [ ID ]、 
[ Enclosure ]、[ Slot ] を参照します。 


WebBIOS の Physical Drives 欄に表示するス□ット番号は0か5始まる番号 
ですが 、 Universal RAID Utility のス□ット番号は1か5始まる番号ですので 
ミち意してください。 
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優先度の設定 

WebBIOS では、 RAID コント□ーラのリビルド優先度、パト□ールリード優先度、整合性チェ、ソ 
ク優先度の設を項目を数値で表示/設ちしますが、 Universal RAID Utility は、高/中/低の3つの 
レベルにまるめて表示/設ちします。 

それぞれの項目ごとの数値とレベルの対応については、 W 下の表を参照してください。 
たとえば、 WebBIOS で RAID コント□-ラの [Rebuild Rate ] を "50" に設をしたとき、 
Universal RAID Utility は、その RAID コント□ー ラの[リビルド優先度]を"中"という値で表示 
します (RAID コント□ーラの[リビルド優先廚は、 "50" で動作します)。 

Universal RAID Utility で、 RAID コント日ーラの[リビルド優先度]を " High " に設定:したとき、 
[リビルド優先度]は、 "90" で動作します。 WebBIOS でその RAID コント□ーラの [Rebuild 
Rate ] を参照すると、 "90" と表示します。 


Web 目 IOS での設定値と Universal RAID Utility の表示レベル 


項目 

WebBIOS の設定値 

Universal RAID Utility 
表示レベル 

リビルド優先度 

WebBIOS の Rebuild Rate 

80〜100 

高 (High) 

31-79 

中 (Middle) 

0-30 

做 Low) 

パト□ールリード優先度 

Web 目 10 S の Patrol Read Rate 

80〜100 

高 (High) 

31-79 

中 (Middle) 

0-30 

做 Low) 

整合性チて、ソク優先度 

WebBIOS の CC Rate 

80〜100 

高 (High) 

31-79 

中 (Middle) 

0-30 

做 Low) 


Universal RAID Utility でレベル変更時に設定ずる値 


項目 

Universal RAID Utility 
選択レベル 

設定値 

リビルド優先度 

WebBIOS の Rebuild Rate 

高 (High) 

90 

中 (Middle) 

50 

低 (Low) 

10 

パト □ —ルリード優先度 

Web 目 10 S の Patrol Read Rate 

高 (High) 

90 

中 (Middle) 

50 

低 (Low) 

10 

整合性チ： L 、 ソク優先度 

WebBIOS の CC Rate 

高 (High) 

90 

中 (Middle) 

50 

低 (Low) 

10 



• WebBIOS では、 BGI Rate (バックグラウンドイニシャライズの優先度） 
も設をできますが、 Universal RAID U 川 ity ではバックグラウンドイニ 
シャライズの優先度は設をできません。 

• Universal RAID U 川 ity は、初期化優先度も設をできますが、本体装置内 
蔵の RAID コントローラ ( N 8103-117 相当)は、初期化優先度を設をできま 
せん。そのため、 RAID ビュ ーアのプロパティの[オプション] タブに [初 
期化優先度]の項目を表示しません。また、 raidcmd で初期化優先度を設 
走:すると失敗します。 





























352 リセットとクリア 


■ J セットとク IJ ア 


本装置が動作しなくなったときじ参照してください。 


0 S が起動する前に動作しなくなったときは、く Ct 「 l > 丰一と < AI わ羊一を押しながら、 < Delete > 
キーを押してください。リセットを実行します。 


リセットは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをずべてクリアしてし 
まいます。八ングアップしたとき杉がでリセットを行うときは、本装置びなに 
ち処理していないことを確認して<ださい。 


強制電源 OFF 


OS からシャットダウンできなくなったときや、 POWER スイ、ソチを押しても電源を OFF にで 
きなくなったとき、リセ、ソトが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイ、ソチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に OFF になります。履 
源を再び ON にするときは、電源 OFF から約30秒ほど待ってから電源を ON じしてください。） 


リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし直して、 
OS を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 



POWER スイ、ソチ 
(4 秒上押す） 



□□□□□□□□ 

□□□□□□□□ 

□□□□□□□□ 


□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 


ill 



□□□□□□□□□□ 
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CMOS メモリ•パスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティ 「 SETUP 」 では、本装置内部のデータを第三者か 
ら保護するためじ独自のパスワードを設をすることができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方までパスワードをクリアす 
ることができます。 

また、本装置の CMOS メモリに保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行いま 
す。 


两-〇 CMOS メモリの内容をクリアずると SETUP の設定内容びすべてデフオルト 
置3 の設定に戻りまず。 


パスワード / CMOS メモリのクリアはマザーボード上のコンフィグレーションジャンパスイツ 
チを操作して行います。ジャンパスイッチは下図の位置にあります。 


W -0 その他のジャンノくの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
置3 因となります。 


CMOS メモリの内容の 

パスワードの保護/クリア用ピン保護/クリア用ピン 



前面側 


背面側 








































































354 リセットとクリア 


それぞれの内容をクリアする方法を次に示します。 



警告 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人び死!!:ず 
る、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、川ぺージ切降の説明をご覧くださし、。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A を意 



AA 

A A 

Q 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ降の説 
明をご覧ください。 

1人で持ち上げない 
中途半端に取り付けない 
カバーをがしたまま取り付けない 
指を挟まない 

产ご曰ぅ音 

ラックび不ま定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 
複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 


く CMOS のクリア> 

1 . 224ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （224 ページ参照)。 

3. □ジックカノく一を取り外すに37ぺージ参照)。 

4. クリアしたい機能のジャンノ くスイッチの位置を確認する。 

己.ジャンノ（スイッチの設定を変更する。 

前ページの図を参照してください。ジャンパスイッチにアクセスしづらい場合は 
254ページを参照してライザーカードを取り外してください。 

6. 日秒ほど待って元の位置に戻す。 

7. 取り外した部品を元に組み立てる。 

8. 電源コードを接続して本体の電源を日 N にする。 

9. く F 2> キーを押して巨 I 日 S SETUP ユーティリティを起動し、 Exit メニューから 
「Load Setup Defaults 」 を実行する。 


くパスワードのクリア> 


1 . く CM 日 S のクリア>の！〜日の手順同滿こノくスワードクリアのジヤンノくスイッチの 
設定を変更する。 

2. 取り外した部品を元に組み立て、 P 日 WER スイッチを押す。 
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3. く F 2> キーを押して BIOS SETUP ユーティリティを起動し、パスワードを設定し 
直してに xit Saving Changes 」 を実行する。 

4. 電源を落とし、ジャンノくスイッチを元に戻す。 

己.再度、本体を元通りに組み立てる。 




356 割り込みライン 


割り込みライン 

割り込みラインは、化荷時に次のようじ割り当てられています。オプションを増設するときな 
どに参考にして<ださい。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

12 

SM Bus 

1 

— 

13 

数値演算プ □ セ、ソサ 

2 

— 

14 

プライマリ DE 

3 

COM 2 シリアルポート 

15 

— 

4 

COM 1 シリアルポート 

16 

VGA 

己 

PCI 

17 

— 

6 

— 

18 

LAN1 

7 

PCI 

19 

LAN2 

8 

リアルタイムク□ック 

20 

USB 

9 

ACPI Compliant System 

21 

USB 

10 

PCI 

22 

USB 

11 

マザーボードリソース 

23 

USB 
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NEC Express 已 800 シ U ■ズ 
InterSec 

Express 5800 /MW 己 OOf 


巧障かな？と思つたとをは 


r 故障かな？」と思ったときは、修理を依頼する前にここで説明する内容について確認してく 
ださい。また、この章では、修理を依頼する際の確認事項や NEC 、 および NEC が認をする保 
守サービス会社が提供するさまざまなサービスについても説明があります。 

曰常の保守 （3 日8ページ） 

日常使う上で磕認しなければならない点やファイルの管理、クリーニングの方 
まについて説明しています。 

障害時の対処 （3 目1ページ） 

故障かな？と思ったときに参照して<ださい。トラブルの原因の磕認方法やそ 
の対処方法について説明しています。 

移動と保管 （372 ぺージ） 

本体を移動-保管する際の手順やを意事項について説明しています。 

ユーザーヴポート （374 ぺージ） 

本装置に関するさまざまなサービスについて説明しています。サービスは弊社 
および弊社が認をした保守サービス会社から提供されるものです。ぜひご利用 
ください。 






358 日常の保守 


曰おの保守 

本装置を常にべストな状態でお使いになるために、ここで説明する確認や保守を定期的に行っ 
てください。万一、異常が見られた場合は、無理な操作をせずに保守サービス会社に保守を化 
頼してください。 


アラー トの確認 


システムの運用中は、 ESMPRO で障害状ミ兄を監視してください。 

管理 PC 上の ESMPRO / Se 「 ve 「 Ma ^ lage 「にアラートが通報されていないか、常にを意するよう 
ムがけてください。 ESMPRO / ServerManageW 「統合ビユーア」、「データビユーア」、「ア 
ラートビューア」でアラートが通報されていないかチェックしてください。 


ESMPR 日でチェックする画面 



データビューア 



アラー トビ ユーア 


ステータスランプの確認 


本体の電源を ON にした後、およびシャットダウンをして電源を OFR こする前に、本体前面に 
あるランプの表示を確認してください。ランプの機能と表示の内容については2章をご覧くだ 
さい。万一、装置の異常を示す表示が確認された場合は、保守サービス会社に連絡して保守を 
イ衣頼してください。 



走:期的に本体に内蔵されている八ードディスク内の大切なデータをバックアップすることを 
お勤めします。最適なバックアップ用ストレージデバイスやバックアップツールについてはお 
買い求めの販売店にお問い合わせください 。 Management Console を使ったバックアップに 
ついては4章をご覧ください。 
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ク ij — ニング 


本装置を良い状態に保つためにを期的にクリーニングしてください。 



警告 


A A 

c 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


本体のクリーニング 

本体の外観のミちれは、柔らかい乾いた布でミちれを巧き取ってください。ミちれが落ちにくいとき 
は、次のような方まできれいになります。 


wO • シンナー、ベンジンなどの揮発性の溶剤は使わないでください。材質の 
Ito いたみや変色の原因になります。 

• コンセント、ケーブル、本体背面のコネクタ、本体内部は絶対に水など 
でめ5さないで < ださい。 


1 . 本体の電源が日 FF ( P 日 WER ランプ消丹）になっていることを確認する。 

2. 本体の電源コードをコンセントから抜く。 

3. 電源コードの電源プラグ部分についているほこりを乾いた巧でふさ取る。 

4. 中性洗剤をめるま湯または水で薄めて柔らかい巧を浸し、よく絞る。 

日.ミちれた部分を手順4の巧で少し強めにこすってミちれを取る。 

6. 真水でめらしてよく絞った巧でもラー度ふく。 

7. 乾いた巧でふく。 

8. 乾いた巧で背面にある排気□に付着しているほこりをふき取る。 
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ディスクのクリーニング 

DVD / CD - R 0 M などの光ディスクにほこりがついていたり、トレーにほこりがたまっていたり 
するとデータを正しく読み取れません。次の手順に従ってを期的にトレー、ディスクのクリー 
ニングを行います。 


1 . 本体の電源が日 N ( P 日 WER ランプ点灯）になっていることを確認する。 

2. 光ディスクドライブ前面のトレーイジェクトボタンを押す。 

トレーが光ディスクドライブから化てきます。 

3. ディスクを軽く持ちながらトレーから取り出す。 

，■〇 ディスクの信号面に手び触れないようを意してください。 


4. トレー上のほこりを乾いた柔らかい巧でふさ取る。 

wO 光ディスクドライブのレンズをクリーニングしないでください。レンズび傷つ 
いて誤動作の原因となりまず。 

己.トレーを軽く押してトレーを光ディスクドライブに戻す。 

6. ディスクの信号面を乾いた柔らかい巧でふく。 


wO ディスクは、中 f こ、か5外側に向けてふいてください。クリーナをお使いになる 
ときは、専用のクリーナであることをお確かめください。レコード用のスプ 
レー、クリーナ、ベンジン、シンナーを使用すると、ディスクの内容び読めな 
くなったり、装置にそのディスクをセットした結果、故障したりするおそれび 
あります。 



〇 X 


テープドライブのクリーニング 

テープドライブのへ、ソドのミちれはファイルのバックアップの失敗やテープカートリッジの損 
傷の原因となります。を期的に専用のクリーニングテープを使つてクリーニングしてくださ 
し、クリーニングの時期やクリーニングの方法、および使用するテープカートリッジの使用期 
間や寿命についてはテープドライブに添付の説明書を参照してください。 
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障害時の対処 

「故障かな？」と思ったときは、ここで説明する内容について確認してください。該当するこ 
とがらがある場合は、説明に従って正しく対処してください。 


障害箇所の切り分け 


万一、障害が発生した場合は、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「を使って障害の発生箇所を確認し、 
障害が八ードウエアじよるものかソフトウエアによるものかを判断します。 

障害発生個所や内容の磕認ができたら、故障した部品の交換やシステム復旧などの処置を行い 
ます。障害が八ードウエア要因によるちのかソフトウエア要因によるちのかを判断するには、 
ESMPRO / ServerManager が便利です。八ードウエアによる障害をさらに切り分けるには、 
「 EXPRESSBULDER 」 の「システム診断」をご利用ください。システム診断については5章 
をご覧ください。 



つ WA の M のがが产Iのパンの^/口が 

*1*1 回 I み I 啦 lg|gl XI が I 竭 I 咕 逊国 


j 概'。。け; 


の曲6の表示姐_卜ものわ•^ノ@ 

<-l-»lE]l 幻啦 I 电 I 电 1 XI な I 稿包 H 


囚宜嗎田 画 I お 

3 品を 因曰 

.巧巧.. BOS 日-化が4ンゲストレ — >。 7 W ルシステム 


装置の障害発生簡所、および障害内容 
を確認 


ESMPRO/ServerManager 




















































































362 障害時の対処 


エラーメッセージ〜電源 ON 後のビープ音〜 


電源 ON 直後に始まる Power On Self-Test ( POST ) 中にエラーを橫化すると一連のビープ音 
でエラーが発生したことを通知します。エラーはビープ音のいくつかの音の組み合わせでその 
内容を通知します。 

たとえば、ビープ音が1回、連続して3回、1回、1回の組み合わせで鳴った（ビープコード： 1- 
3-1-1) ときは DRAM リフレッシュテストエラーが起きたことを示します。 

次にビープコードとその意□末を示します。エラーが起きたときは、お買い求めの販売店または 
保守サービス会社に連絡して保守を依頼してください。 


ビープコード 

意味 

巧処方法 

3-3-( 繰り返し） 

ROM チェックサムエラー 

保守サービス会社に連絡してマザーボード 
を交換して < ださい。 

1 -2-2-3 

ROM チェックサムエラー 

1-3-1-1 

DRAM リフレッシュテストエラー 

DIMM の取りがけ状態を確認してください。 
それでも直らない場合は保守サービス会社 
に連絡して DIMM またはマザーボードを巧 
換してください。 

1-3-1-3 

キーボードコント□ーラテストエラー 

キーボードを接続し直して<ださい。それ 
でも直らない場合は保守サービス会社に連 
絡してマザーボードを交換してください。 

1 -3-3-1 

メモリを検出できない 

メモリの容量チェ、ソク中のエラー 

DIMM の取り付け状態を確認してください。 
それでも直らない場合は保守サービス会社 
し連絡して DIMM 、 またはマザーボードを 
交換して < ださい。 

1 -3-4-1 

DRAM アドレスエラー 

1 -3-4-3 

DRAM テスト Low Byte エラー 

1-4-1-1 

DRAM テスト High Byte エラー 

1-5-1-1 

CPU の起動エラー 

保守サービス会社に連絡してマザーボード 
を交換して < ださい。 

1 -5-2-2 

CPU が搭載されていない 

保守サービス会社に連絡して CPU またはマ 
ザーボードを交換して<ださい。 

1 -5-4-2 

AC 電源の供給が遮断された 

停電や瞬断などにより AC 電源の供給が遮断 
され、システムの再起動が行われたことを通 
巧するものです。異常ではありません。 

1 -5-4-4 

電源異常 

保守サービス会社に連絡してマザーボード 
を交換して < ださい。 

2-1-2-3 

BIOS ROM コピーライトテストエラー 

2-2-3- 1 

不正割り込みテストエラー 

1-2 

オプション ROM 初期化エラー 

SETUP の設定を確認してください。 

また、増設した PCI ボードのオプション 

ROM の展開が表示されない場合は 、 PCI 
ボードの取り付け状態を確認して<ださい。 
それでも直らない場合は保守サービス会社に 
連絡して、増設した PCI ボード、またはマ 
ザーボードを交換して<ださい。 
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思うように動作しない場合は修理じ化す前に次のチェックリストの内容に従って本装置を 
チェックしてください。リストにある症状に当てはまる項目があるときは、その後の磕認、処 
理に従ってください。 

それでも正常に動作しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 

初期導入時 

[?] システム起動直後に、システムが停止 

- インストール/初期導入設を用ディスクに化力された□グファイルを、テ车ス 
トエディタなどで磕認してください。□グファイルは、 elsetup . log ( Unux 用）、 
または logging . txt ( Windows 風です。ほとんどの原因は、パスワードの入力 
ミスで、この場合は 、 "Cannot get authentication : root " の文字列が□グファ 
イルに化力されます。 


[?] Management Console び使用できない1(初期導入時) 


一本装置の起動には、数分かかります。念のため5分位経過してから、もう一度 
アクセスしてみてください。 

-初期導入後に、インストール/初期導入設を用ディスクに□グファイルが作成 
されていることを磕認してください。□グファイルがない場合、正しいイン 
ス I -ール/初期導入設を用ディスクを使用していないか、もしくはインス I -一 
ル/初期導入設定用ディスクが壊れています。（を：インストール/初期導入設 
を用ディスクは書き込み巧の状態で使用してください。） 

ーインストール/初期導入設を用ディスクが壊れている場合は、インストール/ 
初期導入設を用ディスクを再作成する必要があります。再作成の手順は、 
下のとおりです。 

1 . Windows マシンで MS - D 日 S (または、コマンドプ□ンプト)を起動する。 

2. バックアップ DVD - R 日 M とフォーマット済みのフ□ッピーディスクを 
セットする。（じ(下、光ディスクドライブを D 、 フ□ッピーディスクドラ 
イブを A とします） 

3. " D :¥ Dosutils¥Rawrite -f D :¥ nec ¥ Win ¥ initinfo ¥ initFD.inng -d A " を 
実行する。 

4. 完了。 

ーインストール/初期導入設を用ディスクの□グファイルに、 " completed ." の文 
字列が化力されていることを確認してください。 

" Info : quitting with no change ." の文字列が出)力されている場合、初期導入設定: 
でパスワードが入力されていないか、すでに使用済みのインストール/初期導 
入設定用ディスクを再度使用しています。（セ车ュリティ保護のため、一度使用 
したインストール/初期導入設を用ディスクからは、パスワードなどの情報は 
削除されます） 

一 すでに使用済みのインストール/初期導入設を用ディスクを再度使用する場合 
は、初期導入の手順からやり直してください。 
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運用時 

[?1 Management Console び使用できない2(初期導入完了後) 

- 本装置に設をしたアドレスが間違っていないことを磕認してください。 

-URL ウィンドウで https :// または http :// を指をしていることを確認してくださ 
し、 https :// または http :// を付けずにアドレスを入力すると動作しません。 

一 Internet Explorer 6 Service Pack 2 似齡を使用してください。 

一 Netscape の〕ピーがメモリ内じ存在するかどうかをチェックしてください。 
t (前のセッションを正常に終了していない場合があります。 

一 Management Console をアクセスする URL が闇違っていないことを確認して 
ください。特に、 Management Console のセ羊ュリティモードを変更した場 
合、アクセスする URL が変更されますのでを意してください。 

一 URL にドメインをの代わりに、 IP アドレスを使用してアクセスしてみてくだ 
さい。ドメインをを使用したアクセスが失敗するのに、 IP アドレスを使用した 
アクセスが成功する場合は、ドメイン ( DNS ) の設をが誤っている可能性があり 
ます。設をを確認してください。 

一 Management Console の操作可能ホストを指をしていないかどうか確認して 
ください。操作可能ホストを指定:している場合、 Management Console を使 
用できるマシンは限をされます。 

一 t (上で問題が解ずしない場合は、 W 下の手順で、本装置へのネットワーク接 
続を確認してください。 

1 . Windows マシンで MS - D 日 S (またはコマンドプ□ンプト)を起動する。 

2. "ping ip - address " コマンドを実行する。 （ ip - address は、本装置に割り 
当てた IP アドレスです。） 

3. "Reply from ..." と表示される場合、ネットワークは正常です。この場合、 
本体にある P 日 WER スイッチを押すことで、システムの停止処理を実行 
してください。しばらくするとシステムが停止します。1日秒程待ってか 
ら、電源を再度日 N にして、システムの起動後にもラー度アクセスしてみ 
て < ださい。 

4. "Request tinned out " と表示される場合、接続の確認は失敗です。続け 
て、他のマシンからも pin 呂コマンドを実行してみてください。 

一一部のマシンから ping コマンドが失敗する場合は、失敗するマシンの設定の 
誤り、または故障です。 

一すべてのマシンから ping コマンドが失敗する場合は、 HUB などのネットワー 
ク機器の設をを磕認してください。ケーブルが外れていたり、電源が入って 
いなかったりすることがよくあります。ネットワーク機器の設をが誤ってい 
ない場合は、ネットワーク障害の可能性があります。 
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[?] Management Console び 使用で きない3 


□ 認証に失敗する (Authorization Required ) 

ーユーザ ID を確認してください。管理者権限で Management Console を使用す 
る時のユーザ ID は、 admin (すべてル文字)です。 

-> 初期導入設をにおいて設をしたパスワードを磕認してください。パスワード 
の大文字とル文字は区別されるのでを意して<ださい。 

一 Management Console よリユーザー ID とパスワードの変更を行ったか確認し 
てください。変更している場合は、変更したユーザー ID とパスワードで□グ 
インしてください。 

[?] すべてのサービスの応答び非常に遅し、 

一 Management Console を使用して、 CPU 使用率を磕認してください。 CPU 使 
用率が、90%を超えている場合、「プ□セス実行状況」で特をのプ□セスの 
CPU 使用時間 (TIMS が多くなっていないかどうか確認してください。特をの 
プ□セスの CPU 使用時間が多くなっている場合、10秒程してから、再び CPU 
使用時闇を調べてみてください。 CPU 使用時闇が、5秒じ(上増力日している場 
合、そのプ□セスは暴走している可能性があります。 

一暴走しているプ□セスがある場合、そのプ□セスのを前を控えておいてから、 
システムを再起動してみてください。再びそのプ□セスが暴走する場合は、 
何らかの異常が発生しています。 


一 Management Console を使用して、ディスクの使用状況を磕認してください。 
いずれかのディスク使用率が、90%を超えている場合、対処が必要です。 

一 Management Console を使用して、ネットワークの利用状況を確認してくだ 
さい。正常の値に対して、異常/破棄/超過のいずれかが10%を超える場合は、 
対処が必要です。 

一暴走しているプ□セスがない場合、 Web サーバのアクセス状況を調べてくだ 
さい。本装置へのアクセスが集中している場合、本装置をもう一台導入する 
ことを橫討してください。 

[?1 ブラウザアプリケーションから設定した変更内容に更新されていな し、 

一設をを変更したら、[設定]をクリックして、変更を有効にしてください。 

[?] ウィンドウのサイズを変更したり、リ□ー ドしたりするとトップ画面に戻ってしまう 

一 Netscape をブラウザとして使用している場合、 Netscape の設定によっては、 
ウィンドウのサイズを変えたり、リ□ー ドしたりするとトップ画面に戻るこ 
とがあります。 

[?] れ D や telnet 、 ssh ヴーバでの Login に失敗ずる 

n □グインユーザをは正しく設をしていますか？ 

-> 仮想ドメインでの□グインをは「ユーザーを@グループを」、もし<は「ユー 
ザーを@ドメインを」のいずれかを指定します。実ドメインユーザーの場合 
は、単純に「ユーザーを」を指をしてください。 
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[?1 ドメイン情報追加時に r 指定されたグループをは、ずでに/ etc/grouD に登録されてし、 

まず。」とエラー表ちが出る 

n 既存のグループをと同じを称で設定していますせんか？ 

- 既存のグループをと同じを称は使用できません。 

n システム登録されているグループをと同じを前を使用していませんか？ 

ーシステム登録されているグループを ( ftp 、 root 、 bin など)は登録できません。 
異なるグループをを使用してください。 

[?1 0 S のシステムエラーび発生した場合 

ーシステムにアクセスできず、本体のディスクアクセスが長く続く場合はシス 
テムエラ ー （パニック)が発生している可能性があります。パニック発生時には 
ダンプが採取され、その後自動的にシステムが再起動されます。また、システ 
ム再起動時にシステムエラーの発生が ESMPRO / ServerAgent により横化され 
ます。 

システムエラーの障害調査には/ va 「/ c 「 ash 配下のファイルすべてと/ var / log / 
messages ファイル、および ksyms - a 〕 マンドを実行して、その結果をファイ 
ルに化力したものを探取する必要があります。採取の方法は、管理 PC (コン 
ソール）から障害発生サーバに□グインし、障害発生サーバから FTP で情報 
を採取します。 / va 「/ c 「 ash 配下のファイルは最大1世代保持し、システムエ 
ラー（パニック）が発生するたび、自動的に更新されます。事前に削除した 
い場合は、 / va 「/ c 「 ash 配下の127.0 .0.1 で始まるディレクトリ毎削除してくだ 
さい（他のファイルは削除しないでください）。 

[?1 本化の電源び自動的に OFF になった 

n 装置の温度が高くなりすぎた可能性があります。通気が妨げられていないか確認 

し、装置の温度が下がってから再起動してください。それでも電源が OFF になる場 

合は、保守サービス会社に連絡してください。 

[?1 起動完了ビープ音び定期的に何度も鳴る 

n 一度電源を OFF にして、再起動してみてください。それでも、起動完了ビープ音が 

走:期的に鳴る場合は保守サービス会社に連絡して < ださい。 

[?1 管理 PC に画面が表ちされなし、 

□ DianaScope で正しく設定していますか？ 

ーミ付の 「 EXPRESS 目 UILDER DVD 」 にある 「 DianaScope オンラインド羊ュ 
メント」を参照して正しく設定してください。それでも表示できない場合は、 
保守サービス会社に連絡してください。 

[?1 フ□ッピーディスクにアクセス（読み込み、または書き込みが）できない 

n フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットしていますか？ 

- フ□、ソピーディスクドライブに「カチ、ソ」と音がするまで磕実に差し a んで 
ください。 

n 書き込み禁止にしていませんか？ 

ーフ□、ソピーディスクのライトプ□テクトスイ、ソチを「書き込み巧」にセット 
してください。 
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[?] 内蔵デバイスやか付けデバイスにアクセスできない（または正しく動作しなし、) 

n ケーブルは正しく接続されていますか？ 

ーインタフェースケーブルや電源ケーブル（コード）が確実に接続されている 
ことを確認してください。また接続順摩が正しいかどうか確認してください。 

n 電源 ON の順番を間違っていませんか？ 

一外付けデバイスを接続している場合は、外付けデバイス、本装置の順に電源 
を ON にします。 

n ドライバをインス I -ールしていますか？ 

一接続したオプションのデバイスによっては専用のデバイスドライバが必要な 
ものがあります。デバイスに添付のマニュアルを参照してドライバをインス 
卜ールしてください。 

[?] DVD / CD - ROM にアクセスでさなし、 

n 光ディスクドライブのトレーに磕実にセットしていますか？ 

ートレーに確実にセットされていることを磕認してください。 

[?1 光ディスクドライブの回輯音び大きし、 

n いったん、 DVD / CD-ROM を取り化し、再度 DVD / CD-ROM をセットし直してくだ 
さい。 

一光ディスクドライブのオートバランス機構を再度機能させることで、回転音 
をおさ元ます。 


インストール/初期導入設定用ディスクの作成について 

何らかのエラーによりインストール/初期導入設を用ディスクを作ぶできない場合の確認事項 
と対処方法について説明します。 

[?] 巧のページに進めない 

n を入力項目が正し<ないと次のページに進めません。 

- 必要な項目が正しく入力されていることを確認してください。 

[?] rrxxxj の項目び入力されていません J と表示される 

n rxxx 」 で示された項目に正しい値を入力していますか？ 

一 正しく入力してください。 

新しい管理者パスワードを入力する場合は変更前の管理者パスワードをパス 
ワードの項目に入力する必要があります。化荷状態では、同捆の別紙「管理 
者用パスワード」に記載してある値に設定されています。 

[?] r ホスト名 （ FQDN ) の項目は FQDN のお式で入力してください。」と表ちされる 

n FQDN の形式で入力していますか？ 

最初の文字はアルファべ、ソトと数字 （A 〜 Z または a 〜 Z または〇〜 9) でなけれ 
ばなりません。2文字目ム(降はアルファベットと数字、八イフン、およびピリ 
オド （A 〜 Z または a 〜 Z または〇〜 9 または-または.）でなければなりません。 
ピリオド し ) を必ず含んだ省略のないドメインをを入力してください。 









368 障害時の対処 


[?1 rrxxxj の項目に不正な IP アドレスが入力されていまず」と表ちされる 

n 「 XXX 」で示された項目に正しい値を入力していますか？ 

一正しい IP アドレスを入力してください。 


EXPRESSBUILDER について 

EXPRESSBULDER から起動できない場合は、次の点について確認してください。 

[?] 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD か！5本装置を起動できない 


ーシステム目 IOS の起動デバイスが正しく設をされていない可能性があります。 
正しく設をできているか確認してみてください。 


一 POST を実行中に 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD をセットし、再起動しないと 
エラー メッセ ー ジが表示されたり、 0 S が起動したりします。 

オートランで起動するメニューについて 

[?1 オンラインドキュメントび読めない 

n Adobe Reader が正しくインス I ルされていますか？ 

-オンラインド车ュメントの文書の一部は、 PDF ファイル形式で提供されてい 
ます。あらかじめ Adobe Reader をインストールしておいてください。 

n 使用している os は 、 WindowsXP SP 2 ですか？ 

一 SP 2 にてオンラインド羊ュメントを表示しようとすると、ブラウザ上に下 
のような情報バーが表示されることがあります。 

「セ羊ュリティ保護のため、コンピュータにアクセスできるアクティブコンテ 
ンツは表示されないよう 、 Internet Explorer で制限されています。オプション 
を表示するには、ここをクリックしてください..」 

この場合、 W 下の手順にてド车ュメントを表示させてください。 

(1) 情報バーをクリックする。 

ショートカットメニューが現れます。 

(2) ショートカットメニューから、「ブ□ックされているコンテンツを許可」 
を選択ずる。 

「セ丰ュリティの警告」ダイア□グボックスが表示されます。 

(3) ダイア□グボックスにて「はい」を選択。 
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[?] メニューび表ちされない 

□ ご使用の 0 S は 、 Windows Vista ですか？ 

一 Windows Vis ねで実行した場合、 W 下のようなメッセージが表示されるとき 
があります。 

「認識できないプ□グラムがこのコンピュータへアクセスを要求しています。 
dispatcher . exe 」 

この場合、「許可する」をクリックして先へ進んでください。 

n ご使用の os は 、 Windows XPW 降、または Windows 2003 W 峰ですか？ 

一本プ□グラムは、 WindowsXPJU 降または Windows 2003降のオペレー 
ティ ングシステムにて動作させてください。 

一 Windows 2000の場合は、あらかじめ E 6.0をインストールしてください。 

n < Shif わ羊一を押していませんか？ 

一く5わげわ车一を押しながらディスクをセットすると、オートラン機能が车ャン 
セルされます。 

n os の状態は問題ありませんか？ 

ーレジストリ設をやディスクをセットするタイミングによっては、メニューが 
起動しない場合があります。そのような場合は、エクスプ□ーラから「マイ 
コンピュータ」を選択し、セットした光ディスクドライブのアイコンをダブ 
ルクリックしてください。 

[?1 メニュー頂目がグレイアウトされている 

n ご使用の環境は正しいですか？ 

一実行するソフトウェアによっては、管理者権限が必要だったり、本装置上で 
動作することが必要だったりします。適切な環境にて実行するようにしてく 
ださい。 

[?] メニューが巧語で表ちされる 

n ご使用の環境は正しいですか？ 

ーオペレーティングシステムが英語バージョンの場合、メニューは英語で表示 
されます。日本語メニューを起動させたい場合は、日本語バージョンのオペ 
レーティングシステムにて動作させてください。 


システム 診断-保守 ツールについて 


システム診断や保守ツールの実行中にエラーメッセージや警告メッセージが表示された場合 
は、速やかに保守サービス会社までエラーやメッセージの内容を連絡し、保守を依頼してくだ 
さい。 
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ESMPR 0 について 

[?1 ESMPR 0 で思うように監視できない-動作しなし、 

-> 本体に添付の DVD にあるオンラインド羊ユメントを参照してください。本体 
にインストールされている ESMPRO / ServerAgent については、添付の「パ、ソ 
クアツプ DVD - ROM :/ nec / doc / 500 / esnnp 「 o . sa / use 「 s _ v 42. pdf 」 を参照して 
ください。 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「については 、 「EXPRESSBUILDER 
DVD 」 内にあります 。 「EXPRESSBUILDER DVD 」 を Windows マシンにセツ 
卜すると自動的にメニューが表示されます。メニューからオンラインド羊ュ 
メントを選択してください。 


RAID システム、 RAID コント□-ラについて 

RAID システムを構成している本体装置がうまく動作しないときや、管理ユーティリティが正 
しく機能しないときは次の点について確認してください。また、該当する項目があったとき 
は、処理方まじしたがった操作をして<ださい。 

[?1 OS をインス I ^ールできない 

n RAID コント□ーラのコンフィグレーションを行いましたか？ 

一 WebBIOS を使って正しくコンフィグレーションしてください。 

[?1 OS を起動できなし、 

n RAID コント□ーラの目 I 0 S 設定が変更されていませんか？ 

一 WebBIOS を使って正しく設定してください。 

n POST で RAID コント□ーラを認識していますか？ 

一 RAID コント□ーラが正しく接続されていることを認識してから電源を on にし 
てください。 

一正しく接続していても認識されない場合は、 RAID コント□ーラの故障が考え 
られます。契約されている保守サービス会社、または購入された販売店へ連 
絡してください。 

[?1 リビルドびできなし、 

n リビルドする八ードディスクドライブの容量が少なくありませんか？ 

一 故障した八ードディスクドライブと同じ容量の八ードディスクドライブを使 
用してください。 

[?1 オートリビルドびできなし、 

n 八ードディスクドライブを交換（ホットスワップ）するときに十分な時間をあけま 
したか？ 

ーオートリビルドを機能させるためには、八ードディスクドライブを取り化し 
てから取り付けるまでの闇に90秒じ(上の時間をあけてください。 

[?] 八ードディスクドライブが Fail になった 


契約されている保守サービス会社または購入された販売店へ連絡してくださ 
い。 
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システム情報の確認 


システムの情報をチェックしてみてください。 

システムのパフォーマンスや負荷状ミ兄は、クライアントマシンの Web ブラウザからチェック 
することができます。詳しくは4章をご覧ください。 

さらに詳しいチェックをする場合は、 ESMPRO / ServerManager 、 ServerAgent を使用しま 
す。詳しくは5章またはオンラインドキュメントを参照してください。 





372 移動と保管 


装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


移動と保管 


本体を移動-保管するときは次の手順に従ってください C 



A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 


などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 


明をご覧ください。 

A 

参 

1人で持ち上げない 

参 

中途半端に取り付けない 

参 

指を挟まない 


参 

高温ま意 


フ□アのレイアウト変更など大掛かりな作業の場合はお買い上げの販売 
店または保守サービス会社に連絡してください。 

J \- ドディスクドライブに保存されている大切なデータはバックアップ 
をとつておいて < ださい。 

J \- ドディスクドライブを内蔵している場台は A — ドディスクドライブ 
に衝撃を与えないようにを意して本体を移動させてください。 

再度、運用ずる際、内蔵機器や本体を正しく動作させるためにも室温を 
保てる場所に保管することをお勧めしまず。 

装置を保管する場合は、保管環境条件（温度：-10で〜己日で、湿度： 
20%〜80%)を守って保管してください（ただし、結露しないこと)。 


1 . 本体にディスクやフ□ッピーディスクをセットしている場合は取り出す。 

2. クライアントマシンの Web ブラウザからシステムのシャットダウン処理をして電 
源を日 FF ( P 日 WER ランプ消灯）にする。 

3. 本体に接続している電源コードをコンセントから抜く。 

4. 本体に接続しているケーブルをすべて取り外す。 

己.本体をラックに搭載している場合は、2章を参照して本体をラックから取り出す。 

なるベ<複数をで行うことをお勤めします。 


警告 


池® 戀 
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6. 本体に傷がついたり、衝撃や振動を受けたりしないようしっかりと姻包する。 


W-0 輸送後や保管後、装置を再び運用する場合は、運用の前にシステム時計の確 
認•調整をしてください。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みび生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守ヴービス会社に保守を依頼してくださし、。 
本装置および、内蔵型のオプション機器は、寒い場所か5暖かい場所に急に持 
ち込むと結露び発生し、そのまま使用ずると誤作動や故障の原因となります。 
装置の移動後や保管後、再び運用する場合は、使用環境に十分なじませてか5 
お使いください。 
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ユーザーヴポート 

アフターサービスをお受けになる前に、保証およびサービスの内容について確認してくださ 
い。 


巧証にごいて 


本装置には『保証書』が添付されています。『保証書』は販売店で所を事項を記入してお渡し 
しますので、記載内容を磕認のうえ、大切に保管してください。保証期間中に故障が発生した 
場合は、『保証書』の記載内容にちとづき無償修理いたします。詳し<は『保証書』およびこ 
の後の「保守サービスについて」をご覧ください。 

保証期闇後の修理についてはお買い求めの販売店、最寄りの弊社または保守サービス会社に連 
絡してください。 


• 轉社製於が（ヴードパーティ）の製品、または薛社び認定していない装 

置 3 置やインタフェースケーブルを使用したために起きた装置の故障につい 

ては、その責任を負いかねますのでご了承ください。 

• 本体に、製品のお式、 SERIAL No. (号機番号)、定格、製造業者名、 
製造国び明記された銘板び貼ってあります。販売店にお問い合わせする 
際にこの内容をお伝えください。また銘板の製造番号と保証書の保証蚕 
号び一致していませんと、保証期間内に故障した場合でも、保証を受け 
5れないことびありますのでご確認ください。万一違う場合は、販売店 
にご連絡ください。 


銘板 
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修埋に出される前に 


r 故障かな？」と思ったら、下の手順を行ってください。 

1 . 電源コードおよび他の装置と接続しているケーブルが正しく接続されていることを 
確認します。 

2. 「障害時の対処 （3 目1ページ)」を参照してください。該当する症状があれば記載 
されている処理を行ってください。 

3. 本装置を操作するために必要となるソフトウエアが正しくインストールされている 
ことを確認します。 

W 上の処理を行ってちなお異常があるときは、無理な操作をせず、お買い求めの販売店、最寄 
りの弊社または保守サービス会社にご連絡ください。その際にサーバのランプの表示やディス 
プレイ装置のアラーム表示もご磕認ください。故障時のランプやディスプレイによるアラーム 
表示は修理の際の有用な情報となることがあります。保守サービス会社の連絡先については、 
付録 B 「保守サービス会社網一覧」をご覧ください。 

なお、保証期闇中の修理は必ず保証書を添えてお申し込み<ださい。 


W-0 この装置は日本国内仕様のため、轉社の海が拠点で修理することはできませ 
Bra ん。ご了承ください。 


修埋に出される時は 


修理に化される時は次のものを用意してください。 
n 保証書 

n クライアントマシンの Web ブラウザに表示されたメッセージのメモ 
n 障害情報（ネットワークの接続形態や障害が起きたときの状況） 
n 本体•周辺機器の記録 


補修用部品について 


本装置の補修用部品の最低保有期闇は、製造打ち切り後5年です。 
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巧巧ヴービスにごいて 


保守サービスは NEC の保守サービス会社、および弊社が認定した保守サービス会社によっての 
み実施されますので、純正部品の使用はもちろんのこと、技術力においてもご安ムの上、ご都 
合に合わせてご利用いただけます。 

なお、お客様が保守サービスをお受けじなる際のご相談は、弊社営業担当または代理店で承っ 
ておりますのでご利用ください。保守サービスは、お客様に合わせて2種類用意しております。 

保守ヴービスメニュー 


契約保守サービス 

お客様の障害コールにより優先的に技術者を派遣し、修理にあたります。この保守方式は、 
装置に応じた一定料金で保守サービスを実施させていただくもので、お客様との間に維持 
保守契約を結ばせていただきます。さまざまな保守サービスを用意していまず。詳しくは 
この後の説明をご覧 < ださい。 

未契約修理 

お客様の障害コールにより、技術者を派遣し、修理にあたりまず。保守または修理料金は 
その都度精算ずる方式で、作業の内容によって異なります。 


弊せでは、お客様に合わせてさまざまな契約保守サービスを用意しております。 



m 


• サービスを受けるためには事前の契約び必要でず。 

• サービス料金は契約する日数/時間帯により異なります。 


J \- ドウエアメンテナンスヴービス 

維持保守 

を期的な点橫により障害を予防します。（定期予防保守） 

また、万一障害発生時には保守技術者がすみやかに修復します。（緊急障害復旧) 


出張修理 

障害発生時、保守技術者が化張して修理します。（緊急障害復旧) 


エクスプレス通報サービス 

ご契約の期間中、お客様の本体を監視し、障害（アレイディスク縮退、メモリ縮退、温度異常 
等）が発生した際に保守拠点からお客様に連絡します。お客様への連絡時間帯は、月曜日〜金 
曜日午前9:00〜午後5:00です。 

「八ードウエアメンテナンスサービス」または「マルチベンダ H / W 統括サービス」を契約され 
たお客様は無償でこの保守サービスをご利用することができます。 

(お申し込みには「申込書」び別途必要です。 P ぶ売店、当社営業担当にお申し付けください。） 
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オプションヴービス 

下記のオプションサービスちございますのでご利用ください。 


基本ヴポートサービス 

Express 5800シリーズの InterSec シリーズを対象に、運用する中で生じる疑問やトラブル対 
応といったニーズにお応えするために、下のサービスを提供します。 

• インストールされているソフトウエアに関する電話 - FAX • 電子メールじよる問合せ対 
応(運用支援、障害解ま支援） 

• FAQ などの情報提供（間い合わせをする回数によってソフトウエアサポートサービス 
(5)、または (20) をお求めください。） 

W 下のサービスは提供する NEC 販売店により、を称、内容が異なる場合がございますので、お 
磕かめの上、ご用命ください。なお、じ(下のサービスは NEC フィールディング（株）が提供す 
るちのです。 


マルチベンダ H / W 統括ヴービス 

マルチベンダ製品（本製品 + SI 仕入製品*)で構成されるクライアント-サーバ-システムに対 
し、下記の形態による修理を行います。 


維持保守形態 

定期予防保守と、障害発生機器の切り分け、緊急障害復旧を巧いまず。 

出張保守形態 

障害発生機器の切り分け、緊急障害復旧を行います。 

引取り保守形態 

障害発生機器の切り分け、取かし、引取り、持帰り、調査、修理をし、完了後に取付け、 

動作確認、修理内容報告、引ミ度しを行います。 

頭り保守形態 

お客様が送付された故障品を修理し、完了後にご返送します。 


SI 仕入製品とは ••• 

NEC が他社から仕入れ、責任をもってお客様に納入させていただく他社製品のことでず。 


LAN マルチベンダ保守サービス 

他社製品を含むマルチベンダで構成される LAN 機器（ルータ - HUB • ブリッジなど）につい 
て、障害原因の切り分けとお客様が選んだ保守方式じよる障害修復を行います。クライアント 
およびサーバは、本メニュー対象外です。 

NEC 製の LAN 機器は化張修理を行います。 

他社製品の LAN 機器についても、シングルウインドウでその障害修復（センドバック、予備機 
保守など、お客様が選んだ保守方式による）までをフォ□一します。 


LAN • ネットワーク監視サービス 

お客様が準備した LAN •ネットワーク監視装置を使用し、 INS 回線経由で監視します。サービ 
ス内容はネ 、ソ トワークノー ドの障害監視から、性能監視、構成監視まであります。サービス曰 
時は、24時間‘365日まで9パターンから選択できます。監視の結果は毎月報告書を発行しま 
す。修理は八ードウ エア メンテナンスサービスで対応します。 
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情報ヴービスにごいて 


本製品に関するご質問-ご相談は「ファーストコンタクトセンター」でお受けしています。 

《電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

ファーストコンタクトセンター 
TEL 03-3455-5800 (イ戈表） 

受付時間/9:00〜12:00、13:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

お客様の装置本体を監視し、障害が発生した際に保守拠点からお客様に連絡ずる「エクスプレ 
ス通報サービス」の申し込みに関するご質問-ご相談は「エクスプレス受付センター」でお受 
けしています。 

《電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

エクスプレス受付センター 
TEL 01 20-22-3042 

受付時間/9:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

インターネットでも情報を提供しています。 

http://nec8.com/ 

『8番街』：製品情報、 Q & A など最新 Express 情報満載！ 

http://club.express.nec.co.jp/ 

『Club Express ] : [Club Express 会員』への登録をご案内しています。 Express 5800 
シリーズをご利用になる上で役立つ情報サービスの詳細をご紹介しています。 

http://www.fielclin 呂 .co.jp/ 

NEC フイールデイング（株）ホームぺージ：メンテナンス、ソリューシヨン、用品、 
施設工事などの情報をご紹介しています。 
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付録 A 



項目 

Express 已800 /MW 已〇 Of 

N 8100 -1461 

CPU 


デュアルコア InteP Xeon ® プ□セ、ソサー 


ク□ック周波数 

1.86 GHz 

二次キ巾ッシュ 

6 MB 

搭載可能 CPU 数 
(標準搭載数） 

2(1) 個 

エクステンテ'ッド-メモリ64 
テクノ日シ 

対応 

チップセット 

Intel ® 500 0 P (1333 MHz ) 

メモリ*1 


ECC 付き DDR 2-667 FB - DIMM . x 4/ x 8 SDDC 機能がき 


標準 

2 GB (1 GB X 2 枚） 

最大 

4 GB 

補助記憶 
装置 

A - ドテ''ィスク 
ドライフ'' *2 

標準： 219.6 G 目 (73.2 GB X 3 ( RAIDS )) 

内蔵最大： 1.8 TB (300 GB X 6) 

ホ、ソトプラグ：対応 

光テ''ィスクドライ7 

標準： CD - RW / DVD - ROM * 3装置 

( DVD : 3倍速 U 上、最大8倍速 CD : 10倍速^上、最大24倍速） X 1 

フ□ツピ-テ''ィスクドライフ'' 

標準： 3.5 インチ USB フ□、ソピーディスクドライブにモード対応） x 1 

3.5 イン巧、、ハ、、イスへ、、イ 
〔空き] 

1[1] 

拡張ス□ット〔空き] 

フルハイト □-プ□ファイル 

(標準装備）： 3ス□、ソト （標準装備）： 3ス□、ソト 

PCI EXPRESS ( x 8 レーン） X 1[1] PCI EXPRESS ( x 8 レーン） X 1[1] 

64ビット PCI-X (100 MHz ) X 2[2] PCI EXPRESS ( x 4 レーン） X 2[1] 

RAID コント□ーラ 

( N 8 103-1 17巧当内蔵）標準搭載 

標準インタフェース 

RS -232 C 規格準拠シリアルポート（前面 x 1 、背面 X 1[いずれも D - sub 9 ピン ]) x 2、 

1 000 BASE - T ( 1 0 OBASE - TX / 1 0 BASE-T 対応 )LAN コネクタ （ RJ -45) x 2、 

100目 ASE - TX /10 BASE - T 対応管理用 LAN コネクタ （ RJ -45) x 1 

冗長電源 

対応（オプション、ホットプラグ対応） 

冗長ファン 

対応（オプション、ホットプラグ対応） 

外形寸法 ( WxDxH ) 

445 X 722 X 88 mm * 4 

質量（最大） 

21 kg (31 kg ) 

電源 

二極並行アース付きコンセント x 1( AC 100/ 200 V ± 1096、 50/60 Hz + 1 Hz ) 

温度/湿度条件 

動作時：温度： 10 〜 35 で/湿度 :2 日〜80% (ただし、結露しないこと） 

保管時：温度:-10〜55で/湿度:20〜80% (ただし、結露しないこと）* 5 


* 1 8 GB 増設メモリボードを4セツト U 上搭載する場合は拡張ス□、ソトへの PCI カード搭載は1枚まで。 

*2 ハ-ドディスクドライブの容量表記は 1 GB 二100が B 換算値です。 1 GB 二1024 3 B 換算のものとは表記上同容量 
でも、実容量は少なくなりまず。 

*3 ライティングソフトウエアは添付されていません。 

*4 突起物/フロントべゼルを含んだ場合は 483 mm X 887 mm x 88 mm 。 

*5 低温または高温で保管した場合、システム時計の時刻が現在時刻から大きくずれる場合があります。なおシステ 
ム時計に高い精度が求められる場合には、タイムサーバ （ NTP サーバ）の運用を推奨します。 
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付録己保守ヴービスを社網一覽 


NEC Express 5800シリーズ、および関連製品のアフターサービスは、お買い上げの弊社販売 
店、最寄りの弊社または NEC フィールディング株式会社までお問い合わせください。下記に 
NEC フィールディングのサービス拠点所在地一覧を示します。 

優付時間： AM 9:00 〜 PM 5:00 ±曜日、日曜日、祝祭日を除く） 

次のホームページにち最新の情報が記載されています。 

http://www.fieldin 呂 .co.jp/ 

このほか、弊社販売店のサービス網がございます。お買い上げの販売店にお問い合わせくださ 
い。 

トラブルなどじついてのお問い合わせは下記までご連絡ください（電話番号のおかけ間違いじ 
ごを意ください)。その他のお問い合わせについては、下表を参照してください。 

【IT 機器の修理窓□】 

修理受付センター（全国共通） 01 20- 日3目-111(フリーダイヤル） 

携帯電話をご利用のお客様 0570-064-21 1(通話料お客さま負担） 


2008年1月現在 


都道府県名 

拠点名 

電話番号 

郵便番号 

所在地 

化ミ毎道 

札幌支店 

011-221-3705 

060-0042 

札幌市中央区大通西 4-1 新大通ビル 9 F 

東札幌営業所 

011-833-8640 

003-0001 

札幌市白石区東札幌1条1了目6番33号 

訓路営業所 

0154-32-7100 

085-0816 

訓路市錦巧 5-3 王、ソ輪ビル 2 F 

旭川支店 

0166-24-2098 

070-0033 

旭川市兰条通9 了目左1号明治安田生命旭川ビル 1 F 

オホーツク 

営業所 

0157-25-7520 

090-0024 

化見市化四条東 3-1-1 富±义災化見ビル 3 F 

苦ル牧営業所 

0144-36-3846 

053-0022 

苦ノ」けた市王子巧 3-2-23 朝日生命苦ル牧ビル 2 F 

室蘭営業所 

0143 -46-3 180 

050-0083 

室蘭市東巧 2-24-4 石井第5ビル 3 F 

函館支店 

0138-54-5642 

040-0001 

函館市五穆郭巧 1-14 五穆郭114ビル 3 F 

道ま支店 

0155-25-4892 

080-0013 

帯広市西王条南 10-32 日本生命帯広駅前ビル 5 F 

ル樽営業所 

0134 -24-5685 

047-0036 

ル樽市長橋 3-4-14 

青森 

青森支化 

017-735-8501 

030-0802 

青森市本巧 1-2-20 住ち生命青森柳巧ビル3 F 

八戸営業所 

0178-44-4354 

031-0081 

八戸市柏崎 1-10-2 八戸第一生命ビル1 F 

弘前営業所 

0172-34-9083 

036-8002 

弘前市駅前 2-2-2 弘前第一生命ビル 1 F 

岩手 

盛岡支店 

019-635-3011 

020-0866 

盛岡市本宮 3-13-20 

一関営業所 

0191 -25-6531 

021-0041 

一関市赤获字月巧 218-2 

宮城 

仙台支店 

022-292-1900 

983-0852 

仙台市宮城野区檔岡 3-4-18 タカノボル22ビル 4 F 

秋田 

秋田支店 

018-863-7938 

010-0951 

秋田市山王 1-3-29 

山形 

山形支店 

023 -631-3502 

990-2445 

山形市南栄巧 3-6-34 

鶴岡営業所 

0235-25-8386 

997-0013 

鶴岡市道形巧 23-31 山庄ビル1階 

米が営業所 

0238-24-1418 

992-0027 

米が市駅前 3-5-22 かなつビル1 F 

福島 

報山支店 

024-938-5209 

963-8022 

報山市西ノ内 22-13 

福島支店 

024-536-3703 

960-8074 

福島市西中央五了目6番1号 

いわき営業所 

0246-28-8371 

970-8034 

いわき市平上荒川字お巧 34-1 

会津若松営業所 

0242-28-7624 

965-0818 

会津若お市東千石 2-1-45 

茨城 

鹿島営業所 

0299 -82-4860 

314-0014 

鹿嶋市光3住友金属構内 

つ < ば支店 

029-860-2000 

305-0821 

つ < ば市春日 3-22-8 

水戸支店 

029-257-1860 

310-0911 

水戸市見巧 3-575-3 

栃木 

宇都宮支店 

028-632-8140 

321-0954 

宇都宮市元今泉 2-7-6 

ル山営業所 

0285-21-1495 

323-0807 

ル山市城ま 1-14-12 ウェルストン1ビル 1 F 







































ィ寸録 3 Q 1 


都道府県名 

拠点名 

電話番号 

郵便番号 

所在地 

群馬 

群馬支店 

027-255-5461 

371-0855 

前橋市問屋巧 2-4-3 NF 3 ビル 4 F 

太田営業所 

0276-45-0666 

373-0853 

太田市浜巧 58-24 

埼玉 

さいたま化支店 

048-660-1881 

331-0812 

さいたま市：!ヒ区宮原巧 2-85-5 

熊谷営業所 

048-527-0597 

360-0036 

熊谷市桜木巧 1-1-1 秩父鉄道熊谷ビル 4 F 

さいたま南支店 

048-859-7360 

338-0832 

さいたま市お区西堀 8-21-35 カタヤマビル 3 F 

川越支店 

04-2955-7695 

350-1331 

狭山市新狭山 2-1 1-10 

越谷営業所 

048-978-9500 

343-0042 

越谷市千間台東 1-7-25 エムケービル 1 F 

千葉 

千葉支店 

043-221-7660 

260-0843 

千葉市中央区末広 1- に-15 

成田営業所 

0476-22-5390 

286-0044 

成田市不動ヶ岡 2152-2 成田旭ビル 1 F 

君津営業所 

0439-55-7278 

299-1144 

君津市東お田 1-3-2 京葉君津ビル 3 F 

船橋支店 

047-434-1611 

273-00 に 

船橋市浜巧 2-1-1 6らぽ一と兰井ビル 7 F 

柏支店 

04-7135-2400 

277-0827 

柏市お葉巧 2-5-1 

印西営業所 

0476-46-4250 

270-1352 

巧西市大塚 1-9 

千葉ニュータウンエネルギーセンター1階 

東京 

東京中央支店 

03-3431-9191 

105-0012 

港区ち大門 2-5-5 住ちち大門ビル 3 F 

大支化 

03-3764-0007 

140-0013 

品川区南大井 6-25-3 ビリーヴ大森ビル 8 F 

王田支店 

03-3452-6168 

108-0073 

港区兰田 1-4-28 王田国際ビル 1 F 

渋谷支店 

03-5458-3341 

150-0032 

渋谷区誦谷巧2番3号 COMS (コムス） 2 F 

新宿支店 

03-5155-7810 

169-0072 

新宿区大义保 1-3-21 新宿 TX ビル 6 F 

日本橋支店 

03-3297-0783 

104-0032 

中央区八了堀 4-5-8 KDX 八了堀ビル2 • 3 F 

ミエ東支店 

03-3649-3230 

135-0016 

江東区東陽 2-2-20 住友不動産東陽駅前ビル 1 F 

秋葉原支店 

03-5821-2474 

111-0052 

台東区柳橋 2-19-6 秀巧柳橋ビル 8 F 

足立営業所 

03-3888-7151 

に 0-0034 

足立区千住 1-11-2 カーニープレイス千住 7 F 

神田支店 

03-3233-2411 

101-0064 

千代田区猿楽巧 2-7-8 住友水道橋ビル 8 F 

ま京流通サービ 
ス部 

03-5459-6051 

150-0032 

渋谷区誦谷巧2番3号 COMS (コムス） 2 F 

立川支店 

042-527-2527 

190-0022 

立川市錦巧 2-4-6 住ち生命立川ビル 3 F 

ル金井支店 

042-385-7666 

184-0013 

ル金井市前原巧 5-9-7 

神奈川 

神奈川支店 

045-314-7625 

220-0004 

横ミ兵市西区化幸 2-8-4 横浜西 □ KN ビル1 1 F 

横須賀営業所 

046-827-3188 

238-0004 

横須賀市ル川巧 14-1 二、ソセイ横須賀センタービル 1 F 

川崎営業所 

044-244-1083 

210-0011 

J 11崎市 j 11崎区富±見1 -6-3 TOKICO 事務棟ビル 3 F 

巧模支店 

042-746-6111 

228-0803 

巧模原市巧模大野 7-1-6 巧模大野第一生命ビル 4 F 

厚木支店 

046-225-0411 

243-0018 

厚木市中巧四了目 16-21 プ□ミティあつぎビル5階 

平塚支店 

0463-21-4777 

254-0035 

平塚市宮の前 1-2 あいおい損保平塚第ービル 2 F 

藤が営業所 

0466-22-0204 

251-0055 

藤が市南藤が 17-10 コア消南田村ビル1 F 

玉川支店 

044 -8 14- 1551 

213-0002 

J 11崎市高津区二子 5-1-1 高津ノークプラザビル 4 F 

山梨 

甲府支店 

055-226-7564 

400-0858 

甲府市巧生 2-3-16 三井住ちミ毎上甲府ビル 3 F 

富±吉田営業所 

0555-23-9515 

403-0005 

富±吉田市上吉田3726ヤマナシ文具センタービル 1 F 

長野 

松本支店 

0263-27-7070 

399-0033 

松本市笛賀6096 -1 

岡谷営業所 

0266-24-4870 

394-0031 

岡谷市田中巧 2-8-5 岡谷サンプラザビル4階 

長野支店 

026-224-0050 

380-0824 

長野市南石堂巧に93長栄南石堂ビル 1 F 

上田営業所 

0268-27-6336 

386-0032 

上田市諷訪形 5-1 豊成ビル 5 F 

飯田営業所 

0265-53-7043 

395-0815 

飯田市松尾常盤台 73- 10 

新漏 

新漏支店 

025-243-2315 

950-0986 

新漏市中央区神道寺南 2-4-15 

長岡営業所 

0258-35-5217 

940-0034 

長岡市福住 2-3-6 ル林石油ビル 

富山 

田 山支ィ占 

076-442-2605 

930-0004 

富山市桜橋通り 1-18 住ち生命富山ビル 1 F 

黒部営業所 

0765-54-0447 

938-0031 

黒部市王日市字新光寺1880 -1 

高岡営業所 

0766-25-4212 

933-09 に 

高岡市丸の内 1-4 日高岡商エビル 8 F 

石川 

金が支店 

076-223-3188 

920-0864 

金が市高岡巧 1-39 住ち生命金が高岡巧ビル 1 F 

ル松営業所 

0761-24-3782 

923-0926 

ルネ公市竜助巧36ル松東京ミ毎上日動ビルディング 3 F 

"t 尾営業所 

0767-54-0298 

926-0801 

た尾市昭和巧5 1-2 

福井 

福井支店 

0776-54-6637 

918-8206 

福井市化四ツ居巧518 

岐阜 

東ミ農営業所 

0572-55-4578 

509-5132 

±岐市泉巧大富26 1-8 

岐阜支店 

058-275-8801 

500-8367 

岐阜市宇佐南 3-4-7 




























































382 付録 


都道府県名 

拠点名 

電話番号 

郵便番号 

所在地 

静岡 

静岡支店 

054 -202-6 に0 

422-8061 

静岡市駿河区森下町 1-35 静岡 MY タワー 2 F 

富±営業所 

0545-64-6735 

416-0944 

富±市横割1 - 1 7-24 FC ビル 2 F 

沼津支店 

055-973-6001 

411-0906 

駿東那清水巧八幡 88-1 

浜松支店 

053-466-0205 

435-0047 

浜お市原島巧111 

掛川営業所 

0537-23-2181 

436-0056 

掛川市中央 1-4-2 タウンビル 3 F 

愛巧 

さ!古屋中央支店 

052-264-7525 

460-0007 

を古屋市中区新栄 2-28-22 NEC を古屋ビル 5 F 

さ!古屋東支店 

052-264-7581 

460-0007 

さ!古屋市中区新栄 2-28-22 NEC を古屋ビル 5 F 

を古屋西支店 

052-264-7561 

460-0007 

さ!古屋市中区新栄 2-28-22 NEC を古屋ビル 5 F 

さ!古屋南支店 

052-694-1031 

457-0862 

さ)古屋市南区内田橋 1-8-5 了ー トライフ-タケセイ 1 F 

半田営業所 

0569-22-2762 

475-0903 

半田市出□巧 1-130-1 森田ビル 4 F 

ル牧支店 

0568-75-5594 

485-0029 

ル牧市中央 1-271 大垣共立銀行ル牧支店ビル 4 F 

岡崎営業所 

0564-23-5020 

444-0044 

岡崎市康生通南 3-5 住ち生命岡崎第ニビル 1 F 

豊橋営業所 

0532-55-3063 

440-0084 

豊橋市下地巧瀬上83 

ゴ可支店 

0565-34-1168 

471-0034 

豊田市ルお本巧 1-5-3 朝日生命新豊田ビル 3 F 

兰重 

兰重支店 

日朗 -227- 1622 

514-0042 

津市新巧 3-2-1 

四日市営業所 

0593 -51-042 己 

510-0075 

四日市市安島 1-5-10 KOSCO 四日市西浦ビル 2 F 

滋賀 

滋賀支店 

077-525-3156 

520-0043 

大津市中央 4-5-4 目 K ビル 

彥根営業所 

0749-24-1784 

522-0073 

彥根市旭町 8-20 

東お江営業所 

0748-25-0680 

527-0022 

東お江市八日市上之巧 2-7 ウイング八日市 3 F 

京都 

京都支店 

日 75-8 に-5800 

604-8804 

京都市中京区壬生巧城巧 24-1 古川勘ビル 4 F 

福巧山営業所 

0773-23-6287 

620-0942 

福巧山市駅南巧 3-6 竹下駅南ビル 2 F 

亀岡営業所 

0771-25-7320 

621-0805 

亀岡市安町中皇 1-2 スカイビル 7 F 

大阪 

本巧支店 

06-6264-2810 

541-0053 

大阪市中央区本巧 2-1-6 巧筋本巧センタービル 6 F 

大阪支店 

06-6264-2828 

541-0053 

大阪市中央区本巧 2-1-6 巧筋本巧センタービル 6 F 

淀川支店 

06-6305-5444 

532-0011 

大阪市淀川区西中島 1-11-16 住ち商事淀川ビル 3 F 

千里支店 

日 6-6835-00 17 

560-0083 

豊中市新千里西巧 1-2-2 住ち商事千里ビル南館 2 F 

東大阪支店 

0729-24-6780 

581-0803 

八尾市光町1 -6 1嶋野-住ち生命ビル 7 F 

南大阪支店 

072-223-8595 

590-0075 

巧市巧区南花田□巧 2-3-20 
住ち生命排東ビル南館 4 F 

兵庫 

豊岡営業所 

0796-24-0331 

668-0043 

豊岡市お巧 15-1 幸栄ビル 1 F 

神戸支店 

078-332-5431 

650-0031 

神戸市中央区東巧126神戸シルクセンタービル 3 F 

姫路支店 

079-289-2684 

670-0948 

姫路市化条宮の巧113 

奈良 

奈良支店 

0742-36-1161 

630-8001 

奈良市ま華寺巧 219-1 

僵原営業所 

0744-23-6240 

634-0813 

僵原市四条巧 277-1 シエ-ホーム-ヤマ 2 F 

和歌山 

和歌山支店 

073-428-3222 

640-8154 

和歌山市六番了5和歌山第一生命ビル 

鳥取 

鳥取営業所 

0857-25-6322 

680-084 己 

鳥取市富安 2-159 义本ビル 4 F 

米す営業所 

0859-22-8280 

683-080 己 

米子市西福原 2-1-1 YNT 第10ビル2階 

島根 

山陰支店 

0852-21-0988 

690-0049 

す公江市袖師巧 2-38 NKT ビル 7 F 

浜田営業所 

0855-22-6092 

697-0033 

浜田市朝日巧 70-5 朝日第2ビル 1 F 

岡山 

岡山支店 

086-246-9606 

700-0976 

岡山市辰己 19-102 

倉敷営業所 

086-426-1371 

710-0057 

倉敷市昭和 2-4-6 住ち生命倉敷ビル 2 F 

津山営業所 

0868-31-2821 

708-0023 

津山市大手巧 6-8 城南ビル 4 F 

広島 

J ム島支店 

082-248-4222 

730-0042 

広島市中区国泰寺巧 2-5-11 西橋屋ビル 4 F 

吳営業所 

0823 -21-5 に9 

737-0051 

吳市中央 1-6-9 センタービル吳駅前 6 F 

東広島営業所 

0824-22-641 1 

739-0015 

東広島市西を栄巧 10-27 栄巧ビル 2 F 

福山営業所 

084-931-8907 

720-0973 

福山市延広巧 1-2 明治安田生命福山駅前ビル 8 F 

山 □ 

山□支店 

083-973-1858 

754-0011 

山□市ル報御幸巧 4-9 山陽ビルル報 1 F 

山□周防営業所 

0833-44-1621 

744-0011 

下す公市西豊井 1375-3 

岩国営業所 

0827-22-9534 

740-0018 

岩国市麻里布巧 1-5-26 岩国通運ビル 2 F 

下関営業所 

0832-57-2939 

751-0877 

下関市秋根東巧 8-10 トワムールエクスビル 3 F 

徳島 

徳島支店 

088 -622 -に70 

770-0852 

徳島市徳島巧 2-19-1 あいおい損保徳島第ービル 4 F 

香川 

高松支店 

087-833-1708 

760-0008 

高お市中野巧 29-2 住ち生命高松パークビル 7 F 

丸亀営業所 

0877-23-8563 

763-0034 

丸亀市大手巧 3-5-18 ジブラルタ生命丸亀ビル 7 F 




























































付録 383 


都道府県名 

拠点名 

電話番号 

郵便番号 

所在地 

愛媛 

ネ公山支店 

089 -945-4 145 

790-0878 

ネ公山市勝山巧 1-19-3 青木第ービル5 F 

八幡浜営業所 

0894-23-0173 

796-0010 

八幡浜市江戸岡1了目 4-6 江戸岡ビル 2F 

宇和島営業所 

0895 -24- 1471 

798-0032 

宇巧島市恵美須巧 2-4- 14井上ビル 

今治営業所 

0898-31-5741 

794-0063 

今治市片山 1-2-20 

新居浜営業所 

0897-34-4772 

792-0003 

新居浜市新田巧 3-2 新居浜ビル 5F 

川之江営業所 

0896-58-6208 

799-0113 

四国中央市妻鳥巧1010番地8共和ビル102号室 

高巧 

高巧支店 

088-873-8851 

780-0870 

高巧市本巧 4-2-40 二、ソセイ高巧ビル3階 

福岡 

福岡支店 

092-472-2853 

812-0004 

福岡市博多区履田 2-3-27 STS 第ニビル 3F 

化九州支店 

093-522-0581 

802-0014 

化九州市ル倉化区砂津 1-5-34 ル倉興産23号館 4F 

飯塚営業所 

0948-24-0919 

820-0066 

飯塚市大字幸袋 526-1 福岡ソフトウてアセンター 2F 

义留米営業所 

0942-44-5298 

839-0809 

义留米市東合川 2-4-29 

大牟田営業所 

0944-51-2655 

836-0843 

大牟田市不知义巧 2-7-1 中島物産ビル 5F 

佐賀 

佐賀支店 

0952 -31-9301 

849-0937 

佐賀市鍋島 3-2- 19 

佐賀西営業所 

0954-22-6567 

843-0022 

武雄市武雄巧大字武雄5014 -1 東洋リーセントビル 5F 

唐津営業所 

0955-75-0745 

847-0861 

唐津市二夕す 1-17-6 サンライズビル 1-2 号室 

長崎 

長崎支店 

095-820-0525 

850-0032 

長崎市興善巧 6-5 興善イーストビル4階 

佐世保営業所 

0956 -34-38 11 

857-1161 

佐世保市大塔巧 1266-24 

諫早営業所 

0957-23-0471 

854-0016 

諫早市高城巧 5- 10諫早商工会館 5F 

五島営業所 

0959-75-0876 

853-0033 

五島市木場巧252番地8 F ビル1 F 

熊本 

熊本支店 

096-383-6777 

862-0925 

熊本市保田達本巧 1-40 

大分 

大分支店 

097-503-2555 

870-0921 

大分市获原 4-9-65 

中津営業所 

0979-23-1182 

871-0058 

中津市豊田巧 2-423- 10 6BILL5F 

宮崎 

宮崎支店 

0985-27-4477 

880-0806 

宮崎市広島 1-18-7 大同生命宮崎ビル 9F 

延岡営業所 

0982-35-7545 

882-0847 

延岡市旭町 3-1-1 

旭化成ネットワークス（株）本社棟 1F 

都城営業所 

0986-23-4821 

88己-0021 

都城市平ミI巧13街区15富±义災海上保険ビル 3F 

鹿児島 

鹿児島支店 

099-285-2266 

890-0062 

鹿児島市与次郎 2-4-35 KSC 鴨池ビル1 F 

出水営業所 

0996-62-8922 

899-0202 

出水市昭和巧 13-1 第二丸义ビル 2F 

沖縄 

沖縄支店 

098-876-2788 

901-2132 

浦添市伊祖 2-7-1 1 
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用語解説 


ソフトウエアに関する用語について解説します。 

anonymous FTP 

FTP (File Transfer Protocol ) の利用 
方法のひとつで、 FTP サーバをイン 
ターネット上で公開し、誰でも使用で 
きるようにしたもの。利用者は特をの 
アカウントを持たない匿をでもサーバ 
じアクセスすることができる。 

BIOS (Basic Input/Basic Output) 

基本的な入化力を行うプ□グラムのこと。 

CGI (Common Gateway interface; 

Web サーバの HTML 文書から外部プ□グ 
ラムを呼び出すための仕掛け。 Web サー 
バ機能をさまざまな用途に掘張できる。 

CIDRCCIassless Inter-Domain Routing) 

クラスを使わない IP アドレスの割当 
と、経路情報の集成を行う技術です。 

DHCP(Dynamic Host Configuration 
Protocol) 

ネットワークに接続されたを端末は IP 
アドレス、 DNS サーバなど、各種の設 
をを行う必要がある。 

これらに関する情報を DHCP サーバに 
登録しておくと、 LAN ポートに接続さ 
れた機器の設定を DHCP サーバが自動 
的に行う。 

DNS (Domain Name System) 

ネットワーク上のマシンのを前と IP ア 
ドレスを相互に変換するシステム。 

覚えにくい IP アドレスを使わずに、マ 
シンをであるドメインを （ 例えば 
www . nec . co . jp ) を使って通信を巧能に 
する。 

DNS ソフトウエアはネームサーバとリ 
ゾルバと呼ばれる二つの機能を持つ。 

ネームサーパは、ドメインネームと IP 
アドレスを管理するデータベースにア 
クセスし、マシンをと IP アドレスを変 
換する機能を持つ。 

リゾ J レバはクライアントの要求に応じ 
て、ネームサーバに間い合わせを行う 
機能である。代表的な DNS ソフトウエ 
アに、巨 IND がある。 


Ethernet ( 一「イーサネット」） 

FQDN(Fully Qualified Domain Name) 

TCP / IP ネットワーク上で、ドメインを 
やサブドメインを、ホストをを省略せ 
ずにすべて指をした記述形式のこと。 

FTP (File Transfer Protocol) 

TCP / IP ネットワークでファイルを転 
送するために使われるプ□トコル、ま 
たはプ□グラムを指す。 FTP でファイ 
ルを転送するには、通常はユーザーを 
とパスワードが必要であるが、 
anonymous (匿名)の意晰という ユー 
ザーをで、誰でち使用できる FTP サー 
パもあり、これは 、 anonymous FTP 
サーバと呼ばれる。 

HTML(Hyper Text Markup Language) 

Web サーバで公開する情報を記述する 
ための言語。文字や画像を結び合わせ 
た八イパーテキスト文書を作成でき 
る。 

HTML を記述するには、文書の論理構 
造を、タグと呼ぶ記号を使って示さな 
ければならないが、現在は HTML を簡 
単に作成するツールが数多く存在して 
いる。 Web ブラウザは、 Web サーバ上 
にある HTML ファイルを実際に表示す 
るソフトウェアである。 Web サーバに 
アクセスするには 、 URL (ユニフォーム 
リソース□ケータ）、例えば rh 啼:// 
www . nec . co . jp /」 を指定する。 

HTTP (Hyper Text Transfer Protocol) 

Web サーバと Web ブラウザがファイル 
などの情報をやり取りするためのプ □ 
トコル。 

IP(lnternet Protocol) 

ネットワーク闇でのデータの中継経路 
を巧をするためのプ〇トコル。通信プ 
□トコルの体系において、 TCP と IP は 
非常に重要なので、これら二つを合わ 
せて TCP / IP とも呼ばれる。 
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IP (Internet Protocol ) アドレス 

TCP / IP 通信においてネットワーク上 
のを端末の位置を特をするために使用 
される32ビットのアドレス。通常は8 
ビットずつ4つに区切って〇〜255.0〜 
255.0〜255.0〜255という10進数の 
数字列で表される。ルータは IP アドレ 
スを複数持つ。 

例）130.158.60 .5 

LAN (Local Area Network) 

同ーフ□アーや敷地内の比較的ルさな 
規模のネットワークのことをいう。 

Linux 

Linus Torvalds 巧を中ノこ、に、世界中の 
開発者がインターネットを利用して、 
ネ目互に協力しながら開発-保守してい 
る UNIX 互換 0 S 。 

Management Gonsol 白 

Web ブラウザを利用した本装置のシス 
テム設定ツールのさ)称。 Web-based 
Management Console の略称として 
WbMC と表記することもある。 

MIME (Multipurpose Internet Mail 
Extention) 

インターネットを介してさまざまな 
データを送るための拡張仕様。 

PING(Packet InterNet Groper) 

ある端末から他の端末への接続が正常 
に行えるかどうかを試験するプ□グラ 
ム。 

POP (Post Office Protocol) 

TCP / IP のアプリケーションプ□トコ 
ルの一つで、クライアントがサーバか 
らメールを取得するときに用いられる 
プ〇トコル。 

SMTP (Simple Mail Transfer Protocol) 

TCP / IP のアプリケーションプ□トコ 
ルの一つで、電子メールの配送のため 
のプ〇トコル。 

SS し (Secure Socket Layer) 

Web サーバが信頼できるものかの認証 
を行ったり、 Web ブラウザのフォーム 
から送信する情報を暗号化するために 
用いられる技術。 SSL を用いるには、 
Web サーバに秘密鍵と証明書を設定す 
る必要がある。証明書はベリサインな 


どの認証局に署をしてもらうものと、 
自己署をのちのがあるが、前者を用い 
るとサーバ認証と暗号化が、後者を用 
いると暗号化のみが有効になる。 

TCP(Transmission Control Protocol) 

事実上インターネット標準となってい 
る TCP / IP プ□トコルの基礎をなすプ 
□トコ ル。 IP の上位プ □トコ ルとして 
位置づけられ、 IP がコネクションレス 
型の配送サービスだけを提供するのに 
対して、 TCP はコネクション型の配送 
サービスを提供す る。 

TCP/IP(Transmission Control 

Protocol/Internet Protocol) 

インターネットの標準通信プ□トコ 
ル。 TCP を IP はそれぞれ固有のプ□卜 
コルをだが、一般に UDP ( Use 「 

Datagram Protocol ) などを含めたプ〇 
トコル群を TCP / IP と総称することが 
多し、 

TCP を使う代表的なネットワーク機能 
には、 HTTP 、 FTP などが、 友る。 UDP 
を使う代表的なネットワーク機能に 
は、 DNS などがある。 

Telnet(Telecommunication Network) 

TCP / IP で接続されたコンピュータに 
遠隔地から□グインするためのサービ 
ス、またはプ□グラムを指す。インター 
ネットに接続された特定のコンピュー 
夕じ接続し、そのコンピュータを遠隔 
操作する目的で使われるちの。 

イーヴネット (Ethernet) 

米ゼ□、ソクスせ、米 DEC 社、米インテ 
ルせの3社が共同開発した LAN のを称。 

インターネット 

ほぼ全世界にまたがるコンピュータ 
ネットワークの集合体。元々は 、 UNIX 
の LAN を相互接続することで形成され 
たきた。現在ではパソコン LAN とも接 
続しており、巨大な通信インフラと 
なった。 

インターネットへの接続じは、専用線 
による IP 接続、ダイヤルアップ接続な 
どの方法がある。 

イントラネット 

インターネットの技術を企業内の通信 
基盤に取り入れた形態。 
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クライアント 

ネットワークにおいてサーバに対し、 
情報の提供などの何らかのサービスを 
要求し、その返答を受ける機器または 
アプリケーションの総称。 

ヴーパ 

ネットワークにおいてクライアントじ 
対し、何らかのサービスを提供する機 
器のことをいう。提供するサービスご 
とじ、ファイルサーバ、 DNS サーバと 
いったを称で呼ばれる。 

サブネット 

IP アドレスの範囲内で管理者は自分の 
管理するネットワークをサブネットマ 
スクを使用して、いくつかのルネット 
ワークに分割することができる。こう 
してできたルネットワークを、サブ 
ネットと呼ぶ。 

ヴブネットマスク 

IP アドレスにはネットワークの情報と端末 
の情報が含まれているが、 IP アドレスのう 
ちどこまでがネットワークの情報で、どこ 
からが端末の情報かを識別するために 
用意されているちの。 

IP アドレス同様に〇〜255.0〜 255.0 〜 
255.0〜255という10進数の数字列で 
表される。また、これの値で管理者はサ 
ブネットを設をすることができる。例え 
ば、サブネットマスク 
は、8ビットの2進数では 
11111111 . 11111111 . 11111111.00000000 
となる。 IP アドレス192.168.60 .5 のうち 
1で覆われている部分がネットワークを、 
0の部分がネットワーク内の端末を表す。 
この場合、192.168.60 .0 がネットワーク 
を、5はその中の端末のことを表す。 

システム運用管理 

構築したシステムが円滑に稼働するよ 
う継続的に保守を行っていくこと。 

八ードやソフトの障害をお化して復旧 
する障害対策、八ードの配置やディス 
クの空き容量を管理する構ぶ管理、卜 
ラフィ、ソクやプ□セスの使用率を管理 
する性能管理、パスワードやアクセス 
権を制御するセキュリティ管理などが 
ある。 


デフオルトゲートウェイ 

IP パケットを他のネットワークへ転送 
するときじ使用する回送先。接続して 
いるネットワーク上じないホスト 
(ルータを超えた他のホスト）とのデー 
夕の送受信をする際に複雑な経路制御 
を特定のホストに任せる方式において 
「特定のホスト」のことをデフォルト 
ゲートウェイと呼ぶ。 

ドメイン 

大規模なネットワークを論理的なグ 
ループに分割して、個々のコンピュー 
夕や ユーザーを 識別.管理するための 
概念。 

インターネットの世界では、 IP アドレ 
スに対応して付けられるを前の範囲を 
ドメインと呼ぶ。 IP アドレスとドメイ 
ンをは DNS サーバが対応づける。 LAN / 
WAN の世界では 、 Windows NT サーバ 
などのネットワーク管理単位をドメイ 
ンと呼ぶ。 

ネームヴーバ 

ネットワーク内でユーザー名)やコン 
ピュータをに関ずる情報を提供する 
サーバ。代表的なものとして DNS サー 
バなどがある。 

パケット 

LAN や通信回線を介して、デジタル 
データを伝送する際に、データをある 
一を長の固まりに区切って、宛先など 
の情報を加えたもの。 

パケットフィルタリング 

パケットに含まれた送信元などの情報 
を基に、そのパケットを通過させてよ 
いかどうかの選別を行うセ车ュリティ 
の手段。 

フアイアウ オール 

インターネットと LAN との間に配置す 
ることでデータ通信を管理し、外部か 
らの不正アクセスから内部のネット 
ワークを保護するシステムや役割をさ 
す。 

ブラウザ 

複数のデータやファイルを整理して表 
示し、そこからユーザが必要な情報を 
選択できるようじするソフトウェアの 
総称。 
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プ□キシ 

インターネット環境で、クライアント 
からの要求を受けると、クライアント 
に代わってサーバにアクセスし、サー 
バから受け取ったデータをクライアン 
卜に転送するソフトウエア。 

クライアントが気ががかずに動作する 
場合を特に、透過プ□车シと呼ぶ。 

セ丰ュリティの向上と、ネットワーク 
負荷の集中を避ける（车ャ、ソシング機 
能の)ために使用される。 

プロトコル 

ネットワークを介してデータを巧換す 
るための取り巧め。通信規約。 
通信ケーブルの種類などの物理的な規 
定から、アプリケーションプ□グラム 
へのデータの受け渡し方法の規定ま 
で、さまざまなレベルのプ□トコルが 
ある。 


プ□バイダ 

商用インターネット接続サービス業者 
のこと。正式には、インターネットサー 
ビスプ□バイダ ( ISP )。 

ポー ト番号 

TCP や UDP で通信ネ目手を特定:するため 
に用いられる識別子。 


ホスト名 

ネットワーク全体の管理、または制御 
を行うコンピュータに付けられたを 
前。 

ルータ 

複数のネットワークを相互に接続する 
ための通信装置の1つ。 

インターネットは TCP / IP を使うネッ 
トワーク同±がルータで結ばれた巨大 
なネットワークである。 

□グ 

コンピュータの利用状況やデータ通信 
の記録をとること。またはその記録を 
指す。 

操作や データの 送受信が行われた日時 
と行われた操作の内容や送受信された 
データの中身などが記録される。 
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The BSD Copyright 


Copyright © 1991, 1992, 1993, 1994 

The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the fol¬ 
lowing conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following dis¬ 
claimer. 

2. 民 edis 枉 ibutions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following acknowledgement: 
This product includes software developed by the University of California, Berkeley and its contributors. 

4. Neither the name of the University nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products 
derived from this software without specific prior written permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS リ AS IS" AND ANY EXPRESS 
OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MER¬ 
CHANTABILITY AND FITNESS FORA PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT 
SHALL THE REGENTS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, 
SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PRO¬ 
CUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS 
INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, 
STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT 
OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 



GNU GENERAL PUBLIC LICENSE 
Version 2, June 1991 


Copyright (C)1989, 1991 Free Software Foundation, Inc. 

59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA 
Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of this license document, but changing it is not allowed. 

Preamble 

The licenses for most software are designed to take away your freedom to share and change it. By contrast, the 
GNU General Public License is intended to guarantee your freedom to share and change free software-to make sure 
the software is free for all its users. This General Public License applies to most of the Free Software Foundation's 
software and to any other program whose authors commit to using it. (Some other Free Software Foundation software 
is covered by the GNU Library General Public License instead.) You can apply it toy our programs, too. 

When we speak of free software, we are referring to freedom, not price. Our General Public Licenses are designed 
to make sure that you have the freedom to distribute copies of free software (and charge for this service if you wish), 
that you receive source code or can get it if you want it, that you can change the software or use pieces or it in new 
free programs; and that you know you can do these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid anyone to deny you these rights or to ask you to sur¬ 
render the rights. These restrictions translate to certain responsibilities for you if you distribute copies of the soft¬ 
ware, or if you modify it. 

For example, if you distribute copies of such a program, whether gratis or for a fee, you must give the recipients all 
the rights that you have. You must make sure that they, too, receive or can get the source code. And you must show 
them these terms so they know their rights. 

We protect your rights with two steps:(l) copyright the software, and (2) offer you this license which gives you legal 
permission to copy, distribute and/or modify the software. 

Also, for each author's protection and ours, we want to make certain that everyone understands that there is no war¬ 
ranty for this free software. If the software is modified by someone else and passed on, we want its recipients to know 
that what they have is not the original, so that any problems introduced by others will not reflect on the original 
authors' reputations. 


Finally, any free program is threatened constantly by software patents. We wish to avoid the danger that redistribu¬ 
tors of a free program will individually obtain patent licenses, in effect making the program proprietary. To prevent 
this, we have made it clear that any patent must be licensed for everyone's free use or not licensed at all. 

The precise terms and conditions for copying, distribution and modification follow. 



GNU GENERAL PUBLIC LICENSE 

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND MODIFICATION 


0. This License applies to any program or other work which contains a notice placed by the copyright holder saying 
it may be distributed under the terms of this General Public License. The "Program", below, refers to any such pro¬ 
gram or work, and a "work based on the Program" means either the Program or any derivative work under copyright 
law: that is to say, a work containing the Program or a portion of it, either verbatim or with modifications and/or 
translated into another language. (Hereinafter, translation is included without limitation in the term "modification".) 
Each licensee is addressed as "you". 

Activities other than copying, distribution and modification are not covered by this License; they are outside its scope. 
The act of running the Program is not res 枉 icted, and the output from the Program is covered only if its contents con¬ 
stitute a work based on the Program(independent of having been made by running the Program). Whether that is true 
depends on what the Program does. 

1.You may copy and distribute verbatim copies of the Program's source code as you receive it, in any medium, pro¬ 
vided that you conspicuously and appropriately publish on each copy an appropriate copyright notice and disclaimer 
of warranty; keep intact all the notices that refer to this License and to the absence of any warranty; and give any 
other recipients of the Program a copy of this License along with the Program. 

You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you may at your option offer warranty protection 
in exchange for a fee. 


2. You may modify your copy or copies of the Program or any portion of it, thus forming a work based on the Pro¬ 
gram, and copy and distribute such modifications or work under the terms of Section 1 above, provided that you also 
meet all of these conditions: 

a) You must cause the modified files to carry prominent notices stating that you changed the files and the date of 
any change. 

b) You must cause any work that you distribute or publish, that in whole or in part contains or is derived from 也 e 
Program or any part thereof, to be licensed as a whole at no charge to all tnird parties under the terms of this 
License. 

c) If the modified program normally reads commands interactively when run, you must cause it, when started run¬ 
ning for such interactive use in the most ordinary way, to print or display an announcement including an appropri¬ 
ate copyright notice and a notice that there is no warranty (or else, saying that you provide a warranty) and that 
users may redistribute the program under these conditions, and telling the user how to view a copy of this License. 
(Exception: if the Program itselr is interactive but does not normally print such an announcement, your work 
based on the Program is not required to print an announcement.) 

These requirements apply to the modified work as a whole. If identifiable sections of that work are not derived from 
the Program, and can be reasonably considered independent and separate works in themselves, then this License, and 
its terms, do not apply to those sections when you distribute them as separate works. But when you distribute the 
same sections as part of a whole whicn is a work based on the Program, the distribution of the whole must be on the 
terms of this License, whose permissions for other licensees extend to the entire whole, and thus to each and every 
part regardless of who wrote it. 

Thus, it is not the intent of 出 is section to claim rights or contest your rights to work written entirely by you; rather, 
the intent is to exercise the right to control the distribution of derivative or collective works based on the Program. 

In addition, mere aggregation of another work not based on the Program with the Program(or with a work based on 
the Program) on a volume of a storage or distribution medium does not bring the other work under the scope of this 
License. 

3. You may copy and distribute the Program (or a work based on it, under Section 2) in object code or executable 
form under the terms of Sections 1 and 2 above provided that you also do one of the following: 

a) Accompany it with the complete corresponding machine-readable source code, which must be distributed under 
the terms of Sections 1 and 2 above on a medium customarily used for software interchange; or, 

b) Accompany it with a written offer, valid for at least three years, to give any third party, for a charge no more 
than your cost of physically performing source distribution, a complete machine-readable copy of the correspond¬ 
ing source code, to be distributed under the terms of Sections 1 and 2 above on a medium customarily used for 
software interchange; or, 

c) Accompany it with 出 e information you received as to the offer to distribute corresponding source code. (This 
alternative is allowed only for noncommercial distribution and only if you received the program in object code or 
executable form with such an offer, in accord with Subsection b above.) 



The source code for a work means the preferred form of the work for making modifications to it. For an executable 
work, complete source code means all the source code for all modules it contains, plus any associated interface defi¬ 
nition files, plus the scripts used to control compilation and installation of the executable. However, as a special 
exception, the source code distributed need not include anything that is normally distributed (in either source or 
binary form) with the major components (compiler, kernel, and so on) of the operating system on which the execut¬ 
able runs, unless that component itself accompanies the executable. 

If distribution of executable or object code is made by offering access to copy from a designated place, then offering 
equivalent access to copy the source code from the same place counts as distribution of the source code, even though 
third parties are not compelled to copy the source along with the object code. 


4. You may not copy, modify, sublicense, or distribute the Program except as expressly provided under this License. 
Any attempt otherwise to copy, modify, sublicense or distribute the Program is void, and will automatically terminate 
your rights under this License. However, parties who have received copies, or rights, from you under this License 
will not have their licenses terminated so long as such parties remain in full compliance. 

5. You are not required to accept this License, since you have not signed it. However, nothing else grants you per¬ 
mission to modify or distribute the Program or its derivative works. These actions are prohibited by law if you do not 
accept this License. Therefore, by modifying or distributing the Program (or any work based on the Program), you 
indicate your acceptance of this License to do so, and all its terms and conditions for copying, distributing or modify¬ 
ing the Program or works based on it. 

6. Each time you redistribute the Program (or any work based on the Program), the recipient automatically receives 
a license from 也 e original licensor to copy, distribute or modify the Program subject to these terms and conditions. 
You may not impose any further restrictions on the recipients' exercise of the rights granted herein. You are not 
responsible for enforcing compliance by third parties to this License. 

7. If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent inmngement or for any other reason (not limited 
to patent issues), conditions are imposed on you (whether by court order, agreement or otherwise) that contradict the 
conditions of this License, 也 ey do not excuse you from the conditions of this License. If you cannot distribute so as 
to satisfy simultaneously your obligations under this License and any other pertinent obligations, then as a conse¬ 
quence you may not distribute the Program at all. For example, if a patent license would not permit royalty-free 
redistribution of the Program by 

all those who receive copies directly or indirectly through you, then the only way you could satisfy both it and tms 
License would be to refrain entirely from distribution of the Program. 

If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any particular circumstance, the balance of the 
section is intended to apply and the section as a whole is intended to apply in other circumstances. 

It is not 出 e purpose of 出 is section to induce you to inrrmge any patents or other property right claims or to contest 
validity of any such claims; this section has the sole purpose of protecting the integrity of the free software distribu¬ 
tion system, which is implemented by public license practices. Many people have made generous contributions to the 
wide range of software distributed through that system in reliance on consistent application of that system; it is up to 
the author/donor to decide if he or she is willing to distribute software through any other system and a licensee cannot 
impose that choice. 

This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be a consequence of the rest of this License. 


8. If the distribution and/or use of the Program is restricted in certain countries either by patents or by copyrighted 
interfaces, the original copyright holder who places the Program under this License may add an explicit geographical 
distribution limitation excluding those countries, so that distribution is permitted only in or among countries not thus 
excluded. In such case, this License incorporates the limitation as if written in the body of this License. 

9. The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the General Public License from time 
to time. Such new versions will be similar in spirit to the present version, but may differ in detail to address new 
problems or concerns. 

Each version is given a distinguishing version number. If the Program specifies a version number of this License 
which applies to it and "any later version", you have the option of following the terms and conditions either of that 
version or of any later version published by the Free Software Foundation. If the Program does not specify a version 
number of this License, you may choose any version ever published by the Free Software Foundation. 

10. If you wish to incorporate parts of the Program into other free programs whose distribution conditions are differ¬ 
ent, write to the author to ask for permission. For software which is copyrighted by the Free Software Foundation, 
write to the Free Software Foundation; we sometimes make exceptions for this. Our decision will be guided by the 
two goals of preserving the free status of all derivatives of our free software and of promoting the sharing and reuse of 
software generally. 



NO WARRANTY 


11. BECAUSE THE PROGRAM IS LICENSED FREE OF CHARGE, THERE IS NO WARRANTY FOR THE 
PROGRAM, TO THE EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE STATED 
IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE THE PROGRAM "AS IS" 
WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIM¬ 
ITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FORA PARTICULAR 
PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO THE QUALITY AND PERFORMANCE OF THE PROGRAM IS WITH 
YOU. SHOULD THE PROGRAM PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY 
SERVICING, REPAIR OR CORRECTION. 

12. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN WRITING WILL ANY 
COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE THE PRO- 
GRAMAS PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY GENERAL, SPE¬ 
CIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO 
USE THE PROGRAM (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA OR DATA BEING RENDERED 
INACCURATE OR LOSSES SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES ORA FAILURE OF THE PROGRAM 
TO OPERATE WITH ANY OTHER PROGRAMS), EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 

END OF TERMS AND CONDITIONS 



How to Apply These Terms to Your New Programs 


If you develop a new program, and you want it to be of the greatest possible use to the public, the best way to 
achieve this is to make it free software which everyone can redistribute and change under these terms. 

To do so, attach the following notices to the program. It is safest to attach them to the start of each source file to 
most effectively convey the exclusion of warranty; and each file should have at least the "copyright" line and a pointer 
to where the full notice is found. 

cone line to give the program's name and a brief idea of what it does .〉 

Copyright (C)19yy <name of author 〉 

This program is free software; you can redistribute it and/or modify 
it under the terms of the GNU General Public License as published by 
the Free Software Foundation; either version 2 of the License, or 
(at your option) any later version. 

This program is distributed in the hope that it will be useful, 
but WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty of 
MERCHANTABILITY or FITNESS FORA PARTICULAR PURPOSE. See the 
GNU General Public License for more details. 

You should have received a copy of the GNU General Public License 

along with this program; if not, write to the Free Software 

Foundation, Inc., 59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA 


Also add information on how to contact you by electronic and paper mail. 

If the program is interactive, make it output a short notice like this when it starts in an interactive mode: 
Gnomovision version 69, Copyright (C)19yy name of author 

Gnomovision comes with ABSOLUTELY NO WARRANTY; for details type 'show w'. 

This is free software, and you are welcome to redistribute it 
under certain conditions; type 'show c' for details. 

The hypothetical commands 'show w' and 'show c' should show the appropriate parts of the General Public License. 
Of course, the commands you use may be called something other than 'show w' and 'show c'; they could even be 
mouse-clicks or menu items - - whatever suits your program. 

You should also get your employer (if you work as a programmer) or your school, if any, to sign a "copyright dis¬ 
claimer'' 1 or the program, if necessary. Here is a sample; alter the names: 

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the program 
'Gnomovision' (which makes passes at compilers) written by James Hacker. 

<signature of Ty Coon>,1 April 1989 
Ty Coon, President of Vice 

This General Public License does not permit incorporating your program into proprietary programs. If your program 
is a subroutine library, you may consider it more useful to permit linking proprietary applications with the library. If 
this is what you want to do, use the GNU Library General Public License instead of this License. 



GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE 
Version 2.1, February 1999 


Copyright (C)1991, 1999 Free Software Foundation, Inc. 

59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA 
Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of this license document, but changing it is not allowed. 

[This is the first released version of the Lesser GPL. It also counts as the successor of the GNU Library Public 
License, version 2, hence the version number 2.1.] 


Preamble 

The licenses for most software are designed to take away your freedom to share and change it. By contrast, the 
GNU General Public Licenses are intended to guarantee your freedom to share and change free software-to make 
sure the software is free for all its users. 

This license, the Lesser General Public License, applies to some specially designated software packages--typically 
libraries-of the Free Software Foundation and other authors who decide to use it. You can use it too, but we suggest 
you first think carefully about whether this license or the ordinary General Public License is the better strategy to use 
in any particular case, based on the explanations below. 

When we speak of free software, we are referring to freedom of use, not price. Our General Public Licenses are 
designed to make sure that you have the freedom to distribute copies of free software (and charge for 也 is service if 
you wish); that you receive source code or can get it if you want it; that you can change the software and use pieces of 
it in new free programs; and that you are informed that you can do these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid distributors to deny you these rights or to ask you to 
surrender these rights. These restrictions translate to certain responsibilities for you if you distribute copies of the 
library or if you modify it. 

For example, if you distribute copies of 也 e library, whether gratis or for a fee, you must give the recipients all 也 e 
rights that we gave you. You must make sure that they, too, receive or can get the source code. If you link other code 
with the library, you must provide complete object files to the recipients, so that they can relink them with the library 
after making changes to the library and recompiling it. And you must show them these terms so they know their 
rights. 

We protect your rights wi 也 a two-step method:(1)we copyright the library, and (2) we offer you this license, which 
gives you legal permission to copy, distribute and/or modify the library. 

To protect each distributor, we want to make it very clear that there is no warranty for the free library. Also, if the 
library is 

modified by someone else and passed on, the recipients should know that what they have is not the original version, 
so that the original author's reputation will not be affected by problems that might be introduced by others. 

Finally, software patents pose a constant threat to the existence of any free program. We wish to make sure that a 
company cannot effectively restrict the users of a free program by obtaining a restrictive license from a patent holder. 
Therefore, we insist that any patent license obtained for a version of the library must be consistent with the full free¬ 
dom of use specified in this license. 

Most GNU software, including some libraries, is covered by the ordinary GNU Ueneral Public License. This 
license, the GNU Lesser General Public License, applies to certain designated libraries, and is quite different from the 
ordinary General Public License. We use this license for certain libraries in order to permit linking those libraries 
into non-free programs. 

When a program is linked with a library, whether statically or using a shared library, the combination of the two is 
legally speaking a comDined work, a derivative of the original library. The ordinary General Public License therefore 
permits such linking only il the entire combination fits its criteria of freedom. The Lesser General Public License 
permits more lax criteria for limcing other code with the library. 

We call this license the "Lesser" Ueneral Public License because it does Less to protect the user's freedom than the 
ordinary General Public License. It also provides other free software developers Less of an advantage over compet¬ 
ing non-free programs. These disadvantages are the reason we use the ordinary General Public License for many 
libraries. However, the Lesser license provides advantages in certain special circumstances. 

For example, on rare occasions, there may be a special need to encourage the widest possible use of a certain library, 
so that it becomes a de-facto standard. To achieve this, non-free programs must be allowed to use the library. A more 
frequent case is that a free library does the same job as widely used non-free libraries. In this case, there is little to 
gain by limiting the free library to free software only, so we use the Lesser General Public License. 

In other cases, permission to use a particular library in non-free programs enables a greater number of people to use 
a large body of free software. For example, permission to use the GNU C Library in non-free programs enables many 
more people to use the whole GNU operating system, as well as its variant, the GNU/Linux operating system. 



Although the Lesser General Public License is Less protective of the users' freedom, it does ensure that 出 e user of a 
program that is linked with the Library has the freedom and the wherewithal to run that program using a modified ver¬ 
sion of the Library. 

The precise terms and conditions for copying, distribution and modification follow. Pay close attention to the differ¬ 
ence between a "work based on the library" and a "work that uses the library". The former contains code derived 
from the library, whereas the latter must be combined with the library in order to run. 



GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE 
TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND MODIFICATION 


0. This License Agreement applies to any software library or other program which contains a notice placed by the 
copyright holder or other authorized party saying it may be distributed under the terms of this Lesser General Public 
License (also called "this License"). Each licensee is addressed as "you". 

A "library" means a collection of software functions and/or data prepared so as to be conveniently linked with appli¬ 
cation programs (which use some of those functions and data) to form executables. 

The "Library", below, refers to any such software library or work which has been distributed under these terms. A 
"work based on the Library" means either the Library or any derivative work under copyright law: that is to say, a 
work containing the Library or a portion of it, either verbatim or with modifications and/or translated straightfor¬ 
wardly into another language. (Hereinafter, translation is included without limitation in the term "modification".) 

"Source code" for a work means the preferred form of the work for making modifications to it. For a library, com¬ 
plete source code means all the source code for all modules it contains, plus any associated interface definition files, 
plus the scripts used to control compilation and installation of the library. 

Activities other than copying, distribution and modification are not covered by this License; they are outside its 
scope. The act of running a program using the Library is not restricted, and output from such a program is covered 
only if its contents constitute a work based on the Library (independent of the use of the Library in a tool for writing 
it). Whether that is true depends on what the Library does and what the program that uses the Library does. 

1. You may copy and distribute verbatim copies of the Library's complete source code as you receive it, in any 
medium, provided that you conspicuously and appropriately publish on each copy an appropriate copyright notice 
and disclaimer of warranty; keep intact all the notices that refer to this License and to the absence of any warranty; 
and distribute a copy of this License along with the Library. 

You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you may at your option offer warranty protec¬ 
tion in exchange for a fee. 

2. You may modify your copy or copies of the Library or any portion of it, thus forming a work based on the Library, 
and copy and distribute such modifications or work under the terms of Section 1 above, provided that you also meet 
all of these conditions: 

a) The modified work must itself be a software library. 

b) You must cause the files modified to carry prominent notices stating that you changed the files and the date of 
any change. 

c) You must cause the whole of the work to be licensed at no charge to all third parties under the terms of this 
License. 


d) If a facility in the modified Library refers to a function or a table of data to be supplied by an application pro¬ 
gram that uses the facility, other than as an argument passed when the facility is invoked, then you must make a 
good tai 也 effort to ensure that, in the event an application does not supply such function or table, the facility still 
operates, and performs whatever part of its purpose remains meaningful. 


(For example, a function in a library to compute square roots has a purpose that is entirely well-defined indepen¬ 
dent of the application. Therefore, Subsection 2d requires that any application-supplied function or table used by 
this function must be optional ： if the application does not supply it, the square root function must still compute 
square roots.) 

These requirements apply to the modified work as a whole. If identifiable sections of that work are not derived from 
the Library, and can be reasonably considered independent and separate works in themselves, then tms License, and 
its terms, do not apply to those sections when you distribute them as separate works. But when you distribute the 
same sections as part of a whole whicn is a work based on the Library, the distribution of the whole must be on the 
terms of this License, whose permissions for other licensees extend to the entire whole, and thus to each and every 
part regardless of who wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your rights to work written entirely by you; rather, 
the intent is to exercise the right to control the distribution of derivative or collective works based on the Library. 


In adaition, mere aggregation of another work not based on the Library with the Library (or with a work based on the 
Library) on a volume of a storage or distribution medium does not bring the other work under the scope of this 
License. 



3. You may opt to apply the terms of the ordinary GNU General Public License instead of this License to a given 
copy of the Library. To do this, you must alter all the notices that refer to this License, so that they refer to the ordi¬ 
nary GNU General Public License, version 2, instead of to this License. (If a newer version than version 2 of the ordi¬ 
nary GNU General Public License has appeared, then you can specify that version instead if you wish.) Do not make 
any other change in these notices. 


Once this change is made in a given copy, it is irreversible for that copy, so the ordinary GNU General Public 
License applies to all subsequent copies and derivative works made from that copy. 

This option is useful when you wish to copy part of the code of the Library into a program that is not a library. 

4. You may copy and distribute the Library (or a portion or derivative of it, under Section 2) in object code or execut¬ 
able form under the terms of Sections 1 and 2 above provided that you accompany it with the complete corresponding 
machine-readable source code, which must be distributed under the terms of Sections 1 and 2 above on a medium 
customarily used for software interchange. 

If distribution of object code is made by offering access to copy from a designated place, then offering equivalent 
access to copy the source code from the same place satisfies the requirement to distribute the source code, even 
though third parties are not compelled to copy the source along with the object code. 

5. A program that contains no derivative of any portion of the Library, but is designed to work with the Library by 
being compiled or linked wi 也 it, is called a "work that uses 出 e Library". Such a work, in isolation, is not a derivative 
work of the Library, and therefore falls outside the scope of this License. 

However, linking a "work that uses the Library" with the Library creates an executaole that is a derivative of the 
Library (because it contains portions of 也 e Library), rather 也 an a "work that uses 也 e library". The executable is 
therefore covered by this License. Section 6 states terms for distribution of such executables. 

When a "work that uses the Library" uses material from a header file that is part of the Library, the object code for 
the work may be a derivative work of the Library even though the source code is not. 

Whether this is true is especially significant if the work can be linked without the Library, or if the work is itself a 
library. The threshold for this to be true is not precisely defined by law. 

If such an object file uses only numerical parameters, data structure layouts and accessors, and small macros and 
small inline functions (ten lines or less in length), then the use of the object file is unrestricted, regardless of whether 
it is legally a derivative work. (Executables containing this object code plus portions of the Library will still fall under 
Section 6.) 

Otherwise, if the work is a derivative of the Library, you may distribute the object code for the work under the terms 
of Section 6. Any executables containing that work also fall under Section 6, whether or not they are linked directly 
with the Library itself. 

6. As an exception to the Sections above, you may also combine or link a "work that uses the Library" with the 
Library to produce a work containing portions of the Library, and distribute that work under terms of your choice, 
provided that the terms permit modification of the work for the customer's own use and reverse engineering for 
debugging such moditications. 

You must give prominent notice with each copy of the work that the Library is used in it and that the Library and its 
use are covered by this License. You must supply a copy of this License. If the work during execution displays copy¬ 
right notices, you must include the copyright notice for 出 e Library among them, as well as a reference directing the 
user to the copy of this License. Also, you must do one of these things: 

a) Accompany the work with the complete corresponding machine-readable source code for the Library including 
whatever changes were used in the work (which must be distributed under Sections 1 and 2 above); and, if the 
work is an executable linked with the Library, with the complete machine-readable "work that uses the Library", 
as object code and/or source code, so that 出 e user can modify the Library and then relink to produce a modified 
executable containing the modified Library. (It is understood that the user who changes the contents of definitions 
files in the Library will not necessarily be able to recompile the application to use the modified definitions.) 

b) Use a suitable shared library mechanism for linking with the Library. A suitable mechanism is one that (1)uses 
at run time a copy of the library already present on the user's computer system, rather than copying library func¬ 
tions into the executable, and (2) will operate properly with a modified version of 也 e library, if 也 e user installs 
one, as long as the mo 幻 ined version is interface-compatiDle with the version that the work was made with. 

c) Accompany the work with a written offer, valid for at least three years, to give the same user the materials spec¬ 
ified in Subsection 6a, above, for a charge no more than the cost of performing this dis 任 ibution. 

d) If distribution of the work is made by offering access to copy from a designated place, offer equivalent access 
to copy the above specified materials from the same place. 


e) Verify that the user has already received a copy of these materials or that you have already sent this user a copy. 



For an executable, the required form of the "work that uses the Library" must include any data and utility programs 
needed for reproducing the executable from it. However, as a special exception, the materials to be distributed need 
not include anything that is normally distributed (in either source or binary form) with the major components (com¬ 
piler, kernel, and so on) of the operating system on which the executable runs, unless that component itself accompa¬ 
nies the executable. 

It may happen that 出 is requirement con 枉 adicts the license restrictions of other proprietary libraries that do not nor¬ 
mally accompany the operating system. Such a contradiction means you cannot use both them and the Library 
together in an executable that you distribute. 

7. You may place library facilities that are a work based on 也 e Library side-by-side in a single library together with 
other library facilities not covered by this License, and distribute such a combined library, provided that the separate 
distribution of the work based on the Library and of the other library facilities is otherwise permitted, and provided 
that you do these two things: 

a) Accompany the combined library with a copy of the same work based on the Library, uncombined with any 
other library facilities. This must be distributed under the terms of the Sections above. 

b) Give prominent notice with the combined library of 也 e fact that part of it is a work base 过 on the Library, and 
explaining where to find the accompanying uncombined form of the same work. 

8. You may not copy, modify, sublicense, link with, or distribute the Library except as expressly provided under this 
License. Any attempt otherwise to copy, modify, sublicense, link with, or distribute the Library is void, and will auto¬ 
matically terminate your rights under this License. However, parties who have received copies, or rights, from you 
under this License will not have their licenses terminated so long as such parties remain in full compliance. 

9. You are not required to accept this License, since you have not signed it. However, nothing else grants you per¬ 
mission to modify or distribute the Library or its derivative works. These actions are prohibited by law if you do not 
accept this License. Therefore, by modirymg or distributing the Library (or any work based on the Library), you indi¬ 
cate your acceptance of this License to do so, and all its terms and conditions for copying, distributing or modirymg 
the Library or works based on it. 

10. Each time you redistribute the Library (or any work based on the Library), the recipient automatically receives a 
license from the original licensor to copy, distribute, link with or modify the Library subject to these terms and condi¬ 
tions. You may not impose any further res 枉 ictions on the recipients' exercise of 也 e rights granted herein. You are not 
responsible for enforcing compliance by third parties with this License. 

11.If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent infringement or for any other reason (not limited 
to patent issues), conditions are imposed on you (whether by court order, agreement or otherwise) that contradict the 
conditions of this License, they do not excuse you from the conditions of this License. If you cannot distribute so as 
to satisfy simultaneously your obligations under this License and any other pertinent obligations, 出 en as a conse¬ 
quence you may not distribute the Library at all. For example, if a patent license would not permit royalty-free redis¬ 
tribution of the Library by all those who receive copies directly or indirectly through you, then the only way you 
could satisfy both it and tms License would be to refrain entirely from distribution of the Library. 

If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any particular circumstance, the balance of the 
section is intended to apply, and the section as a whole is intended to apply in other circumstances. 

It is not the purpose of this section to induce you to inrrmge any patents or other property right claims or to contest 
validity of any such claims; this section has the sole purpose of protecting the integrity of the free software distribu¬ 
tion system which is implemented by public license practices. Many people have made generous contributions to the 
wide range of software distributed through that system in reliance on consistent application of that system; it is up to 
出 e author/donor to decide il he or she is willing to distribute software through any other system and a licensee cannot 
impose that choice. 

This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be a consequence of the rest of this License. 

12. If the distribution and/or use of the Library is restricted in certain countries either by patents or by copyrighted 
interfaces, the original copyright holder who places the Library under this License may add an explicit geographical 
distribution limitation excluding those countries, so that distribution is permitted only in or among countries not thus 
excluded. In such case, this License incorporates the limitation as if written in the body of this License. 

13. The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the Lesser General Public License 
from time to time. Such new versions will be similar in spirit to the present version, but may differ in detail to 
address new problems or concerns. 

Each version is given a distinguishing version number. If the Library specifies a version number of tms License 
wnich applies to it and "any later version", you have the option of following the terms and conditions either of that 
version or of any later version published by the Free Software Foundation. If the Library does not specify a license 
version number, you may choose any version ever published by the Free Software Foundation. 



14. If you wish to incorporate parts of the Library into other free programs whose distribution conditions are incom¬ 
patible with these, write to the author to ask for permission. For software which is copyrighted by the Free Software 
Foundation, write to the Free Software Foundation; we sometimes make exceptions for this. Our decision will be 
guided by the two goals of preserving the free status of all derivatives of our free software and of promoting the shar¬ 
ing and reuse of software generally. 


NO WARRANTY 

15. BECAUSE THE し IBRARY 。 LICENSED FREE OF CHARGE, THERE IS NO WARRANTY FOR THE 
LIBRARY, TO THE EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE STATED 
IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE THE LIBRARY "AS IS" 
WITHOUT WARRANTY OF ANYKIND, EITHER EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIM¬ 
ITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FORA PARTICULAR 
PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO THE QUALITY AND PERFORMANCE OF THE LIBRARY IS WITH 
YOU. SHOULD THE LIBRARY PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY SER¬ 
VICING, REPAIR OR CORRECTION. 

16. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN WRITING WILL ANY 
COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE THE 
LIBRARY AS PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY GENERAL, 
SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO 
USE THE LIBRARY (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA OR DATA BEING RENDERED 
INACCURATE OR LOSSES SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES ORA FAILURE OF THE LIBRARY 
TO OPERATE WITH ANY OTHER SOFTWARE), EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 

END OF TERMS AND CONDITIONS 



How to Apply These Terms to Your New Libraries 


If you develop a new library, and you want it to be of the greatest possible use to the public, we recommend making 
it free software that everyone can redistribute and change. You can do so by permitting redistribution under these 
terms (or, alternatively, under the terms of the ordinary General Public License). 

To apply these terms, attach the following notices to the library. It is safest to attach them to the start of each source 
file to most effectively convey the exclusion of warranty; and each file should have at least the "copyright" line and a 
pointer to where the full notice is found. 

<one line to give the library's name and a brief idea of what it does.> 

Copyright (C) <year> <name of author〉 

This library is free software; you can redistribute it and/or 
modify it under the terms of the GNU Lesser General Public 
License as published by the Free Software Foundation; either 
version 2.1of 也 e License, or (at your option) any later version. 

This library is distributed in the hope that it will be useful, 
but WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty of 
MERCHANTABILITY or FITNESS FORA PARTICULAR PURPOSE. See the GNU 
Lesser い eneral Public License for more details. 

You should have received a copy of the GNU Lesser General Public 
License along with this library; if not, write to the Free Software 
Foundation, Inc., 59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA 

Also add information on how to contact you by electronic and paper mail. 

You should also get your employer (if you work as a programmer) or your 
school, if any, to sign a "copyright disclaimer" for the library, if 
necessary. Here is a sample; alter the names: 

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the 

library、Frob' (a library for tweaking knobs) written by James Random Hacker. 

<signature of Ty Coon>,1 April 1990 
Ty Coon, President of Vice 


That's all there is to it! 
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落了、乱了はお取り替えいたします 
◎ NEC Corporation 2008 

日本電気株式会社の許巧なく複製-改変などを行うことはできません。 





く本装置の利用目的について> 

本製品は、高速処理が巧能であるため、高性能コンピュータの平和的利用に関する日本政府の指 
導対象になっております。 

ご使用に際しましては、下記の点につきごを意いただけますよう、よろしくお願いいたします。 

1. 本製品は不法侵入、盗難等の危険がない場所に設置して<ださい。 

2. パスワード等により適切なアクセス管理をお願いいたします。 

3. 大量破壊兵器およびミサイルの開発、ならびに製造等に関わる不正なアクセスが行わ 
れるおそれがある場合には、事前に製社相談窓□までご連絡<ださい。 

4. 不正使用が発覚した場合には、速やかに製社相談窓□までご連絡<ださい。 

製社相談窓 □ ファーストコンタクトセンター 

電話番号 03-3455-5800 


ま意 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づ<クラス A 情報技術装 
置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には 
使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。 


高調波適台品 

この装置は、高調波電流規格」に C 61000 -3-2 適合品です。 

:」に C 61000 -3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両立性一第 3-2 部：限度値一高調波電流発生限度値 （1 巧当たりの 
入力電流が 20 AJ ：_^ 下の機器）」に基づき、商用電力系統の高調波環境目標レベルに適合して設計-製造した製品です。 


回線への接続について 

本体を公衆回線や専用線に接続する場合は、本体に直接接続せず、技術基準に適合し認定されたボードまたはモデム等 
の通信端末機器を介して使用して < ださい。 


電源の瞬時電圧お下巧策について 

この装置は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあります。電源の瞬時電圧低下対策として 
は、交流無停電電源装置 （ UPS ) 等を使用されることをお勧めします。 


レーザま全基準について 

この装置に標準で搭載されている光学ドライブは、レーザに関する安全基準 （ JSC - 6802 、 IEC 60825-1) クラス1に 
適合しています。 


海がでのご使用について 

この装置は、日本国内での使用を前提としているため、ミ毎か各国での安全規格等の適用を受けておりません。したがっ 
て、この装置を輸出した場合に当該国での輸入通関および使用に対し ffl 金、事故による補償等の問題が発生することが 
あっても、蝶社は直接-間接を問わず一切の責任を兔除させていただきます。 




